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建 築 に 訟 け る 日 本 的 性 格

長 谷 川 如 是 閑

日本人は少し1 i l ! " 慌の大きし、建築はすべて外5 j ( の様式により、 l明治以前は支那式、その後

は西洋式を探刑してゐるが、さう L、五、外闘様式の建築 L 日本人が造つにものである以上

それに現はれてゐる日本的性絡を求める乙とも出来る道理f.: が、それは専門家ならぬわれ

われには不可能な仕事である o 1:--; 広見によると 、すべて少し〈規模の大きい建築は外閤

様式をそのま' : > . J ; R f 1 J する外はなかっ? こといふところ l二、日本建築そのもの' : > W性俗』が鋭

はれると忠五、。而してこの日本主主築それ自惜の n吃俗J に 『日本的』なる特徴がある。

勿論、日本人が始めて支那建築を探月1しfこ昔時には、ま fご.日本位築の様式と いふものは

帰んど成立してゐなかっ? こであら うが、然しそれと同時に 、支那: w 築から示唆され? こ官殿

や貴族の性宅が、頗る日本的の感兜を以て護達し? こといふAJ ' T . 買があるところを見ると 必すも

しもさうは去はれな いので ある。そ れらの日 ;本式の建築は支那建築の模倣から起りながら

頗る日本的感先による様式をもつに至つに。寝殿遣などはそれであるが、nill l
祉の建築の如

きは 、外岡建築の影響をうり? こ主いはれながら 、殆んど原始的の日本的感先 {t> 111執しTこか

と思はれる{ 立である。それによって考へるし日本人が支那式建築を盛に模倣し/:J:l.しに頃

は、他方に於て 、相首建築に於げる同有の日本的感先が護達してゐ Tこものと見る外はない

法隆寺などにどれにけさういふ円本的感党が入ってゐるかは専門家の問閣にが、 とにかく

少しでも紳模倣以外の要素が)111つてゐるとすると 、世11年の 日本人はもはや建築において相

官戸J 級の感先をもってゐ? こものと見る外はない。

2  

この感 ＵＲ が ｊ ｾ 髄的にど んなものだっ ｦ こかはわからないが 、 然しその後に蛮達しに純日本

建築は 、裂するにその早い頃から日本人に培養されゐ? こ感覚の体統の持続に基つ' いにもの

であると云はねばならぬ。その意味で 、今日のわれわれの住宅建築の如きも正さにその持

続に外ならないのである。云ひかへると 、それは支那建築 とは根本的に異る 『性俗』の建

築 である。? ことへその様式や制部炉支都建築に起原をもィうもので あっても 、茶の湯が支那

に起! 京会 もちながら純日本的のものにあってゐるのと同じゃうに 、それを純日本的である

といよ、に差支ひなし、。而してさういふ日本建築 iこ特有の l 性絡』を建築におげる日本的性

惨といふべきにと私は思」、。
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然らばそれはどんな性格であるかといへば、始めに云つ? 二女川、大規慌の建築に泊さな

い性俗である。ノj 、規肢であれば あるほど主主将色を護れI[ し得るといふ性質の性俗である。そ

の性格はいろいろ の角度から理解すべきにと思ふが、 こ〉では感党の質とし、五、方 l断から見

てみ fこいと思ふ。

5  

日本人建築感畳が最も嫌つにのはE 大'I'J: e煩酸性と でめる。それは極端を好まない性絡

即ち 支那人のいはゆる 『 中府 』 の心理 ｲｾＱＩ［ 、 然しその支那に於ても西洋に於ても 、 ヰ ｴｪ も建

築史に取扱はれてゐるやうな主要建築には何等かの立 ｬ 床の ｅ 大性と釦瑛性とを＿ 、 建築感Ｎｦｊ ｾ

の基底としてゐないものはないo rごとへば支那建築の屋根、西洋のド ーム などは建築の大

小 に拘らする、E 大性の表示である。エジプト必築の如きはさういよ、相会I的のE 大 性tこ満足

しないで、絶封的のE 大性に 成功しにものであっ? こ。ギ リシヤ建築は巨大性やがi! 賞金嫌っ

てゐるやうに云はれてゐるが、それは＿こ ｙ そわらの感覚に Ｚ ＡｬｾＺ黙をＧ置いてゐないといふ ｔ ごり

で、 その箪純な均整的の形成それ自暗に満足し? こものでなく 、 日本人の感覚から見ると寧

ろ煩演な装飾に重黙を置いてゐるのみならす¥回世などは正に JI 大性の表示である。吏ら

に此の桂の列と大きい三角の政j民主 ｲｾ けを前耐の線 、髄とし＿こギ リ シヤ建築の感覚は 、 全 〈

相封的のE 大性 lこ依存してゐるものとい よ、外はない。而してその l波風の三角公彫刻で担め

るといふやうなことも、日本人の建 築 ｬｩ 長Ｎｦｊｾから 見れば煩践的である。がさういふことも、

佐に溝をつりにのと同じく、 E 大の商にけの平板な感じを救五、手法に外な らな い。( 住の

溝は大理石の強い色 を緩和させるにめTごといふ解陣営私はとらない〉パルテノンのやうに .

丘陵全腫 を建築で埋めると し・、ふやうなことも、支那人はやり相なこと Tごカヘ日本人は さう

いふE 大性と煩讃性との結合を絶釘にやらなし、。大建築に於ては全然支丹1¥式を模倣し? 二日

本 人ト 支那建築の ｅ 大性 と ｾｊｩ 淡性とを出来るにけ行略せんとし＿このふさう い よ、日本的

性絡にょっ? このである。木材以外に純や石毛? 出j ' tl すこと ぞ踏襲しなかっ ? このもその放であ

っ? こと思はれる。

日本建築がE 大性と煩般It とを拒否しにといふこと力人日本建築の械式を大建築に全然

不泊首のものにらしめ Tこ所以である。凶作や東洋の建築は 、小 さいものをそのま〉出大さ

せても 、ある程度まで形式会筋してゐるが、 日本の建築をそのま〉呼!i 大させにら全〈間の

抜けにものになる。それは東洋や凶作の建築は小さいものにも利封的の E 大性と矧瑛性と

が備ってゐるが、日本建築には それがな いからである 。

4  

日本建築は、 E 大性と煩g獄('1性企と 4含?忌i挫!控主する日本l的与杓特町句勺引'1性|

る。 それ故に日本建築は全 〈主や嵩の感先に依頼しな い。そのな味では今日の住宅として
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の日本建築が、AJ t もよくさうしに日本的性絡を表現してゐるものと見られる。今 日で 色、

公共建築や集合建築か悉〈外国様式に依ってゐるのは 、今日の日本人も王朝時代の組先と

同じし自分のもってゐる日本建築の様式が、さうい i 、大き い規模に廓大せしめ得る性質

のものではないからである。西洋の建築家が東洋に来るしその闘の風俗、風土 に適 しに

体統的の様式全力111床しに西洋建築を造ら うとするのであるが. 明治時代に日本に来?こ外人

建築家は、それを試み? こくても試みやうがなく 、偶にやれは: . : t ) :妙な効果となっ? こ。挫l 田の

裁判所に、洋服で烏帽子を被つ? こやうな屋根の破ってゐるのもその記念のー一つである。あ

の屋根そのものはもともと日本建築の性絡を示してゐる形式ではないが、外人 tこは東洋式

から日本式全匿別することの出来る感党を興へられてゐないから仕方がない。

日本建築の形式は、それ白骨豊廓大されて東洋式叉は西洋式の建築の規模に設展するやう

な感先の性質のものではないのである。感覚の質そのものが、小規模の木材建築に 同有の

もので、東洋大陸や凶作の建築の感究とは別 な、云は Y 工袈IJ71的のJd主党て‘ ある。然かもそ

の工翠品的感先も、西洋流や東洋流のスコラスティックの感党合嫌つに簡素な、単純な、

然しながら高度の洗練舎もつに感先である。あの日本の指物の感先は、そのま、日本建築

の基調を寓してゐる主云ってい〉であらう。小鳥の簡のやうなものでも 、それは単に長方

形の単純な立韓t::.' が、その形と いひ、釣合といひ、竹材の用法といひ、色の出し方、組み

介せの技工、市川部に於ける手法、等々 には誠に日本建築の感究の縮固れ、つ? こ趣があ る。

さうL、ふ小 さい単純な工芸F品に数百闘を投じで惜まない日本人の心理は、貰に日本建築に

於げる日本的性俗そのものを説明し てゐると いってい〉。

5  

指物の廓えきれにやうなのが日本建築の' I 'J 絡でめるといふことは 、規模の小さいと し、 ふ

ことによって低級硯するよりは等ろ感党の洗練といふことで鑑賞を値する華街n7dごと し、ふ

べきであらう。その立 ｬ 床で往々ギ リ シヤ的感先に比較されるが 、 然し ｉｾＧ くとも建築に闘 す

る限り、ギ リシヤのやうな復雑な感究の綜錯といふもの全日本建築に持ってゐな い。建築

が全然彫刻などに依頼しないピげでもギリシヤの建築感!ft とは区別 さるべき基調をもって

ゐるものTごといふことがわかる。殊に色彩に於てもギ リシヤ建築のそれとは感覚的に概念

的に異ってゐる。それは凶作似- 人の服装に於げる色の概念が日本財人のそれと根本的に異

るのと同じである 01こY ギリシヤ建築のイ i材の無着色の色合ひの感党は、日本建築の木材の

それに似? こものがあるやうにが . これはわれわれには? こ Y 想像にJr. まる 2 支那建築には全〈

さうし fこ素材の色叉は肌の感史がなしに- . . ; YiI 純な原色で塗りつぶし、又はけばげばしい

色彩の綜錯を菩: んでゐるが、あの古陶器に於けるや うな比11るデ リケー トの感先をもってゐ

Ｗ こ支那ｬＺｾ肢としては不思議の矛盾である。日本人があれほど支那建築を模造しながら純日

本建築に於てその色の感先に倣はなかっ fこのは 、 Ci t  birIl ll 枇建築ではそ れを真似fこものも
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あるが) いかに日本建築が特殊の感究の基調をもってゐるかを? 示すに足るのである。

きれば日本建築に於げる技巧も自然、外商に現はれない、内 |面的の効果 lこ集注される。

インドや印度の建築の装飾部分には往 々彼れらの工墓品同様の 、煩墳なくりぬ きの彫刻一

ーにとへば大理石射台も誌のやうに彫刻するなどのーー が あ る が、それは持力主技巧の無

意味な 消費を意味する o 日本建築は 、反之、木材の自然の素材のま h 飽の使11J によって

それに微妙な感簡の肌合ひを ｾｐ ｉ すロ何十年の修業によって始めて到達し得る技巧は 、 ｦ こず

さういよ、翠純の肌合ひを出す? ごりである。 E 大性や煩按性は、設計者の頭l Hii と職工の労働

長とで賀現し得るもの Ｑｾ が 、 日本建築のかうし ｦ こ感先は 、 労働量の集積ではな し 労働の質

の効果である 。努働効果が主として内商的に作用してゐて、いはゆるどこ にブJ を入れにか

それが外商に出 てゐないところを特色とする。これは日本人的性格と開聯し f二日本建築の

性格で ある。

日本建築の線のデリカシ ーでも 、比? こ所は 1: ，; 単純素朴な綿に過ぎないが、 それ? ごりの

感先的表現に到達し得さ' るまでの感先の洗練は容易なものでな L、。博則な日本建築等を作

る今の工義製佼の卒業生に、材木一本を扱はせて も、徳川時代の不凡な職人 lこ;及ばないの

は、その職人のもってゐ Tこやうな感覚と技巧の洗練が、 二三年の墜校生活などでは決して

得られるものではないからである。日本建築はさうし? こ体統的の感史の洗練 tこ依頼するも

のである＿こめに 、 恐らく今後はその感受の真髄は失 ｬ まれて、 Ｗ Ｑ 手骸 Ｑ ｾ けをもちつ ｖ げる ｬ こ過

ぎないのではない か と思 はれるカヘと ｬ こ かく日 本建 築の性絡はどこまでもさうし Ｗ こ指物 ｾ ｉ Ｂ ｊ

のデリカシーにあ っfこのである 。而し てその判 色は純粋のま〉では持続も護民 も回目Hなも

のである o これは今日の枇舎の形態が、さうい よ、性絡 を? 生ん L 時代の それとは逮つにもの

Tごか らであ る。それにも拘らす¥われわれはこの建築に於ける日本的感覧会持続すること

は、他の一面に於て 、 日本の凶l ( 的'1"1絡の特徴金維持する fこめにも必要のこと〉考へる。

その ことは、建築に おりるさ うし? こ性絡の瑳生事怖を老後すると 一層明か lこされる 口 され

ば次ぎに簡単 にそれ を述べて此稿を終り fこい。

6  

世界における建築の様式は 、概ね古代に於げる ffi 同|刻家の時代に成立しにも のである。

而してその古代帝国には、必す・巨大な富の集積があれ それと同時に莫大な奴隷努働の集

積をもっ ?こ。その二つのもの〉集肢を t条件として 、建築様式の規模が決定され? このであっ

? こ。然るに日本建築が東洋や凶作の建築と金〈その基調 を異に 寸る のは 、建築の感先が同

i 史的に決定される時代の岡家、位台の組織が、断る一般の古代帝閣のそれと挟そ異にしに

1i t めであっ Tこ。富 lこ於ても J奴隷労働に於ても 、日 本は 、国土のノj 、であっ fこfこめばか りで な

く、寧ろ闘家組識、 ｩ 仕合組識 の質を ｾｾＱ にし ｦ こ 矯めに 、 大陸の帝国のや う に大 規模に浪代的

であるを得るまでの集積が無かつにのである。 それを詳 しくこ〉に述べる 迭は ないが、要
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する lこ支那建築の物入以前に、日本は相官の濁自の建築感覚を もってゐ Tこが、ぞれはE 大性

や煩致、性とは正反封の簡素な 、単純な i様式を生むべき 、極めて常識的の 、平民的のそれで

あっ? こ。日本の古代の天皇が、平民と同じやうな様式の家屋をもち、殊に絞行の際などは

農民同様の仮屋に宿られにことは古歌にも現はれてゐる。始めて 日本人によって作られfこ

支那段式の皇居でも、大陸帝問の下f殿などとは 、規模に於ても 、装飾に於ても比 べものに

はならないもので、様式も単純、簡素なものでなかっ? こらしい。さういふ建築心理は、全

〈停統的の建築の感覚が;巨大、煩段、そ許さない感売の基調の J--J こめつ? こからで、必す' しも

その; 畠・時の'ι ゃう5・働の荒のみの li¥) 題ではないことは 、同時に相首大'I<}-!' ;慌の支那式の寺院建

築の盛に起されにことでもわかる。つまり迎築に於ける日本的性絡は、支那[1建築渡来以 前

の日本の岡家及び枇合の組織に規定されにもので、その時既に相首度々成立してゐ ?この t

ib 1) ¥且つ支那建築を脱i : f f し- s j (!1J してからもさうし仁社令形態に大に健イむもなかっ ? こので

中央集権問家が1 i 1来ても 、直ちに間有の性絡を失って大陸式に移って日本式をうたふこ とが

不可能Tごつにのである。

而して そ うしに聞有の性栴は、つひにその後の千絵百年の 日本人の建築心理念支配して

今日のわれわれも自分の生前の本械としては 、その日本的'11二俗営基調とし? 二日本建築を楽

てることカ ｚ 何 うし ても Ａ Ｚ ｉｾ ，ｾ Ｈな い のである。われわれ日本人は 、 ＿こＭＺＺＱ［ｬＭＡ，十英がノ ｪ 、さいといふこ

とピげで 、 この日本的性絡を＿排斥するよりは、その質の ｦｾ 良性を 、 一層制棋の大き い性絡

のうら に生かして1 j くことを明めねばならぬと氾五、。( 完)
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建 築 の 日 本 T
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M
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性格

オミZ

不木
口 多 里

昨日淡路の人形芝居合見? こ。 三帯型と新作とを? 除いて五種目が演ぜられ?こが、その うち

の三種目はし、づれも身代りの首を打つことが中心になってゐる場面であっ7こ。即ち 「賎 ケ

獄七本槍正右衛門舘の段」と「御所挫ー堀川夜討耕慶J-.使の段」 とでは、主筋に首る婦人を?

助ける fこめに自分の娘の首を打ち、 「菅原体授手習鑑寺小屋の段」では、主人の子息の身

代りに毅へ子の幼い首を祈り落すのである。

六時間ばかりの うもに無離な 身代りの斬首を三回も見せられにのである。か うい ふこと

は外闘での栂劇では恐らく経験することがないであらう 。 しか らばこの無惑な犠牲行矯は

最も日本的なる道徳主情操とを代表するもの〉一つであると云って立い。日本の観客はこ

の行筋を容認し 、寧ろ讃美 してき? このである。この行震に日本的な親縁性を感じてき?この

である。しかし事情念知らない外国人から 、日本で は今でもこの極の行需が笠際に容認さ

れてゐるのか、と聞はれにな らば、誰Tごって笑って答へるに られ あれは封建時代の道徳

を慕調主しTこ創作に過ぎないの f二と。

親の? こめに身佐賀ることも封建時代的情操の世界では底々讃美 されてき Tこ。しかし現代

の新聞の身上相談ではさういよ、場合親に決然と反抗すること をす 〉めるのが常識になっ て

ゐる。

こ〉で考へなげればならぬことは、第一 tこは、現代の安!l' 1士が絶封に容認 しない lこも拘ら

す¥一般の日本人は舞華上の身代りや身買りの行筋に民族的な親縁性を感す・るといふ こと、

第二には、現代の知性が封建時代的な身代りや身費りを排撃するとしても、 J忠孝{t>11i : んすユ

るとい五、根本的な人倫は一向に襲ってゐないといふことである 。つ まり、根本の道徳的概

念は鑓らないが、その護相は時代によって異る のである。

建築の日本的性格を求めて過去の作品{ t > 検索する場令にもこの護相の時代的相遣を考肢

の外に置くわけじはし、かない。日本建築の日本的性格を日光廟に求め上うとすれば、多〈

の建築史家は反封するであらう。日本的性格は民家なり面11
1祉なりにこそ求められるべき ?ご

と彼等を言
)11へるであ らう。それは尤も至極の話であるが、し かし 、日光|萌は支那の建築で

もはりればフランスの建築でもな い、 IH雲大祉と同じく純然? こる日本建築である lこ相違な

い。徳川初期の建築技術と装飾技術とを動員し、閤産の材料を用ゐ 、 そして日本人の生前

様式を基準として 、 ｩ 主管されにものであって、ラＡｾるべきところには島も敷いである。これ

は、平安朝の員電宗の借{目が遠慮なく寺の内部に殺を敷い Tこことや 、現代のプチ・ブル ・
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インテリの小文化住宅に、畳敷きの小路敷が附加されてゐることなど= 、何の相注もない

事である o 1こY しか し、日光廟はi後れこ約J:lffJ 華麗の去現に充ちてゐ るので、 一般の生前核

式と共通する部分が蔽ひ隠されてゐる。これが即ち徳川初期の時代的設相である 。植現様

を極度に ｾｊｬ ｬ 聖覗し、或は示 ｬｲ 聖硯することを＿強Ｑｬｩ Ｑｪ し＿二時代の最高の建築的設相なのである Ｐ

3 ういふ欲求のにめに、首時の最高の技術が動員され? このである。

絢閥華麗ではあるが、日光廟から受取るものは、支那的なものでも 、印度的なものでも

紅毛的なものでもなく 、 矢張 り日本的な情操で ある。絢矧華麗 にｾとれなが らも 、日本人 は

日光廟の建築に矢張 り民政的な親縁-1生を感す・るのである。? こ Y しか し徐りに封建時代的特

性が濃厚な ので親縁性が或程度減殺されるが「寺小屋」の身代 り斬首の義理人情に時代を

超越しに民族的視繰|生を感す・る者は、日光! 偶の建築にも同じものを? 感十るであらう。

し からは｜時代的護伺の桐還にも拘らす・我々日本人に民族的親縁性をＡｾじさせるものは

何であるか? 一一 この問題に来て我々は壁に突賞るのである。重芸術の閤民的特色は明白に

目に見て居ながら 、 それを抽象的な徳性として表示する ことは容易ではな し そ し て 兎 角

克もらしい閤粋主義的硝善に陥りやすいのである。日本の建築は日本間民性のこれこれの

美f惑を表現してゐると云つにやうな誹設には それが多い。

日本の演劇lは主有に劃する絶封の JE、といふ岡1(;; 的美徳を? 表現すると云ひ、それが即 ち日

本の演摩IJ に表はれ? こる 日本精神で あると設くことには 、誰も反封しない。君事ろその正しい

ことを寓人が認める。しかし 、主宗2・に到する忠といよ、美f!t¥は日本特有のものではな L 、。 支

那にも、西洋にも 、回数徒にもある 。その同特有の美徳なんてものは滅多にあるものでは

なし、。?こ Y しかし、その美徳の表現の仕方 、即 ち設相が、岡によって異るに過ぎないので

ある。

表現の仕方は閣によって異るばかりではなし¥前述の如〈時代によっても異る o 1ごから

主煮に劃する忠といよ、美徳は蟹らないにしても 、現代の知性は身代り lこ他人の子の首を斬

るなんてことは考へもしない。

素材の美を愛するのが日本建築の特色の一つfごといふやうな考察にも同様の調普ー的解f撃

が見られる。成程日本の建築には白木のものが多く、且つ白木の感鯛を意識的に高調し ?こ

建築も昔から多い。しかし、 「素材の美」と い」、一般的な概念になると 、白木ばかりが素

材で はな い。石友石も大理石も素材である。煉五も素材と云ってよ いであ らうが、ローマ

人は煉瓦の素地を そのま〉見せて建築の美智 出さうとし? こ口石造建築にも石そのもの〉素

地全見せにもの が少〈な し、。これらは荷な「素材の美」の顕出である。色漆H食会塗つに石

油建築も少〈ないが日本の民家にも座敷の木部を悉く赤禍色の漆で塗 b上げに例が珍 し〈

ない。

毎朝鏡のなかに見る自分の顔にも日本的性絡があり 、貧しい食卓の味噌汁にも i明白な日

本的性格があるの七が、さでどこが日本的性格かと問はれ〉ば返答に困る。一一困るけれ

7  VI I  



ども味噌汁は此しく日本的性格を感じさせる 。封 建時代の 日本人に も現代の 日本人にも均

しく日本的性格を感じさ せ る。 即 ち時代を趨越し 、附級を':1怪挫して日本的親縁性{ t > ! [ s じ さ

せるのである。

しか らば建築にも この味噌汁のやうに時代と階級とを? 超越して日本的組縁|主主? 感じさせ

るも のはない fごらう か。利l代には味噌は無防》つ? こではないかとか、味噌は支那の坊さんが

轍入 しTこも のではないかとか、言は れる かもしれな いが、少くとも文字と同じく永い悟史

をもって現代の日本人の生前 に結びついてゐるのである。

結局、現代の日本人 に搭史的因縁をもっ て岡民的親縁性 を感じさせるものか即 ち日本的

性絡といふことに なりは しない か。そ こで、日本的性絡は結局自己の' I i !f 操 を反省 するとこ

ろに手がかり を求め るのが一帯よ l ' のではな し、か と考へられる。

我々は東洋の古 今の文化 に ふ 西洋の古今の文化 にも 、欄れ、且つその幾部分かを我々

の生活に取入れてゐる。そればかりではない 、或る新しい正: ) いものを意欲 して封建時代的

な精神的土立産やf ! ! i : . 統的なるもの〉 一部合起克しようとさへ努めてゐるのである。 ぞれにも

拘ら1 " ， Ｑ こまにま幽 ｾｗ な純日本風の庇凋とか閑雅な茶宗とかに身全おりば今まで忘れてゐ

? こ故郷に突然師つにやうな安坊と快; 庖とを感すもるので ある。この 円材料' ] 1j. 組 綴'1'1: (立 、民族

的郷愁と l呼んでもよし 、かもしれない。

それは 、 高 級 な庭・［羽や数奇犀にばかりＡ必すＧるのではなし 小料 ｪＺｾｊｬＮ尾のノ ｪ 、 じんまりしに ー ー

宅にアグラをかいにときにも l恭子る のである。悟 史的建築に於ては 、 H光 l似のやうな! 時代

1' 1句・階級的特色の濃厚なものよりも 、然らさ' るものにより多〈この組縁| 包含感やるのは首

然の話である白

桃山時代の大名が茶宅生前会愛好しにのも 、この民族的郷愁の満足金求めに= めであら

う。彼等は支配者としての棟J;fi.に !!H!I医す る豪華な宮殿金所有し Tこが、それにげでは本能的

郷愁は潟 fこされな かっ? こ。従ってその郷愁に H乎臨しに茶宅建築にこそ 日本的性格が最もよ

く見出され るべきであるが 、 豪華な下 ｦ 股さ へも仔 ， ｾｦｉｉに見れ ば 民族的郷愁に ｈ 乎臆す るデテ ー

ルが幾つも見出されるで めら う。

桃山時代や江戸時代の大名が茶室に於て渦 fこしてゐ? こ民族的郷愁!ま決し て過 去の事立で

はない。 同 じ郷慾は現代の 日本人の心血ーにも宿ってゐ るのである。そこで 、如向なる建築

に於てー我 々は忽然として民族的郷愁金 11ヂぴ醒まされ、同時に安易と快適とをもってその郷

愁が慰や される か、 ぃ、ふことを) 5 へること が、建築の 日本的'1'1:絡を探る _1-.1こ kk も正直な

手がかり{ t >Wへ られることになりはしなし、かと }t¥-! .; 、。

上記の意味に於て我々に民族的籾縁'1'1:を感じ 3 せる建築は 、中1f(物ド1: の柔かみと暖かみと

を? 持つものであることを第ーの特徴とする。 即 ち、構造材料は木材、竹材 それから 、1' i(( 物

性原料で作 られに晶や紙、これに加ふるに植物 を養」、直接の母Il台と なっ Tこと ころの土が用

ゐら れてゐる。勿論純物や:1-_で同来 てゐる家屋はマレ ー午向 にもアフ リカ にもあるカヘ 日
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本に於てはそれが最も高い段階にまで洗練されてーの浩形美 に遣してゐるのである 。

第 二の 特徴は、方形の腕い商がプレーンのまｾ ｾ をされて、それが室内直線的構成金 一層

皐純化させてゐることである。住と長押とによって固まれに壁面がそれである。この方形

商は土壁となって木部や挫の植物性と親和してゐるのが特徴である。襖や障子を閉め立て

? こ場合もそこに日本建築特釘の方形町営見るが、開け放fこれに場合でも そこに方形に仕切

られ?こ隣々としに空間が見られるのであ る。

第三の特徴は 、左右相栴の5十重金表面に目立にせてゐないことである。これは UI 烏の地

理的賞境から促韮されに日本人の[ 専統的な美的情操の一つであってこれに就て私は既に長

い論文を書 い?こ が未Tご護表の機を得てゐない。窯内構成に於て相括的意想営破るものは床

の間の存在である。洋宝の重要な要素であるところの壁協力: 壁の中央・に設置されるのに到

して、日本の座敷の床の聞は必十右か左かに J-;・寄って 位置する。 そしてこの非桐栴的配置

が宅内の直線的榊成金柔らげ、陰影の配分に単純な鑓化石? 興へてゐるのである。

第四の特徴;立、局部切機智によって偶然的 ・自然的興趣を附加l しよ うとするこ とである。

日本の 一般的住宅の構成を支配するものは直線であって 、その直線は単純に直術的に組合

はされてゐるが 、日 本 人の 情操は 、 その単純な幾何撃 ｾ Ｑ Ｂ ｊＱ Ｎｉｾ［ 成にＱｬＭ ｴ する景物として 、 向然に

偶然に成生し? こ曲線的構成を添へることをけとめ? このである。そこで 、例へば、自然のま〉の

不規則 な倫手 ￟ 念持つ利 Ｑ 代診の紋ｾ欄 ｉｴ ｍ に使ってみ ｦ これ皮附きや癖附きの自然木を床住や

中佐 に使つてみTこりするのである D その不規則 な輪廓や 内線は 、計霊的人工の及ぱぬ 、自

然の偶然の所産であって、その偶然的生成に自然の有情の感す' ること、恰も庭木の枝採 り

にJodす・るものと性質を 同 じ〈する。そして 日本人 の情操は、非情の人工的直線桃成の中に

自然の有m金持: ち込まなければ満足しなかっ? このである。自然を愛さない同人はない 、し

かしこ〉に日本人特 11の自然の差し方が見られるのである D この情繰は非相栴的意一想、と結

合してゐる。そして寝内のｾｉｬｬ部に霞 Ｑ ｾＧ の波にの紅葉散らしピの〉透彫を附け 加 ｬ へ ることを

喜ぶのであるが、 これが卑俗に行はれると 、トリ ビアリズムになれ駄酒搭になれ 一間

の臭l味を持つに至ることは 、多〈のJr例が物語ってゐる。この聞の卑俗な装飾的意[ 庄とは

反主 ｊ に 、 自然の ｉｉｈ ｾｾｪｬ のま〉の大木をどっし り と 刷造部に使 つ に如き は 、日本 人の附 ＱＪ に最

もよく適合するものである。

第五の特徴は、家具の {中介なしに人聞が室内に安51さすることが出米るといふことである

日本の投敷きの宅は天気のよ い日 の芝生と 同 じことで、直媛に分さ ることも 寝る ことも出来

るD ポif 子など〉いふ仲介物 を必要としない。必要に肱じて座布圏全川ゐる程度に過ぎない

従って宝の平岡的な繍がりは 、 洋室の場合よりも人間にとって 一 層組手 ｉｾ 的 である。 ｦｬｲｾ や乎

がその繍がりに親和的に接近してゐるのである。

これ らの諸特徴は 、住宅に見られるばかりでなく 、天主聞にも、 l拐にも、宮殿にも、大

かれ少なかれ忍び込んでゐるのが見られるであらう。建築の 日本的性格がこのやうな諸特
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徴となって現はれ?このである。換言すれば、 このやうな諸特徴を持続的に統一的に護現さ

せるところのもの 、そしてそれに よって他閣の建築に見られない表現を結果せしめるもの

それが 日本の建築に存す るのであって 、これ を建築の 日本的性格 と呼んでよいであらう 。

或は建築の 日本的情意 とl呼八で もよい か もしれなし、。そしてこれが常に我々 にと って民族

的郷愁の不 断の源 となってゐるのである。

建築の 日本的性格を抽象的な 言葉で分解すれば、 「洗錦、され? こる原始刊:J 、 「開放的」

「温帯的」 、 「自然への親和」等々がダIJ禦されるであらうが、これらは線、て前記の諸特徴

となって具韓化されてきにのである 。

日本といふ閣の固有の自然的僚件、I止合的t条件、7x ぴ人IUI的t条件( 技術的官条件をも含め

て) が、建築の日本的性格を成立せしめにのであっ? こ。自然は鑓ちな〈とも、最土台 と技術

とが控化するに従って日本的性絡に多〈の潤色とニュアンスとが輿へられ、 ま? こ改苦きさへ

も強ひられる。 しかし、建築の日本的性絡は、日 本人の情主主には常 lこ民族的郷愁となって

遺布ーするであらう口我々の正直で箪純 な民族的郷愁こそは 、建築の日本的性絡の存在を詩

擁立てる最も有力なるものである。

思へば 、 建築の日本的性格なるものは ー 洞の 「 青い応」であっ＿この ｴｾＧ 0 プロト日本に 、

平安朝に、或は江戸時代にと 、遠〈探しまわっ? こ末、結局それは現に 日常を生 きてゐると

ころの自分の情意の 中に 見出 され るものであっ? このである。

しかし、民族的郷愁の満足は、要するに情緒的慰安であるじ過ぎないの で、こ れにばか

り拘泥 してゐては 、前進的・ 創造自句集叫が萎縮する。 まに、建築の日本的'1包絡 と云つでも

古代には無かつ? こ要素が 中世に兵種化し、中世になかっ? こ要素が近ilt になってJ司し瞳化し ?こ

といふ例も見ら れ るのあるから 、 日本的性格も時代と共に進展するのである。 即 ち、新 し

い日本的性格が現出するのである。床の間にの障子t:: のは古代には無かつにもので中世以

後に現出しに諸要素である。

日本的性悔の進展の? こめには、民族的郷愁の或部分を生かすこともあらうし、ま Tこ或部

分を犠牲にしなりればならないかもしれないのである。( 完)
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建 築に於 ける 日 本 的 性 格 に封 する 基 礎 的 規 貼

伊藤 正 文

最近のジャーナリズムは、正し日本論一色に捻り mきれにかの槻があるが、それは殆ん

ど線、ての文化的諸領岐に於いて取上げられ日本(1"] 刊:俗、 日本的特質、或は日本的なるもの

に闘する論争として現はれて居る 。

是等の諸論争を通視するに、現時に於ける政治的日本主義の強調路頭主将i接なる防l聯を

もつものであらうと思はれる 。例へば文製 lこ於ける此防の論争も 、 日本主義を路頭せしめ

? こ最近の枇合的潮流の上 lこ立って居るものと見ても差支へないのではあるまいか。

そこで、建築 も亦文化的所産のーっとし 、て此時代の潮流にや;i さ〉ねばならないもので

あら うか。

遅ればせ乍ら建築の領II与に於ても日本的なるものについて論議されなりればならないも

のであらうか。建築に於げる日本的1'1: 絡を愛に改めて論議の課題とする前に 、建築に就て

それが論議 さるべきものかどうか、或は、論議される必要があるのか、更には論議の課題

となし得ベき性質のものか、 そ う云つに射についてもう少し考へて見なげればならな い様

に思はれる 。

そこで翻って建築に於ける日本的1 ' 1: ;怖と 去はれるもの〉本質 に就て 、静かに見直して見

ょう 。

例へば、詩の世界での日本的性格として皐げ られて照る i[i ll'秘ド1: は、建築の形態に就ても

鑑抗的な態度の前には充分に感得IH来得る 所で あらう。深い軒先の奥に夜、められ?こ静寂な

紙障子の感簡は特異なる日本的別|咋足、の感魔で あろo ｪｾｾ には、東洋的美の特性である以上

の枯淡なる味はひがi盗れて居る とJ感じる。 軽やかで深い陰影公ひそめる軒先ぞ作る屋根と

之を文へる約 ｩ い位 、 打開いに ｉｾ 丹 口 部山手商的な筋の通 つ ＿こ組子の附子や建 ｊ ヨ ｬＮ￞［ｾ ｉ Ｇ｢造る日本

{-I:宅の美法 、無論建築に於ける日本的性僚の表現の一部であるに間違ひない D では 、ー此等

建築様式の褒生理由は何か。

之が此謀題の眼目となる鮪であるが、之に就ては事新しく愛に述べる迄もない程自明の

珂として 、且つ明白なる事官として我岡の建築運動の人々によって十年前に語られ識し? こ

事を記憶して居る。即ち建築の形態は、その岡の風土作によって規定されると云ふことで

ある。

建築の材料も建て方 も、従ってMb ¥ H-: り人々 の気持も 、その土地の策候風土によ っ て

ｾｊ￮定され 、 影響され作られてゆくと考 へ ら れ る。この事は飽〈迄正賞な自然科事 的 直接 的
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な事買である。

他の妻術の様に 人間の意識を通じての 、云は Y 間僚的な規定ではなくして 、直 lこ風土と

生活 との結び付きに於いて 、正直に現はれて来る。屋被の )1予は風雨の強さ 、零の多さ 、之

を援五、材料の漏水、 浸透の性質と勾配との関係や、夏日 11玄ゆい牛熱帯の太陽光線を遮ぎり

吹つりる雨の飛 ｩ 末金よりる閥係によって規定されて予 ｾ Ｑ こ。夏期の温度の詰 ｩ い住居環境をし

のぎょくする鴛には出来るにげ大きい開口を作らなければならぬ必要は 、徒然草五十三段

をひもどく迄もな く、開放の像側全作つにであら うo しかも 、高度の低い陽射しの冬には

此縁側が日光浴室ともなる 、狭い一室に多人数住居する部屋の土壁は透気に富み 、 しかも

滋策の吸牧放散が速かであることが{ j - み良さの僚件を作つに。

日本古来の建築様式は、 その住居に著l明に 乙の性格を露IH して居る口そして住ひじ闘す

る外的諸t条件への順艇を、はっきりと示しに形式に 、にくらまれない自らの持味と美とが

鐸出されて来る。

建築も亦文化形象の大きな 一つである限りに 於い て、 その様式は機構 k の必要企越えて

様式白樫 とし て賞展し 、更にその時代の枇合観念形態が反映すると云ふことは考へられる

ことであるし. 建築の臆史の_ I - ， Iこ充分にその事責は認められる屈で あ るが、建築の本質的

なるもの 、即 ち位ひの必要を 包犠す る機構としては 、風土性ー一院い意味 lこ燐) ( すれば問

民性と云』、言葉迄も考へられぬことはない一ーによって嵐広さるべきである。

此等のことは 、先に 巾 しに如〈 、すでに建築界に於て論議寄Eかなりし昔に於て検討され

て居る庭であるが 、 建築の長示する形式的特性は 、 ｽ ｾ ｉ 必 ｬ 的 因 子による影響や 、 政治 的 意Ａ品 ｼ

によって 111来るものよちも 、自然f斗墜的虚置の方が深い: c I1! .111と出悶とになると云へる o J 、

住ひの兵としてこの構造的貨不 ｉｊ 性の坪 ｉｾ 肢が 、 それを長 い年月 の 聞に、 謀術に ｊ 主 引 ｊＭ ， げると

も云へょ う。

先生手ドイツの建築家ブルノータウト氏が、之こそ日本(I"J な建築であるとしに伊勢il ilj l訂、

桂雄官の優れ仁美と良さとは 、買はタウト氏に倹? こ予とも、すでに日本の建築家が認めて

ft; 1こ庭であれその勝れT二日本的性僚については論議の絵地もない筈であっ? こo その防法

的特質の辿築的美への洗練の深さは 、mi金の意識そ越えて 、建築些術に迄高めに。しかも

之等の例は建築技術の構造的側面のみから凝視する時、去fJ つて技巧的なにくらみを? 見す-hiI

的な環境気象への ＱＱ 国態的機構の表示 ｴ こ過ぎない。 ｩｾｮ 顧みるに融、ての警術作品は 、 にくら

まさ' る庭に却ってその卓越性を表すものであらう。

而して 、日 本の建築的特異性、或は建築に於りる日本的性絡は、世界の建築版史に つい

て見て 、特に部材装飾の巧椴に非すもして 、;長々の iliLl先等の 、此特異なる風二1 : に於ける 、自

然に1' 1 する提みなき 11闘際と抗争 との意志が、彼等の住居としての建築機構のJ -..I こ卒直に現

( まれ? こものに他ならない。

此鼎こそ 、近代建築の 一般についての親黙の車黙となるものである。
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而して、又この事も、事新しく論争る迄もなく既に過去十年の検討を建築界に於いては

経験して米 fこものである。 即 ち、建築に於りる日本的性格 と云五、問題は 、最近に於ける j珂

謂「 日本的なるもの」の論争 とは全〈 別個に、既に透か以前に論議さ れ悲してしまって居

る。市し て叉 、素人の 人々 の一部に云はれてゐる西駄的 なものと 在来の日本的なるもの

とを如何に調和せしめるかと云ふ様な問題は 、明治中期以降の我閣の建築墜者、建築作家

の聞に負はされに課題として 、昭和時代の建築の領域ではすで lこ解決すもみの筈であらうと

思はれる 。寧ろ 、既にそれは我闘の近代建築が此風土性の 中に如何 に作 られ如何に洗練さ

れつ〉あるかと云ふ賀践の段階にある。

構造と材料主用途の困際性し 日本の風土に1討する慮置 との合成は 、現代日本の建築に

日本的性格を自ら附興しつ〉あるのではないのか。言葉を換えてえふならば、それは技術

的研究の途次にあっ て、論議の課題と しての時期は遥かに過去に於いてあっ fこと云へる。

今、日 本論氾般の枇合的潮流に乗せて論議し様とすることは 、考へ方によっては暴力的で

あり 、日 本に於げる建築の特質とその進歩とを顧みさ' るものであるかの様にも忠はれてな

らない 。

此論議は 、今は、建築技術の真の瑳展に就て飴り太し fこ貢献とはなるまい。何故ならば

建築の日本的'I;:!: 栴は、論議するもの〉論議の聞外に於て 、護達の歩みを? っ Y げて居るから

である。

rJ 本(I' .WI二絡を云々することは 、建築界に於て Y はなくして 、建築以外の職業闘に於て 、

他の文化形象を取 卜. げるべきことであら う。

技術の l止外では、電気の日本的性係、機憾の 日本的|世俗、自動車の 日本的性俗、軍艦の

日本的性俗と云ふことは聞かれない。 ぞれ等の特異性は「性格」ではな〈して、 「性能」

である。

建築に於ても日本の住居機構としての特異な性能の表現があるべきであるが、単なる形

式flりな円本(I'WI: 絡は僅かに装飾的細部の文様等にEをされにものに過さなし、。装飾文様の性

絡は建築自曜の性絡ではない。それを何程つみ亘ね 、大き〈取依って見ても建築の性格と

はな り得な し、。こう云ふ貼に素人の人々に 誤認がある。

事賞、建築家以外の人々の建築に閲 して飴ちに安11 ることの少し誤つ? こ見解が行はれて

居る ことは 、建築界の心あるものにとっては嘆かはしいことである。建築家の良事意志が

無恩解なる局外者の意闘によって不嘗に歪曲され、 その結果は愚劣なる建築物が、大都市

の街に倣然と建てられる こと は、心ならす3 も我々建築技術家の屡 々経験する ことで ある口

悲に巴l l ? 高岡|専の 日本館、英他 会例示する迄もないが、 そこには日本建築の特異性日本

の風土 に立IJl ¥1しTこ民の 日本的性僚 とl呼ぶこ との 出来ないものが、去IJ って、日本的なる建築

として大衆に喜ばれる事すらある口

最近、中央公論紙上に於い て、甘粕石介氏は、 「醤術におりる日本的なるもの」と題す
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る評論に於いて、

一一文壇の日本浪漫涯の一部の理論家に於いて成形化して出現し? 二日本主義は 、現代の蹟

汎 なる牡合的潮流の 中に根ぎして居るものであり、叉最近の一般家庭に於げる日本的趣

味、日本的娯楽の驚 〈べき復興振 りは、ラヂオ共他による上から の誘勤もあっ? こら うが、

やは り満洲事壁後の民衆の動向の一つの現はれであり、閉じ事が文化の各領野に亘って現

はれ西欧的思想主技術の J-_ に立つ fこ建築家、洋書家、新摩IJ 俳優、 j貸出者等々の人々の中に

日本的なものへ還へると云ふ傾向が起って居る 主述べ、 「例へば、主として歌謡、ピア ノ

曲の作曲家である箕作元作、清瀬保ごは( 中略) 共 に西洋的技術によって専ら日本的な簡

素、静寂、きぴ、詠嘆と云つにもの公表現すぺ〈努めて居る 。 ( 中略) 建築ではもっと積

極的に日本精神の表現の要求が現はれ 、最近の代表的建築では 、l功jへば軍人合館、女子合

館な どが、か 〉るものとして作られて居る。ま? こ例のパリ高岡博覧合の日本館の設計は、

首初の間際式が首局によって却下され、日本的なものへの訂正が求められて居る。」と述

べられて居る。

筆者は今、此論 tこ1討する論議の時間と興味をも? こな いが、最近大| 涯に出来? こ[ 覇防婦人合

館と、竣工近い大阪軍人台館の美事な出来栄えに到し、その作者と首局とに敬意を梯ふと

共に 、之等こそ日本的性絡を表示して居ると云五、こ主を書き添へて置き度いと思」、。

只徒らなる建築細部の技巧によって日本精神を表示しようとしにものは、却って日本精

雨1
1か ら逸脱する。給計に於ても 、表現方法に気を取られに結果、何物も現はれす・に却って

平面的な精前1
1のな い ものに終るのと 閉 じである。

風土 に封する研究は、檎証』? に於けるデッサン である。

此意味tこ於て、特に日本的性絡を誇張する建築は 、民に日本的な精前11を逸し 、却って謙

虚な心境から作られ? こものにほんとうの日本の味はひを知ることが出来る左思ふ。
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義 術 、 特 に

の に つ い

建 築 の 日 本 的 な

て の 若 干 の 考 察

棚橋 d 、

要術は監理の世界ではない o ＱｾＧ から事術に釘してイ可か解析的なこ左右＿企てることは全〈

無意味の事の様にも左れる。少くともこれは日本的な事ではない。しかし' 1 1 - はとにもかく

にも編偶者の求めに肱じて誠治 ｾ［ｦｦ流 らし い 常識と制断 ｕＺ 無智と街墜の足壌を組んで卦術特

に処築の日本的なものについて岩ニ，. . の考然公しゃう 。本企にこれは身の相知ら十の: t J tでも

あるカ t。

*  

法則的なものと非法則的なもの

日本の建築の持つ著しい特質としてその: J I:! 釘陽性をき告げる事が出来る。1 " 針栴」は西洋

建築に於げる憲法であっ Tこのに封して日本の建築では 「釘栴」は常にスクリ ーンの 向 」、官111

へ押しやられ勝ちであっ 7こ。こ〉に西洋の建築から 日本の建築とを性格的に はっき り分つ

ものがある。

まうHi i } は森羅寓象分支配する。しかも非iiti l J も亦森羅関象を支配する o 規則的なものと不

規則的なものとが一一例へば渓流に臨む岩石毛? 見れば千姿百態、その世界は不規則の世界

であって 、一つの滑石の姿金見て誰がも 一つの岩のヨきを究めることが出来ゃ うか。しかも

向彼等岩石全形成する織物を観察すれば、それは全〈の規則 と幾何撃に支配 tずられに世界

である。欄漫Tこる花を見ればその委は法則合超え? こ自然の世界である口しかも一つの花を

手にとって見よ 、それは厳格な放射針栴の世界で ある。

動ける人の姿には 一つのtt.J 栴の軸もないけれども、ギ リシヤに於ては その静的な封持制|

をもっプ ロポーシヨ ンが美の法日IJの如 〈さへ考へ られにと 云ふ。

人腫はかく静的に「封郁」である。しかも多くの内臓は針栴に排列されつ〉その主要な

る若干のものは封栴ではない事は意味深いことの様に思はれる白森羅蔦象はかくの如〈し

て、S y mmetr也、 希[脱概念のシムメト リア から S y mmet r y と S y mmet r yで・ないものを意味深〈

勝示する口西洋建築は般絡なる S y mmet r yの骨絡のートーに構成 され、日本の建築は Sy mmet r yを

超え ?二世界を 、直ち に把まうとする。西洋の建築はぞの設展 を褒展史的に法則的に理解し

得るカ九日本の建築はその琵民営 、ぞの ま〉 の姿に於て法則を超えて把まねばな らな いの

であ る。
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単に S ym met ry のみ

ならす・「法則」は西洋

建築に於げる最も重要

なものであつに。或は

「法則性」をあ Tこへる

ことが。建築の美しさ

に「法J : l I J' 性」を興へん

とする数多の試み、 ぞ

れ1ま縫馬に於りるヴイ

トJレヴイウス復興期 lこ

於げるア J レベルチその

他の ￬ｩｬ ，Ｇｾ｜ｦｬなる建築十書
第 l 悶 ・ 飛 雲 閣 ( 桃 II!I時代〉

に表わる口建築の法理の建築が建築そのものと同じ犠な熱，むを? 以て追求されにことは我ん

にとって駕嘆に純する。

しかる tこ我々はこの方 l百で何舎なし得? こか? 我々のなし? こものは若干の釘l られぎる天

才によって直感的に把まれに美しき 11予の停承であつに。それらは口から口へと秘体として

悼へられ誰ち西欧人の如き解析を企てなかっ? このである。我々はその法則i色合追求せす・只

定 ｾ ｾｾｾ体承しにのであつに。それは東洋人の性絡に起因するものでもあらう。彼等は耐に

於て真理が解明せらるべきものでなくて以心停心的に悟入すべきものであることを主張し

に。しかる に西敏人は我々にとって荒陪無稽な御伽噺的市¥1話にすら哲撃的組織をあ? こへで

雨1¥1墜をうち建て様とするあ〈どい仕事が行はれ来つにのである。彼等にとっては解明せら

れ? こものが真理で・あつ? こ。西肱的意欲はすべての_ I - . に法則を組みにてることを企て、 :lIti 下

(1'.) 直感は只すべての上に超法則が支配して居ることを知って居? ことも云ひ得る。
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第 2闘 ・Farneseの館 ・伊太利盛期復興期 当分稿の建築の美と非f.J 恥の111

同 一 一 町 内 岬 一 一 一 明 叩 吻 概 ヤ ウm 築美を今こ 〉に例示しゃう o ＡＺＮＨｾ＠

11面! と第2[ 凶は殆と時全同じうし

て東西に建築せられ? こ邸宅の建

築 、 飛 雲 闘 し ミ ケ ラ ン ヂ エ ロ

のフアルネ ーゼの官官である。フ

アルネーゼの飴1こ於ては中央-の

強化によって{ 砕かな針栴と古典

的な均撃が印象される。それに

封して飛去: 耐では構術のとれに

全惜の構成が、 も早何等の法則



% 3 闘 . !Ir!l ｾ寄初，｜ｪ，

をも抽 IHI-i J 米ぬ政な姿態合印象づげる。強ひて云へば樺Wi の法則、これは只作家の感性に

よって把まねばならない起法J l i Jが支配して居るのである。( これは後代に於て天地人なる

三 つの容砧の健制なる ｊｉ 主に於て押花曇術金支配する定引を興味ｾ以て想起せしめる ｯ )  

勿論我閣の控築に於ても i 1栴性がなかっ? こわりではない。 宗教の建築は殆どすべて封栴

であつに。しかし 、殿合堂塔の配置に於て! 被絡な 11稿が守られることはむしろ珍ししそ

の全髄的な印象に於て釘併が強調されることがなかった。日本的なる最初の伽鑑配世に於

て我々は「法隆寺式」で あっ fこのである。剖栴制|金持つ建築は宗教建築のみではない。抜出

迎築も亦慨し てそ うであっ fこ。第31盃! と第4固とは| 寸じく相さる遠からぬ時代に束凶に於て

建築せられに抜出てーある。ごつを? 比較するならば日本の妓の奥へる室長I栴の印象は西洋のそ

第 Ｔ 園 ・ ａｺ｡ ｹＭ ｉ ･Ｍ ｒｩ､･ 削 減 Ｈ仰 ｴｾｩｬ ｩ Ａｄ
れに比して遁に弱い。これは、［｜ｬ ｈ 隣ｾ強調する垂

直のエレメントが弱〈主主I併を強調しな い水平のエ

レメントが強いTこめであるかと考へられる。嗣側

の'Iq: の水平の線はそれがをj 象に配せられでも、そ

の一方のみしか見ることが出来ないにめ である 。

その. 卜. にこの美 しい日本の城は全韓的配置に於て

極めて Ｉ ｉ ｾ 封 陪的 であ ってその印象は給前的である

我々は飛五| 紺に於て見られに昼間的構成との相

似合さへ第31副から感十るのである 。

この性格は? こ- : : ¥こ建築にのみならす装飾え様に

著し〈あらはれる。正倉院の御物を見ればf我々の

，ji l1.先b九、かに凶はと同じ源泉から裂し fこ装飾美術

の35を所イ了して居? こか明かである。我々が天千時

代の織物の 中にし ばしば 見受 げ る中必 起 ｍｩ の才 Ｎｦ ｾ 鼠
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第う悶 ・近 jlt 英吉; f IJ IilIf秒・

を自然的』こ要求すれこか川まらす¥表出

せられにもの〉いかに規則性をその裏に

かくして不規則的な印象をあ? こへること

に努めて居るかを我々は 、興味を持って

眺めるのである。

第 5 闘は英吉利の近代のモ リスー抵の

壁紙の意匠でゐって近代的な文様エレメ

ントが古典的な Dr op repr白 tの厳格な法則

で配置せられて居る。これに劃して第 6

VI I  1 8  

文 が凶作 に於てはあの典麗なる後代の Di aper

文様に、 叉Dr op repreat の文様に張展し て行つ

? このであっ? こが我閣に於てはこれらの文犠構

成の悦Jtl J性はあいまいにせられ、文様のエレ

メントの持って居仁志I陽性も超越せられてし

まっ?こ。 それには興味ある封j mすべき多〈の

例があるが、こ〉では読者諸氏が西洋のク ラ

シック風の壁紙のデザインと我閣の襖紙とを?

比較せられ〉ば明かである。あの日本の襖紙

の芸 lヨー刷り そのものは一つの規則性ある文相i

第7闘 ・袋* 裂文様ぐ江戸か? )

闘に示される平安時代

の料紙の文様では双Hk

闘文様は Droprepreat lこ

配置されるがその聞を

ぬよ、費相花Ａ苦草は自 ｆ ｪｾ

な手法で非法則的に捕

かれて居る事に注意し

なげればならな し、。 更

にこの馬民ではごく弱

〈細〈結在する花鳥の



文様が貨物で・ は極めて 印象的であラて誌真に鮮明に表はれて居 る文様は寧ろ地紋であるこ

と〉この花鳥の文様が全〈自 由にギri世ぜ られて居ることは興味め ることである。装飾文.'様

に於ける幾何率的構成は次第に給部的な自 FII な手法に置きかへられ第 7 岡の様な極め て日

本的 な作品へと護展する。向この第 6 闘の文様に JJJ ひられに双獣同文様は天平裂に見 られ

る狩磯紋に源を設するものであらう。この双版文様は ｾ ｦ 砕性会保持しにま〉永〈回航の文

J慌の重要なエレメントとし てj村ひられTこのに卸して、日本に於て は支那と共 lこ巴文的情成

に早〈特化し、そして日本に於ては早〈輸出的な文様ヱレメン トにとって代られにのであ

っ?こ。

こ の建築に 、あらはれに凶駄 の主 ｊ 鴎ＧＱ 全 と 、 日本の非虫 色 ｴｾ ＧＱ 主は 、 詩に於げる凶 ｪ 下の繰り返

すM5: ¥と日 本の繰り返さぬ形式と相似の閥係全以て想起せられる白 乃 ち凶作の詩では個々

の行は 、同じ形式を以て、 乃 ち、同 じ敏の強弱f干の排列を以て〈り i起きれ、日 本の詩に於

l てはそ うでな L 、。勿論日本でも旋頭歌 と新噛詳のめるものは繰り返す形式でめっ? こ D しか

しそれらはIF 〈滅びてしまっ 7こ。栄え? こものは短歌や fJ 仲 Hま勿論端唄都ん迭に至るまで繰

り返さぬ的式であっ? こ。これは問語の品占つ州市1のILI*ないと去五、15質がしか らしめにと云

ふ嫌にも考へられる。そして日本の詩は間' ，il な Syrable で./'，Yi 成される所前 n委少型式」に

なってしまつに。これは建築が簡単なエレメントで柿成される 「媛少型式」 にあっ? ここと

を極めて近似す る様に 忠はれる。 その意味では 、dl ¥二於ても建築に於ても袋町li に於 て も支

ｩｊ ｛Ｑ 嬰術は 、日本 整術よ り もはるかに西洋製術に接近する。 そ の繰り返す形式に於て 、 長 ｲ Ｎｦ ￭ｾ

性 lこ於て 、法則的な構成に於て。

唱民

構成的なもの芭展開的なもの

翌ぺテロの伽 ＱＡｾ の ＧＱ 三｛師Ｈ郡 Ｘ Ｑ 川〉しご僚雌庄の 平商Ｈ第 ＹＱ 胡 Ｉと を比較する時 、 我々

には明瞭な釘掠的なものとして「構成的な.7]-'而」と「展開的 な千 l印ー」 とを犯みとること が

I/' ，米 る。堂ペテロのマl ' 院の平商は L、ち V るしい幾何事性を 所有する者，IJ 鼠十字のミケランヂ

エロの千商は云ふに及ば十全睦をラテン十字にし fこマデノレナの長堂も亦ミケランヂエロ .71;'

商から排成的に護展する 。ベ ルニニの翼厚li も亦 その全日豊に釘して効果的に作} J j するバロツ

コ的装飾とレて完全なる桃成的な凶子を所有する。

これに劃し て挫の新書院古書 院、或は ご: 俊雄符 その他幾つかの書院造に於て、( 第 9 1凶)

その干商の!lJt 質は民間i'l 二にあつに。一つの部屋が次の部屋 に辿: 接する その偽j係 はおk の1111

に於ては与野であって全趨との肺 ｬ 持 Ａ は稀海である。対ど線的にｾがつに 、 ｊ う ち展開 的な ヱ Ｑ ［Ｇ 而

がそれ自身として金髄{ f )1手作る 。からみ合つ Tこ全障でなくお互に手伝つないピ断) ;ーである。

私が住宅と堂ペテ ロ本ぞ'1' の様な伽箆 と比べ ? こ事が不可でゐれば凶賦の位宅として盛期復

興期のあのペラデ. イオの Rotonda ( 第 10圃) を想、起 して頂き fこし 、。
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日本の宗殺建築は支芳11的な影響力2濃い放に必十

しも良い例を提供しないけれども、あの堕麗な日

光の東照宮すら その殿舎の配置に於ては著し く展

開的である。我々はこの意味で最も特色ある給議

萎術として総経物を例示する ことが出来る 。 こう

し? こ型式は全〈我闘に於げる潤特の型式であっ? こ

西欧 lこ於げる宗毅的な設話的な内容を持つ緒苗は

フレスコとして完結されに構闘を以て描かれ?この

に封して我々は全 〈展開的な型式をもっ絡審物を

以てし? このであっ? こ。

小説や戯 1]11 に於ても日本のそれが常に展開的で

あっTこ。源氏物詩は展開的な叙事詩の最初のもの

であり 、 江戸時代の長い小説 、 。 ｾ ｊ へば 里見八犬停

の如 き要するに長い物語にすぎな L、口その筋は只

連って行くに過ぎないのであって、そこには決し

て「雨Ij1rlliJ や「フアウスト 」の如き構成を見るこ

第 8闘 ・婆 ペ テ ロ 伽 箆 卒 薗 とは /1¥米ないのである。あんな lこ我々の父組以外4

愛せられ? こ忠、臣蔵の芝居にしろ、そこ lこは劇的な緋成は極めて稀薄であって、一つの述闘

のあるい〈つかの場面に過ぎない。その設機には殆どそれは全場面を演せ' られることな く

一二の場面が充分の完成を以てそれ? ごりで演ぜられて居るのである。しばしば沙翁にさへ

比べられる大近松のものにしろ、 長 い浄るりの中の 第 IOiJj _，主主

ほんの一二の場面、例へば河庄と紙治内、封印切と 1  ζＴ Ｍ ｚζ 孟ｾＭ Ｍ 今
!  - = ζ 主 主 孟L 占ヰ..1.-

新日村が11日々別々に、切りはなさ 干す一雪てユ 1 ａ ，， ｾ ｲ＠

れて上演さるれことは、劇 ｬ そのも ，｟ ｾＺ : .  • "cゴユピ

の〉展開的な l性質と 、更に「断片 ， '1 f<'  ¥， 0" '  テーァ= 三|

' UJ  ト 二三- 手当
的」な美 しさに到する J ＨＺｊｾ ｑ［＠

ノ F・...賀 R

うo ｲ Ｎ 守 ｾｔ T 串愛情に起|五lするであら

多〈のtP11史小説 、

例弓? そ了勺

止の l  - L - a  

Rを 」 よー÷J 守千3

へば11立近の大型

喝う

拍 l

タT

L 1土i

朴 ↓ ¥¥i

設 i't; ＵｬＢＧｕｏＮ ｴ ＿ ＮＮＮ ｾ ‘ ｯｰ ｲ 三三ニラ 。 Ｔ 一一一 ＭＲｱ
第 Ｙ 閤 ・ ニ 隊城 二丸 ｾ ｴ 院 卒面

み; 武磁」にしても 、それは一つの展 !J 目的 な物
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第 11 1箇 ・英育，f IJ 近代銀製骨査

であっ Tこ。

我々はこうしに展開的なものそ我岡の

江戸時代ド於げる庭ー閑に吃るであらう 口

例へばあの有名な桂潟 ｦｾ Ｇ ，Ｇ［ Ｇ ，ぞ見よ、或は修

製院勾 ｾＧｬｬＮ ｜ ｾ のそれを。ぞれは Ｑ ＱＵ 古和 ｊＩ 武の自

然庭闘ではな〈て率ろ甚しい技工Ij( I/J な展

開庭雨 で あ っ fこ0 ・歩臼に趣の移り行〈

納iJt 化されに自然(I"J なものと人1111(1/J なも

の〉連鎖である 。そ れは‘ つの辿; 歌的な

味合さへ我々に llぷぜしめる。

第 Il li;iij と節目 li;'I! には 三つの東 IJcyのごr 委主

!!?1の例が提示せられる 。弘前lの全開の1 f b

5?? りであっ ?こ。デイケンスやデユ

ーマのi l l ! 俗小説の構成的な 'j)j'j とは

全然日IH/I，/ の議質のものでゐつに。

こもらから げ' ，] ふを 比 ればすべでは

あくどくから J 歩合つに「科] ま: て」

であり、 向ふか らこちらをr見るな

らばそれはまことにあまり にも仁

よりない 「流れ」で あらう。

こうしに展開的なもの〉文謬に

於げる寺干しい現れを我々は江戸時

代に於げる辿i款に見る。それは

lせし? こ内容のない展開し行く Hl 々

の主主化ある詩境が多〈の共作者に

よって当埋まれ?こ全〈特異のi詩形式

第 12周 ・羊遊軍寄[ 令

商務総 ｾＱＱｴｩ￯ 散

同 ｉ ｾ ・ 東京男目 ｜ｽｬｦｾｪ 十守正氏

議 ・桑銀金兵印官官官在笥・
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に 般草野に連開し Ｑｾ 法只 ｉ ｊ 的な全日豊的構成

と、全韓の j 防の上 に極めて無関心 に、自

111に展開され? こ装飾を 、鮮なうむI比 を以て

例示する。

食

完結したものと断片的なもの

回賦の砦術の去さうとし1こものは常に

「 完結し＿こもの 」 であっ Ｑｾ 。 そ れ七けを

周 悶 か ら 切 り は な し て 眺 め 得 る 完 成 さ

れ? こものとして形作られ? こF斤の物であっ

?こ。 円本の些術は 「断 li 的なもの」 であ

つに c それは周聞と結合し? こ最も幽玄な

形に於て 、 ) 'J ち非常にあいまいであり乍

ら特接に結合し? こ 11手に於て 、J うもそのm
第 13園 ・英吉利近代書物量産賊

国を想起 しつ〉断片としての鑑賞' に委される。我 々はゴシックの寺院を模型として机の 卜.

に於てすら美 しい形そ味はふことが出来る。 しかし 日本の建築は 、例へば桂の離宮をその

周囲 との相聞な くして味ひ得ゃ うか。茶室の竹の窓や木!械の天井は、露 しげき樹陰との存l

第 14国 ・卒安時代法華経表紙文様

VI 122 

闘 に於て 、乃 ち全瞳 の一つの

断J- iーとしてのみ味ひ得るので

ある D

こうし特質は装飾文様に し、

ち Y るし い。西洋のものは隅

から隅までを一つの完結され

? こ形式で構成する。そこでは

日本の、文様の様なほしいま〉

な断ち切 りは感情的にもゆる

されな い。それに主すして我々

は、扉商散らし 、片輪車と云

ょ、様なその構成に於て叉その

エレメン トに於て断片的な 印

象金あ? こへるものが極めて愛

好せられにのである。

第 13聞と第 14聞は共に書物

の表紙岡案を示す ものである



西欧的 「完結」と 、日 本的

「断 J; - ｊ がこ〉にＯｾされる

糊持品の炎紙の l主将i花 1)1'ギ〈

は、第六回のそれの械に 、

自[13な手法を以て摘かれ 、

断ち切られに灼 ｾｊ ｉ 予の外へ 、

無院につながりを持つ。そ

れは法則 をこへで捕かれ に

自由に展開しにもの〉ー随i

)  ［ ーであると云ふ印象ｾゐ ｔ こ

へる。勿論我々は中川の［［ｾＭｾ

特の下にあっ fこ天-'1三期に於

ては装飾文様に於てはるか

に凶1，: 次的であっ fこo j;f-C151品|

はこれそ示す。法則的な文

校川成とし、完車村l/ μ !

第 l円5闘 . 正倉院御4物お献物箱苦驚在文桜 存在 1す- る。この矩f形|隊手商の4袋
支

街飾liにあ らは れる根玉オ木{ド立のモテイ { フは西l附吹3を? 支配し 7仁こ法則 であつて 、国防や近東に於ける多

〈の: : k しい例合想起すること力行叫来 る。しかしこ〉で沌立しなりればならないことは 問附

の 交様が釘稿 的な純天 千的 な或は唐的 なものであるのに比して、 中央の 、巴文 枝的配置の花

文が寧ろ平安時代風の 日本 的 なものであって後代の 日本文様の張展そ暗示する ことである

日本の清に於げる断)i-" 生は殊に著しし 、。短歌は 、 もともと叙事詩である長i放の 、設後の

鞘であつに。俳句 はもともと連歌の護何であっ? こ。かくの如< r臨iJI J ヵ: 一 つの墓術を

構成する 。 西洋の詩ではその最も短い形式 Sonett すら :心: 派に完結され? こ同行『iE、支; J J II の

絶句に比すべき l' 71J 成金もって居るのである。

1

1
' 1 附の同時代の乞壌が 「完結されに形式」 の阪れに多く の ものをけとし て居るに封して 、

Ilg'oifaの諸作例へ 1;;[ ｲ 寓づの文反古 」 の如きは位界がイ ｦ する ＱＱ 止も優れに 、 文ｾの 仁 断Ｉ Ｎ ， Ｇ｛ Ｑ 句な

もの」 として敷へることが出来るであらう。この時代の文筆、特に端唄や ;*k樺の詞市: から

ｔ ｴ し＿ こ内 手ｪＺｾ汲み取るこ と は困難であって、内零 ｛ Ｑ ＧＭ｝ にはゐいまいに ｊ ｉ ヨの 卜 ， Ｍ｣ は桁援 に ￘ｦ

ねられに;数のかの断J; 'fl' .J な詩句を見るのみである 。 こうえ」、 内容[I"J に 「断) ，'(:I"Jjな ;放はれ

る詞取の形式は長H貝にも珍し くなL、o ｘ この典明的な ｲ ｾｩ Ｉ［ Ｇ 白人 ｪ なもの」を成 ｉｊ に於て我 々 は

歌舞伎十八番に見 /+'，すのである。 一つの 日本主主術の特異れがそこでは端的 に示 3 れる。

*  
か く の 如〈し て Ｑ Ｑ 可 作些術は「法 ｊＱ ｩ ｊ に随って ｦｬｾ 成せられに完結しにもの」であっ ＱＺ 。之に
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反して日本の事術は「法則を超えて展開されに断片的なもの」であっ Tこ。 簡単な言葉を以

て抽 象的に 定義することは殊に事重芸術に闘しては危険きはまる事である。併しこの性質は

二つの喜術をt'l::栴づりるものであることは否み矧: い o '1凶汀- 生術の沙いに路は玉川 のj ;li 舎 も

進 u べき坦々 1: る大道てーあつ 7こ。日本の選Wi の i);' ん? ご路は 111:拾人の f;.7 んでi ) ; - u 樹下陰の趣

深きノ ｪ 、 僅であっ ｦ こ。回殴人の持つ自然と ｔ こ〉かよ、人 ｉｉｉｊ 的意慾が ｩ￉ｾｊｪＡｩｾ ｉ Ｂ ｊ ｾこ脱倒的にそ・の嬰術

にはぷ現 せ られ、東洋人の持つ自然の中にとけ込まうとする感情が日本の恐怖f には衣はさ

れる。こ〉には会〈の異質がある。頃日京都の美術館で富 岡渓1111の遺作民と弼逸の素描展

ｾ 同 時に見＿こ。日本の爵家が描〈自然は歪められ凶附の Ｗ ＱＳ 家の仇ー〈自然は逝にお質的であ

る。しか しこれ合以て彼等が自然に近い と考へてはならなし、。彼等が摘し、? こ自然はそのけ

は しい沼貰を以て人間と全く異質なものとしての自然であつに。叉人間が描かれる場合に

は自然とげは し く釘立する人間であつに。日本の町家の揃く自然と人1mc  ｾム沼 ｬｴ の法 則

合こえて、共に H千吸し jEに生活する友達とし て人間と自然がJftーかれて居るのである。凶は

の素揃は重にそれは両の部分的習作であらう 。我岡の それは素iiii 的な紺F!?fが それ自身で完

成 して鑑賞に委せられる。そしてしかも我々が最も心に近〈感今る ‘ものは叉この小品であ

つT二口

西肱のE 大形式と我岡の央委小形式はすべての事術分野に於て jN立し予Kつ1: ::; 文撃に於 て

美 術に於て叉建築に於て D

建 築に於りる美しき数寄屋茶' f . 工妻彫刻lに於ける根付や刀1'f の喜術、Mi ni at ure的輸出の

隆盛、盆栽や金石、箱庭の愛灯 、文筆に於りるコン ト白人j 作品工1ft ひ1こ短歌や俳句の短;r!fj l予の

隆盛等。

我 々はこ〉で鎌倉時代に大陸から診入せられに天竺様と 1，1¥械とを? 想起しゃう。! 万械は寧

ろ装飾化され? こ形式であっ? こ欣に長〈我聞の後代と 1; 0 幣を持ち叉 一方では工嬰化され 1: 。

しかるに 疑ひもない ｩ ｊ￯Ｚ大構造ｾＭＪ ｪＺ ｕ である天 ｾ ｪｬ は僅かに東大子 ｪ ニの 南大門にその版式と

この意開会 11: なるのみであって夙に泊、減 してしま っ? このである。それが r1-;:-)01古式」でめ

る放 lこ。

かくの如くして我闘の建築工! u : の闘心 は 多 < ＪＱＱＱ 部 Ｈ ｉ ＧＮ ｪｻ土口 の洗練に 向 げられ 、制 法的ｾ

展は殆ど見 られなかっ ?こ。ある 黙 で は 構 造 的 な 退 歩 す ら示される。我閣の工配力 ;'riM'i 11j.

真 東IJ、尾一 つ姐まない聞に、 If可はではnft 黒 時f-¥と云はれる 中 LII: に於 て、イiプー統領はあんな

に 美しい力事的な湾接金石全以て Ｕ ｾ に細みトーげ、叉木造ｦＱ Ｑ ￭［架も 、 我々の現 Ｍ ＨｆＮ の ｓ ｴ｡ｴｩ｣ｳ の力

の及ばぬ援の護民を 二 ｊｾ し ＱＺ のであっ＿こ 。

平L の逮築の日本的なるも のに謝する解析は これで一般完] する 。 これは過去に頃する事でめ る。将

来いかなるものへ霊堂展し行くべきか、これは我々 が現貨 に行ふべきことでめ らう。 只強ひてみl、の考へ

を云へば商歓人のめのはげしい 人間的意怒こそまづ技々 の皐ぴとるべきものではなかむうか。 大きく

組み立て、行〈意志の力合すべての文化の分1'1' 1こ!!' :j子、 i圭の日I1習には小 さな美し い ものはも早漏ちめム

れて居るのでゐる。
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建 築 に 於 け

マ?

Q  日 本 的 性 格

香 野P

ま住

建築に於げる「日本的性絡」と云ふ 、今私に興へられに課題は、一見わかり切っ? こ、簡

単自明の問題のやうに見へて 、事買はかへって 、い ろいろの立壌からのいろ いろの問題を

含んでゐて今日述念にこれに答へゃ うとすることに は多〈の困難を感じないではゐられな

い。勿論、11住、単に日本建築の悟史的な侮統と、普通に云はれてゐる日本人の性絡とを並

列的に結びつり閥係づげるピけの事ですますのならば、仕事は楽で 、ぞしてその答へもま

?二 、所三I' J r概論」的な簡単明瞭な公式として興へられるでめられ一ーしかし 、;苦々は今

「日本建築案内書」を求めてゐるわけではな いのであるから、こ〉でー肱尤もらし い表商

的な n制係づけ」をするよりは、現代の 日本建築の張展の? こめのjJf し、見l!)l岡 ( パースペツ

テイフ〉を1M，; ' l主とし て、 民の問題の 中心新を探 し、 それ に附生する疑問を追及して行〈矯

めに 、出来不 fごりの資料金集め 、或は出来るならば、その ために、いくつかの下岡( デッ

サン) を描いて見るこ とが必要なのではな いかと 思はれる 。ぞれ放に問題の多くは首然今

後に未解決のまＧＺ＾ｾをされるでめらうし 、 民の科撃的態度をもっ ｦ こ研究家が一人でも多〈動

目されることを望まなくてはならぬと思はれる。 その矯め には、今後向、いろいろな機内と

試みとが、 くり返へ 3 れるこ とが必要であるのは 、云よ、ま でもな いであらう口

2  

「日本的なもの」或は 、諸- 文化の「日本的性格」と云ふことは 、今日すでに各方商に於

いて論義されてゐる。或は「岡際列車が般かれてそれに乗って n本を版行すると云ふ時に

なってゐ一 J  i ヨーロツパのう;11性で日本全見る • J  ( 横光利一〉ことが必要 であるから

であり 、 「現在の文化的行づまり( 公式の隷従〉から自己創作放し 、一旦失はれに停統を

同復しゃうとする筒勤」 とし ての「日本主義の要求」であると云はれてゐる。 しか し、 舌

々が円木人である sl{ 1) ¥苦々の文化 力九 「日本的」であ り、 「日本的性格」をもってゐ る

こ とは云ふまでもな いことで ある。そ して、 それにもか〉はらす・「日本的」や「 日本的性

格」が苦 々の建築につ いても、問題とされるやうになっ Tこのは、 : t"そら く、首簡の我が閣

の( 政治的、経例的〉特J-*事怖からの要求にもよる Tごらうが、まに 一方、ある意味に於い

ては 、今 日 ( 否今後とも絶えす・〉 斤々 の脈問7こる立場につ いての必要な反行をう ながされ

てゐることを意味してゐることを忘れてはならぬと思ふc 云ひかへると、この「日本的」
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と云去、言葉、は ある 人々に取っては 、意識的であると 否れこか 川まらす¥ 政議的一一叡化

的な意味に用 ひられ 、まに さう理解さ れでもゐるが、貨はそれと反釘にほんとうの吾々の

立 っ て ゐ る 地 盤 で あ れ ま に その立ち 方( 即 ち 「日本的 J) でもあるのTごから、行々も 一つ

の現質的な、 ｦ ［［ ｬ Ｍ 製 ｾ ｉ Ｇ［ ｊ 't 諜曹とし て考へなくてはな らぬ。 停統と云ふものは 、軒 々に押しつ

けられるべきものでなく、ｻ存続的 Ｚ 精神 と 云 ふものが ｊ 手々自身の ｉｉｒｾ 現 Ｑ Ｚ Ａ刊Ｇらｦｉｊｾか〈し ｨ

ｦ 手 々 の 予 Ｑ Ｚ 界的硯野をさへぎる方面 に利 ｭｾ れることをＨ少〈とも、さう云ょ、結果に ｗ ，るこ

e  ｾＩ警戒しなくてはなるまし、 。

5  

建 築に於げる「 日 本的 ｩＢｾ Ｚ 絡 ｪ e 云ふものは 、7こじ かにある。 それを( しかも、特にその

優秀な駄につい ては) 現 eE遣され てゐる 、多くの勝れ? こ 円本建築に 、見ること カqi1外えるの

は云 i 、までもない 。そ の優秀| 生は今後の研究によって 、 もっと深 し もっと IE しく硯併さ

れるやうになるであらう。云ひかへると、建築に於ける 「日本的性格」と去ふよりは 、よ

り正しし? こ' > 1日本建築J ( その 優秀性〉として、取り上げられる ーや うになる であ らう

し、 まに出来る t::_' げさ う云ふ方向に努力しな〈てはなるま L、。- 開、 「性栴」と云』、言及!;

は、普通、自然乃至仕合的環境の中に於かれに 、f向韓の機能爪動の 、精ni 'j' 的、情法的m日j

の一つ商を表はす常に 月1ひられて、主として環境との閥係に よっ て表はれると見られてゐ

る。 C Ｑ この環境」と云ふ 言 葉が、 新 しい精前 ｼ 中 ｬ 療として 、 ｾ場して来 ＿こ政治地 ｮｬｬＭ 1風

土製」の一つの基本的な問題であることは注立すべきである 〕口そして、この1 ' 1
4

1:俗」は 、

素質 とか集票とか云よ、ふ先天的なものと紡びつけられて居 L ま?二、事質非反行的な 、あ

る時に は盲目 ・筒動的な 、反艇と云ふや うな形で表はれる場合が多い。 1円木的性絡」と

云ふ言葉による類推的な考へ方が、非反省的( 即非H率的) な 、結論を 引 き出し安い iぜ1向

をもつことを 、おそれなくてはならぬと忠はれる。( l'円'1性i

撃的研明と云よふ、こと の必必‘ 要は 、ま に別の問題であ れ こ の事がより IIJJ かに なれば、 脊々は

もっと特殊な侍統と云ふもの〉 ー 簡 をも 、科 事 的に ｷ ，何事することが ｈｾ ， 来る や うになるであ

らう)

上述の や うな 考! 占: をもって 、日本建築の後れ? こ 「性栴J ｾＥへることは 、 今 日 大 し、 ｬ こ必

要なことでもある 。 日本建築の優れに体統と云ふものそ潟へることであり。簡単 lこ云へば

西駄の建築が多〈その規模と装飾と云ふ方面での華かさを見せてゐる 時、 干否5干8介ノ々争にはもつと

自然な素朴 な、鍛練され? 七こE建主築f行作f午JfiしI

作 l品吊力が:、 多 < 1よ宅に、少く とも i ｬｾ とに近 いも のに護見されることも 、興味 の深 い 事買であ

る。 素朴 であ り、単純であると云ふことは 、自然の秩序を1tmする と云』、意味で、 まに感

動 t 法則 との一致と云ふ意味で、普通云は れてゐるやう lこ、 ｬ ￯ｾ 典的」であると云ふこと

が出来る であらう o 1 " ことへばすで l二、建築家ブルー ・タウトが、古代建築( クド品ー〕、茶室

V If 2 6  



Ｈ桂離宮〉農民建築 Ｈｬ ｾ 家Ｉの日本の古典的 ｦ よ建築に 、 図際的な償官宣伝も つ 創迭を設見 し

それらの最良の要素カヘ真に教養ある欧米の近代的な住宅とまさに一致するこ とを護見し

且そのことを、現代の建築家に聖子背しにことは 、すで lこf貫一行 9:r1られてゐるところである。

4  

日本の古典的な建築が、現代の建築家に、その建築的単純' 1 '1 と閣際的共感いこ於いてか

くも力強く働きかげる力会もつことは 、勿論直接には 、その建築様式意匠の力強さと高さ

と、 とによるものである。建築意匠の力強 3 、調子の高さは 、 どこから来るのであらうか

日本の名匠＿こちの形をとらへる感 ， ｾｴ のデリカシ ー 、その的確さ 、 から生れる。しかし 、 さ

う1:.' とすればその感受の的確さは何に由来してゐるか。生前の鍛練と創作の鍛練。一一こ

のことは、建築家にとっては、時代のほんとの枇令的生前の中にあって、建築の目的、材

料、構造営正しく把むことの努力を意味する他はなし、口そして、この鍛練の上 lこ立つなら

ば、おそらく1 / I il の々建築のr . / l l 部に至るまでの( 今日 ，斗々に働きかける力強い) 意匠効果と

云ふものをも計ー量することが出来るのであらうと思はれる。

これこそ日本の古典建築が今向、その意匠精雨r! 1¥こ忘れ、て 、吾々に呼びかける最も根強い

根擦である。そして、 「自然J ( と現賀〉が、細部的に力11工され失はれることなし反封に

端的に 、素直に生かされるやうにとの心構へが、そのぎ: 匠精nIl !1を貫いてゐ? こやうに思はれ

る。それ故、?こ t へば特に茶室の建築に、土地金相し、建物と一轄になっ? こ自然( 庭〉が

取り入れられ、メL友が用ひられ、更にその木膚が愛されるのである。今ある一つの課題を

どんなやり方で解決するか、と云ふところに「性俗」と云ふものが表はれる t 考へてよい

なら、この意匠精 ｾＱＡ Ｑ を 「 建築の日本的性絡」と云ってよいと思はれる。

この意匠精ij ir!l ( 農民建築に於いては、もっと直接に、地方的生活と生産に結びついてゐ

る1:.' けに、土地とか気候に封する方面の正しい建築工事的解決を示してゐるのを多〈見受

けるのである力りそこに遣されに作! 日をに- - ; I 日本建築の性絡的j なもの〉表はれ色して

見受りとるのでなく、これらの Tこ〈ましい意匠精ij Il !1 ( 意匠の態度と方法) が、如何にして 、

生み出され? こか、そ その歴史的時代とともに加解しなくてはならぬ口このやうに考へると

この意匠精 ￭ｬ ｩｲＡＱ が、ある長いＢ｛ｾってゐ＿二期間の後に、今、現代の建築家 ｬ こ働きかげてゐる意

味合、充分 lこ汗償問来ると思ふ。さうなるしもはや 「日本的性格」と云ふ誤解の多い言

葉よりも、もっと積倒的な I n本古典建築の利率性」とか、 「日本建築の進歩性」とか云

」、言葉公用ひるべきであると云ふことが了解されよう。一つの図民的性俗と云ふやうな雰

囲気の中に安住するか、或は、一つの常に新しい座右賓と( 日本建築の日本的性俗! ) と

するか。この貼にこそ、この「日本的建築の性絡」が、向五- 々の時代に生きてゐるか否かを

明かにする鍵があると思はれるのである。私は 、 この事公「岡際的建築へ」の方向から取

k げに ことカ Eある。
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5  

〔こ〉に 、私のノj 、幸子 「現代住宅建築論J ( 昭和五年) からの大略の引用を許してい仁 、王寺

?こし、 〕

一一一般に工業( 科製的) 生産の基礎であるところの、生産品に於げる職能の分化 と、そ

れに 基いて生産品の設計、及ひー その部分品の棋準化庁1ーイじ力、まに現代建築事業の 一つの法

礎的な計剖となる。一一このことは現に現代建築の悟史がこれ全示してゐる。一一科墜的

容 ｴｾ 目的諸 ｦ 康件Ｈ要求Ｉが等しければ 、 そ の ｦ 削牛 ｴ こｾ Ａ ｀｜する職能設計Ｈ構造 、 衛生設備 、 機

械設備) や特に部分品〈スチ ー;1 . - 、サッシユ、規俗化され? こ扉、宜用家具〉は充分間際化

される。

日本の木造家屋は今日では すでに、 ある意味でーM{は完成され fこもので、一つの型をも

ってゐると考へてよい。# 々は、この型の中に現代の間際的立場から 11'1多〈の星第ぶべきも

めｾ見出すのである。便宜上主なるものを筒僚 書 にして み ると

1 . 建築材料と して の木材の充分な利用一一一木材のミニマム ・サイズの考察荷重村( 桂

梁) と被援材( 壁、屋根) との if抜能の分化( これは乾式柿遣の基礎でもある〉

2.  m絡の採用一一平面計調jでの J 1:rJ をYil 位 とするスケ ールの採用、 それに蒸 し 建 九

その 他の部分の悦俗化一一 市場品の利用にれは建築の工業化の前提後件である〉

3 . 欧米の閑ぎきれ仁川定し? こ部屋 に到して、自 ]11な間 仕 切 ( 附子、襖〉による住宅プ

ランの融通'1' 1:

4. それぞれの怖屋の家具化一一 日本では押入 、棚などは現在却って形式になってゐる

がーーと 云ふ問題に 4 歩を進めてゐること。欧米の fl: 宅では 、家孔を? 備へつりで 、tf iめて

一つの完全な部屋となる。( このことは 、正しく考へられるならば、部宅の生活内容を計

算してプランを定めることの第一歩として 、今までの Tこ-，; l{f iさをもっ部阜、或は極端に云

へば家具の置場としての部屋の考へを打ち破る〉

一一向、さら にもっと 、取上げるならば、自然( 室外〕と室内との融通性ある連開( 腕

橡〉 。採光通風の? こめの闘 い開 口 ( 窓、 ランマ) を持つに問欣的 T手術遣。その 他を? 象げる

こと が出来るで あら う口これ らの里山佐建築の 「日本的性栴」 と云五、言葉で。現はすとすれ

ば、 そして特に 、擬人的な語薬密用ひるとすれば、それは 円本建築の単純、誠賞、正直、

率直と 云つに「性俗」の現はれであると云つでもよ いであら う。 それらは 、明瞭に 、煩讃

守、わ

虚飾、 w時、技巧などに封立するものであり 、賀茂良淵が 「その 心多なり とも、直〈ひ? こ

ぶ るなるもの は詞多 からす・ 」 と 云つ＿この と｛， ［ｊ Ｍ の「 日 本的 ｊ 布 ｬｩＧ ｨｩ ｬ ｬ ｬ であると云ふことが ｉｾ 11来

ゃ う。

6  

問題の方向さ へ明かになれば言葉はし、ろいろに云ひ鑓へて見てもよいかもしれぬ。自然
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( 土地気候) に封する正直と誠賞、材料に到する率直さ 、梢迭につ いての 、必要に従ふ単

純さ. そして その目 的についての( 材料をもって、共に解決して ゆか うとする 〕親切さ 、

それらのものをもって舌々の古典的な建築家達はあの 、 輝かし い作 ｬ ｩｔ ｬｾ 吾 々に遣しにの で

ある。 〈り かへして云へば、自然及び生前に到して 、率直で. 正直で、親切であることは

重芸術家の態度であると共に 、みな員の科撃者の姿でもあるであらう。

更に 、問題を進めや う。歴史は、古代から現代まで 、さま ざまな 、人間の祉合的生活の

鑓涯と「佐ひ」を含めての建築文化の鑓濯とを吾々に体へてゐる。

その中に吾々が輝かしい古典建築として見出すものが、何一故、特にあれと これと のある

限られにの時代の、限 られ? こ建築物であるのか。こ〉で 、寄々は建築の職能につい ての、

時代によって異る要求〈これは時代の祉合と生活自韓から導かれる) による 、それ ぞれの

時代の建築について考へなくてはならぬ。? ことへば古典建築の一つの例として考へられる

茶室建築の場合には、す でに 、一種の生活の規範であ る茶道と云ふものが起り、或は茶室

と結ぼれて共に護達し? こことが( 茶道が作家の人格の鍛練と して作用しにことも勿論であ

るカりこの間の事情を明かしてゐるものではないかと思ふ。茶道では 、普通形式や規短 lこ

依っ てその道に次第に入る様になされ、 やがて 、その真i悼を腫得されるやう になっ てゐる

方則と思想、精示'1
1
があっ ?こ。( そこには 、新興町人階級の進歩的精雨'1

1の積極的な方面から導入

されたものが多かつにらうし、その時代の一つの支配的精m' ll-一一締の物身的鍛練の精制1に

も負ふところが少〈なかっ? こであらう〉荒駿と無規律. と云ふものからは何ものも生れない。

この生活 の統一、組識化、それに基いての絶ヘゴる問題の提出から 、吾々の古典建築の一つ

の輝かしい時代は生まれにのである。一一これに劃して 、現代に於いて は、建築家に進歩

的な積極ー性を興へるものは、 「生活」の 内容の科撃的な反省、自然( 材料、構造〉の事問

的な研究であり住居問題、都市計割合含めての あらゆる建築問題の提出であるこ主は、云

ふまでもないことであらう 。かのブル ー・ タウトが日本の建築的体統について記 しに後tこ

「真 に近代的( モダアン〉なるものは、かの古き E 匠の傑作と正に同じ原則に立つ もので

ある。それらのE 匠は彼等の時代には極めて近代的( モダ アン〕であっTこのt:: 。日本がー

の停統一一一体統よりして一直線的方向において近代的謹術が護展せしめらるべきが如きー

の体統合有し て 居ることは 、日 本の不幸ではなくて日本の幸踊であるべ き 筈 ｴｾＧｊ と述べて

ゐることも、この意味において理解さるべきであらうと忠はれる。

7  

今 日の正しい日本の建築家の任務( 日本的建築の正統な後継者とし ての) が要す るに、

異の意味での日本のtl ニ居建築の科墜の建設にあり 、 その兵韓的な誹題全( 建築作 t吊によっ

て) "n，. 韓的に解決することにあるのは 、す でに記しにと ころで明かであら うD 現に 、この

閣の若い建築家 fこちの中には 、出米 る限りの問題を科皐的に提起し 、それを 出来る Tごけ科
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接的 lこ解決 しゃ うとす る試みが起っ て居 k その運動の上に 、或はすでに述べ?こ日本の古

典建築 と比較 し得るやうな作品が生れつ〉ある こt は、大へん菩は. しい事買である。 こ、

に新しい日 本建築の旗はか〉げられ?こと 云ってよ い。しか し、 それらの若い建築家が、民

に科墜 に誠貨であ り、 真 に日本「建築」に親切であるならば、それらの 人々の眼は、 日本

の現在の建築、住居の現賀、その{島 、水準1こ限を向 vt ｾＮるを得な い であら う ｯ ｾ Ｎヱバラック

の多〈の都市及び農付の「日本的建築」半ば強制されに官余儀な〈されてゐる、それらの 「

位ぴ」しい「日本的」生活一一住居の欣態が、解決される矯の、共同の努力を惜しむこと

はしな いであら う。この住居水準こそは 、日本資本主義機構の「日本的性格」と云ふべき

もの、一つの現は れであるが一一そして 、現代の日本建築に於げる 「日本的性絡」と云ふ

もの( その旗じるしではなく〉の兵器的な姿は 、むしろ 、この方商にあると云ってよいの

であるから。

〔附言、私に興へられに建築の「 日本的性絡と 云五、課題は 、徐り彼維な内容をもってゐ、

従って、ぞれに封へて私の書いにこの小文は、あまり抽象的で- め つにことぞ遺憾に思って

ゐる。出来れば秘は、? ことへば、古典建築等 についても不 IJ 休が 「後一つ持て ば茶の湯はな

るものをよろす・の道具好むはかなさ」と云ひ、ま? こ事賞、茶道 lこ於いて精神的なものを指

導原理主してゐる一方で 、規折、方式、寸法など非常に形式的なものを般に守ってゐるや

うに見へると云へると 云ふこと 、そこから茶室建築と云ふ、一つの洗練され? こ作品の形式

が創造されにこと (ι 喋の材，*!除手近に卑近なところに求め 、一方、その取扱ひ方、技術

によって高い調子の紫辿しに作品全生んでゐること 〉のよ り ｊｾ 髄的な考祭などにも書き及

び?こいと 思ひっ〉も 、それを? 果せなかっ? こ。之とは正に反釘に建築の科撃さが何よりも要求

され何らかの規矩が必要とされてゐる今日の者が建築界に 「日本的性格」が、 しばしば問

題とされる事情も大いに興味のあることであらうと思ふ。

向、このノj 、文に述べ足りなかっ? こ多々の賠については 、他日を期し? こいが、谷口吉郎氏

の「化膿 し? こ建築意匠J ＨＱ 科墜ぺン ｊ ｬｬ ｾ 三 Ｑ Ｒ 月蹴〉の一読をおす〉めしておきにし、主 忠 ｩ 、 。

V Il 3 0  



同

守

J
:

 

同

ド

l
題 の 所在

城 戸 久

「建築に於ける日本的なもの」 と言ふ様 な論は かつて数年前各種の懸賞競技に日本的叉

は東洋的と云ふt条件が興へられた際既に充分に論議つ〈されにことの様に忠へる。筆者も

その際本誌上に於て徳川美術館'を組上 lこ_ I 二げて少しく私見を述べ? ここと{ t > : 見えて居る。以

うk数年の年月は流れて時代は兎角ーの方向に進んで米? こo . ，ごから中には建築の本質よりし

て日本の建築の進路に劃して正しい認識を充分に所持して居る のでは ないかと 言 ふことを

寡見寡聞な筆者引間々の作品に依って教へられて来? こ。

あ〉、それなのに巴里の高岡博日本館の11 ¥) 週金契機として l年びInj 様の問題が繰返へきれ

なりればならないとは。 一一高凶博日本館の問題に就ては中央を雌れに筆者の知るべき FII

もなく 、叉皐合を中心として聞かれに座談合及ひ' それに約するあれやこれやの批判も僅か

lこ雑誌を通じて安! I るのみの認識の不足さである 。然しながら問題は一日本館に脱らないか

らこの機合にゆしく筆者の心境を雑然と述べて見ようと忠ふ。

2  

日本の建築界は既に立派 iこ成人して居る。構造法も材料色調自のもので充分に事足りる

ばかりでなく 、計- 聾者も施工者も皆日本人であり 、且要求される諸t条件は日本と云ふ地球

上の一定位置にある闘に基礎を置いて居る。従って建築され? こものは嘗然日本の建築にな

らなりればならぬ筈である。然るに「日本的建築」とか 言ふのは 他に特殊の ￭ ｾＡＱ 夜、的なもの

がイ子在するかの如〈見えて韮ピ矛盾を多く含んで居るが、人は敢えて奇とせな い様 lこ思へ

る。結局 この言葉は所謂西洋の展史的株式を基準と しに建築会是認 しての釘立的 な言葉と

して受取る よ り外に理解は出来ない。

一閣の経済的文化的 水 準が低い場合はそれより高い諸問の護展過程を ｾｪ こどって住 〈 のは

首然の ことである。過去に於げる様式的建築の多〈もか〉る意味に於て理解することは

出来るが、今や日本' ま経倒的に文化的に立派に成人しにばかりでなく 、諸技術に於て既に

先進諸闘を凌駕せるものがある。「刷1風説」は東京ロンドン 1mの新記録会樹立し?こ。か〉

る際に 建築ばかりは過去の西洋服史的様式を踏襲する 必要は少し色な し 既に多〈のこれ

等のも のは姿を消さ なげ ればな らぬ; 革命に 立到って居る D 最早 この腫の建築は議論の上か

ら抹設されるべき でゐる。
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かくて「日本的建築」或ひは「現代建築に於げる日本的性絡J e 言ょ、言葉があ るならば

問題は過去の木造 日本建築の制1¥11手法全今 日の銭とコンク リー との建築に牒用すると云ふ

建築の全商に比して甚ピ限られに狭少の範囲に押込められ仁川題となっ て しまふ。

5  

今日の建築を祉合的な %!. I床から分類するならば少〈も四個の大範囲そ認めることが出来

る口第一に奉げねばならぬの は激的には他に比ぶべくもない走大な農民、持働者勤労者群

の住居でなりれは・ならな い。第二はあらゆ る物質の生産及びぞれの運輸 に直接 に?こづ きわ

って居る工場倉J i ] i 橋梁の顕である。第三には直接には生産に役立つて居な いが、 技術の方

面、組織の上から働 きかげで居る賞用建築の一群である。停車場、銀行 、|函書館、撃校等

がこの 中に包合 され るofbt 後のものは一般に代表的建築と 言は れる寺院、劇場、料卒、行

政上の建物、更に一部の住宅がiLi 入る建築である。これ等の四! 作は各位向的意味に於ても

同時に医史的意味からも各相違して居ることは一見して知られる o 過去の建築槻から 言へ

ば、第一の農民建築 の類 、第二の工場建築の類は建築と云ふ概念の下には包合されなかっ

ｦ このである。然るに 今 日では 段 ｬｾ 建築 も 諸官隠の建築も同様の割前となり得 るのであって

同時に研究されるべき償値を有して居ることは誰れしも認められる。叉最近数年間の日本

の建築業界が各種の生産工業に? こづきわる建築に依っておl何に f円漉 lこt円勤して居るか舎は

れば、第二の直接生産 に紡ばれて居る ものが、建築に於りる ilt も主要な位置を: ，J k'1Jし て居る

こと をも知ら れる 。

言 ょ、廃の日本的性格が、は?こしてこれ等の建築に如何に在り得るであら うか。試みに農

民建築の場合に就て見る。歴史的な護展過程に於て日本民族主常に併行 して成長しーの異

図的分子の混入 も な し な ほ時代の動きを? 今 日冷静に受り入れて居 る。 紙昨子は硝子戸に

I[ l ( . 換へられ、 屋根は亜鉛鍍金紋を有効 に利用 しゃうとして居る。人は ;，111
1経質的に 農民建築

の硝子戸や斑鉛鍍金板を気にするかも知れな いが、こ の極の辿築を骨fte厄見する虞の概念か

らであって、寧ろこれ等の l ドにリアリスティックに獣々と時代と共に動きつ〉ゐるものを

見ることが出来る。既に西洋的もなければ日本的もなし 、。八あるものは、日本そのもので

ある。

更に直接生産に結ぼれて居る lft 築1洋全 lf: x . 禦げて見る。日本の粧消機排の 中に 基礎を世い

て、策候風土の{ 底件の下に各陸生産の道程 にi直感すベ〈一筋に計置され〉ば、m士主t; 餓と

コンク リー トであらうが、:11手控が如何なるものであら うカ;r: u: 越とならな い。只あるものは

最も進歩的な現代日本建築のーの型そのものであ る。

今 日数的に も質的にも 1:1本建築の主張部分を椛成する挫築 に於ては最早凶作的も日本的

もなく 、ひTこす らに正道に 向って進行 して居る こと を9，11 る。然るに何故再び建築に於 りる

日本的性俗と云つに事公問題としなりればならないのか。残って居るのは第三第四の建築
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群に就て Y ある。

4  

料史的に制ても泊三の - :1 : 下は散りに

進歩的でなく 、 ｾｮ 四のグル ープ は最も

保守 ｉｾＢｊ な Ｑ ｊｬｾ統を保＿こそとする。然るに

- -111，1の建築物が/ 1 ¥現するには 、円み; の

文化的経術的 機 ｈｾ ｾ の下 ｴ こ ｊ ，ｾ礎佐世 〈 何

等‘ かの ，1的があり、更に油F21すべ〈気

候地質的諸依1[1' を克服して 、今日の 技

術に依らねばならぬのは出の首然であ

る口如何なる建築物も各の内容を? 持っ

て居るから、問題は )1ヨ鰭に内容を如何

に表現するかに期する。然しこの極建

築群の内容は後利t'l ' 1 の需に生産建築と

見るが如き科墜的棋擦が薄弱なるばか

( 姫路城天守所凡 ・筆者搬彩〉 持途りと言へ; 説ヰ

扶 fごげが考へられて居るが 、かく素直に解t! : しれ

ものがゐる。如何でせう。

りでなく 、護生が近代に初るものでお

るから段民建築に於ける虫j:iき 長 年月の

自然陶汰に依り時イf しに純粋型金色村守こなし、。鴛に内容一ぷ現の手段として凶作悟史的様式

が11ft ーの式務として係用されて米 fこ。 r:，' が最中- 体統を? 律ぶ建築鮮に於てもこれは何等の意

義をも有しなし 、。{: : l くってp¥J 凶とならねばならぬ過去の:.+:ili n本辿築の，t:1I 1部手法 を手段と す

る方法が案IHされに。

fごが木造として琵達して米Tこ過去 IJ 本建築の市111 j¥j¥子法をT I f 能であるからと 言って 、般と

コンクリートの建築に折表することは l切に材料と附浩の介:W.性制決くばかりでなく 、か〉

るJI手間的なデテイ J L に拘はれること自髄は既に西沖仮設: 的校式を持米らすのとむ程 lこ於て

何宅、の 11I: bf : もなく 、多〈の矛盾そ包合して居る。 過去日本位築{ f 現代に探り喰げ作るのは

これ匂Ｚの建築が形成せられ ｔ こあらゆる道程に杭はる諸僚 Ｑ Ｇ ｉ ｔ Ｚ ｾ 討する泊Ａ制士である。

遮 英、今口の建築次は切lt にこの極建築の内容を H睦化す べき何笥ゆ 3 の子[ 立方法/ J : 剥せ

られてかi る。結局、か〉る Il: j題が検討せられねばならないのは内容に就ての科製的j附1;- の

貧困 、即 ち建築皐の 、主主築術の質問に期する o : f + 率的校術的な解折がうと令に行はれるなら

ば、恐らく 11本の 、!JX る!I 的公イj する 、建築の内存に j必悠しu毘11:の建築が .1ｾ 惜 化 せられ

る。結決は如何なる M暗合係らうが最中-P:1: 週でないのは生産往築の) I' t 舗がYII 何 lこ過去の日

本位築のそれと速いか近いが川j垣とならないと l，iJtli である。

3 3  VI I  



5  

第 三 第四の建築ｾＺ下の内符の科製的解訴も着々と江主行するであらう。叉艇に過去日本建築

解侭に依って地玉虫的気候の保1
t
l" Iこ闘しては窓のrWH政ー的な問題、突出せる軒/ 1 ' ，の問題に就て

は充分に知られて居るし、更に材料と構造の合理性、目的に封する ＷＱ 三百豊の油｛Ｇｾ ｻ 性等も充分

に諸先墜に依っ て護見せられて居るので弱冠の筆者が一々を喜界げる必要もな い。只この黙

に闘して一枚のお民のみを提供 して見?こし、と忠五、。

以上 lこ於て筆者は「日本的建築」又は「建築に於りる日本的性絡」と 言 五、如き 言葉が場

げられなければならぬのは、今日の建築を数的に特質づりで居るものに於て Y はな 5て、

歴史的に常に停統を保守しつ〉護展して来 1: 限られ? こ建築の一群に於てのみの問題である

ことを指摘し、今日の建築家の研究解決に侠たねばならぬ、より切!it なILij 題が他に多数Eを

されて居ることを附力11 し? こいと考へる。( 昭和 12. 5. 22)

VI I  3 4  



我 園 都 市 及 び 建 築 に 於 け る 傍 統

l

 

l

 

j

 

勝 健

近頃我閣の論f立に於て、 「日本的なもの 」への企索が各方 l面に I振ってゐる様である 、試

みにこれに閥し? こ論稿を在間雑誌から姶ってみれぼ恐らく数十稿に l f二らな いであ らう、正

に之れは 日本主義復興時代の J感があ る、りれ共之れを仔MI に腕祭し てみると 、必やしも既

f主の 日本主義と し、 ふ言葉が之れ等合概指する lこ過賞でない事に鋲小H のである。

曾ての日本主義的主張は、それの主主I立物 として有ー在 し? こ、園際主義乃至客観主義に到す

る、 云は Y 排他的なもの で しかなかっTこ様であるが、最近に於て 「日本的」 として取上げ

られてゐ るもの は必す・しも そ うではな い様で ある、そして その取上げられ てゐる方商も

イデオロギツ シユなものに限定され す｜ 謹術に於けるもの 、 政 治に於けるもの、 ｽ ｾ、［ｴＡｉ，に於

げるものは云ふに及ば十 「科撃の 日本性J I会11性に於ける日本的なもの」等が取上げられ

て居る、その中に糊り建築に付いては、長谷川氏が読責新聞の評論 「日本人の多元性」の

中でWi 々言rt. 1I I に取扱はれて ゐる位のも のであら れ 斯 う 云 ふ こ と も亦 日本的なのであらう

か白

成粍我閣はその文化的方面に於いて は、特 に物質文化方[ 的こ於ては岡際的に非常な立巡

れのM 態にあると云へる 、l活は多少具るかも 知れないが、{重々な凶際的合議、例へば剤l-r li

ｾ ＡＭ 寄合議 と か ＨＱＺ 宅称号誌に於げる日本の不参 加、 或は高間労 働合 議に於け る日本の特殊的取

倣ひ等は我闘の文化的地位をも物51(つてゐ る様である o けれ J七之れに劃して何等)支封の持

を聞い? こ事がないo -i の事は llll ち我問の "/;¥ili li 計書が、住宅が、建築が、諸外闘の それ塁手と

・見しでわかる程111 ; し〈相法してゐるからなのであ り叉 その開| 却なり改占なりにイJ いて凡

そ|問題? こり得ない程の相速があ るか らなのであら う。

2  

我閣の建築 とか都il i とかの特9:t・性 tこ小j いてよく 云はれ るものに気候的地理的保件なるも

のがある、げれ共之れも受賞なものではな い、 今各閣の気候友に ｈ ｾ 、 てＨ冬の 気候 に小 ｬｾ 、 てＩ

みると 、パ リー やロンドン の試温は我東京より t郎 、位? ごし、 1熱度は 断然高いのである、 ゑj

論之れは平均主主j且と平均気l!¥i; ¥二十J-し、て Y あるから 、一方は大陸的て、ゐ L 我は島閥的であ

ると 云はれ得 る。然 し乍ら 、今jllX りtこー歩をゆっつて気I1主的t条件が我閣と諸外|刻との建築

なり都-llf なりの差異営形成する僚 jtl=とし て考 へてみても 、者11市と か建築とかは iょとして植! J Iw
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的イ長在ではなく、枇合的存在物であ り、 それ等の張反は首該i仕合の生産形態に 11乎! 医するも

のであると云 i 、事はすでに一つの常識でゐる、とすれば之の吐千? の生産形態j う至生産依{ 牛

が気候t条件や人陸的僚 f<l=に劃して如何に闘係し 合ふかと云ふ事は今夏設明する 事を要しな

い 程生産 ｴ 条 件 の影押の方カ［ｦＧ段位的でる。 し かも自然 ｲ ， Ｇｾｦｴ 条件は ｙｦ ￬ んどＭｾであるのに到し

て生産保 ILI"は飛躍的であるから 、我岡の特殊性の設|切 としての自然保件的根践は 、今日

の我岡の生産段階に於ては不泊訪でしかないと去ふことになる . 只その中間に立つ人間的

( 入荷的) 篠件があるが、よれに小川 、ても同様の事がぶはれるでめられ にから都市や建

築に小j いて之の気候保nを主要保1' 1" として 11)( ｲＮ るｾｪＺは八原始刷［合の場合を除いては査〈桜

践の薄弱なものになるわりである、げれ共それにしても向J l つ今日の都市や建築が、外岡

のそれと甚しく異ってゐることは事貨であるが、それは今日我岡の位向事↑ il i カ斗L しく諸外

閣と異つてゐると云ょ、 ￯Ｚ ｊｪ ーで あら う 。そ して その中に過去に於ける保史的 、 生産的保 ｦＧｉＺ の ｾ￭ 1  

ｬｬｩ と云ふことも禦げ得られると，巳 ｌｾ 、。これは今日 ｦＮＧ ， ｊ 斤んの生前や感情の ｲ ｬｬ に体統として制

強〈浅されてゐる所のものである 己

5  

それで私は今我闘のおIldi)う 至建築が如何に特殊であっTこかと去五、体統的なも のに 1・j いて

書 いてみ?こい

ＺＺ￯ ｴ ＿ｪ ｾ我閣は我閣の四国の闘々 即ち 支那 、 満洲 、 Ｔ 洲町ＧＨ Ｚ等と共に 、 アジア的生産技よと云 ｩ 、

のを曾っ て 持ってゐるのであるが 、 その事はｾ与に我闘に特徴的である と 云はれてゐる 、 例

へば我古代吐令 iこ於ては、ギリ シヤやロ ーマにみられる奴隷!Ii!J を持fこ十、 叉支那や朝鮮に

於ける虫 ｬ Ｇ き 港大な家内奴隷をも持 ｦ こ なかっ ＿こ、この＿ こめ に建 築於 ても、その 持 ｦ 励 金を誇 ｾｬ ｾ

する量的j仕大さを? 誇る大寺院佐持? こす¥むしろ質的な11t 大さ( 美しさ) を持って来てゐる

そして此の際佐々我同のものとギ リ 会ヤのものと比較されるが之 れに ｈｾ 、 ては 、 長谷 川氏

によって指摘されにお， < 欠張りギリシヤの奴隷制がノj 、都 di 岡家的であっ? こ事が我凶の隷. L I ! :

jlil j と類似し てゐ? こ?こめでゐら れ ギ リシヤに於 りる 、 アクロポ リスがその計査を完成せ十

して終つに事と我閣の平城京も亦そうであっ? こ事との比較も同時になさるべき興味ある事

質ある

そして我凶に於てはその隷民制が何ら 11:揚される事な 〈次ぎの段以jl川へ移行 して行つに

のである が、 その事のにめ に我凶では rili J の護述はも1 Mめて不完全で、偶んあっても それ

は単に貨族の? こめの者修品の交換でしかない 、その fこめにi Tlリの設展は担まれ尚人はよi

利貸的{ { - : { r : として披主や苛: 院に隷属する以外に自己の槽力会持ち得てゐないから、世; 然 「

市」の護展である都市自身色城主叉はぞli: 院の支配なしには存ず1: し得な いで各Tli がその榔力

者から絶えすパ ｲ ー沙されてゐ＿こ ｾ ｋ ゃ 、 鎌倉時代師に地域の指定されに事〈台芸 Ｚ鏡〉 も有名な

事である 、 「こ うし fこ諸1J HI コの下に於ては只-11日の政治的都i li が、消費の都市として出現

し得るピげでゐる 、 商業諸制 ￯ ｬｩ の設展及 び 商業の ｾｾ￶ 立 しに 強民は不可能であ る 」 、こ の事
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と Ｎ￬ｲｾ んで自己の手 ｦ こ蓄積すべき何らの後剰のなき農民や 一 般大衆は例々の小村Ｚ本的小天地

内 に｝収残されきＧるを＿件な い、これ等 のＨ布 ｾ｜ iI i  (1' ，) Ｉ 率的は我同上 ｴｾ 杭併を通 じて ｲＢｊ 勾［鑓 小さ

れる所ーはなかっ＿こので 、 徳川時代に於ても江戸ぞ除 い てはこの 小島闘に ＳＰＰｾ 500の小K1¥

市があっ fこらうと想像されて ゐる、 1)貯〈都i li の多い事はなしろ経術的護法ーの米熱伝示す

もので 、ユヒナー の所前1政史毎に一都市 とえふ経桝段IWiT; f，¥l 存花 し? こが Tこめであ る、換言

すれば、 交通T; _.fミ投述で流通が地方的? ごつ ?こ」事に原| 視すると云ばねばならな い、それで

も都市住民は首時の段t<:: に比すれば可成 9Ｎ Ｔｾ まれに ｩ 伏態にあっ ｦ こので ーある 、地 子銭の免 除

やｾ｜Ｑ ｻｩ 成があり時には賜興がなされ Ｗ こりし＿ことはえへ、都市への御用金や冥加金や Ｎ ｅ 富の

波牧、借金の踏闘 しはよれぞ 償って 向幾併する か想像に刻kい、乙れは正に l .xi) ili が粧附の

力で得?こも のを 、政治のブJ で取戻し? こ」のである 、 「到なぬ様、生き ぬ様にイ?思t J せしめ

られてゐ? こ農民の例 に於ては 、普通ノj 、作人の牧 Jfxは1 7 %と云はれて居 り、自{ 十段と ヱミへとー

も公課のみでも 50.%であっ fこのであるから彼等の生爪水準は動物的 と云ふより 、首時の彼

等の こ ＱＺ地 への緊縛ｻｦＩＵへるとむ しろ純物的 生イ ｻＭｴ ごと云ひ得る 、所で私 は今 此 彪に農村ーの ｾｉｻ｛

物的千 ｎｲ Ｚ と去よ 、 言 集を ｾ ｦ 来 川し ｦ こが 、 これは本文門頭に於て村 ｦ 物的千 ｦｻ ＱＺ でないと去っ＿ここと

、一見矛市する技であるが勿論之れは比 ｉ 殺として ｾｈｈ に ｪ 打撃 ｊ 的に使用しにのではあるが只

首時の現買は、その言葉がさ程不油首ではない桜な欣態であっ仁左云ふ事は都I li 乃至農村

の本質的な ＱＱ ｲ｝題ではなしかしろ係史的保ｦｪＺに ｊ たくものなのである、もし 言 ｾｻｦ代へて云

ょ、ならば後手f は原始的存在 と云つ でも良いのである 。

今 円に於 ても 、 大阪府 立 祉合課の調資 によ れば ｉￆＺＮ ｊ 人 Ｈ農 民に非す・ 筆者註〉の 九割は ｾ �ｾ

然佐知らぬ 」蹴態なのであるから、賞時の農民に於ては尚更である、こんな物質的、料品111

ｉ ＧｴＧｾ＠ ( 感情的) 不酋の抑l曜の下に飴儀せしめられにt J ! 1 . そのおぴfこY しき殿村によっ て膨脹し

て行つに者 ｾ｜ ￯ ｬ ｪ が何らの公共的施設もなく護展して行つ に のは不 思‘ 議な事で はない 。

4  

「これ等すべての事柄 は、 日本的密集部落が作 られ行〈略絡であっTこ. その形成は室町

時代から始って 、徳川時代にほ Y 完成する」のである

こんな ｍ ￻ＺＮｾの中で、どうして倣箸な、チュードノレ 、 スタイルやパロツコやロコツコ、ス

タイルが彼等の社 ｴｾ｜Ｂ ＡＧｉＧｾ感・ｼ予 ｮ こり得ょう、それ等は未Ｊｾの閥、想、 Ｑ 象の閣として Ｑ［Ｉ Ｑ Ｑ 'JJ : の奥なら

いざ ｾＺ Ａｉ らす ｜ それよ りも単純や滋何や 「 わぴ 」 や 「 さぴ ｊ の精語 ＱＱ Ｑ がか〉る ｴ 条件の下に傑求

され、鍛えられ fこのは自然である 、これが、建築に於ける「茶室的情紳として護達し? この

も亦自然である 、 とは云へ此の茶宅的 ｉｾ 兜も次第に首時 の富者の澗占 物となり始 め ると共

lこ、一つのプ ライドとして市iHこ述べ fこ質的美の感覚とし て極致の表現を得るに至つ仁 、 こ

の事は叉今日の間際的新建築に於げる 、ブル ジヨワ趣味と 一脈伺通じる黙 であら うロ

けれ共都市は. なる 、例人的富者のものでないから. 今日まで受樽がれるであらう所の
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斯かる我閤1弱特の停統的感情は都市N'i 成に主J しでは似めて縁の薄いものとならさ' るを得な

い と云五、事は見逃す事の 出来ない駄で あらう

私 は以 1-，. に依っ て我闘の者lli li 及び建築に於いて、今日まで受植がれてゐるでめら う所の

体統とそれの基く所の生活感'i MI二十j いて槻察してみにつも りである 、 そしてその際都市に

闘する限り我閤 ｬｾｮ は生前感情とは極めて無縁なものとして慣らされて来てゐる事を述べ

? このであるが之れは今日吾々の大いに考へるべき問題であると思ふ。

以トーに於 て、私 は我闘将f¥di 並に一般民の経ff可状態にイ・j いて簡単に考察しにのである。之

れは郷市を構成する最も 一 般的なものが 一 般者ｾ｜ di 大衆の生前であると考へ? こからである白

けれＩｾ身分Ｚｬ ｩｬ ｊ の椴然＿こる ｩ す建祉ヂ＿に於て都市住民営一般的に取扱』 、 事は不首でーあるとも云

へる o ｦ�ｾ へばｻ主かに五高石の鯖江蒋の如きは武 τ ｬＺ間の附級 ｦ ごりでも ＵＳＱ こも及んでゐるので

あるから。けれ j共七]斯折く ピラ ミツ ト型に椛成され f仁こ Jそそのj最比 卜

みられる Ｔ様 ［圭長 Ｎ ｾｾなよ物質的 ［誇努 ｐ刀ポ ｊ式ミを佐＿づ ｬ民己衆の前前Ｎに ｊぷ返現すべき何 ら の ｉ本主礎ををｾ［［有釘しなかつ＿七こ。のみならすＮ

領主主Ｎ自身 、 ｲ ｬｾ ｻｴ＾ .H内に純れJ ( 米1準法) なりればな らなかっ? こ。之れは何よりも彼等の符

食性左手工業設民の同一11-. {t>出 l.kl としてゐると云へるつ Hi 也かに之れ等の例外として皐げ得

られるものに束HH'r
t

¥ がふる。か〉る屯!平な美佐 i:tUII 米3 00年 ぞ通じて JL一度 しか炎現 する

事を得なかっ? こと云」、事は彼等) ( ' P . 頁主と云へども単に 11M先の偉大を誇る以外に必要を感じ

なかっ? このであ らう。; 兄して我岡氏性とは縁の速いものでなりればならない 、然かも向一

言 附加 するならば、j折3 る:'TU字なるぷ現が可能である? こめには充分なる分業の設建が前提

されなりればならないは十である。にも拘らす'彼の探つに所・の鎖同政策は之の設建を阻告:

しTこ と 云 ふ よ れ む し ろ 萎i放せしめにのであるから 、期間干f泊f は 我 建 築 史 卜刀モ〈 花 火制作

がj 存ヂ1' : 1こらさ' るそ得なかっ? こと去五、:: Jf {士 、 ゴシック建築が如何に分業fl "J生売を必引とし Tこ

かとムj 、事をみればlリj かであらう。

タウトは之の束ＩＡｾｻＮＧＺ｜と比較するに、［ｪ ￋ 肉 ＱＱｾ '1

1

: ')ーを以て我I"¥(IJ 寸1; 1'. のご/l iiVI ーを取げてゐる。けれ

共之れは絵 ち 適切な りｼ例 とは云へなし ｜ イ ｉｉｦ ｬＧ 皮 な ら 之の ｉ＼ｉｾ 建築の建設は可成りの年数の相違

もあり 、且支配者も臭ってゐるのであるから 。そ れより私はむしろタウトも度々引例して

ゐる所の天 地造り及び その 一統金手告げれば充分に我閣の建築に於ける停統は浩明し件られ

るものと汚へる ，! 折〈我閣に於げる f4J 統が、 11b15)I J的で質的であると云ふ事は都i li の女f I き栄

ｾ Ｚ下的で量的 なものｾ 1.i )l  そ勝手の注つ fこものなのである事は rl J 1であり、 之の: TJ tは我問都市

殻展のれ術的特 殊性と ) 1<にその概念的特殊性全形成してゐると考へられるのではない?ごら

うか。
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建 築 科 準 の

I=l  

伊 1

吟 味

井 末

長谷 川如ｾ 閑氏が 『 科書需と文化 ，ｾ 一一一 Ｈセルパン Ｓ 月 ｾｲ ＧｙￎＢｬ ｉ Ｎｊ ｄ ー ー に於 て興 ＱＴ えある叙遺骨組

築にMMして試みら れ?こ事に或る示唆を受げ? こ?作者はしばらくの| 問、如jLE閑氏の文を追ふこ

とに しよう 。

『公式をも? こない科撃等といふことは意味を? なさない様Tごが、科空襲の公式も要するに経

験的知識の一つの形式に過ぎな いのであるから 、それの原始的のものは 、知識の形式にま

で持ち供されない 、生 t，可の態度、方法そのものである。人 1mは、スグピ リテーの物現撃を

釘l る前に舶を? 造り 、大作制度ってI!t 界に分布され? このである。物理撃が造船術に役立つ? こ

のは今から一、二世紀前からのことに過ぎないカヘ人 1111が相'首の航海力をもっ舶を出り得 ?こ

のは 、千年色白fIj からの ことである。

ｊｦＨ［ｉ Ｉ の物理墜は数世紀前からの琵達亡が 、 数千年 ￯￬￭ ｪ のエヂプトの建築は 、 今の物ｾｲｰＮ皐で

きへ疑11¥J とされる力墜上の問題合 、あのE 大な石造建築に於て、 J f . . 瞳的に解決しにの であ

る。人1mは、抽象の科撃、公式をもっ活力、以前 l二、n臨的のf I 接、即 ち生 131可の態度、方 法

としての科製をもってゐ?このでゐる 。

古代の建築が力率的に、 vとして近代のfl 製時代の建築に劣ってゐないこと少 、 とう解 決

しfこらい〉か。それは知識と云ひ得るほどにも組識化されてゐない 、経験 そのものに機つ

にのであるが、それは? こヲ公式の宇| 製を? も? こない? ごりで 、態度 、方法としての科墜をもっ

てゐ? こと云ひ得な い?ご らうか。少くとも古代の挫築文化は 、そ うし? こ原始的の形態のf ' I 畢

から産れにと いひ得る であら う。勿論、建築には科製がある許 りではなく、感' 売があり、

感情があ り、 言ひかへれは. 美的支現があり 、建築それ自韓は 、さうしに 一つの綜合である

が、科撃以前の建築にも 、 f:' 1穆以後の建築と、同じやうな利率がめつにといひ得るので

ある ，ｾ ＨＲ ｾＳ 貝〉

手: 障さ以前の建築にも科撃以後の建築と同じ椋な利与さがあっ fこ事につ いて、それは何色白:

l床してゐるか ? 鵠系化され? こ製川知識が悩〈少数の人々によって停承され? こ事を物訴つ

て はゐ ない ＱｾＧ ら う か ＿

棟梁 lま多 〈の弟子達と堂官を建設し?こ が、その多 〈の弟子達がその才能に臆じて一応の

炭術ぞ棟梁か ら墜ぴ取る有力Z多かつ Tこであら う事の 11-1 にf=1- 埋葬としての: 技術の閥系化の一般

的な繍がりが、その時代の文化 一般に支配されて 、その時代に遁肱しに形態をもってやト撃
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の伊1熔があっfこ事と忠」、。

」市牡掛で技術の修貨に 11-'. るものは、そのH引t のfl 撃金 一身の Ij l に閥系化する? こめの手段

でゐつ fこのではなから うか ?

現今の様に交通の殻述、出版の進沙ーがもにらすがj主主は 、様々な事Jit によっ て詮明するこ

とが汁l来る。此庭に H撃の一般的な鏑がりを見る事が可能であらう。

か〉る見方からすれば、科書差以前の建築にもや1-壊以後の建築と II;J じ級なものがあつにと

いふこ とは 、:;7( の如( Jlll _jl f( oされる であら う。

科書喜の以前、以後の概念は

「科撃的な臨系立てられ仁会I1識」 そのもの〉性質、育成、蹴がり 、深化、 縫化の段附会

示すもので める 。と 、

占rffi 時代にはその時代特:布のF・1- 島県の体承、護展形態があっ? こ様に 、資本主義時代には叉

それ特有の 、体係、護i主形態があっ? こ。

か〉る殻民、深化、育成の原動力は E りも直さ十生産の ji 主歩譲民にそのl主礎全世いてゐ

る事については自 lリ1の事である。

何放なれば 、 ｾｉＧ ， 版の進歩なくして 、 交通の護法 ー なくして 、 工業の殻展な 〈し て今日の文

化を珂解寸る事( ;:t 不可能であるから? 二. 0

擁て、上述の現代文化の ｟ Ｍ般的 水準 より見＿こ建築界はか〉る Ｗ ｫ ｲ ｗ ｾ 己 主駕しよ うとし てゐ

るか? 遅れてゐるか?

云ひかへればか〉る科撃の水準の以前にある か、以後に あるか ? 建築の科著書1' ' 1: の l吟味

は先づか 〉る 一般的な問題から慣れて見? こいと忠ふ。

建築が諸材料によって構成 Ｕ れるにめに、 そ の建築場所ＺＭｾＮ ， ｉ ｾパ ｩ の地ｊＱｉ ｜ＨｉＧ ， ｈｉ た態によって 天 然

資似が利用され椛成され護士主して米? こ事は 、主主築喉史の叉現l ' rの教へると ころであるが、

現今の枝にその柿成材料の使用方法が世界的に同 一規模をもって組織される程の進歩- 設迷

が展開されてゐる 。

か〉る文化の殻達にｊＡ ｾｕ 座して科撃が世界的経験を こ ＱＺ 華にして誤 り な ＼ｩ ｦｩ 用され てゐるで

あらうか? その l作l床は科事にと って、建築に とってJ t i : 要なる ー要素でな ければならな い口

建築の科皐'14L: をl吟味するに首って第一に考へられるのは如何なる )))ti で文化水準に遮れて

ゐるか と云ふ 命題で ある。

荘、はそれを 『機械生産の遁要』の未熟性 として考へ?こし 、。

例を出入口 、窓の木造にとらう。

共庭で額縁と云よ、 ー要素の材料が如何なる性質を附興されてゐるか?

その機能か らその性質金定義つ' りるなら ば、1-1

'

，入 口、 窓廻りの壁材料の養生であり、見

切であ らう。
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f l i ! とき込みが見られる。一一一( 第 11歯1)

そして叉一つの形態をもって室内外の立瞳的建築

山成の美的要素としてゐる 231である。

木の性質が此彪て次n(IIJ に考へるべきであらうか ?

木はその '1'1ニ質-' -.11寺日の経過と共にその7診を乾燥のTこ

めに牧市. mさせられる。

ｾｉｴｴ 寸料の牧指Ｈ ＱＧＱ生と相作って、 その取 り附き部分に

これは直接額縁を枠の商へ打ちつける 1:: げにと l隙いて米て、そこにプランクな部分を露

間す るからであらう。壁との取合せ部分も叉同様である。

第 2 悶

他方第 21高! の虫n< 控枠と額縁とが同一材料によっ

てゐる貰例ヵ ;ゐ る。

これは何? 意味するのであらうか?

壁見切として額縁と限枠とが一本の木によって、

工作と i削J の55賃と Jイ料を節減せんと して考察され

にものである t j E、ふD

扮て第 11筒、第2岡の構成の一般化に劃して l吟味合力11へょう。

枠廻りおさまりの護遠から考へて、最イク'Jlli 築に取 り入れられfこ方法は第 2 闘の如く構成

されてゐ? このではなからうか? 何 ｩ ｩｘｾ よれば、原始的形態の費生は必要から 、 翠純から出

張するものであると云ふ根擦をもってゐる。

これは建築悟史ぞ調杏Ｎすれば直ぐ分る事 ＱｾＧ が今私にそれが惑まれてないのでか、る断定

はしばらく措〈が、何故に瀬縁が建築構成要素の中に入って ＳＱ ＼ＺＱこかを考へて見 ＱＺｾ 、 と思

ょ、口先づ考へられる事は木の成長に於 t. ‘ て各部が不均衡な性質をもってゐる と云ふことで

ある。それが一本の木で構成される第 21品の j伏態は何ものかによって、その材の曲り 、割

れ、i ' 防禦せねば使用目的から云って、不都介が生十るであらう。

此虎に幾つもの材の断面組合せの謎の鍵がある様に忠ふ。進歩は枠から額縁の分離現象

の中にあっ fこのではあるまいか?

その素朴な姿から一つのモルデイングが生れる。それは生産の進歩と共に努働徐耳目l力の

聖1h- 化から建築を合めての一般工作物 tこ美化カサfi まる。か〉る推理は理論の基礎を提出 し

てはゐないfごらうか? か〉る吟味は、その成立4条件の. l A1鮮と動向と意識的な創造の根底

を71手法る。言ふところの科製以 jji j の科墜を? して去らしめよである。そしてか 〉る吟味が現

在の文化水準 に照雄: レてなされるときに 、へーゲルの 『存花するものは合理的である 』

J単なる肯定の代りに 『イ子; ( [ の不合理性Jl i ' 指摘する事が可能とな るであらう。

私は建築の悩く一部分の 一つの要素でめる 矧縁について綾々書き額げて来fこ。
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ぞれは建築生産の現I1たが他の工業に比較して 、 その方法、その思考力 lこ於て 、非常に原

始的な、 ロマンチックな形態を多分 にもってゐる 事を此虎に強調し? こかつに矯めに他なら

ないo 5'ft にか〉る窓 、/-1'， 入口にしても 、それを取扱ふ建築家によって 、偶然的な科堅以前

の 形態の創造 や花氷の形態 に Ｇ ｉｾＧ んじて 、 それぞ深 化せようとせ子、 その成 立僚件を等閑に

附してゐる事を指摘し? こ い。

その 形態が時〈許りの分散れをもも、官li l々の感'l' l!j :や、手慰め によって主右されてゐる司l

は徐りにもよJ健的な職人気質の残存tl" の露川ではなし 、かと 思五、。何故なれば斯る成こ山:1削午

のイ三分 l切による形態の千鑓寓化の様態は幸子しし額縁の大量生産( 制紘に限らなし 、〉の現

代 的 生産方法の設速を阻害 してゐる からである。それが雌買をさ れる ｴＱｾ 擦があるな ら 、 一 時

も早〈額縁を捨て去るがし 、〉。それが向存 ( 1: す る憤帆 を認められるならば 、か 〉る Mの多

様'1"1を清算せねばならな い と思 ふ。

・ つの或は数 ｦ 問 の Ｑ ［ ，ｉｾ ｲ ｖ ｾ 型へ移行が何紋に必袋である＿ 何故にか〉る棋iVミ型と大量生産

方法への干多行全力設しようと してゐるかにつ いて語らう c

建築構成+ ，Hi 十の* 既に工場生産過程に入ってゐるもの多んある。 そ、れが大量的に使) j J さ

れる＿存 ー なる標準型を要求 し てゐるのは 、 か〉る こ ｲ Ｎ 場生産が可能になっ＿こ機械の進歩ーの ｾＺｉ ｉｉ Ｚ

mである白木材製 l昂につ いても同じ こと が云へ るのである。従来の多様なモルデ イン グは

大量生産の相手ではな L 、。 これを統一する事によって、工場生産が可能になる。そうなれ

ば従前の棋に大工の季節的経動の労働な制度に杓lへる事力; / - 1' ，来る( 大工の工場への移動を

考! 伝に入れ〉ば) 司王によっても 、ぞれが I' i き対建FI1' J な千. T. 業的方法に優 るので ある。

禰縁 、 枠 等 々 の ｊＢＮ 号 ｨＧＺＭｴ 康が恒常 的組織を強 め るに めに主 ｮ 築 ￐ ｬｬ 論 の ｾ ｉ ｊ へ新し い 要求を 提Ｏ ， Ｑ Ｇ ，

して、向己運動会強化してゐる事にＱｉｬｾを そ 、ぎに ＼ ｽＧ｜ＡＮ ｬ 、口これが進歩ーなの Ｑｾ Ｇ 。

機械生産方法の存 {I; 、進歩 こそは建築形態 tこか〉る生産方法に趨! 臨せる月五を* 水し、強

制し 、嫌( 1Q¥無 しにその逝を 押し進 めようと するであ らう。それは従前のデグザク に較べて

杭術的である事 、大規棋の設備による科事刊ーを増んせしめつ〉その後位。1"1・を昨{ぶ してゐる

事に現はれてゐる。

f1t.i 生設備器具や: r . i 1e房設備電試設備持l ' _ . 等々が工場生産に依る根市型生産念行ひっ〉 、そ

れが諸相の建築の 中にその遁態。肢を 見川さ れて 、或は進/+' ，し如何なるところへも その生1 m

iriが存主し得る可能性を もっ事は何を意味し てゐ るであらうか?

1析かる器戸、- の機械的生産、工場生産が一般的現象として具現してゐる事、それが、主要

々素として建築全逆に支配してゐる事が決定的な解答であ らう。

昔日 、マ ン トルピ ースによる多陸 多様な形態が火を 中心にして構成 5 れ装飾され? こ。

今やラヂエ ーター ばシンフ・ルな姿を紛飾な 〈し てその後釜石T 占めつ〉ある。

そしてその周問の構成をも経 化させ つ〉 、 よりｬＧ ｬ 験的 に 、 熱ブ ｊ ｾ 裂 が ｪ に村 ， ｜ｦＦＺ されて行＼ 0  

j祈〈 の女f1 < 生産方法の進歩と共に 、形態がより科墜的に 、標準型への !i ij J1t をしてゐる HF
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に ＧｉｾＺ［［ って、何故に機械生産関係の整備の［全 ｫ にある木村の股立工場の内奈が遺作に迄一般

(I'.jft貨がりを7阻害され てゐるのTごらう か ?

か〉る・ｼ汽常的労働による進歩せる生漆方法を ｾｉｈｴ ￺ Ｚ するあらゆる試みや 、無 意識なる ｉｈｬ 符

が件墜II句に根底から覆へきれてい〉時期では a) るまいか。

如 上の問題は建築の全般的に l吟味される必要の一端であると 忠 ふ。

料 ｩｪＺ ［ Ｚｬ ｩｉなる相互検討と傾向の推断こ そ 干 ＺＱ 撃の現作の仕事の ｽ ｰＺｾ なる一部であらう。

か、る結果が何に埠かれるかは明瞭である。 I 科製以! 1な」のイj";{f: による形態と i 'i き生 産

方法のＮＱ Ｑ Ｚ 揚を建築生産協 ｬ 係号、般に押し進める事の ｲ ｬｾ に科壊精 ｉｪｩＧｬ Ｇ の建築のトＮに於ける ｾｲｊ 花が

あると. ' J ! . J 、。

機械生産の適裂に除11- るH接的l内外ミについで現場に於げる建築生産方法特有の性質密検

討する事がその後lこ4七る nn: 通である。

長ｾ築Ｋｉｾ 成 材料の各素材が ＺＺｪ Ｎくぎ次ぎに ｔ 場生産へと診行しやｼ撃的にその優位性をその ＱＵ き

生産方法に劃して確保しつ〉あるとき 、現場に現れに生産過程はどうであらうか? その

未知性、 その! 万f ｾｦ￬￭ｉ Ｂ ｊ＠ 1  J . 材料の駆使法を; ; ( 5 へて見る。

色彩の問題から始めよう。

赤背黄紘等 ノ? の色が何によって選ばれつ〉あるか? この色はこの宝の金曜にマッチす

るといふ感党合. f : ' 1撃的に立読する事の IHぅj<: る人が何人ゐるであら うか ?

Ａ蕊 Ａｊｾ は干ＧｩＭ墜 ＨＱ 切 ｩｴｬ リ ｪｾ 許るさぬｩｬｉ， Ｇ 人的なものでゐるといふことを此鹿では許すまい。

Ｇｊｊミは強烈ｵＭ二背は沈育 ｔ ごといふ ＡｾＧｦｴ からの或る開制は人 ｉＺ Ｎ ｮ による色の影押を科製的に立

1推するには飴りにもは相的な見仰ーであると .'目、 五、。何故に赤し、色は強烈であり 、興奮的であ

るのか? 如何に Ｑ Ｑｊ ｾｬｪｩｬｬＧ 経を刺戟し 、 ｉｬ尚髄にイ Ｑ［ 月 ｪ し、 ｾｉｉ 何なる結果を身暗に及ぼすのかを持

率 Ｔ 的に ￹ｩｾ ｜Ｇｦ ，Ｚ に取 ｊ 及ふ必要があるとｽｊＡ Ｎｊ 、。

色が人によって千銭高化に感じ取られるものであるとすれば、それは虫ｦｊ向なる ｾｉｬｲｬｪ によ

って V あるか ?

一つは色彩が人間に興へ＿こ悟史性 ｦ ご と，目、ょ 、 。版ｅｬＺは色々 ｊｾ に存ず Ｑ Ｍ し ＿こ。

黒色が凶を＿芯、 ｬ 床し＿ こり、Ａ 暗黒佐官味し＿こり 、 赤色が古事会意味し＿これ血を ｾ ＰＺ 味し ｔ こ り

その時の聯想、がか〉る隈史と閥係ゐるのは事笠であると思」、。

かくの如く色彩に於ける感売の問題合、隠史fすに於し、て 、陸率的根械に於いて 、究明す

る事は不可能なことではないであらう。

か〉る感売の問題が単に直観的にのみ考へられ る 『宇|撃以前』の知識がどれ程J nti 行に同

期1;な色の撰搾を背負はさ せてゐる 事か ?

「 色彩 」も叉 ｆ ・ ｉ ・撃的検討を要求する様午 ｉｊｾ 保有してゐるの ＱＺＮＧ 。

そして思いことにはこの 色 彩金生 ￹ 材料の使別方法が 、ノ ｪ 、 ｾｬ ｊｪ毛に依る 塗装方法を持って
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ゐる事?三。『刷毛枝無事様入念脇工』 と歌五、仕様書の自己撞着。

吹イ:Jーやその他の方法の進歩がひらげつ〉あるのピ。 琵組依然? こる Ji Ui 工方訟を? 改良しもっ

と科 製 Ｑ ＧＱ りな水準 ｬ こ ｩｬｾ 掠せる 方法が ｊ 否認毛 Ｓ れる必 要がある。

か〉る乎工的方法は塗装にのみ目臥臥l民4 らな Lい、、。 j克el竹i

でゐる 。何故にか〉 る原』始f合if l的|内句切切)1形lμ予態カが: イ存手時車絞立し てゐるのか ? つ 〈づ 〈考へきせ られる。

機械生産の進歩に/ 1 国臨して建築生産も叉機憾の所用が成になって行〈。

それが現完工場生産に釘して 、現場に於りる電力使用 ブJ のHi' レとその効3 f ，の低! 瓦ーな事lt

は到るところに奮生産方法の暴露される姿を見る事が，' -jI，米る。

原動Ｉ ｊＱ ｾ川量の不均ーとその効率の低度は建築の現場に特徴的である。

その版 悶 J) ;、lij!tl 沼の;μ 仰にあり 、生産壌の時I:¥J 移動や、 CIIII 労働 者4 の包 合等々があるで

あらう。 Tごがか〉る! 問主lは除去せられ得古る絶釘的l天|子詐りではな い。その反 iJ r:。

これ を?要約すれば必築生践が他の工業の機械的生産方法に到して著ししあらゆる粘' で

立ち遅れてゐる事伝承認する事である。

建 築 科製の特性の ｉｖＧ ト Ｇ ｾ ｉ 立 、 それ放に以下の ｦｴｮ ｾ払，Ｇ，Ｊを持ち米す。

1. 機械生産の進歩に釘する tf llJ l: 的傾向 は醤髄依然として砧築生産から季節的労働と 口

然の風雨の影響を、迫ひ- J <JII ふことを不可能にしてゐる事、一一それが建築| 銅係労働将

の生日を不安定な地税の-". に世いて、その放浪。1'1を強めでゐる事。

2. 生産方法の責任ｾＭｴＭ ｊ Ａ ｽ 性 、 ヨ Ｑ ＢＧ 件撃 ＧｉＧＡ Ｚの＿こめに持 働時 ＱＱ｜Ｑ を一定の限度に 極限する ＴＧ ｦｩ を不可

能にしてゐる事。 一一ーその結果がこ1: 工の飯場的生前 のヲド文化的j状態の現11' ，に一定の地

帯手伝興へてゐる事。

ｉ 止交性の極度の犠牲は人 ｉｭｾ 主主々利己的方耐に走 らせる可能 性を榊大せし めて 根械を ＿

製造してゐる事。

建築科望書の以 1-. の1I今1¥和主 、かくの虫nき一般的な問題からi ! I ，J 々の.H. 輯的問回全般に杓l し進

めつｾ ｵＧｴ 怖さ以前 』 佐清算し 、理 論にも生産施工にも ｈ 観 的 な閥系 化、 長 ＱＱ 識 化、 ｩ｜Ｍ ｾ ｪ 度化を Ｗ

建築家全般の義務として 11子ぴ起してゐる 。( [ )
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建築批判は 、それが行はれる場所によっ て分りて 』よる と、大髄、位築家乃至その周閣の

もの刈mでの専門的な必築批判し新聞や 、普通の綜合雑誌などで取抜は れるジヤ{ ナリ

スティックな迎築批判の三つが考へられる 。 この うち第一の建築家乃至周囲のもの〉専

門的な建築批判は、i J l 築以外の 、他の工墜の例で巧へて見るならば、例へば機械家であれ

ば機械について検討し、士宣蛤次であれば、舶に ついて検討するカ旬以 、請は V 専川家の専

川の分野に於ける研究的1;[，訟であって 、批判とえよ、言葉の意味のなかには入り 切れない の

である 。批判が正賞に行はれる需には枇合的な関心の下に、耐: 命的な批判がなされなけれ

ばならなし、。そんな意味から云って 、 批判と ￄ ・ ｩ 、 言 葉のなかに入ってｾ＼Ｚる ｦ こめには、専門

家の専門的研究の純聞を 一歩外へ li "る必要があり 、批判の行はれる場所が枇合的関心 の下

に引き出される必要がある。( その毎戸斤がジャ ーナリズムの Iてにあると云ふ? こめ には、 ジ

ャーナリズムの持つ一つの意義をお11 .'-1' ，して 、強調しなければならな いが、それ について は

今此虞でふれない。〉

建築批判の場合にして見れば、祉合的に 、 ￱ ｴＡＺ合が ｊ ｾｍ 心 の 下 Ｑ こ行 はれ得る 可能性を多分に

J41 つてゐる。建築は機械とちがって 、単なるメカニズムではなし造型的な作品でもある

Tこめに ml 人FI "J な11符灯・に投今るかどうかと云ふ ことカ2いつも問題になるし、叉建築の存在す

る場所と 云へば、都TIU: 云はす¥農村と謂 はす¥ 凡 そ人聞が住んでゐる所ーならば、至る 所

自につくものであって 、檎出'i e か、ノj 、設などのやうに 、特別に 自分から好力して求めなり

ればならないと 云ふ ことがな い。 而も凡 そ人間として、 上 は大邸宅 ‘ 大殿堂より 、下は

雨E容をもしのぎがてにする践が伏屋に至るまで 、建築と無縁に生爪するものはない。人生

の 三 大事 ｦ こる衣食住の 一 つであって見れば 、 誰でも建築に ｍ 同 心 ｾｾ￭ つてゐる。建築 批判 の

起る素地は充分なゃうである。

h註が貨際現Tまには 、建築批判と 云ふものは始んど無いやうなものである。批判の言葉の

うちに入り切れないと云つ? こ建築家仲間の建築批判も公開的なものは殆んどな いし、まし

てジャ ーナルの上での 、建築批判な どはさっぱ り見合らな い。

克も建築批判的なものが全然ないと云五、誇ではなく代表的な建物が竣工し? こやうな時 に

は、専門雑誌や、新聞の J' .で問題に取 り上げられる こ とがあるげれども 、批判と云ふ言葉

に値する程、分析的で はなく科撃がj な方法も持ってゐない。随筆風な感想、や、fii なる報告・

にす ぎなし、。最近の例としては東京の凶合議事堂の竣工な どはその特徴的なものであって
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専門雑誌には 、建物j の均員、 それにド付属しに説明書、二n抑 制係者の苦心談、竣功 tこい Tこる

まで の経過など が登載され、新聞にも ニユ { スとして潟民がi I 売れ更にはラジオを通じ

て、宜況放送 まで・行はれfこ。賀に祭典的賑かさ であっ ? こが、建築批判に値するも のは一つ

も出て来なかっ＿こ 。何れも この 哀 ￩ ｾ 土な建物金前にして、間合ＺＯＱ Ｎ 的議僻 を＿投げかりに ｲ ｾ Ｇ けで

:J lt*1J の鋭f I 艮を くらまされて 了つにゃ うで あっ 7こ。

方では建築批判 の起る素地が充分にある と思はれるのに 、他方現貨に於て こんな批判

の貧困、いやむしろ 1ft 判の絶無にぶつかる。その原因は何であらうか。

その! 以閃については建築そのもの〉性質色、枇ヂ? 的な素地とのごつの方而から考へられ

る。

先づ建築そのもの〉性質を考へてよよ る。一般に批判と 云ふ こと を去ふとき 、先つも瞬怨 さ

れるのは、文喜批判とか総出批判とか云つ＿こものであらう。文妻、Ｊｾ行 ｩ 』 ｉ の方 ｩｭ では、従ｾｾ

とも批' ドリル至、批評、評論は相官盛んであって、専門的に、評論家と去ふグル ープが出米

てゐる。 批判の需の批' / サb; 存在し批判jの護術性が云々されてゐる位に、制立的な有在であ

る。ジャ ーナルの上に も取り上げられ、大衆的な l銅心をi] /  < と迄は至らないが、市も向ili

民的凶心をヲ |くには充分である。ノj、設の如きは、と lこ角批判の封象になることを非常に時

ぷ。歎殺さ れることが最大の苦痛で 、ほめられ〉ば勿論ありカ汁こい が、 くさ〉れでもこれ

亦ノミい tこありが? こ いと 云つに有様である。底力; 建築は同じ 〈嬰術作 i目で、めるに も係 ら今、

批判が起っ て米なし、。この三者の相異 は何によって起っ て氷るので あら うか。 これ を小説

及匙築の買轄に即し て 考 へ る し 建 築 が 批判を? ともなひ得な い、 建築自身の性格が明かに

なって米る 。

それは何で あるかと 云ふと 、建築は単に造型的な重芸術作 Ii111ではな く、同時にそれは人/ : ¥/

的な使川目的を7持って居り 、人間生活を内容 とする 答器としての 、合 円的性絡 を持っ てゐ

ることである。音楽やノj 、設 ならば それ自身が 目的で他のも のに規制されること がな いが、

主主築が造型的華術作品と 云ょ、の は、人 川生活の入れ物としての 、容器的存在で ある。その

ｦ こめに主ｊｬ ｾ 裂を＿批判するには 、 建築の機能を安 ｊｉ って 居なりればならなし 、 。 人 は散でも会 ＱＱ って

居ると 考へられる劇場にしても 、花道、俳優部屋、制特:のl視線、舞韮等々に倣] する知識が

なければ、劇場を建築的に批判することは出来なし、 。音祭な らば、印象的な J比判も H"，米ゃ

うが、建築 では、機能、構成についての知識を猷いて単 lこ外形の印象をのべ 7こ丈けでは民

の建築批判の言葉に値しな い。

作品批判は自然と作家批判にまで遡るのが普辿であるりれども、この際にも建築は ｾ￶￼ 自

の性絡を現はして似る。ノj 、設ならば一人の作家の創造力に蹄せられ るのであるが、建築に

なると 到底一人の建築家の天啓的な働きになどに持って来る諜には行かな い。一つの迎物

を建てる のには 、施主、設計者、請負の三位一謹があり 、地工 に首つ ては複雑な人的組織

をしくちJ って来るので作 i日l批判でも却々厄介なのに 、問題をこ〉まで押し延長 めて来ると 、
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いよ いよ判らな くなって了ふ。それに小設ならば、批判の矢面に立つ Jf はその創造者と し

て全責任会持つ小説家であって 、批判 される賞事者は極〈簡単であるが、建築になる と施

主、設計 :払 施 工 者 の三位一髄と云ふ複合韓が被批判の賞事存であると云』、 、錯綜社の外

に、 建物の所有者は 、竣工後は全然建築家とは日 IJ になるので、建築批判はこの所有者に係

はって来る ことにな り、 義忠人的のしがらみに縛られるのである。

第二 に枇合的 な素地 と云i 、方面から云ふと 、建築が世人の傑い| 刺心を牽かな い色 々な原

因があるのである。成る程衣食住のーっとして、家会持Tこぬ人はないが家に劃する関心 と

云五、のも一歩奥へ踏み込んで見るし 「家削除を入れ〉ば足る」式の儒叡的な質素 さなの

である。建物の機能力: 何うとか、選1*1' 性が何うとか云」、反省は民衆の円常生活の生活感'1'1¥;-

のなか にはなし 、。あっても儒教的範囲に低迷してゐる o rごから建築に到しては誰でもが閥

心 ぞ持っ て ゐるかもｾ ［ ｉｬ れな い が深 い 反 省 ｬ こ までは行かな い で反省の夫 ｬ 古 ｻ に 止まっ てゐるの

である。

それから建築家の枇合的地位が建築家をして建築文化批判家 ?こらしめないや うに出来 て

ゐる。若 しも建築批判 が、建築界内部から護生するものとしにならば、その尖端を行くも

のは所謂建築家であらう。その第一線の戦土? こる建築家が、立ち 。上がれな いや うlこ『止命的

lこ制約 されてゐるのであるから 、建築批判の勃興もむつかし い と云はなければな らない口

建築家が立 卜Ｎ れな い とＮ云ふ理 ｉ ｊｾ は何であるか ｄ それは一 言 に云へは ｜ 自由建築家が存在

しない、 と云よ、こ とである。 日本の建築家ーは 、何等かの意味に於て 、官臨又は企業家に f こ

よってゐなければ、存立を? 全くすることが出φj ( ない。官蝉叉は合l祉の営繕課に在れば これ

は文"，)な し 技術提供者fこる俸給生活者であるから 、官膳叉は合枇に直接依存してゐる こ

とは明かであるし 、 そうでなく設計事務所会開いて 、自由建築家としての形式を備へて居

ても 、内容に 於ては何等かそれ等のものに依存するのが多い。その傾向は段 々著 しいや う

にJι はれる。政府は年々膨大なる議算金組み 、財閥は主主々軍義的 i こ強力 化せら れ るのであ

るから 、高級技術者としての建築家を要する建築工事は 、官自主と合枇に集積せら れ るのは

向然の勢であらう。そのために建築家の依存刷係は一層緊密なものとなり 、建築泳三はイ供給

生活者的な考へ方金持つやうになれにめに建築批判と云つにやうな 、f丹波な文化精神を

失って了ふ。

- 謹今の建築術が、西欧よ り日本に取り入れられに取り入れられ方を考へて見るし明

治政府によっ て、 政府の建築金起す f こめに強引に輸入されTこのであって建築家が政府に依

存してゐ ると云ふのは最初から運命づりられてゐ「このである。音楽家やノl、説家が曲 りなり

ではあ るが摘立白山 であ るのに劃 して、建築家は隷底的である 。音楽やノj 、設が批評乃至討

論会持ってゐるのに 、建築にそ れがな いのは、創作者・の ijj土台的地位に於て これ丈げの径庭

があ るのである。今 日建築文化につ いて一家言ある建築家の多〈が、何れも墜校側係 者で

あること は、色々な黙に 於て、意味深いも のがあ る。
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儲・て建築家は祉命的地位のJ l ; 1 j 約のfこめに建築批判の第一線に立も得 ないことは 1-'注の如

〈であるが、同時に一方その撃措系? こる建築撃の進み行〈方向 tこ於ても 、文化批判の注よ

り弐第に遠ぎか りつ〉あるのである o jaへば建築桃進撃の輸入 進歩殻達以来、必築墜の

歩んで司王Tこ迭は 、工墜としての建築著書であって 、こ の方面では確かに輝かしい業副'Ii 金残し

て居るけれど も、 それは建築全般について考へて見ると、著しいXJl 行欣態であっ fこo _I -.に

は一腹建築墜と云つ fこ言葉金使つ ?こ りれど も質|際は建築製は墜 としての確立がないのに封

して、建築構造撃は判然 しに自分の方法を持って ゐるので 、 この方面の研究が進むのは自

然の勢ひであるけれども、 その結果と しては 、建築家は真の建築家には値しない単なる技

術者になり終って了つにのである。このにめ tこ建築家府に於ける 、文化的精前1

1の失墜は一

層甚しいものになっ? こ。

このやうに建築批判は、一方ではその費生の可能性金持ってゐ乍ら 、あれやこれやの欣

勢の ｔ こめにその設芽を阻まれてゐる。然しこ の 情勢も近 Ｍｳｴｾ幾分 鑓って長 Ｑ＼Ｚ Ｑ こやうに 忠 はれ

る。

最近あらゆる方面に於て 、日 本ＨｴＧ ｾＧ Ｑ 主体の検討が行はれてゐるが 、 この傾向は建築界にま

でやって*rこ。日本的建築ぞ探ねることは、既に昭和六年頃に 、西蹴直稔入的な 、構成的

合理主義と云つにものに3討する反動として費生してゐるが、最近の日本的性梅検討はこれ

とは別の意味を持っ てゐる。前のは建築界内部から起つに動きでめるとすれば、 今度のは

外部的に起つ? こ波動が建築界にま で波及し? こ形である。この建築に於げ る日本主 義 ト 若

し一部の人が主張するやうに 、既往の形式を主主主し、これに執着するものであるならば、

これは文字通り反動思想であるげれども、問題はこれを鷲足射とし て色 々な方商に護展、

浸透して 、幾分 建築論的ｾＨ ?  ) も活況を? 呈して来fこゃうである。

この一般的な室策と共に 、建築界内部に於ても、情造事偏重金是正せんとする気持ちが

動いてゐる。未ピ明確な 形ｾとらな い りれども 、 構造製の行きすぎに劃する反動として 、

建築聖書の再検討をなさんとする 気配が濃〈なって来? こ。

これ等の傾向は、建築批判に封 して、いづれも有利な flk勢である o 1こY これ 丈けでは 、

建築批判 の護生を 阻んでゐ? こ多〈の原因のうち 、三三のものが解消、灯特の気速にあると

ￄｾ 、 丈けで 、これ を以て直ちに挫築批判の ￯ ｬｈ芽を所期することは 、 早計ーである 、 が従来と

宮幾分異つ ｦ こ欣勢ｾ現はして 予 Ｑ＼Ｚる であら うことが 考へられる。
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- 調 査 研 究 ・

大 阪 府 下 に 於 げ る 住 宅 経 営 地 調 査

者15 市 計 主 大 阪 地 方 委 員 合

1. D l 査 の 範 圃

本調合: は. 大阪府下に於りる所訂i一国のw七経営地と見られるもの52i ti Mに就いて行つ? こ

ものである。大阪市内並に大阪市営中心としながら兵庫! ! 孫下に存在する相官; 航範囲に亙る

優秀なこの極経営地或は住宅地の散も齢くはないがＮ之等ｾ殆ど割愛しＮ主として大阪府

下に於ける大阪市郊外のものに就いて剥貸金行つ? こものである o 1M. 府下に於てはこの外

に相＿話題つに所があると考へられるがＮ各種調 ｦ 宣言受料鬼集の ｾｍ 係 ｊ 二・之を害 ｉ ｊ 愛ぜ る所亦註 ｢

しとしない。従って. 本調1f lま之等の中教例をt R つ? こに過ぎないことを諒とされ度い。後

表各項目に就き Ｎ 組 Ｑ 十及平均 ＱＱＱＱ 等合力 ＱＱ へ統一ある統 ｾ Ｇ ｉ ぷとしなかっ＿このも この意味より

11.
1

1で? こるに他ならない。

2 間 査 の 目 的

大 阪 府 Fに於ける所謂一闘の住宅経替地と見られるもの数例に就き. 共の地名. 大l波終端

牒 よ り の 粁 程 同交通所要時1111 . 最寄騨よりの距離 . 地勢 . 土地面的. 土地質償 . 一 口の

商 憤 現 在 戸 政 . r. 下 水温 瓦 斯 局 設 の 有 無 経 営 開 始 年 月 を 調 者 し . 各陣者I1市 計 主 問 題 .

位宅問題. 交通問題解決へのー 参 考 資 料 として之を提供せんとするものである。経営者名

は勿論土地質土fJ術面積等ーをも同時に調査し? このであっ fこが. 之は登表を? 差控へ? こ。

向 . こ の 外 建築物の構造陸別. 建築敷地内にイ手する空地の害IJ 合. 道路公園等と敷地 l古i

杭との割合 . 辿 築 史 家 賃 将 又 . 居 仕 者 の 職 業 勤 務 先 年 齢 . 収 入 品J'j . 家政教等をも

詳，f.lI lに調任せんとし Tこのであっ? こが. 和々の都合ー1-.完成し得なかっ? ここと は まことに逃憾

である。

3. 調査の期間及方法

向H討手1111 Ａ ＧＱ 三 Ｖ ｊ］ ｊ 至同年 Ｑ Ｐ 月 。先づ経営者Ｈヂ時ＱＺＩに各地の調任事項に就き ｪ 三々 ｗＨ ， 答 ｾｾ ｊ くめ

然る後調そで員全現地に出張せしめ. 手干調併を行つにものでめる。

4 参 考

都市計聾大阪地方委員併に於て弘に調夜夜表せる 「大阪市に於げる勤労者{ 1: こむの分自制作

J  ( r 建築 撃研 究」第 m抗- 11併 1110年 7月) • :>ifZに . r- 大 1;反市内共同イ I_:'t :j}，'d芥 J ( r 鎧

築事例究」第83抜一一昭和 11年 12月〉合併せ参考 tこ貸せら れるれば好都介である。

4 9  VI I  



/ぺl _ / I

f  

/  

岨苛3¥

大阪府下 K設け 5

( 主宅経替地分布固

中

八

臨

ほ

川

崎

且

円

50 

・・.

ゆ 柄、

VI I  5 0  



大 阪 府 下 に 放 It る住宅経替地調査表 { 噸如 11坪6A議車)

1I 険 師 通 付 土 地 面 繍 士 山) 吋 緒 剛 現在戸数 丈 附 吋 制

iLl 量 鯉il 'i' f _"_l____:岬J 最也最高最小最大佐宅再f T / 他計同制下地同 月

阪科是 ｾｲ 也候株式守社 Ｑ 白銀

1 紅 葉ケ丘 200 20 3  7 丘陵 15.000 5  J 5 50 5，000 15 15 東 有 • ｾ￰＠ 5' 8  

Z 繁 面 178 宮邑 2  401ft 帳 20，000 20 30  50 1. 000 38  11  39 集 無 有 大 8'12

3 ま 面 17-8 25 3  61卒姐 65，000 17 壬O 50 1. 000 130 130 百 有 有 久 生・

生地回室町 16 壬 21 駅前 6 平姐 27，000 25 50 219 11220 最 保 有 ｾ壬 Ｒ ・ Ｓ

Ｕ Ｑ ｾ 理 時15'5 21 ｬｬＺｾ＠ 8 平姐 34.81. 6  15 2生 70 250 335 335 有 無 有 ｵｾ 塾生・ ＱＰ

61埋 ヶ立 15' 5 21 51  10 丘陵 13.8壬9 10 18  80  200 10 10 有 有 有 ｾ｡＠ 10・8

71E橋荘園 13- 8  17 6  8 平:IJl. 20，000 18 28 100 200 80 有 ;1f 有 大13・

8 后 橋 13.8 17 6  8 平旭 5，0長S ｾＸ＠ 20  60 130 130 130 有 有 議 大13・7

916婚温室村 138  17 7  8 平姐 12.99量 71  10 GO  150 13 25  38  来 様 議 lI!l 7・10

10 敬 苛1も125 君。 3  5 平姐 6.9791  15  75 70 200 2  3  5 有 l f  有 JI1l 9・2

11 豊中第ー 10' 9 18 駅前 7  1i'姐 50.000 37 38 60 250 659 36 695 有
:富一

有 大 3・5

12 
豊中 路』 10.9  18  10 15 』手組 31. 515 15 18  70 400 52 31  55 有 繁 有 lI!l 8・11

13 東豊中 10.9  18 18 26 t 曜 91. 318 10 12  60 1. 800 長9 1  50 有 有 方 ｾ＠ 8・5

1生望 根 9' 0 H  3  益平j量 3，790 22 30 35 35 高 集 有l婿 6 ・5

15 服 部 7・8 12 2  Ｖ Ｑｾ 姐 13.000 18 42 50 200 67 31  70 |有 係 有 ＧｾＴＵ ・

16 訟 頼 回 7'0  12 51  5'5  再姐 6，000 13 16 60 100 4  長有 疑 有 百 9・11

17 放落百家経 6・0 10 1  614'-姐 30，000 官5 35 60 350 U 2  3 11長57有 有 青 大14・

18  爆丹南天荘
6.0 6  長 6 丘陵 30.000 !l l  10  100 1. 000 7  7 有 荷 犠 附 9・1

京阪電鉄株式曾F土沿線

19 放 要f124. 0 26  長 611f.l!i 27.0生8 71  22 量81 1531  20 31  23 場t 有 無 ilO6  

20 制目げ丘 21- 3  21 5  6 高是 1，500 15 20 30 150 30 30 有 無 無 lI1I 2・

21 ! Ik古車ロ 20.3  宮E ｾｋ 前 l 平坦 6.271 18  29 57 150 13 21  15 7首 有 指 天白・ 1

22 鼠 施19. 6 18  駅前 Ｓ Ｑｾ 再婚 34，598 16 30 50 200 230 71 301 有 有 有 l!1J 10・

23 ;It ｾ＠ tr. 16.4 22 '5 214' :Ili 23.04. 2  15 30 50 200 67 31  70 係 保 有 116 3・

2i  ;f ! 困 16・2 15 駅前 8 1ft 般 96，878 16 33 60 500 285 35 320 有 有 続 J¥1 1・

25 + 里 山 8ι 19 M.iIl 7 立政 91. 310 2盛 35 50 250  500 39 539 有 有 有 大14.・

26 森 小 路 8・1 Ｘ Ｑ ｾＧＨ 前 ] 0 平姐162.300 25 50 30 80  1，700 100 1800 有 布 有 大10・

27 大 皐 前 7・7 17 
'R前

生立政 2是 705 15  25 100 400 43 31  4. 6  有 有 有 贈 与

28  ｾ￟ 姐荊 7・4 16 以前 長t 自E 28，8垂0 l u 25  50 580 16 1  17 有 有 有 昭11・

2骨神崎川 6・2 11 駅前 3 平.lJ! 4262量 17 55 50  180 34 5  39 有 無 有 !qJ 5  

30 前 ｾＱ ＵＧＷ＠ 7 以前 長平匁 19.103 16 30 50 100 227 54 281  有 有 様 WI 量

ｾＱ＠ 1荷 尤 5・2 9  4  8 平姐 60 74. 7  51  25  70 150 56 51  61 有 有 ｾ＠ 11118・

大阪電量. l L l I 株式曾社沿線

32 |報 回 16・5 2 0  3  5 丘FT. 5，000 51  25 56 200 30 30 有 捺 Jl1! 7・

33  山 オt 18  
.5  

2 平:!.!l 28，000 10 29 80  200 73 73 有 有 有 Jlll 9・

3生f I 1車山 n o  18  駅前 5 平姐 54. .900 10 25 40  260 370 30 4. 00 無 無 句t 大13・

35 l瓢 里 山 10 員1制 品 丘陵 16，000 12 2生 40 300 95 51  100 型t 有 有・大 u・

36 j反 7・0 LO 10 13 平岩t 生300 20 25 60 90 50 50 有 有 右 l噸11 5  

阪和電鉄株式骨社泊篠

37 聖付J r . . 19.3 18 車内 2 平組 33，000 8  J l  60 1長。
47 31  50 有 有 官同 7・7

38 比'1y主伽.fr. 1宮4 15 2  8 平埠 30.65畳 17 25 60 lfjO 160 160 有 有 阪 ｾＱ ＱＱＱｉ 5・5

39 上野主賓庁正12. 呈 15 5 1  10 平温 2.795 13 19 50 130 60 60 |有 有 有 ｾ￰ 8・5

大阪鉄道株式骨社沿線

{O 白 鳥 副 18' 6  21 I  311i'姐 ｻＷ Ｎ ＸＰｾ＠ 13 20 60 200 70 70 有 摂 機|附 4

生1 土師 J 里15・8 21 1  3 平旭 2.420 81  1畳 60 200 20 20 係 無 理t 大12・

42 藤 井 寺 13・8 20 1  6 平場 108.600 13・s 25 60 200 166 17 183 有 無 無 大15・

43 | 蔑余ぇ証 11- 7  18  ｾ前 3 平J1I 19.420 15 22 60 200 195 2o 220 有 無 ｾ＠ 大13・

“ 高. I i ，里 10' 0 15 宮KA担 2 平姐 8，000 81  20 65 70 31 31 有 有 無 llf1 3・

45 |矢 凶 5.3
91  ｾｾＣｊ＠ 2 平沼 16，生6長 18

1  
30 60 200 250 250 集 無 有 ｾｾ 3・

南海電依株式骨fi 沿線

46 大 津 20・7 30 12 14 平姐 3，000 12 13 20 4. 0  102 71109 有 有 有 大11'

生守 蛾 j世19・6 36 駅前 5 平姐 18，700 15 25 4. 0  300 1長。 10 150 理k 無

"  

大13・

盛8 雪量 ｾ＠ 15・0 27 平坦 18，500 10 40 60 150 

49 大 美里719. 3 25 3  20 丘陵 402，800 10 25 

• 3 0  

zeoo o  
170 30 200 有 有 犠 婦 6・1t  120 

50 !初 ポ 19'3 Z生駅前 2 平規 50，000 14 16 50 1長。 29 29 有 有 有 jjs 9・

英明組

51 春日 立々 10・01 121  151  20 丘陵 50，000 21  101  10011. 0001  151  1  15 無 有無| 夫 13・

o2 平野At 面 4:01 ｬｯ ｬｾ 縮 5 平姐 35，0001 361 551  4. 61  20012701  Ｓ 姐ｾ有 ｛ 有 ｔ 青 ｉ 面 ＱＱＧ 40 
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第 2 闘 . 和 歌 山 鯨 鷹 合 処 築 敷 地 地 質 杭 状 闘 C*' iii )( 1，，'S()) 

N O  N O  2  NO. 3  
N O  5  N O  o  

NO.  4-

0.8 9  

手あ色石ケ

2. 6 7  

主57

褐色石少 褐色号、

初色石少

12. ' 1  

褐色石ｾ｝￬
1月草

I  7 8  1. 7 8  

「On 1
lJ oel 4よ l j ; i J 7B| 

十 ｬ ｦ 、 ｾｪｼ 仰 ｬ Ｑ Ｎ Ｐ［

に

2.6' /  

u. よ

1.15  

ド

2 .6  

1.7 8  
主57

11.10 

1.2 0  

J ・ 司h ・. ._ _. 

J品色石少

青及的 |

オｾ "Jl'f唆ー正・}

I  Ｑ ｦＮＮ， Ｑｾ 型 ＺＺＡＮｾ

ヨ57

1L147M 

言Ĵ- 色也少

オキ . / I. J iた且7 3. 2 

稀 円/. "禁制

査灰白レ | 1 ' 3  1$.571 
L5 9 0.  3.57 

P  

奇灰色砂 I/.Jジ :1 4|ヨ57備 が古 I __1

0

，; 0 .

0  

ヨ57
青灰色砂

時zヰ邑

草寺島/ g業込， I  ， Ｎｾ ｕ ｌ ｦＺ Ｚ ＺＺＺ［［ｾ ＱＯ Ｇｔ ｮｊ＠ I  *' ・小S軍z. ，I  1 .  0  
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第 l 圃 2

3.  試験地盤

戟待試験は建物の基礎底商

に於て行よ、こと〉し 、初倉組

の千に依る地質調布の結果か

ら推して建築 敷地内には大な

る地質鑓化を見なかっ Tこので

本1試験は本建物の東翼の根伐

完了と、もに A 、 B 2 勲( 第

It及1 問委主j照) で施工 するこ

とにし Tこ。 A 、 B の原地税よ

りの深さ は夫 々 4. 10m及 4. 1

5mである。

4.  載荷装置

〈第 41同一第 8 岡)

11究者ff の位置を? 第1 闘の如〈

南北に 10mを距てに A . B 2鞘

にとっ Tこ。先づ鏡石? 以て地表

{t>.L]えに j'j リり取り 、更に少量の

砂を撒布してJ て商智子担にな

し 、 共上に ａ に は ｊ ｬＧ�ｾ 2  cm、60

｣ ｭ 角のｪｦＮ方 ［ｊ ｬ ｾ 餓飯合 、 ｂ には

V I 1 5 4  

る。 御指導の楽を賜つに内問博士 に深謝致す と、も

に、本試験に首って色々御便究を興へられに大|仮1ft

警察部建築課並びに内務省、紀 ノ川改修事務所の御親

切に劃し厚〈 御機申 しートーげる次第である。

2.  和歌山鯨鹿舎敷地地質調査

11係膳合敷地 は紀ノ ) 1]三角洲に1ft し、 供あ刊1:に属す

る粘土分 の僅少な砂層であ る。 本試験開始前 ( 昭和l

11年 l 丹) 初倉組に依蝿せるボ ーリ ングの結果は次

の如〈である。第 h 聞は地質調脊を行つ? こ 6 賦の位

置並に原地盤よ りの深さぞ示し 、第 2 闘は地質( 立を

に 地 耐力Ｉ試 験 結果 ｾ ｻｴ＾示寸。第 Ｓ 闘は 地 質試斜｝ ， 棋本

である。

自高5園 地 質 試 錐 標 本
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厚 2cm、僅68cmの闘: 11手鎖鋲を敷 k 更に厚25c mの同大のコンクリ ート 蓋石を据え水平を検

し共中央に荷重蓋を立てる。鍛欽_ f 二商には中央に l 個の太柄を附し、 華石の上商 lこも中央

に突起をT作り水平移動を防ぐ。荷重査の外側 tこは支持枠を杭を打って闇定し、四方に於て

術重華を逆模で支へ ｦ 頃斜を防ぎ且つ断力の影響ｾ軽減しに。

5. 荷 重

荷重 は現場搬入の 25mm鍛筋合用ひ、餓筋積上げに便するにめに荷受枠の四隅に支桂佐

立て、論 30kg ijI)L僚 (5. 45m)  3本、 15kl ! 軌僚 (5. 45m)  Ｒ 本宛ｾ第 一 回の積載荷重の 一 部と

して加lへて鍛筋の接みを轄減しTこ。 税荷は毎回約 2t 宛とし計24t まで檎続する事としに。

鍛欽、華石、荷重華・の重量は強め秤量し? こ結果 A でO. 625t 、B でO. 634t であり第一回の戟

荷重量 A の1. 990t 、 B の1. 997 は是等の重量を含むTごものである。

6.  測定装置並に測定方法

沈下測定は ｬ ｬＱ ＰＰｭｭ 読み及び見 ｯｯｭｭ 読みの 、 ダイアル・ゲイ ジ 各 Ｒｦｬｾ Ｑ 並にレ ベ ルにょ っ ＿こ

20cm X  30cm X  30cmのコンクリートプロックに支へられ? こス パン 2. 14m、新商 15cmx 25cm

の鍛筋コンクリート梁楽 2 本営平行に荷重墓石の南側に配置し、共の各の略中央には事1 ' 1' 子

板金援込み 、荷重華石の上商工ケ所梁に相封的な位置にはダイアル・ゲイ ジのスタンドを

モルグルで取付けダイアル・ゲイジのスピンドルを前記硝子板に慣れし め、荷重，室石の沈

下による針の勤きを 11捉測する事にし? こ 、( 第4、5、9岡〉然し針の動きの読みそ其依荷重幕

下とする震には梁従って梁受石が不動である事換言 すれば梁受石が荷重査の沈下共他の影

石の沈響によって上昇も沈下も鴬さない事がt条件である。此の篤に梁の中央に物尺ぞ立て

、約 11mの距鍬に回定しにレ ベルに依って梁の上昇沈下を槻測しに( 第 l 岡) 、N' ;12固に於

ける しはレ ベルの、 B . Mは ベンチ・マークの位置を記しにものである。本試験の結果は

物尺の讃み程度では梁の上昇a 叉は沈下を認 めなかっ7ごc 従ってダイア ル ・グイジ の読みを?

補正しなかっ fこ。

7. 測 定

A  ( 正方形版) 、 B ( 悶版) 同時に開始 し、前述の如〈毎回約 2 づっ紋荷して各.(，:f 亘に

釘する沈下をダイアル・ゲイジの讃みに依って記録しに。戦術会了へてから次の故荷台開

始するまでの時聞は大韓24時間とし、約 12時間に於りる沈下の進行が弘omm以下の場合は

静止と見倣して次の椛荷に取りか〉つ?二、ダイアル・ ゲイジはA 、 B :!¥.:l l1oomm;及日ooom

m誠各- -f閥、計二例宛取市H11こ、 .%oomm読の方は測定範囲 20mm，111000 誌をの方は jJ!I J定範

楽此の鍛筋コ ンク リート 梁の代 bに I 形鋼を用 ひ1: 経験では H光直射共他の原閃に より闘 で

見て解る 態度の反幽を生じ 、測; 誌の正確全身J し離い。
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第9圏・ダイアルゲイジの取付

8. 測 定 結 果

園3mmである。 然るに毎回の戟荷直後には時に

3mm以上の沈下を見る 事があ るので弘ooomm讃

の方は沈下の最中に針 金戻きねばならぬ場合が

あって却て不都合金感じ に。構造計算に使用し

?こ設計荷重〈常時PVミニ15t /m2、地震時 PV十字 17

t/m2) の約 2倍に相嘗する 12t に於て一週間共の

11占街を行はするに沈下の進行の欣況佐観測し 1: 。

以後は天候 tこよる中止を除いては静止を待fこす

大髄24時間毎に 2t つr つ誠荷 して 24t Iこ至1: > ¥ 48 

時開放置して除荷を開始しに。除荷は24時間百ー

に約4t とし最初故街し? こレ ールを捜して銭筋全

部を除去し? こ。賀験に要し?こ日教は準備矧聞を

11余いて26 日である。

時間に封する沈下の記録は第 l 、2表のが1< である o 表中備考の欄は主に和歌山市附近に

踊繁に護生する地震記録であるが、地提の話沈下が増進し? こ形跡は認められなし、。第 16闘

時!日j沈下1111線は第 八 2表の平. l LJ沈下をプロッ トしにものである。

V lI 5 8  



第10濁 ・ 載 荷 扶 態

第 11圃・荷重試験扶況全景

第 12圃・荷量試駁扶況全景
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第 ＱＳ 圏・蓋 石 附涯の ｾ� の ｩ 骨動

第 ＱＴ 圃Ｎｾ織された砂面

( 正方形版)

第 ＱＵ 圃・ｾ繍された砂面 Ｈ 置版 〉
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第 1 表 の 2

日 時介 有 主 ct )
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第 1 表 の 3

回 Eも7r 干時
主 (tJ
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ｾＮｏ＠ 0  4. 4 3 4  11. 525 4. 0 5 3  11 守5 3 { 2 (，'1 11.24- 1  

同8. 0 0
4. 4- 宮ヰ /2.52  S- +. 0 守+ 11.守守令 4. 1 8 守 12. 2 51 

11.0 0  4. 5" 3  b  11. 517 4. 1  0 守 12. 0 01  4.32 :3 12.2守3

• 1. 3  0  
4- 5  5" o.  11. 5"'1 1  4 . 1  Z  b  11.0 1  b  4. 33 ｾ＠ 11. 30 守

i  1. 4 2  
4.5 0 5" 

12.5 4- b  4. 1 5 0  11. 150 4 3 7 8  11.34- 8  中 事ｾ 1 トス.

1. 0  0  +. 5 0  5  12.5 4  b  4.2  {， O  11. 1  'T 0  4. 3 8" 3  11. 35 ｾ＠

， 3. 0  0  4. 5 2 5  12. 5 "  ， 4. : ' ' 1"0 11.2 'i 0  4. 4 5 8  11. 423 
23日午后 5時 ZJ 分3ワ特ム

講 Jtz4" 目 F 量晶 '8" ロ〉

4: 0  0  4: 5 5 0  12.5 'l 1  4，4 0 5  1.2.3 0 5  4 4 '1 8  12.4 4 8  

主 下 動 16!7Q;" 垣 間岬レ

を 棺 ド 叫 y 土世置 . 聾 重 培

10.1今 l ぽo 0  4. 5 7 0  i  I l . bb I  4. 4 4 5  12. J  4- 5  4. 5 0 8  11.4- 7 8  
和理t 山附 泣 人体，・!f.J! 再

(  8:1 

|首 8.0 5  4，& {， 5  12. 7 0 '  4 4 4- 5  12. t  5 5  4. (， 1  0  11.5 8  1  

I  12. 0  0  4 7 / 0  12 可51 4. 6  0 0  12.5 0  0  4. 6  5 5  11. (， 2  6  

。舟4 - . 0  0  4- 74- 0  12. 7 8  1  4-.ら3 0 11. 5 3  0  4- 6 8 5  12.'  5 6  

a. O 0  4. 7 5 0  
117 守l 4て6 マ5 11. 5 '1 5  4: 7  I J .  12.6 8 3  

10. 1  ｾ＠ Eh 可J 0  4: 8 3 0  i.J.. 8 7  1  4- 7 4 5  12.' 4 5  4. 7 8 8  12. 753 
25" 午前 l暗 47 分少垂7直取v2・2e3揖じh  

ｻ ・ ｾ Ｉ
26;70:"畳 間02砂

9.0  0  (政1 指L 守時守FZg，E3J35-守EB5O  7J  2. 7 3 5  Ij .  {， 0  ｾ＠ 2.0守O 14-' T3 5  2.4 1  :3 15. 17 I  
ょ τ 動 書Z 6zt' ? U却J 取iE;a開fe4EIa，t  

南 錆 附盟

守 o 5  1 3  (， 0  
15 73 1  

2' .2 5 5  1'; 守0 0 2.5 5  ($ 1531 b  
人 i4 < 血礎

守 1 0  ム守4 5 15.  ｾ＠ 1  /， J.. J  54 i 4. 守守守 2. .{， 5  0  
15.40 8  

Ｒ ｾ Ｎ 午 前 Ｖ 叫 Ｕ Ｓ ＮＹＧ J1再I i oJt

'4- " a.. 煙量248
I U

' .t: T '蜘1! :o. I

9. 1  5  2 守8 5 I H H  2.4 2 0  15.0 (， 5  2.7 0 3  
15- . 4" 

lt 帽 170 ｾ ， ｴｉ＠ ｾ＠ Ｎｌｉ ｉ Ｎｉｴ 何同 ｉＡｾ I  

ｚ 象勤時間 ｓｾ 砂 ｲ ｬｴＭ Ａ ｾｉ 企 ･ｴ

守3 0  J. 0 2 5  15.8  't(， 2.5 7  0  15.2  15 2.7 守B 15. 5 &  b  

ｾ ＮＧ ｴＡ 柑 事守 山 附 ｬｬｩλ ぽ ｝ 岨 司 ｅ

'1.4  ':i 3. 1 0 0  15 守守 l 2. 6  6  0  153 0 5  2. 8 8 0  15.6 :3 8  

10. 1 古
3 1 &守 Ib. o4- 0  2.7  (， 2  15.4 0 守 2 守b， 

15.72 4-

1  10.4 5  3.2 8 8  /6.0 5 '1 2.8 7 8  
15. 523 3. 0 3 3. {5.7' ! 1  

11. 0 0  3. 3 4- 3  16.2 / 4  2 .1 1 0  15.55 5  3.  {. 2 '{ 15.6d 5  

i  11.3 0  3 4 1  1  11. .2  d  1  l 'l 8  b  15.l. 3 1  J .  I 守? 15. " '5 7  

12. 00 3. 4 5 0  a . 3 2 1  3. 0 5 0  IS. 6  ｾ＠ 5  J. l 5 0  ( U 0 8  

l盲 1. 0 0  3. '5 8 3  1  ' .4 54- 3. 1  5 0  15. 7 '1 5  J. J  H  1' . 11 '.i 

1. 0  0  
3 ' 4 '  " .  ') 17 3. 2. 1 3  15. 1 " 8  3. 435 1'. /  T  3  

3. 0  0  3. 6 '1 0  16. 5" I  3.i  7 3  15."  {  8  3. 4 8 2  " . 2 4 0  

+. 0  0  J. 7  J  0  iι (， 0 1  J . 3 2 3  1  5.'f(， 8  3. 5 2 1  l ι l d5  

5.0  0  J. '1 {，tJ  Ih. 631  3. 3 7 3  16. 018 J. 5" 6 1  l ι 3 2 5  

' .B  10 lも. H J 3. 42 $  1{，.0 7 0  
J. " 8  / 0 1 1， 

守. 0  0  
3. H 3  16. '13 4- 1. 5 1 3  16. 15 冒

3. '  8  a  /6. 4 占6

t ・孟も
kI .O  0  3."I l b lι 7 8  '1 

3. 'j' (， 
i ι 2 1 1  J . 7 4 1  Ib. 千' 11

:athaUse2‘p  ・m4b帽Jvaa崎 副)，.1' $1持

t骨〉

U t; ' ・・

首3. 0  0  1 守4 2 Ib. 8 1 3  J '  2. 6  1  ( ; . 271 3. 7 "  /  b.5 4 7  

，， ". :.. a 岡 山 砂. . 下 島H

ｩ ＧＮ Ｂ 量阻 Ｑ 宜伸 ｓ ｾ＿ ＱｦＮ宜

8. 00 4，0<15  1  ｾ Ｎ 守 ｈ 1. 71 d  l も.3 も 3 主' t 0 7  ".  {' b S' 

安寧 埠ｾ珊 ・ｾＮ，

'Ii 1. O  0  
4 1 3 守 17. 010 H / 3  " . 4 5 8  3. "1 7  ， 16 守34-

4- . 0 0  4. 11 '7 17. 0 8 8  3.1 4 8  Ｑ｢ ＮＴｾＳ＠ 4 0 3 3  1  &.7 '1 1  

Z 晶・年歯 4崎，. 骨刊骨廟柑

ｬＢ ＡＮ 問 Ｚ＾ ￘ｊｉＲＡＢＧ ｾ￨ 干Ｇ恒

10 f晴2}7  fa.O  0  
4 2.守7 l τ J H  3.  ｾ＠ 3 3  1  b. !i'f官 4 1 1 5  " . 8.7 3  

を之町蝿シ量圃里削酎i 剛b ・仲B由暢骨主権"‘

， 
防 8 .0 0 4. 3 4 5  lτ 21 1， 3. ｾ＠ 8' J  ｬιｾＳＲ＠

4:! "  
"' ' 12 4  

o- + s' 4 H 7  17.23 8  4 0 4司
，" ' H  

4. 20 d  1{ ' . 1H 

' ;2. 00 4: 5 2 2  1'[ :3 5 3  4: 5 0 8  
11，." 0 3  4:.z' t O  /7. 0 2 8  

右 1. 32
(唱+ta1-，-，‘ ｳ ・ Ｑｾ Ｎ ｮＵ

ＧＭＱ Ｑ ・ ｉ ｾ ＢＭ 同 ＳＰ Ｎ Ｉ
2. 可0，20. 2'') 8  3.  'T 8  7  20. -+1 0  3 3 4'  .1.0. 372 

1.3 !i 
3. 280 孟0.63.3 4.4- 2 8  1./. 131 3. 854 2 0 . U2  

1.+  0  3. g  '4 0  2 1.23 3  4 Hi3 11. 4 4 1  4 3 0 ?  21. 3' 3 7  

I 斗 5 3.  '1 7 0  1. 1. 323 4. 8 1 3  
之，. :; ， ， 4. 3 可2 21. 42. 0  

6 3  V JI 



第 1 衰 の 4

主

A;-_ .  J  .... -- :"- :A ｾ Ｍ - I i . A : 平均沈下伽粉

百 B守分ー 荷 (t) 令 計 挽 下 附 ー 令 官 十 三t τ 同 国金持釦古最初 梢ー さ

ｼ長 Ｎｩｬｴ荷重市 Ｍｫ ｭ ヲ ｬ 最並事宜Ｑ￵ Ｑｾ 相ョ ヨp

'. 5 0  ‘  4. t  ｾＷ Ｘ＠ 1  21. 54- 1  1  4. 8  1!1. 1  21. ，513 I  ＴＺ ｾ Ｙ 守宅 21.527  

1. :5 5  1  1  4. 301 1  21.  b H 、A 事汁 21.54- 2  :1  4: 5 'T 0  1  21. 5 'i 8  

口7E3 4.3 '1 5 1 l1. '14 8 制 作 2157 I  14. U  2  ｾ ＱＲＱＮＢ＠ 0  

2. /  5  1  1  4， '1 /  <> I  220 {， 3 1 4.. 't 70. j  21.， 73 I  4.34- 0  .1  21. 1 {， 8  

2・3 0 1 1 4. 8 1 0 2:l. J  ' 31  5.
4

5 8 j  J ./. 76 /  1 4.. 守34121. H Z

il.4- 5  1  I  +.. 守'00122.253 .1 5.  j  18 ｰｬＮｾＲ＠ /  ' fに00 '1 122. 0 3 7  

3. 0 0  1  1  4. 守' l 0  1  22. 343 1  5.  1  78 l  21，宮8 I 互Ol f f l 22. 11.z

3. 3 0 1  I  5..I OPI 22.+S- 3 1  5.. 2 5 3  121.  '1与， 1 S: 17 '1 1.22. 205 

4.  0  0  1  1  '5.2  0  0  1  n  55 3  1  5.  3.2 8  1  22.  03 1 ま. 2 ' 4  1  22.2 守2

6. o  0  丘ヨ 10  1  22. "  3  1  5.4 7 3  122. 1 7  ， 互3 '12 122. 420 

ι 0 0  1  I  5.4 0 0 1 :12. 7 5 3 ま 558 122.26 1  1  5.4 '7.守 22. S  0 7  

12.0  0  1  1  5.  7  8  0  I  Ｎ Ｒｾ Ｎ＠ 1  3  3 五H 3  1  22.5{， 6  1  5.s- 2 2  1  22. 8 5 0  

104B 前7・3 0 . 1 1  U l o I 23.4 ' 3 ι 5 5 8 123. 261 16.334123. 362 

c，喝 }

守 3 0 1 1 &. / 7 8 123. 5311 1，_7 0 0  I n 4 0 3 ι 431123. 4 6 7  

1.2. 00. 1  1  {，.H 3 1  23. {， O {， 1  (，.772 123. 475 J  ' .51 3 12 3. 53 8  

危 1. 0 0  1  1  &. 28 6  1  23. 0' (  1  Ｑ，ＮＳ ＰＴＱＲＳＵＰＷιＵ ＴＭ ＵＱＲ ＳＮ ｾＷＳ＠

1. 4. 5 f d f 4 1 4;己¥: ，〉互 3&0 1 ｮ 守 ｾＧｴ 1  1 守2 0 1 :;互4 27 1 3. HO  12τ 2 1 3  

1. 5  0  1  1  55381 1' 1.  J  77 ♀ 4 5 5 1 2 5 守" 2 I  3. 1 守7 1 2 1 5 7 0

1. 5 5 1  1  S- .1. 1 0 ] 2守30'i 1 2. P ' Oj 26. J 5 7 1 4 / ( O I 2 τ 7 3 3

1. . 0 0 1  15. ヤ4 5 1  2  U  H  1  2. 73 0  r  J ι 2 3 7 1 4. 2 3 8 1 ，2181/  

2 1 5  1  1 5 ' '13 5 1  H5 7 4 1 2 . 守3 0 1 .1.{，.4 3 7  1  4. .. 4 3 3  1  28. 0.d' 

2. 3 0  1  1  ' .0 8 0 1  .2'1.'1 円 、3. I  1  0  1  ). {，.  {， I  7  1  4..n  5 1  21.  "'8 

2. 4 5  1  1 . .1 '1 0 1 2 '1. 82' ( 主2 0  0  1  ;;.{，.  7 07  1  4..{， ' ! 5 1  .2 8. 2{， 8  

3. 0  0  1  1  ' . 2 80 1  2守.'1/'1 互2 8 0 1 2 6.7 8 7 1 4. 7 8 0 1 .28.353

3目 3 0  1  1  {' . 4 3 0  I  30.0 {， 11 3. 4 5 0 1 2' 守5 7 1  4.  'f 4  0  1  .2 3.513 

4. 0 0  1  1  Ｎ ｾ Ｎ ＵＴＰ＠ I  30. /7 '1 主5 8 0 1 Z 70 8 7  I  5.. 060 4Zß• {, 33 

5. 0 0 1  1  {，.7 o o-1  30.3 3'1 1 3. 7 7 0 1 2 7. .2 7 7 1 5' .2 3 5 12 8.3 0 8  

1、2.0 0 1  1  '1. 2 5 0 1  ＳＰ Ｎ ＸＸｾ＠ 4u7ρ 主主 877 互.d 1  01 .zr.  3 8 3  1  1  

IO:i t 箭 8.0 0  J  1  .  'T. ， 2 0  1  3  f. .b  5守 4 8 0 0.1 2 8.3 0 7' 1  ' - 2 10 1 2 '1.'1 8 3  ｉ［Ｚｾ ＿ ｾｾ ｉＱ ＴＲｦｊｊｚＭＱＷ＠
イー仰碕，) ;.. ^  ， 4  _ ， ｾ＠ _  I  _  '. _  _  1  • _  _  A  1  _  _  _  _  _  1  ， ?"' ^  1  _  ^  ^  ，_  I !? o >  i!!l 司世1 : ' 1 ' I ' J J i . "

'1.0 ｾ＠ マ. 1， 5.0 1  31. b15 守 斗. 8 3 0 1 23.33 '1 1 ' .2 4
0

13
0 0

13 " 且 岡 山 乃 叶 " ' ' ' ' 事

" .0 0  j  I  7.6 53 1  Ｓ ＱＮ ＨＮｾＱＱ＠ 4. 8' H . 128. 3 !l 3  1  P ' '5 130-a 3 8  吋 時 抑 制 H A 岬' 1: 1

I U {， t主主主L7Jiict け 3.5守o 1  3王2 8 2 1 3. 11， 8 1 3 1.5 5 1 1 3.. 37 守 33. 4 1 7  

11.4 0  I  I  H l a  1  35. 5121 3.1 3 8  1  3 1. ' 7 1  旦554133.宮司 Z f命 ~・量 ν  !  

11. 4 5  1  I  4. 030 1 3 王722 I  3.  5' 2  8  1  .1 1- '1 1  (  1  3. 7  7守 33.8 1 7 1  r  

1-1. 5 0 1  1 4.155 1 3豆d4' l 1 3. ( ，1 3 1  32.0 {， / 1 :3. 守/61 33.'l S 4  

11. 55 1  1 4: 2 6 0  予王守 52 1  3 . 788132. 17/ 1 4. 024 134:. 0 {， 2  

12 .00 I  1  4. 34- 0 1  n. 0 3 2  1  3. 11 (， 3  1  32.2 51 1  4. 10 4- 1  34. 14 2. 

市 la.1宮 4. 5/ ' 013 ' -25 2 1 4. 0 7.8  1  32. . H/ 14. . 11 '1 34.357  

E f 1 3 0 4 t . '1 10136.4- 0 2 1 4.2 3 8 1 3 2. (， 2  (  1  4. 4 7 4 1 34: 512 

' :3 0  !I . O・501 3品マ4- 2 I  4.  (， 7  8  1  33. 0  {， /  1  4.  B  &  4- 1  34.. 守0 2

2. 3 0  I  I  5.3 2 0  1  3  r. 0  /2 1  4.守511 1  3343 4 / 1 5 1 3 守3 5 . 17 マ

3.3  a  1.  I  5.4 '1 0 1 37.1112 1  5. 1  4- :3 1  33. 52 {， 1  5.3 1  7  1  3正3 S 千

4 3 0  1  1  5:{， 351 37.. 32 '1 I  5.  3  0  d  1  33. ，.， /  1，4721  H T O守

5:3 6 1  1  5.7 l. s l  37. 4 5 7 1 5:4- 4 3 1  33. '8 2 6 互6 0 4 1 3 5. 6 4 2

10・30 1  1  (， . 150 1 37. 3421 s:守 2 3 1 34: 3 i l l t， .03 守 36. 0 7 '7 一一」

1160 0. 0  0  I  I  ,• 2 ,2 5 137.'1 171 (， .0/ '1 1  34: 4 0 2 ι 1 2 1  1  :1 ，.  /  {， O  

V I 1 6 4  



第 1 表 の 5

目 E守介
イ→541L  

重( t )

A， A. A，A，平 均 沈 下 ( m明)

情 道宅「 ます 〆宜下( . ，，，毘} 令噌吉f ュ史 下r71!7Tl)

長鍋主1も最 初 ヨF

1-Ir i1i干If I ロ 長 宇 月 刊 最 活者車 U1  :最 初 ヨツ
.ー

3.0 0  b. 3 0 5  379守7 6.1 1 も 3 4 4 9 1  ' . 2 1  1  36. 247  

B.O・0 b. 550 38. 242 { 4 0 8  34. 7守l {' .47 守 36. 517 

' U O  b.5 守0 38. 282 1，. 4 5 8  3 4.84- 1  b.  5' 2 4  36.562  

(2.0 0  h.  {， 6 0  38.35 2  (， 51 4- 34.  ｾ守 Ｗ ｻ， Ｎｾ＠ 8  '1 36. 62 5' 

庖1. ， 5  
ι 7 5 8  38. 450 ｢ ＵＧｾ＠ 5' 34. 14- 8 6. 662 36， 6' 19 

1.5 5  
( 盤今情ｉＮｾ‘ ＱＷ＠ =  引 17;

時 期 / .'J'T - I .' S )

3. 7 0 0  4 2. 1吉O 3. '  1  0  38. 5' 5 8  3. 65!i 40. 3 5' 4  

2.0 0  
主守 5 古 +2. 4 0 5  3. 8  {， 0  38. 80 宮 主守 O b 40.  /'0 7  

2. 0 5  4. 1  ' >5 i  41.  /， 0  !i 4 0 {， O  3 '1. 0 0  '6 4. 108  40.8 5' 7  

2.1 5  4-. 4  1  5  i  4- 2  8  ， ｾ＠ 4: 3 4 0  3 P 8 8  4. 3ワB 4-1. 0  '{ '1 

2. 3  0  斗: 8  Q$・43. 255 4. {， 4 0  3 '/.5' 8 8  4. 7 2 3  4 1. 42 2  

2. 4- 5  5'. 0 0 5  43. 45 5  4 . 8 5 0  3 n守8 4 守2 8 4 1.{， 2 7  

3 0 0  5' .2 1 5  斗3./，i. 5 5 . 0 5 0  3'f .守' 1 8 5 1 3 3  41. 832 

3 3  0  5 吉3 0 ヰ3 守8 0 5 3 5 0  4 0.2  't 8  5.4 4 0  4 1. ( 3 守

4. 0 0  E ワ{'5 4 4.2 1 5  5.  5 守0 40.5' 3 8  5 6 7 5  42.3 7 7  

5. 0 0  1. 1  1 5  斗4. 5 1， S 5.  '1 2 0  4 0 8  {， '6 も0 1 8 4 2. '1 1 7  
ｾｾＺＮｴｾ 晶守 ･｡ ･ “ ＱＲＧ Z・吐7ゆV9伽4R39・6  

， ｄｦＢＧｈＢ ｉｊＮ ｾＴ ｃＱ Ｈ ＧＢ＠

12.0 0  '7.2 4 5  ヰS' I，守 5 7. 0 0 0  4 L 9 4 8  V. I Z  3  4 3. 32 2  
，- b v章J:.J ;容E量胃t:t何SSEME' -F2h再h ・ι荷p

/0.31 
世 3. 3 0  

'1. 5' b  5' 46.  '! 15' マヨ 18 41.‘ 2"  
'1. 4- ofトZ 44. 1今 t

商 品 A 惇 E 司s;

(時7

8.0  0  '1' j  15' 46. 3 3 5' 可ら 50 4-2. 5'守 B 烹7 8 3 44: 4 1， 7  

守白 I !i 
5. 005 ヰb. f 2 5  7.  '{ 5 0  42.{，'f 8  7. 宮守 S 4+.5' 6 2.  

tt.O 0  B. I  ' 5  4 ι 5 8 5  可。守 18

4-2. 8  "  

8.0 +. l  4+. '{ 2  6  

(6.  1. 2  0  l P l 4  4b b3 守・ q 守7 3 42. '121 8. 0 '1 4  4+. 78 0  

1.5/ '  
{f舷2省0時00 ・2え守f 5

M，3 ，- I . ; I )  

3. 870 ，0.  ，0 '1 生ら 3 3 47. 55"+ 4. 2 5 2  4 ' lO3 2  

1. 5' 8  4. 0 4 0  5' 0.  /，守 T 4 守ヨヨ 4 7.8 5' ｾト 4 4 3 7  4 'i .2 6 7  

2.0  0  4. 1 ぢO 5' 0  'T冨7 '5'. 0  (， S  47.'1宮 守 4. b 0 '1 4- U 宮守

2. 0 2  4. 13
0  5' 0.8 1守 '5'. 4 5'宮

4 l U7 守 4. 3'  '1 4 ' . 5"守守

2. 03 4. 220 宮0.8，句 ｾＡ吉守 ｂ 48. 5' 1苛 4 守O守 4守. /，8 't 

2: 0 5  斗'. 4 0
0 51. 03 守 E 守1. 8 4 8.88 '1 ，. 1 8 4  4 '1.守 6 4 1$. ι 』宣 グ

2.0  b  4 .5' 4 0  S'1. 17  '1 {， . O (， {， 48. '1 8 7  5. 3 0 3  '50.0 8 3  .  

22.008 7  

4  {， 15 5'1. 2 5' 4- ι 1 2 8  4 守0 4守 吉: 'J 7  2  5' 0. 15 2. 
v  

4:守 2 5 5' / 3 も4 1，.' 7 8  4 ' t.O?' t 5. 4 5' 1  50.2 3 2  

2.0 守 Ｔ マ ｾｏ ヲ1. 3 守司 ι 2 4 8  4- t I  ｾ＠ '( 5'.，5' 0  4  5' 0. 284-

2.  ， 0  4-. '1守 0 .5'1- + 2 守 ι z 司8 41. 2/ 守 五5 4 4 $'0 H- 4-

2. 1 3  4 8 5 0  
.， ，. 4  /1守

' . 4 守B 41. 41 '1 5. ι 7 4  50. 4 5' 4  

♀ 1  5  4 8 8 7  5'1.5" 2 '  b. '  1  8  4 ' f.!;-]守 s: 7 5 3  50. 533 

2.2 0  .5.000 5 1. (， 3 '1 6， 8  ｾ＠ 3  4守. 31 守 f汁 4 可 50. 72 守

1. 30 5. 201 51.  8 4 8  マ. 2 7 8 50. 1  'i守 &. 2t 4 51. (12 4-

2.4 5  5. 5 '1可 52. 238 τ 72. 8  5' 0.1.4 r  (，. (，(， 4  ｾｊＮＴＫＴ＠

3.0 0  E 守7 4 '51. '  1  3  15.1 '7 3  5 1.0 守4 7. 0 守4 5'1. 8 5' 4  

3.3 5  6.3 5  ｾ＠ 51 守守 8 宮. (， 2  /1 51. 5' 4 苛 7. 4 <j 4  51. 274 

4. 00 b. H守 5互2118 守 0 0 8 5/. '1 2 守 7. 8之、 52. b  0  't 

与. 30 (， .  Ｘｾ＠ 7  53. 5 2 8  守2 7 3 51.' ｾ＠ 'i 8. 0 8 4  !i 2. 36 4  

8.0 0  a. 034  5' 4. (， 73  10.4 8 8  53. 40守 守2 ' ，54.0 4 1  

12.0 0  3. 守0' 5 主3 4 8 11. 17 (， 5 4 0 守7 司守4 3 S 4守 7 .1. 3  

11:. 1 論 3. 3 0 守. 20 '1 5 正8.4 8 11.  bι s  54. 5' 8 守 10.4- 3守 55. 21 守

¥-1)  ， 

ｾ Ｎ ［Ｓ＠ 0  凡 ｾＺＤ ｣ Ｇｬ ｾ Ｚ Ｇ Ｎ ｉ＠ '1 8  l2. 0 2 3  54. 144 10. マ' 1 ， 5 5.  ｾ＠ 71 

t.; 1; 0  0  ''f. ll 吉宮 54'. 4 n  12..3 2 8  55. 24 '1 11.0守4 5 1>. /1可 4

-. ・， Ｎ ＧＮー ｾ - .  ---
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第 1 表 の 6

A ‘  
目 時 1:r

4喝可場，

重向

A_ A，A，手均沈下: ( . . . . 明)

橘 き-fi tt 手克 下 印 刷 ｾ・事干 る句 ｅ 下ＨＮＮ伺》
It..it奇支后 最 初 刊

1"'- 置脅) 1 . 1晋 |最 相 " ｉｾ 活荷車ＧＢ 最初ヨヲ

6. 30 10.15 q  5' 6.7Q8 I H 43  !i H (，4- 11. 4 0  1  56.1 8  1  ヰ安，亘 λ .

1030 10. 34 '1 ヲ6. q  8  8  12.  8  ｾ＠ j  5，.8 14 11. ( ，2 1  5'6.4 0. 1  
.  

ＧＨｾＮＱ＠ 前8. 00 10. .72 '1 ゴ空 368 13.1 33  5 0 5 4  l}. 03 1  ，6. 81 1  

q 2 0  10. .8 1 4  5τ 453 13，3 '1 3  ｾＧｊ＠ 14 
12.1 0. 4  56. 884 

1030 f-rZ2荷q時q'T間・tlgq日g・718030) 
て 2 50. 57. 2 0. 3  十. 500 5 (，. 814 十.125 5 '1. 0 0 '1 

11. 10. ー2 '1 5 Eτl ぅ'8 +. 520 5 ι 8 3 4  +.1 13 56.'1'1 (， 

/1.3 0  - 3  1  0  51143 す，54 5' 56.859 +. 118 5守0. 0 1 .t ｾ＠ 17.6' ".・t主λ

12.0.0. - 313 5τ 14-0. +. 5' 43  5b. 857 十. 115 56.'1'1 q  

自 2.0. 0 ー. 313 5'7. 140 + .543 5 0 5 7  +. 115 56. Qq q  一

3 0 0  - 313 5τ 140. +. 543 56. 85も +. 115 56.'1'1'1 

4. 0 0  - .313 57140 十. 5' 4 3 5' 6.8 5' 7 十11' 5 56.'1'1 q  

ラ0 0. - .313 ぢτ 140 +. ぢ4 3 56. 857 十 115 56. '1 qq 

11. 3  
品 '1.1 5  岬 1q 0  57. 16 3  +. 58 守 ヲ6.'1 03 寸 . 150 57.0. 3 4 ・

(世lolu

q.  5  2  「F-牢44町6時0閉3叫午53.Oq，マ叫EOf 〉 ー. :3 0. 5  Eτ 148 す. 31 I  5' 6.625 十.0. 03 ぢ6' 687

q.  5' 3  - H O  ぢ7. / 63 十Ｎｾ 0  I  ｾＶＮＴｦ＠ 5  ー.0.'1 5 56' 78 '1 

!日 0. 3 - .2 守5 57. 178 寸. 02 f  5 {，. ' B5  ー. 127 56. 757 

lo.o. b  - .B !i 57. 1'  8  十. 011 56. 325 -. 1 (， 2  56.72 2  

10.10 - .42 0  5τ 013 十. 0. 4 6 ラ色 .3 6 0 回 187 56.6雪 q

11. 03 - 4 / 5  5'7.0. 38 +， 041 ぢ6.3 5 5 ー. ，ｾＧＱ＠ 5 6 }， q  '( 

12β0 ー.41 5' 57. 038 寸 . 041 S- U  5  5' ー・， 3マ 56. 6守7

ゆ11.4-鵠
， 8 ヲ0 ー.4 4 0 57. 0. 13 十. 0 3 f  5' 6.3 4 5  ー. 2 0 5 56. {， 7?  

10. 0 0  
f曙- 4膏0崎0明O，"t L5'4T0S M 〉 -1.0. 2 5  56.4 2 3  

司 . 34b Ｕ ＵＮ ｾｱ 守 ー. {， 8b 56. 214 

12.0 0  - 1. 0.25  5ι 4 0. 3  ー. 3 3 4 56目 0 8 7 ー. 6 '12 56. 2 4 5  

fJ; 2.0. 0  - 1. 075 5(，.3 78 
ー. 342 5 {， .0 7 'l ー. 7o. Q 5 (，.22  q  

6.0 0  - 1. 087 5ι 366 ー.342 5 6.o' (Q ー. 7/ 5 ち&. 223

t  {l  a n g  
錨 q. OO

- U .25  '56. 318 ー. 347 !i 6. O'f4. ー.'136
'b_ 2 0 '  

10. 15 
f-m3碕月附句伺3・7.' 川32島〉

- 1." "  問 688 - 1.1 37 ｾＵ Ｎ＠ 2 8 4  - 1.451 事5.43 6
'1.+0-

fD 1.0. 0  - 1. 7 B  ぢ5. 658 - 1. 122 55. 26 q  - 1 4 5' Q  ラ5.4 1 4

6. 0 0  - 1. 8&0 ＵＧ ｾＵｱ ョ -1. ' ' ( ' '  守' - 1 14・ - 1. 51 q  55.404 

1fa1.，4E E  
r， 11.  1弓 - 1.8マ5 55578 - l . I q'f ＵＧ ｾ Ｎｉ ＡｈＮ＠ ー1. 536 55. 374 

Q. 30 ーI. Q0 5' 55548 -' .23" 55.1 ヲ4 ー1.571 ｾＵＮ＠ 3  5  ， 

10.1 5  
fmF軍，調q時‘'鼠' H U  

UO- / Il /n ーえ4. 65 5 H8 8  - 3.2 / 7  5':l 174 - 1841 54. 081 

10. .20 - ] .ι 15 54: 828 - 3. 081 53. 304 - 2.8 56 ぢ4 0 6 6

市 1.0. 0 - ) .645 54. 808 - 3. 172 53.214 '- 2.'10'1 54，014 i  

4.00 
- ) .6' 5 54. 788 - 3 2 ' fr Ｕｾ＠ 114 -2. '10. 7  ＵｾｱＵＱ＠

6.0 0. - 2.685 54 'T Ｖ ｾ＠ - 3..zq7  ＵｾＮｏｱＴ＠ - ].'1 q  I  53，'1 3  1  

1  {1 南73  
前 '10 0 -) .  700 54753 -1.3 07 きま ｴ ｯｾ - 3. 0. '04  53. 'i 2  'i 

ご I }Oo. - 5. 010 52.4 4 3  - 4 '177 引 .4. 14 - 4. QQ4- 52. '1 3 '1 

見ii 1.3 5  
fn- 荷].時6間3'ω' λJ 44 

0-1.00)  - 5.407 
51. 046 ー包 077 ヲ1. 33. 4 - 5.241 51.6'1 0  

一
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第 2 表 の l

日 時 づT 荷 宣 ( t )

B ， ｂ ｾ＠ r  6，8，平均三克下 仰均

4者 J きρ ー吉t :;:1: 下t担尻〉
也事十沈下抑制 :最近荷 右

由主 ｩｬＮＯ 可宣 泊 最 ｾｮ ヨリ 最近荷 主A l 最初 ヨ， 亙
最初 判

10.13 1福I. ro 貫主』現有吏 .6 30 。 。 。 。 。 。

2.50 
E+Z荷1. 3時6間Ｗ ・ Ｑ 句 ｾ Ｗ

ＨｩｉＺＭｬｩｩ ｩｾ ｕｬ ＲＮ Ｇ ＵＭＲ タ Ｐ Ｉ . 687 .687 435 Ｎ Ｔ ｾ Ｕ＠ .  !f 61 . 561 

3.0 .5 .  {， 8 7  .(，'H  . 440 .44- 0  .564 0564  

3. 30 . '73 6  736 .4-6 I  4 もl 5守守 59 守

4.00 . 7 4 7  . 747 . 468 .4 68 . 6 0 8  608 

5' .0.0  
-748 '74- d  .4 6 0  4- 6 0  . 604- 6 0 4  

‘ 12.00 
756 .756 .4 守5 4 守5 6' l6 . 62 ｾ＠

10.1'1・ 首 8.00
781 .'7 81 4 マo 4 ケO U 6  .  (，2 6  

'1.4 5' 
'1 82 782 .4- H  4 '1 5  .{， 39 63守

‘  

10.05 1. 001 1. 7 8 3  1.3 4 5  1. 8 4 0 !  1.1 P  1.8 12  

10. 56 
守2a，12a街QO.蝿三問「T 4ヨ:q-lq守

1. 0 2 5  1.8 0 7  1. 4 0  '( ，. 月0え 1216 1.8 5 5  
Ｈ･ｴＮ Ｇｾ Ａｉｖｉｉ＠ Ｇｾ Ｍ ｉ ｾ ｏ＠ 0  

12. 00 1. 0 2 5  1.8 0 7  1. 433 1. 9 2 '8 1.l 2守 1. 368 

Y右 1. 30 1. 0 2 6  1. s  0 8  1. 4 5' 7 1.守 52 1.24 2  I. S  8  (  

4 0 0  1. 0 5 7  ，.  s '3守 1..525 2.020 1. 34(  l 守3 0

'1.0 0  1. 0  '57 1. 8 3 守 1.4. '1 5  l 守守 O U .7{'  1."1 15 

12. ().0 1. 046 1.8 2 8  1. 4 7 5  l 守7 0 12 6  1  1.守 0 0

10.15 
前 8.00 1. 0  (， 2  1. 8 4 4  1. 515 2.01 (y 1.28守 I. ' P 8  

'1.0 0  (r'Et.4"町刈‘ 用'園可5事5:『・司10ヨJ5) 1.0 5 '7' 1. 83 守 1. 5' 70 2.0 6 5  1.314- 1.'1 52 

10.1  !) 1.4-'1 7  3.3 3  {， 2. 115 4 1 8 0  1. 8 0 6  3. '75' 8  

10.J O 
1.4 '1守 事. 33 '8 2. 130 4 .1<1 5  1815 3. マι 7

10. 50 1.5 ( ，3 3.4 0 7  2. 140 4. 205 1. 8 5守 3 8 0 {， 

11.1 4  1. 584 3 4 2 3  2. 156 4 2 2 1  1. 8 7 0  3.8・2 2

12. 00 1. ' 25 3. 4 ' 4.  2. 1'1'1 4. 244 1.'1 01 3. 854 

1;; 1. 00 ｉＮｾ＠ 50 3.4 '8明 2.  ( qr  4.2 ' 2  1. '124- 3.8 7 6  

2.0 0  1.&'1' 3  3. 512 2.215 4 2 8 0  1.守4 5 3. 8  ' l{j 

3. 00 l ら78 3. 5 1 7  2.225 4. 2.'10  1. '1 ; 2 主司 0 4

4.0 0  1.687 3.5' 2  {， 2.236 4.3 0  I  1.'11. 2  3.守14-

9.0 0  1.&守 l 3. 5 3 0  2.24 5  4 3 1 0  I. ' H宮 3. 920 

12. 00 i ら可『 3.5 3 8  2.255 4. 3 2 0  l .守' 1 7 3.守Z 守

IO.lb 品 3.50 f'+kI 荷句" E喜朗M 『，f3『5『-0t 野3 I. H 8  ＳＮｾママ 2. 286 4 3 5 1  2. 012 主' 1 H

'1.5'1 2ι 53 ' .2  10 2. '  b守 7. 0 2 0  
2. {， 51 6. {， 15 

10.13 2.' 74 (，.2 1) I  2. ' 8 '1'  7. 0 4 0  1.6 82 b. 64- 6  

10.25 2.6i 8 {，.2b  5  1. 7 0 4  7. 0  5 5  2.69ふ (， .6 6 0  

10.45  2.724 ' -30 1  l. 72 守 月【 0 8 0
2..， 2 7  ｾＮＶ 守 ｬ

11.02  2目ワ4 5 ι 3 2 2  2 7 3 守 7. 0 守O 2 7 4 2  ら汀 Q ら

11.17 1.7' 2 
6.3 3守、 2.7 4 7  7. o<l 8  

。 2. 755 (; .7 '  9  

11. 45 2.781 6.3  5' 8  2.76 '1 7. 1 2 0  ＮＲ ＮＷＷｾ＠ b. 'T 3  't • 

邑 12.30 2. 820 6.3 9 "  1.7Y  1  喧141 2.806 { a 7 0  

1.30 1.860 6.4- 3  .， 2. 8'1守 7. 170 2.8 4 0  6. 804 

3.0 5  2. 守02 6. 4 '7守 2.8 54- 7. 2 0 5  2.8  7 8  6. 8 4 2， 

4.00 2. ' 127 b. 5' 0 4- 2. 86Y 7. 2 2 0  2 3 守8 (，. 862 

守4 5 3.0 M  6. 58 6  2.9 0 4  tr. 2 'S 0  1.'1 5 7  6.9 2  1  

12.00 3.026 (， .6 9 3  2. 'i 1'1 '1. 2 可。 2.CY 守3 b.守'3 .， 

10.11 青色 ＱＲ Ｎ ｾＰ＠ 3. 01 {， {， .5 守3 2.守3守 7.2 守O Z 守7 8 6:守4 7

' IOO ヨ114- {，. b守 l よ守 7 4 '7. 3 3 0  3.0 4 7  7: 01 1  

"1.斗5 Ｈ念日 ｳ 摘す ￧ｾ Ｇ Ｅ Ｎ ｾ ＮＰ 3，14- 7  .{，.ゲ 2 4 Ｓ ｾ ＰＰＵ＠ 乍3 5 6 .3.0 7 '  '1. 0 4 0  
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第 2 表 の 2

日 E寺介 荷 主 ( t )

8 ， 8.  B.B孟汗 均 ぅt 干(171現〉

情 J毒

語 表部 計

台、 吉十 :-:1: 下 (ill 均

づu 荷主l古最初ョ y

lで最，O' .: ; I i - ; _厄 最 初ヨソ

10.1 2  2. 210 8 守3 4 2 638 q守守 4
2 4 2 4  "14 6 4  

10.25 2  j  25  9.0 4守 I 2 7 0 4  10.060 2 5 1 0  9.5 5 5  

10.48  2.420  守14 ';. 2.'7 6守 10.225 1. 5 9 0  H 3 4  

11.2 0  2. 568 Q.2守2 2. 814 10. 170 2 6 守 l 守731

1150 2. 6 4 1  q 3 6 5  2.8 5 4  10. 21 0  2 7 4  'T H 7 8  '7 

危1. 00
2. 780 CJ. 5 0 4  2. 守0 4 10.2 60  2.8 4 2  9  ｾＸＲ＠

2. 00 
2.8 60 守 5' 84 2  CJ 52  10.308 2."l OI  '1."1 4 6  

300  I  2. Q/O 'U， 34 2.Q  7守 10.335 2.9 4 4  q 守84

4 00 2. 960  '1.6 84  3 0 0'l 10.365 2 守宮4 10.0. 2 4  

5.30  3. 015 q. Ｗ ｾ 守 3.0 3 4  10.3"10  3.0 24  10.0 6 4  

'1. 50 3060 '1. 7 84  3 0  'T3  10. 4 2守 3 0 6 6  / 0106 

ま 1200 3165 q 8 8 守 3.2 0 7  10563 3. 186 10.22 6  

ｉｏ Ｎｬ ｾ＠
前 3.0 0 32 10 ζ ( 934 3243 ./ 0.5守守 3.2 2 6  10.266 

1000 3. 280 10004  B 0 3  Ｑ ＰＮ ιＵｾ＠ 3 29' T 1  ｏ Ｎ ｾ＠ 3. I  

10.17 f 儀十信1.ｾ時 Ｙ 間 Ｔ ＲＱＰＰ Ｕ Ｑ -1. mqz15o 〕 2.440 12.444  2 '560 13.219 2. 500 12.831 

1030 .2.578  12Sg2 2. 680 13.33守 2.62守 12.9 6 0  

10B  2. (， 62  12. 62 6  2.720  13ヨマ? 2.671 13002 

1040 2.660 12664 2.7 8 4  13.443 2.722 13. 053 

1055 2.745 12. 74 "l 2.8 2 5  13.41/ 4  ) .7 (1 !i 13.116 

111 0. 2828 12白 831 2.8 7 9  135' 38 2 8 5 3  13. 185 

1125 2.8 7守 . 12.5183 2.9 3 2  13.，. 91 2守0 5 13.23'7  

11.50. 2."1 J' 5  11.9  Ｕｾ＠ 2.9  q  g  13ι '57  2. 9 7 .6 
-' 3.3  08 

市 121 8 3. 0  12 13. 016  3:0.マ5 13. 734 3. 0 4 3  '13.3  ' T5 

1. 00 311 守、13. 1  2  1  3. / 47  13. 80 (， 3. 132 13. 4 63  

，7，00 3.206 13.21.() 、
3. 1  IJo I H3' 1 3. 1  "l 3  13.525 

300 3 281 1  3.28 5  3. 23守 13.8 98 3. 2 6 0  13.592 

4 0 0  3:332. 13.B ' ι  3.2 8  'T !  13.9 4 6  3.310 ，1  13. 643 

6.00 3432 13436 3. 3ママ '14036 3. 40
5  13 マ36

¥.1. 50 3610 136/ 4 3. 535 141 '14  3 5 7 3  11. q  04 

IO.l 9.今 前 3 QQ 3 6守B 13 マ02 3 6 13 14，272 3.656 13. 987 

ｾ Ｎ ｏｏ＠ 1  Ｓ Ｎ ＷＷｾ＠ 13. 783 ま758 14417 3.76守 1+. 100 

"  ， ｾβ ｯ＠ i  3.840 13. 8 4 4  3 8 1 1. 1 4 4 7 0  3826  )4 1.53 

施 4.00 l  3.1l 15  13.  't 1可 3 8 6 5  14: 524  3.8 9 0  1421 2  

正 12. 00. !  3 '1 82 13.守8 6 ヨ守 31 14 5' 9 0  3.9 5 7  14) 78 

10..20  品 2. 50 4013  14. 0 1 7  ヨ守52 14 b  1  1  3. 9 8 4  143 14 

8.13 ＴＰｾＳ＠ 140守7 4.008  1466 '7 4. 051 14 3 82  

治 4 0 0.
4. 25'1 14 2 0  4: I  02 14 'T6  1  4. 181 14 522  

Tf. 4 0 !  4 2 7守 1 4 n 3  4. 10守 14 7 6 8  4 1 9 4  14 52 6  
人見件章 'ア尋，.，レ

、) .

10.21 前 8.3 0 4438 144 4 2  4 1 5 4  14813 4 2 9 6  " 4 62 8  

三 12.0iO !  4 4- 38 
14. 4 4. ]  4 2 ヨB 14 8 9 7  4.ヲ38 14.670  

Io 4.0 0  4 5 4 0  '1+544 4 2 マ『 14:守 3 8 4 4 1 0  ＱＴＷ ｾ＠ 1  

11. 5 0  
4. 552 14-. 5 5 6  4 281 14. ' 14 0  4 4 1 '7 14.守4 8

10.22 
品 8.0 0

4 5 5 7  145b 1  4 2 8 2  14.'14 1  4 4 2 0  1475 1  

施 123 0. 4 6 8 3  1468 'T 4 3 54- 15.0 1 3  4 5 1 守 1 4 8 5 0  

4 0 0  !  4 7 0 '7 14. ヤ1 (  4. 3  55 15. 0 1 4  4: 5 3 3  14. 8  b3 

z  12.00  4 守67 1477 I  4 3 5 6  15. 0  1 5  
Li 竺2

/4， 8 '1 3  
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第 2 表 の 3

8 ， B  .. 
B，8. 平均三党下伽m)

日 時 十 事号 宣 ( t )

備ゑ
J 官官十 三'K_，下" " " . . - s - 宮古: 下 Tlf m)

最; i ! : 1町亘月最初ョ y

量湿布J [ J I j ' 最初 刊 場i ; J ! [ 司. I . 泊 費定事。ヨ グ

ｦ Ｐ Ｎｬｾ＠ ，.. 13，00 4，838 14，842 4 3 5 6  15，015 4 .5' ' 1 7  14守2"1 害 ｾＱ タト λ .

正 12，0 0 4.  9 5" 8  14 守62 4， ' 35' 6 15，0 1 5" 4 6  !i7 1498 守

畠 130
4 ' H6  14"l 80 4 1 5 6  15015 4 (， 66 14守守宮

3 0 0  4， qq 3  
14 '1 ' lr 4 3. 58  15.017 4 6 7 6  15. 0 0 8  

4. 0 0  5 0 2 6  15，033 '  4. 3  58 15. 0 1 7  4 6 守3 15: 024.  

1正 12，00 'l 03 6  1 5 0 4 0  Ｔｾ ， Ｕ 守 15，018 4 6 守8 15，0 2守

10，24 1前 8，0 5 5，108 15，1  12 4 3 1 8  15，03' r 4. ，7 4 3  15，0  '7 5  

正 12，0 0 5. 12 7' 15'. 13 1  4 4 1 8  ト5，0 'TT  4 7 7 3  1  ｾ王 ＱＰＵ

血 4 0 0 ＵＮ ＱＵｾ＠ 1  '5. 1  &  2  4. 4 5' 8  15，1 / 7  4 宮0 8 15. ( 40 
，_ 

1025 
t. 12.50  ;1 5.守 15，1ι 3  4，4.  58 I  15，1  1  'T 4. 8 0 1  151' 1・0

730 51 60 ( 5 1 6 4  4 4 8 3  15. 142 4，8 2 2  15，153 

'1. 5' 0  5，/ 6 0  1  '5，1  (，牛 4 4 9 6  15， ( 5 ヲ 千 8 2 8 15，(  6 0  

10，3今

〈十並l街FEFCKS4矧 13，'1'1''1 

10. 20 - 10，) 8)  
2，:182 17: 5 4  6  2，1  I  0  17. 2 6 6  2，2 4 6  17. 4 0 6  

10，4 3  2，662 17. 826 2，1 4 4  17:ヨ 00' 2，4 0 3  1寸 56 ヨ

10，50 2，877 18，041 2，2 0  B  1  1.3 6 4  2，5 4 3  17. 7 0 3  

1/. 00  3 0 4 2  18.2 0 6  2，2 6 2  17. 4 / 8  2，6 5 2  17. 8 1 2  

11.1 5  3. 2 0 2  18.3 b6 2，3 3 3  1748 守 2，7 6 8  17.'12 8  

1/.30  32 "17  ( 8 4 6  J  2 3 6 8  17: 5 2 4  2，8 ヨ3 l τ9 'i 3  

/1. 4 0  3372 (  8536 2. 4 0 8  (' {，6 4  2，8守O 1 8 0 5 0  

ｾ＠ 12，0 0  3452 1 8，6 / 6  2，4 4 3  17. 5 9 9  2 守4 7 1  a. 1  0 8  

車 12，30 3532 1  3，6 9 6  2 4 'f 3  1τ 6 4 '1 3， 0 1 3  1'6.1 7 3  

1，00 3. 612 113 786 2，5 3 3  17. 6 8可 3，0 7 8  18238 

2，0 0  3，.742 18 守0 6 2，6/  '3 17'7' 6 守
ヨ178 11¥.338 

3，0 0  '3 862 1  ' fQ2 6  2，6 8 3  .  '，j τ 8 3 't 3，2 7 3  115，4 3 3  

4 0 0  3. 952 1  ｾ ， ｉ＠ 1  b  2 7 3 3  17:S 8、3. 3 4 3  18，5 0 3  

2  

五0 0 4 ，0 0 7  1'1，1 7 1  2，7 3 3  lτ 句2 '1 3 3 'i 0  

ト 一一 一 一 一 一 一ー

18，550 

6.0 0  4 0 6 2  1' U2 b  2.8 08 17. 9 6 4  3. 4 3 5  18595 

'i ，00 4 1 72  ， 1守，336 2，873 Is，0 2 'i 3. 5' 2  3  is. 683 

五 12，00 4 2 3マ I HOI  2.守18 18，074 3. 5 守宮 18， '738 

1
0
，2' 前ヨ 0 0 4 2 QO l 守4 古4 2 守57 18，11 3  3 6 2 4  18，784 

a，oo 4. 402 I U 6 6  3 0 ' ( 3 1822 守 3.738 18，8守8

古1 . 00
4 5 0 7  I  q，ら守 l 3. 1 (， 8  18，3 2 4  3，s: n 18，守守 8

4 0 0  4.552 I HI6 3，2 2 3  18，3 7守 3，8 8 8  円 0 4 8

.1 11，0 0  4.  642 1'1，8 0 6  3.3 03 18，4 5守 3' 1 マヨ 1'1，1 3 3  

IO，l 7 前 8，00 4，742 ｉｾ ， 守 ＰＶ 3，3  b  3  18，5 / 9  4 0 5 3  1"1， 213 

8斗5 +. 832  19守守 6 3 i 6 8  18524 4: 10 1  l ' l 26 1  

9，4 5  Ｑ＼ 十軍主』話 Ｇｬ ｾ時 ｬ 間 ］Ｑｬ E0ト16'1吐，40) マ: 5 '70  2' (.5ιι 4 守0 5 23. 4 2守 {，，}  3  8  25.49 3  
ＭＱ シ 奇術ｾ ア ｹ 令 ｹＩ

'1，50 rr. 0 3 0  2可02 {， { " J B5  2 4 8 0 9  ι 6 5 8  25' ，9 1 8  Ｔｾ 鍬ｾＮ移動 ｾ￬

"1 55 (，，9 6 0  2 6 8 5  b  (，， 8 4 5  2 5=i 6 勺 6，守 0 3 26，1  (， '3 
知rr '/ 7  ｾ・

10，05' 可l 可。 27. 16 も '77 4 5  2(，，2 6 守 空4 5芭 .2(，，718 

10，10  マー 212 1 7. 2 0 8  守ー寸・可 5 2ι .29 9  マ: 4守4 26，7 5 4  

10，15 '7，2 5 0  2守2 4 6 7. 守守TS 26，) 守守
マ: 5 1 3  2{，， 770 

10.20  7.1 7 5  Z可，2 '7 !  マ7 守口 2 6，3 1 4  町5 3 3 2 6，r守3

10.15  '7， 2 '1 0  1.'7， 2 8 (， マ.富 0 5 2l d2守 7. 5 4 8  2 1>， 8 0 8  

10，30 '7. 312 27，3 0 宮 'T. 82 8  26，352 '7. 5 守O 2 (， ，8 3 0  

10，45 B 5 8  2・l 3 5 4 7. 8 7 0  26，3"14  '7， b  14 2 1>，8 '74  
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第 2 表 の 4

時 分 荷 重 ( 幻

8， ｂｾ＠ ｂＦ 平均 ｾｴ f，(>t m). 

備 J 考日
4言、 官T ニ完 下 mmコ ぜ 二割 oX: 下 (m7ft)

量j同 支JU 最初 z与

最 近 衛 吏 口 最 初 a 1  最 i HrLl l l -，ft: 41J ヨ 9

11.00 '7. Ｓ Ｎ ｾＸ＠ ＲＷＳｾＴ＠ 写守 13 26: 437 可ーら吉 ι .26. q  16 

11. 30 7. 441 2 'T. 4 3 7  -呪守 !>3 2' 6.4、'17
7. 6 '1"" 2'. q吉守

正 12:0. 0  可4 守芭 2' l 4 7尋 'T.'i S 7  2'  51 I  '7. 73 3  26.9 '1 3  

市 1.2 5' 5" マー 5' 4 0 2・US3_6 8 .0 6 0  26584 '1 8 0 0  2，'r. 061 

ｾ Ｎ ｉ＠ 5  7. 621 .27. 619 8  21 ｾ＠ l 6. 73' i  7. 'i 18 27. 1  7 8  

1 0 0. 7. 661 27. 6 5 7  8. 260 主ι 7 8 4 ケ.守 ・(， 1  ｾＷＮ＠ 2 .2 I  

4 0 0  '7. '7 0  1  Z可ι 『可 8.10 5' 26.82 '1 8.0 0  a  27. 2 も3

5: 00 7. 可liら 1 ' l ' r 12 8. 3 3 8  16. 862 8. 027 17. 28マ

6. 0. 0  . ' f. マ2' 1 27.マ Itr 8. 364 26: 8 8 8  8:fi 3  
2可: 303

正 12.00. マ.8 'l' 0 2 7. 866 8. 53 '1 27. 0 6 3  8.2 0  $' 2.'1: 4 (  5  

一一10.28  
11 3.00 軍守 14 2 '1.守 10 8.6 0 5  27. 12 守 8 2 6 0  2'7. 52 0  

'7. 30 収98.4 呈可. ε'1 8 0
8.68ミ ♀7. 2 0 可 8.3 3 5  27. 595 

守30 8.025 28. 02 1  8 マ3守 2 7 2 6 3  8.313.2  1 'T. ι 42 

10.06 C量すt2荷.0時04倒=守1.4'Z59w7103.I  S〉 2.8'12  3081 ヨ 2. 7 8 5  3Q 0 4 8  2.!l 3守 30. 48  1  

10.10 3 0 8 7  31. 108 2.8 2 0  30. 083 ヱ、吉4 30. 5''1 6  

10.15 主2 '57 31.2 7 8  .  3. 125 30.388 3. 1'1 1  30.833 倫 'I::. J草ゾ

1l0oι3 0  

3331 3 1.3 52 3. 180  3D.443 3. 2 5 6  30.8守B

3484 3 1.5' 05 
町 el. 32 5' 3 0.5" 8 8  3 4 0 5  ?，.0 4 7  

11.00 3682 31. 703 3. '5' 1  5  3立778 3. 5 '1 q  31. 241 

11.30 3. 782 3 1. 8 0 3  3.6 4 5  30.  '1 03  3. 7. 14  31 ヨ5 6

亙 12. 00 3882 3  I.q 03'  3 7 3 5  3 0.'t QS  3. 80 '1 3 1. 4 5 1  

定 1.00
4 0 3 7  31.可 58 3.9 0 5  '31. l 6 8  3.9 'T 1  31.5' 63 

2. 15 4 1 7守 32. 10'0  4:0 2 5  3. /..288 4. 1 0 2  '31.(，'14  

300  4. . 253  32. / 14 4 0 8 1  31. 344 4 1 ι 7  31.' 759  

4. 00 4 3 6 3  3 2 2 8 4  4 1 8 8  3/ .451 4. 2 '76  . ] 1' 568.  

5. 00 4.3守B 3 :2 319 4 2 5 0  3/. 5 1.3 4 3 2 4  ヨI.'i 16 

... 12.00 4. 683 32. { ，O+ 4 5 5 0  31. 813 4 6 1 6  32208.  

10.)9 
最 800 4 守83 32. I W4  4 .8 5 0  32.113 4 9 1 6  32508 

q  08 4 '1 88 32. 守09 4 .8 5 0  32"  ， 3  4 9 1 8  32511 

守3 4 (+盤.2.省0時00m・qttoqs-T4Z343 2. 450 35.35'1 J 守7 8 35.091 2 マ1. 千 3' ;，22 5  

Q.4 0  2 守15 35.824 3 0 7 5  35. / 88 2 q 守5 35506 

Q.4 5  3.180 ｾＶ Ｎ ＰＸ Ｇ￬＠ 3.22 5  35. 338 ' 31 0 '3 3宣714
イ荷 ，、ｾ 重 ｌ ゾ

Q. 50 
3.320 3ι 22司 '3.3 2 0  3541:? '3 3.2 0  35831 

10.00 
3. ' ' 75  3G.4- a4 3. 4 マ5 35588 3，' 535'  3ι 036 

10.15 ＳＸｾｏ＠ 36 ケ5'1 3γ ' 4 0  35. 853 主マ9 5 3  b:10  b  

1030 4.010 36 守1'1 ヨ8 8 0 35.993 3 q 4 5  3(，456 

1045 4: J  ' (0 ヨ7: 0 7'1 4 0 1 0  '36123  4 .0 Qo  36.601 

11.0. 0  
4 2:? 2  37: 141 4 0 '12  36. 185 4. 152 36 .. ' 63  

11.45 
4. 481 37. 3 '10  4 324  364 l'T 4 4 0 3  36.'1 14 

i 古 12.30
4 (， &1 37'. HO 4 4 7 (，・ 36.58 '1 4 5 6 '1 3 '1. 080 

1.30  
4. 861 3' [ ' 770 4. ( ; 60 36.  ' 7' ( 3  4 .マ6 1 3マ2 可2

2.30  
5.0'  q  37.守28 4 .7CJ O 36.'103 よ ｾ Ｎ ｱＰＵ 37: 416 

B O  5 1 2 4  38.043 4 '1 0 5  ‘ 37018 5 0 1 5  3' [ 5'ぢl

4 .30  524q 381b8 5 0 0 2  ヨ'7. 115 5 1 2 6  3'7. 642 

5.30  5.' ]4司 38.2'78  五O H 3 '7.2 12 5 2 2 '1 3'7: 745  

1030 5 可l 可 3 8' 638 5. 4 3 5  37: 548  5 5 7 7  ヨ8093

VI I  7 0  



第 2 表 の 5

日 時 介 荷
主 (t )

8 ， 8 ， 
B B，干f 7. Lf ( l1I 7T1)

イ者 J事

ｾ＠ J t  ;;:足 抗耐用J 宅 H 涜 下 佃 町

長淫荷i J U 最初. ｾ＠
量 宜衛 . J o 最 初 . y  金 証 荷 主 厄 金 割 当 ，

12.00 
• S: 1' 15  38.7/4 5 雪08 37. 6/ 8 5. 650 38 1  { ，b 

IO.W 前 3. 00 5.874  38 7q3 . 55 'T 8  3' U;Q  /  5. 'T2 6  38.24 2  

s.oo 6./ 74- 3QOQ 3  583 6  3τ Q4 '1 6.00 5" 38.5" 2  1  

q.30 6208  ' 3'1 12 7  
5".  g  'f4- 38.00 'T 6.0 5 1  38.56 7  

10.04 沼ト(量t市l 盛升mEtE4:ヲ干ー仔岨ーO 了J  2.1' 30  14 1.45" 7  は百五 4 1. 1ι 7 2. 74 5  4 13 /2  

10.0 f  
2.720 41847 3 4 7 5  4 1. 482  3. 0.'1 8  4 1. &65 

10.10 
2 '1 50 42.077" 主可0 0 41.7 0 7  3. ':12 5  4 1. 8 '1 2  

/0.15 

日記

ヰ2. 32守 3守2 0 41 守27 3 5" 6 0  41117 

10.30  4 2守T マ 4 3 6 0  4236' (  4.0 0  '5 42.572  

11.00 
4. 115 4 3. 74 .2 4 7 8 0  4 2 7 8 7  4. 4 4 8  43.015 

11.30  4 4 4 0  4 3 56 7  5: 100 4 3.10 マ 4 マ70 4 n 3マ

正 12. 00 4 6 4 0  !  4 3 7 6 可 5. 2 QO 4 3.2q マ 4. Q (， 5  今3' 517

危 1.15 5: 0 7 5  4 4 2 0 2  5. '700 4 3.庁0 '1" 主3 8 8 4 3.'1 55 

2.00 ' 笠26'"( 4 4: J <i 4  5.Q0 5  4 H I 2  ｾ ＵＸＶ＠ 4+. 153 

3. 00 ＵＺＴ ｾＸ＠ 4 4 5 6 5  ' .0 '1'1 4 4 / 0 6  5". rr6q 44: H 6  

4.00 5641 4 4 7 6 8  ｾ Ｎ Ｒｱ＠ 5  4 4 3. 0 2  5. '1 68 4 4.535  

5.00 5マ4 6 44. 8 '1'3 ' .4 6 0  4 4.4 6 7  '- t  03 44. 670 

正 12.00 (，471 4 5.5"'1宮 7. 140 4 5./ 41 6.8 0 6  4 5.3 可3

10. 31 首 3.30 6 '701 4 5: 828 可339 ＴｾＳＴＧ＠ マー 010 4 5 5. 8'7 

8.00 6.'1マ l 4 6 0守8 寸:561 4 5:5( ; 8  7. 2ι ι  45. 833 

'1. 15 
マ:050 46. 171 7615 4 H 3 2  7. 338  斗5，' 1 05

Q50 
'7， 080 4 ' - 2 0 7  守ι 56 4 5: 6 ' 3  '7. 1 6 8  4 5.1j3 5" 

/0.14 k苔d起訴SZ123)
3.220 Ｔｾ Ｎ ＴＲ マ 主2 マB 4 8 'i 41 主1 4守 4 q.184 

10.1  'T 3760 4 H6' r 3 3 8 8  4 'l .051 3. 5 7 4  4 'i .5 0'l 

1.0.20  4. 240 50.4 4 7  3.4 {，3  4 守I H 主8 5 2 4 '1. 787  

10) 3  4.400 ; 0. 607 3 ι 7 8  4 '1.34 1  4. 0 3守 Ｔ 守 ｾＷＴ ｾ， ｉＺＮＺ ＮＮｩ ヲ

10.25 4 4 8 0  50. 68 '7" J  743 4 '1.4 0 6  4. 1  1.2- 50.047 

10.27 4. 5" 3. 0  'S0. '13 7  3.888  4 '3. 5 5・} 4. 20 '1 50./ 44 

10. ヲ0 Ｔ Ｎ ＶＴｾ＠ 50852 3守4 8 4 H l t  4. 2  'f'r '50.232 

10.35 4. '7 15 50' f :1 2  4. f  88 Ｔ Ｇｬ Ｎ Ｘｾ＠ 1  4.4 5 2  5" 0.3 8 7  偽 べ 直 y

10.+5 4' 125 51. 132 4 ぞ18 50.03 .j  
4.' 72 5" 0.60'7 

， 1. 00 5/ 50 5 1.3 57 4. 638 5"0.30 1  4 8 H  ｾ｡ＸＲ 守

11.15 5.3' r 0  5 1. 5 '17  4.840 50.宮11 5.10 '1 5"1.044 

11.23  5480 5 1. b87  + . H8  50:61 ，1  '5.214 5 1. 14・T

11，30 
ｾＵｱｏ＠ 51. '('1マ 5.048 50.711 !r. 31 守 5" 1. 254 

正 12. 00 '5.'730 ; 1.'13マ 5. 1ι s  50.831 ｾ Ｎ ＴＢＧｾ＠ ＵｬｾＸＴ＠ キ官ヲ 丞 ぇ

.t 1.20 6. 225 51432 ヲ688 H 3 5 1  5. q  57 5 1. 8'12  

2-4-5" 
ら7QO 5" 2 '1'1 7  ' .037  ｾＱＮ ＱＰＰ＠ 品斗 14 5 H 4 q  

335 7. 005 5.6.212 6.121 H 8 8 4  6.613 52.54'8 

430 7. 155 53. 362 ' -3QI  52.054 6.713 52.708 

4.45 可200 ＵｾＴＰＱ＠ {，. 442 52. 105 ら821 52 '7"56 

800 
可.530 n n 7  &.847 52. 510 マ18 '1 ヲヨ 1.24

五 12.00 7 '135 54. 142 7. 212 52875 7. 5  '14  53. 50q 

11. 1  論 8.30 8.b/ 4 54. 82/  7.守qf 雪3. 460 8.106 54.141 

孟 /.00 8.810 55.027 7.'1も T 53ι 3. 0  8. .3 Q4 'S4. 329 4t量時出n 且qg EJ  

2. 00 8.8' 5 
55072 8.  Qoq 53. ι 72 8.4 3 7  54.372 
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• z 表 の 6

B  時 -7r
4ーセ百ナ

童 ( t )

s ， B.l. 
8，6，平均沈下「守m)

偽 Jち
令 官t .'宣 下 倒 的

ィ;- i t  .; 下 (m! ' ! )

長越千野重后 最初ヨ P

| 長 量 調 1 ]首 長 初 . ｾ＠ | 長並署面 I }!i l -d: 初 s リ

6.30  '1.025  5'J，23.2 8. 185 53. 848 8.{， 0 7  5 4 5 4 0  

10.30 q.I 5' O  55.35V 8.'322 5 H 8 5  8. 736 5' 4.' 71 

14. 2  豹 8.00 '1.387 5'5:5' 94 8. 617 5'4. 2 8 0  q.002  5 4.'137  

'1.20  Q.3
C

W 宮町 ｾｱＷ 8. 46  ， 54+36 8 '12 6  5S: 017 

1035 
十 ＮＲＱｾ 55.816 - 2 H  5' 4.140 ー.0 3 6 54:'1 78 

I UO 
t-nEz揖q時'15相z1 lt 『T311.  

且3!5- 1I .03)
-t .2I Q ラ5: 8 16 - .2 Q 6  54. 140 ー.0 :16 54. 9 '7' 8  

" 12.00 t .21 'i 55.81 b  - .3 0 6  54: 130 - .0 4 1o 54.- '1 '[8 

，:; 1.00 +.21 'i 5'5. 816 - .'30 ι  ヲ'4. 130 ー.041 5' 4 目'1 73

3 M  +.21 Q  ｾＵ Ｎ ＸＱ＠ (， ー.3 0 6 5 4.130 ー. 041 54' l 73 

5: 00 叶 .111 55.81 (i Ｍ Ｎ ｾｯ ι＠ 5 4.130 ー・ 041 5 4 H.3 

q o O 十.11 ｾ＠ 55. 81 (， - j o 6  5 4.130 ー・041 54介73

1'1.3  ，/， q.15  
す22守 5' 5.826 - .30 6  54130 一. 036 54-.  '1 'T 8  〔グ人イ夫アル古イJー上ギ s 』ニJ 仲的，)

10.12 +. 210 ｾ亘書 ＰＷ ー 176 5"4: 26 0  + . 017 宮町 0 3 4  

10.25  -情eコ可清嗣否簡E iIMER-FO10.符J t .  '3 2$ 55，守22 一. 11I 1 54.255 ー令 o  'T.2 55. 08  q  

1045 t. 2Q7 ＵｾＸｑ Ｔ＠ ー・ 181
54. 25' 0  十 f15' '6 55.07 2  

11.00 +.50 '1 %1 0 6  - .4 2 1  5' 4 015 -t '04 3  55061 

丞 1].00 "' . 540 
ち色 13. 可 - .4 0 1  54. 036 十. 0マo .55.086  

品 6. 00 十 545 56.14- 2  一.4 0 1  54. 0 3 6  十.0 7 2 Ｕ ＵＺ ＰＸｾ＠

11.4  晶8.50 +.5!r 5  5 (，.152 - .4 '  6  5 H 7 0  ー?ー 045 55061 

10:45  I( 議 備=AJ 151H3〉

-. 331 5 雪266 - ，5ワ4 538b2  -. 4 5 3  5 4ヲ' 4 平安ヲ 1 -4-i(...

1  12.00 - . 388 5520 '1 
.5 7 ‘  5' 3.860 ー. 4 82 5' 4 5ヨ5

指 2.00 - .3 '1ヲ 事5.2 0 4 - .5 7 6  53a60 t.- .4 8 5  54532 

6.00  - . 3 '13  55204 ー.5可6 .ち 38&0 ー， 4 8 5 54532 

1  ｾ Ｎ Ｕ＠
品 9.00 ｾ Ｎ ＳＸＱＱ＠ 5!i2 oq ー， ラマ 6 53860 一・4 3 2 54. 535 

Q.20  -. 338 5'5. ] 0守 ー ヲ1(， 53.B60 ー.4 8 2 54.535 

Q.30 - . 388 55. 20  q  ーラマ 6 53. 860 ー.4 8 2 54.535  

， 1.1  51 -FS44町0時14-期z10T3守24S斗TlJ め ー. H4 53.'1ヨヨ ーl 引 4 52守2.2 ーl. o Q4 53. 斗. 2 7

市 '3.00 ー. ' <j q 
53. q  0  8  - L  5 1. b  052.Q  2  0  ー1. 108 51414 

6.00 -・. Ｂｏｾ＠ Ｕ ＳＮ Ｑｉｾ＠ 8  - 1. 52 '1 5 n 0 7  ー1. 1  1  q  5 3 4 0 3  

1・6 品 '1.15 ー. '1 3Q 53. 8o 8  ー1. 5守3 52. 8 0  ー1. 156 ち' 3. 3"

11. 00 
GZ SA首11352110の

- 1.314 S:J 2  q  3  ":' '2.25( ;  52 180 - 1.  'T 85 5.2.23 7  

，島 4.00 ー1.363 52.244  - 2.308  52. 128 - 1.836 52. 11l 6  

6.00 
-1. 380 52. '22 '1' - 2.3g2.  5 2.104 - 1. 856 52. 1'  (， 

q.OO 
ー1.'1: 10 52:2 5守 - 2.343 52，0 8 8  ー1. 8マq 52. 1'1 3  

1・T
串1 . 30 てＱＭ Ａｅ｛ｾ ・ Ｑ Ｎ ｬＲｊｏＲｏｱ -130〕 - 4: 4/'  4f .249  - 4- .41 3  50.02 3  - 44 15 4 守.636

1. 4 5  - 4 '1 10 4 1l 守55 - +二5&3 4 H'T 3  - 4. 637 4 ' i.4 14 
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第 16圃の 1 ・ 時 間 沈 下 幽 線

よ

1  
トートーー

「一ト ー

哩・‘
t Hl1 w' J J 'I (1l 同 ｵｾ Ｍ ， ｹ Ｉ＠

‘ l  t" 

Ｎ ｾ，司Ｎ

"1U' 
k可 』 ・ ' 1 " ｲ ‘崎 ｩｉＺＧ［｟ｾ［ ，.. "  u  H'  - 1 1  

リ IR
い-

十十ー

ｾｾ＠ :lD 
-1 UF - U. )  

r  
， '  J  ， ..‘ ， .， "  .. "  "  "  " 晶 " ." ｾＮ＠ .. .  .  _ .  ， ｾ＠ ， ， ，. .. .. .， _  .. .. .， .. .， ，. ｾ＠ .. 11.. • • J  • ，. ｾ＠ "  .  . 白 骨 ・. "  

叫 同 " u  .. )  

同
2  

ト戸

l "Ij ""l "pr'i 

同4 半 半μ怜三.:n_1 I  I  I  I  I  I  I  I  fH-i i i t -Hf f i  

|1 1 1  1  IBJ  1.1 1  1  j 針 1 1  1  1  1  1  1  11. 1  I  

件4il=1]"1 1  11 1  f  1  1  1  1  1  1  1  1  1+ +  

1. 1111! ι i U! J 1.[.IJ .l. 111111 lli 一一一一
同 5  

I T T T  

ｼ 制札 ， ｾ，，ｾ ＮＮｾ ，＠ ｾｾＮｾ＠ I."r. ，!-" 

|(割 卜 Ｑ ， Ｑ ＢＧ ｦＢｾＮＧ ｣ｉｾーが 円

-← ←← 

u_ ;  

時 1I

よ+ 1|8・

ト トー

1  卜l J - i  l- i 斗十
( ← ーム rL a  トトー

，...・
! 十十じ，
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1l' i 17悶の右側の縦軸 $; 1 "，，，， _ _  

Ｎ￬ｾ に 第 ＱＸ 、 Ｑ Ｙ 闘の上側

の航自由には翠位商縮、

( m
2

) 前りの荷主 ( t)

を記 し?こ ( A 、 B とも

に商簡を 3600cm
2

とす

る) ｾｾ ＱＸ 、 Ｑ Ｙ 固に於て

Ｑ Ｒ ＨＱこ於げる増 Ｉｊｉ ｉＱ ｜ｾｦ 11i:2 [  

lこ3討する t光下力; 14t の

それに比してんきいの

は 12t に於て 1il!QlUI放

世し? 二、めで第 lヲ岡に

於て B ｲｬｮ Ｊｊｾ￞［＠ 16t に於

て著しい鑓位の匙行を

電 _- -

4  i， {t，... ・ l r， ，/  ｉｾ Ｎ ｊ＠ 11  '.  J ，.， 11 斗・ "  

ｾＮ＠ - 一一ーー~・

事門札_ f f . LU 凶n JJ

ぶすのは銑筋のn市心の結果荷車中: に著し い傾きを興へ? こことによる。

第 Ｑ Ｗ Ｑ［ ，Ｇ， ＨＱＱ こ於りる如〈本試験ではが ｲ Ａｰｾ沈下 ｉ ｬ ｨ 紘に於て砂のり ｉ ｾ 縮 ｉｬ ｨ ｦＡｾ の Ｑ Ｑ 去のみ明瞭に表はれ

普通これに先f ごって起る べ きl民統 rll lf)Il の:JI' bは認められす¥従って本II IJ 線には反 rl lJ 黙が米は

れてゐな L、口依ってこの rt lJ 綿を7表はす1 t 験式全:浮くのに、 11[[ 力歪1111線全米はす通常式を借

J I i して見Tこ。

即 ち Ｚ［［ｮ げｼ 詑 ｬ に於ける ｉｬ ｦｊ Ｊｩｈ Ｚ Ｇ沈下が術家に 比例 する部分 と 現 ｴｾ ｴ 鑓 Ｗ Ｑ 三 と 円きるぺき 地 物線型

経 依の部分とに分向性すれば、ￏＧ ｴ 数方 Ｑ Ｑｬｾ祇を利用して次のＧｬＧｬ験式含得 ｔ こ。

正方形版 A に於て

w  =  _p 一 十

125a 

間n&B に於て

3.3411 x  ID 

ベ1: 50 ) 古川

p  1  I  P  ¥ 2. 070 

w  =  一一一← ， ._"  I 一一一一 l

1250 4.354  x  10 ¥ 1250 J  

刊 しこ〉に Wは沈下 ( cm) . P は単位商肢の荷重 ( kglcm
2

) である。

ｲｬ ｦｊ 線の直線部分と見倣し得る組問は何重の極めてノ ｪ 、なる範 ｬｴ￭ ｾ に過ぎないから直線部分の

終止結を以て土の降伏黙と見ては主主礎の設計は !北米ない o I吹大津氏は椛荷後の沈下がす針Jf

Eドの沈下 lこ劃して大とならない極限を 以 て土の降伏黙と定義され? こ白第 18、191吋の 出i線か

ら推してごの定義による降伏黙は柑韮 12t 即 ち2Pv、2Pv+h( Pvは常時設計荷重=テISt /m
2

、PV

A は地震時設計荷主宇 17t/m
2

) 附近までには存在せぬ ことが知ら れ る。 地耐 力を定め るに

は 、 Ｚ ｗ の 術 革 に 当分 する 時 間 沈 下 ､ ｬ Ａ 線が時 間のｩＡ ｾ Ａ に 平行 しに 漸 近綿 を も つ ことは 勿論 で ある

が、終 11-. 沈 下の量を規定 しておし、て、その限度ーを越 させな い様 な荷釈を探 川す る必要があ
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る。本試験の 12t は前者のt条件を 充? こし 、沈下は平均 13. 96mmで、 設計荷量附近 ( 6t) では

王子.tb] 3. 35mmを示してゐる。

9 附 記

本試験は脳会新管工事仕様書 中に規定して根伐工事の油嘗に進行 しにときを見て工事請

負手寄宿'7]( 組に装置を設備せしめ短時日に行つにもので務備Tt 験等の徐裕もな く、 一面今後

の工事進行J て日敢に もaJ lJ 限せられ意に充? こぬ貼は多々ある。土質の物理的性質等も測定す

るに至らなかっ＿こが、合 Ｗ｝Ｈ ｾ 容は計 ｦｴ ｬＺの結果大髄 ￰Ｅ 位で本試験中は故術法置附近 一 帯の根

伐両に遊を布き趨宜撒水して自然の漁潤j状態を保? こせる枝に努め? こ。第 17岡の荷重線沈下

rltl 和il 仁於て A 的紘が B ｉｬ ｨ 紋に比して沈下のノ ｪ 、 ｔ よる ｾｲｴ￭ 悶の大きいのは ａ 、 ｂ 略等商簡ではあ

るが、 j山J li !j の長 さに於て正方形版が阿版に比して大なることの影響が興る様に思ふ。西尾

式ボ ーリングによる第21司の耐睦力を A 、B の深さ (4. 10m、4. 15m) で且 A 、 B の附近に

求めると No・ 1 Ｈ ｨ］ＳＮ ＹＲ ｾＴＮ Ｙ ｉｭ 入 ｎｯＮ 6  ( h=3.  ＸＲｾＴＮ＠ 90m) から

l . 78 +  1. 19 

= 2 = 1. 49 0 /口) =  16.4- 9  ( t / mり

2  P  =  2  x  16. 49 =  32. 98 Ｈ ｴ Ｏ ｭｾ Ｉ＠

は大韓本試験の 12t に柄賞する。

狛 ｊｊｾ 際の主主礎に就ては形ｩＡｫ 、 大さの影響 ｬ こより持軍誠験 に よる建物沈下が果 して ＳＮ 35m 

m程度であるかは不明であ って、 目下工事進捗に! 怠じて建物沈下欣況を槻測中である。

( 12. 3. 20)  
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- 時 報・

の 愛我 園 都 市計

1 緒

三註

J ! t .  遷

武 居 高 四 郎

都 市 lま産業、文 化、政治の中心地で、 国家の隆盛、文 化 の 進 展 l主都市に於て見られる。 我閣に於げ

る都市建設卒業は古〈朝鮮、支那の文物金主主入し 1: 古代よ り雄大な規模の 1: に行は i L1: o ［ｾ後封建時

代 に は 各地に政 治 的 経 済 的 城 ドl町の建設営見? : が、 明治大正の時代には臥米の文物主主入と産業ーの霊堂逮

に ｩｾ ドひ 、 人口の都 市 集 ｲｬＧ 、 都市の念、激な置を達 ｻＡＺ＾ｰｦ＼ ＱＺ し 、 都市主主殺事業 ＧＨＱ 目健ましいをを展を主主 Ｑｲ｛ ＱＺ 。 而

も都市文化現象のHモ盛となるに1 ' 1 ' ひ大都市の弊害をも随伴しつ〉めるので、 之が潤策、 都市と農村と

の健全な安達及闘士の j車常有利ながl 用方策[ 立今後一暦の閥心研究を? 必要とする事項となっ1:。

Z.  古 代 の 都 市 建 設 (闘 - 1  ;参照〉

我闘に於げる都市の建設{主主主〈古代に i朔る事が :B来

る。唐 の 長 安、終陽の都制を保つ1:卒 城 京、卒 安};.t (ま

百円ふまでもな い 孝徳夫息のJ r tt波 京、推古天皇の大和

政原の京等に共溢肢を探める事が: - 1-
1

1来る力、古代の都

市( ま帝都以外に は 見 るべき L の殆どな い 各 地に原始

的経済的苦ｾ司ｬￎＺＺ若倣 し Ｑｾｾ る市 主 写楽総があっ ＱＺ が何 ｬ ｬＨＮ

小でめっ1: 。

ネ徳天皇太イ七元年 ( 1305"1つ の難波長柄 i山崎の2主(1

h1f市1] 全保り入れ、|品主1] 繁 然1: る森君主 H街路を以て ;i l遊

さt l 1:我図書ji 市建設の最初の L のでめる 。然し飛鳥の

政治的勢力に 毎刈.tせ られて僅に 7 ｾｲＭにして飛鳥に腕り

フミ符天泉の大津京も 2代にして飛鳥 の地 に 復 蹄 し1: 。

かくして持統天皇l士飛鳥 の 郊 外 i尽成 111、香 久 111、 畝 傍

111の311:1こ図まれれ卒地に藤原京会建設され、 1354年 12月に主義都 され 1:。

園ー1 歴代帯都位置薗

ー大で元明天皇 に は手 ｮ 銅 元年 Ｒ 月 ＲｆＭ城湾都の き 刊を ｦ ドし 、 Ｚ 袋夏市の商交ｾ 外地に ｪ 長設 点 西約 ＴＰ 町 、 1暫」じ約

Ｔ Ｕ 町に 頁 ｾｨ I苦の長安、治陽の都市1] を採って阪創鐙然、 代表的碁主主11現街路系統合有し 1:11: 1 : 麓無比の

模範都市を言十東建設せ られ、 和銅 3"ド ( ＱＳＷＰ ｾ Ｑ 三 Ｉ 3)1 遜 都 され7代70古生年間の帝都となっ 1: 。

都の中央に ( nご津道中街道を中心として幅員20丈の朱雀大E告を? 主主して左右隅 JJ . t に分ち 、且 つ 南 北9{l華

J.R丙 10U華の大路を遁し て72の坊に分ち 、 内 北1i 中央の4:1:jj を宮城の位置としれ。各坊 の大さは 180?(: 4角

でJ t 中に東 西 、南 北 各3僚の小路を主主じてカ40丈 の 16の坪 に分つ1: 。大路の幅 (1各83ヒ、 小路の臓は令4

5とであっ1: 。
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都城の函 万、 商 Ｍ ｉ ｉｊ カ ｛主 ｬＡ ｩ Ｚｦ 也 で市街 地 と するに 不適 Ｑ ｟ ｾ［ である ｯ ｾｾ Ｇｉ 時 ｍ る ｽ￮ ｬ 商まで俳 ｬ 華をされ ＱＺ のではた

いが、 東南 に 5 - 6 ぽn 宅生動 させれば卒民地に 11
1

1ヰミ 1: のでめ る。然し常時( j ; 中街道の位霞、 '1'央朱雀 k.

協の位置 にた布されて町〈なつれのでめ る。

' w込町天皇の御代に 11一時 木 津川の l 流相 楽 Imii Al京村山f ，" ; 仁の) j t に遜都 さ;t l 1: が、 再び/ f - 城j J t に[i- 'If 9  

7代 の都と なっ1:
0

ｴＭ ￯ Ｈ 武 夫常の 延暦 Ｓｻ Ｑ ｾ (  1444句つ に は、交主Eの使 な現 :( F. 同HI 田T附近の長岡京 に渡 郡 3

圃-2 卒 安 京 金 箇 及 川 路 面
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れ、新都の経替に11; られれが藤原種詩型暗殺の司王あり 工事進捗せ守、 主宰 に中止 して現夜の京都市のある

沼野の地に卒安京を新後、延 暦 13平 ( 1454年 ) 10)122 13 遷都されれ。 斯 く し て 卒 安 京 は 明 治 天 皇 の *

Ｓ 主主 震都まで ＱＰＷＴ ｾ Ｑ ミ聞の都でゐつ ＱＺ 。

不安京ＨＱｴ ｾ ＭＲ '1是Hめ の 大 さ は 南北 1753丈、 点商 1508丈、 j苦の長安)r}_ のiti lJ 肢 を 採 り 碁盤 同型街路測をJ

行つにもので、 大惚. > p. 城京の ililJ に主主ってゐるが、道路のl幅員ば大となり朱後大路: ; t 28丈、 ｾｕ 也の大路

(:tl 73と、 12丈、 10丈、 8丈となり 、小 路(1 同械に 43とであっ t: 0  (;向」じJ J には北 漣 坊、 半坊を? 附JJOし1: 。

各坊 には長安、洛陽の制を探って名者専を 附 し1: 。 今 B j苛小皐校4ろとして浸ってゐる鍋段、次業の刻l き

(I; }t 幼名でめる 。都の周園には羅城を築き内外に仰を? 廻 らし 1: 。 これは支那に於げるが如く外航包・入

[ 坊禦の角ではな〈装飾的外被に過ぎな力、つt: 。

朱雀大路の南端に ｬ ま Ｒ 暦の井ＱＺ麗なｾ域内を殺げ ｊ ｴ 左右 に東寺と 丙守とをｾ￟Ｂて ＱＺ 。

各坊は4保 16岡丁に分ち 、 各阿T1: t 4f i' 8門で 32戸 1". に分ち 、各戸市[ 工大惚間口 53ヒ奥行 103とでめっ1:0

宮坊Eは東西人; 宮問点商384丈、二二{傑i並以北 南 北460丈 で、 1m獄事甘490620坪、 12門 を俄へ、 ｊ ｉ ｾ＠ rl' に!'，U?:

朝 裳 院、羽 柴 堂、混尼 堂、 切禦 険、武 徳 鮫:等T寸育設を取ベ、 我凶代米 自力首都l で約叉世界に誇り件る古

代都市でめっ1: 。

3. 中 古 の 都 市 建 設

戦闘時代以後は地・方大小名の知j械によって封法制度に入り 、i政治、 !IIIV : ヒの都市T: :I'，!>I ( 1: 。 品 初 (i

111 ffi.ー天般の地に城廓金築 きJt 位 置 l主要答日I l ち椴r.各地持. 祭 l の地形よりi 4 ミ t: のでゐるが、 * でノド地に移

り商業 、 交遁の後ｊＱｫと相佼って地力者ｾ市営 ｈｊ ，現し ＱＺ 。 斯くしてL ! I城 、卒 111城 、司王城となり 、城 1:. ¥従

士の府宅金悶む城社l!， と之を? 絞って商工人の市街地が 11

鎌ｾｾ 、 小問原 、 安士 、 ＱｉＱ 口 、 卒泉等はこのｼ時代のものである 。

f荷この時代に (1外国貿易港として号受注ーし1: 堺、博 多 、 坊 津、安i J . ! 洲、敦賀、尾道等がゐり 、 終 済 制

係 |ニ生 産1111交換の必要より市を生じ 一定 JrJ111 Ｑ こ 一 定の場所に附 ｩｾｊＡｾ 民が集り地 Ｂｽｪ の経済的 ｲｬＧ ，･Ｂの都凸

を習を達させれ 。今 11 各地にめる! - . i lr 、 lごTli 、台市、今市、 -: 11 r!J 、三 11 i 打、 凶 11rli 、

1- 11 市等の地名はその名構の護ってゐる f日lである。

4. 近 世 の 都 市 建 設

十l I i !i 、. -

鎌 f了、宅問了時代[ 士分械的封沌時代でめるが、桃 111、 ｩ 工戸 ｈ 手代 ｬ 立泉州 ｉ ｩＨＡＧ ｾむ ｈ 主 ｉｫｦ 代 でＱＧ ｦ カ害 者伎は小 ｾ肢

を＿併合し城 即 ｩｒｾ 築い ＱＺ 。 これが城ド ｐｉｊ で江戸 ｈ 手代に念 ｩ 放に後 ｩ きし各的小工う ｒ［ ￞Ｚ 起 ｨ 、 今 11 L 引綴い て

政治 、 京事 、 経線 、 文化ｼ ーの 地方巾心地となり我園都市 ＧＱＧ 最も重要な古 ｬ￭ｾ 占めてゐる ｯ ? ? くの城 l‘ III[

ｬ 主多敏人口合ｾ士容 ｈｾＪ る交遁便利の地に経務的文化的者 ｐ￱ を作つ ＱＺ 1. ，ので、 城に近く重[ . ; i . の屋敷ゃうと

開れて市街の外退官11に将登、J止憾の屋敷金殺げ 1:
0

又消費者間Tでゐると r，ill 時に産業的後民全 f@lる 1: め

に商入金招致し工匠全集めて町屋を ＿殺り 、 陶［棒 、 漆務 、 製紙等の、 ＧＡｫｾｾ ならしめ ＱＺ L のがめる 。 街 路

系統( ，1矩形担規則正し い ものが大多数合占めてゐるが、地 勢 叉 lま防 禦J ニ故意に不整形叉1: t 1古l i 0H出l せ

じめ 1: i T i 街も砂くな し、。 何れも組織的形 ｊ ｴｾｾｾ ， 司 へ ＿ 出 Ｑ rli 言H症を質施しれもので、住 居、 街主主、工 、換の

集閥 的地域 を定め 、 ＵＱＮＮＮ守［涜をｾ Ｑ 館所に集め火ｼ余地全校げ吟築物に防火Ｈｬｉ， ｊｩ ｬｦｬｪｦｱｾ を ｾｪ ｊｬＱへる等 、 都市 立 ￟Ｚ ｦｬ 皆 、 ｾｊＮｴ

築物に到する統制令' f t 行し7ーものである 。 仏 ｾｾｾＡ［ｉ 博参Ｑ｜ｊＡ交代の制 ｊ ＮｊｊＺ により交泡トー各地に宿 ｊ ｩ［ Ｚｬｩｪｊ がＯＱ Ｑ ，Ｊ 、
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細長い町、卒行に関げに市街地を構成しれ。

5  現 代 の 都 市 計 董

都市 (1政 治、軍事 . 教育、宗 教、文化等社合的1憂担! &t  ｾ 地 位にゐ る事によ ってをま達 する が 、 持に経済

的に隠位に ゐ る事による事が大でゐる。かくして現代の産業約、経済的都市は現t I ｾし 、 念激なをを展を1

主主げる に長つ1: 。 之が誘因としては 1811休日以後の工業のを苦達、交活磯崎両の吹頁進歩 を継げ る司王が1"1 '， *

る。従て都市は交主主 l二便利な2f - 地、水路、餓遣の 附近地に 、叉原料、労働力、動力、 7k利の t波宮低廉

で生産品の運搬至使、顧客商1古関係の好都合な地駄に起る 。 而 して具rr る地黙に都市 の合理的建設と 3じ

をま己主を悶 る必要がめり 、都市改造 t 都市建設の2} i l 百と なって税ばれ る。

6.  明治時代の都市計壷

明治初年の新都市雄投としては、-1J:j 海道札脱、旭)11のj:B形相規則正 しし、街路制 のものがあ るが、 多

(  Ｈ主主 Ｑ Ｇ Ｗ￨主時代言 者 自主の城 下町で Ｉｾ後引 被い て 地力政治 、 軍事 、 教育 、 産業の中心地となってをま展し、又

交遜上、産業七有利至従の地を占めて開港場、商業、工業或: ま鍛染地と してをまE主Vt : 。 併し 之等都市

のを苦展膨) mは無統制飢維でゐつに。

斯くして都市的体客の最も著しく現! まれにのぼ東ぷでめって‘ 交遜運輸、保安、 衛生等各般の改夏

を行ム必要ゐる事含焔慮せしめ?、。 叉箆時f弗白諸国の都市改頁の質況等に鑑み、明治 15年東京府知事

芳 川綴正が市限吹疋の桜本言十査を? 樹てん として調査し、 17イ1" 11 月! 武害容を? 件、 内務卿山際 {f }j 月に建言し

ＱＺ Ｐ 次で明治 Ｒ Ｑ ｾ Ｑ 三 Ｘ ｊＱ Ｑ ＶＱＱ 東 京 市民吹ｊｆＮ係例が公布 され ＱＺ 。 これが我凶都市計霊法の前身で 、 東京市に

於ては道路、J僑J号、河川、運河、公園、 J 二一卜水道等の新設吹支が行はれ、 都市改善 に大に貢献する慮

があっ1: 0
然る に ｦ 也 の 都市に めつ て は法 ［ｾ ｉｊ 1二何等の使官もな い 都 市 の 設 展に謝して市民が一般に無

附心でみつ 1: lli にも因るが、品: 1二百L雑 な霊堂展をなし混貧しの状態に陥つ1: ものが砂 くなかっ1: 。

7. 大正時代の都市計壷

｝ｦｊ｜洲大械の最長響ｾ受げ我圏各都市は念識な膨 ｈ 長後民営し Ｑ Ｚ 。 各種産業は勃興し工場 (1各所に飢殺 さ

れ 、 鮮に大都市の周囲 ￬ｭ に於ては短めで凱維なをま展をし＿こと共に ｉｴ 主主の不足をｾとし ＱＺ 。 こ、に都市の

攻瓦と郊外地授展統制の必要を感じ 、 先 づ ki E7!o1"W京市以外の5) ( 都市に束京市川改正保例を 準用す

る Ｇ ｪ ＺＩＺ とし 、 次で都市計悲調資委員令を託生註して都市立「 ｊｌ に Ｑｭ するブ Ｗ 針を調査審議せしめ 、 笠 Ｘ ｾ ｆＭ Ｔ 月 Ｔ 日

には都市計益法並に市街 地 主 ｅ 築物法が公布せ ら れ 、 前者 ｬ ま Ｙ ｾ Ｑ Ｂ 1  J. I  111 より 、 後者は95j三 12月 IU より 6大

都市に凶行されれ 。

併 し都市の改善計史的統市 IJ の必要! 士大都市のみに[ 浪らす" 1"1、都Thに於ても同様でめるかい 車iJ 令を

以 て順次指定され 、 大正 ＱＲ ｾ ド Ｗ j J 札悦市を初め 251/11こulli 月j されれの会最初として、昭和81，1ミ3月末には会

開 111都市 '1' 105都市に之が適用を? 見1: 。

8  昭和時代の都市計章

然るに都市計査の必要は行政上の市に限 られるべきでない 町村にゐって1 ， ｊｾ 後展願者なもの及 市

街地 を織成せる L のにゐつては 同様 に必要 な事が一般に認められ、 昭 和 Ｘ ｾ ｆＭＳ月都市 百 Ｑ ・Ｑｲ法に大改正念
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力Hへ 全閣の市1. : 1:>) 11に指定を侠7こす' して; 盗用する事とし、 f母国丁村に於ても七務大臣の指定によ り適剤せ

られ る司王となり 、同年5ｊｾ＠ 10 日よ り施行され? 二。

町村にし て都市計責法を受〈ベきしの、標準として笛・時内務次官認i牒によれば、大骨堂、 ( 1) 入 日清

ＱＱ 日綴若なもの 、 Ｈ Ｒ Ｉ 人 口 ＱＰＰＰＰ 人 以 ヒのもの 、 ＨＳＩ温泉 地、 海 水 浴場 、 史蹟地 、 遊覧 地 等ｾ有 するも の

( 4) 港湾修築、工場、停車場の設置に伴ひ市街地の構成せられんとす る もの、 ( 5) 災害金放って復興

を要するも の、以 k でめる 。

斯る町村は全閣に約 1000関を算 し昭手U121，同月 11:1 まで に335町村に適用 され1: 0 ( 困3 参照〕

斯〈して我園都市計m: は大都市の聖書筈除去、市民改正に始まり 、大都市改善、 大都市建設の都市計

遊よ り中小都 市惹いて町村の都市計 ￮ｬｲ と ｴｾ 普遍化に 向 つ ＱＺ 。 斯 る傾向は我闘に! 浪るものではない畝

米都市計設界に於ても軌を ーにする しのである 。

9. 都市計壷最近の傾向

従来の者Ｑ｜市計 君主は 都市 ｾｲｬｊ 心とし て交 遁機酬の章受注 、 都市経演出 ｾｕ ｦｉｄｊｍ Ｈ ｾ ｉＧ 長 、 衛生施設及社合縮技

の普及を園 り、 l 大都市の建設を同約とするすf 慌であっ 1: が、都市 機構の複雑化、 大都市綜害の除去、

都市と段村との協調的安展との r: めに 、 より j資き範囲に 亘 る者s市と! 込村とを含む地域の計益、 1¥1) ち地

方計笠へと進展しっ、ゐる 。 これ は 19241，1三ア ム ス テ ル 〆 ム ( Amsterda m) に於て 開催 され 1: 国際都市計

V 合議の 決議 iこも凡 られる虚でゐって、都市計荒の普遍イ七1 : t J t結巣の l であり 地方計設の必要が会々強

調 されつ、め る有様 でめ る。

圃る 全 園 都 市 - ' j f 圃

全

圃

都

市

一

覧

圃
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fJ すl歩進ん で会凶に於け る人 μ の分布、都 市の分布、産染の地方分布、天然資源の /)自 主昔、 l蝋土の最も

遡 ｾＱＱ ［ な利用計査を考究する凶土 百 ｈ 症を樹立すべきで ゐ るとし 、 特に溺逸 、 米国等にゐつては多大の掛j

心を以て進め られてゐ る。昨年5月匂i J l 市に於げる都市計友令誠に於げる近畿地力計来、 側東地方針 j _t

の意見習量表の虫，，ｾは ｾｪ 、第 ｉ ｊ � でゐると百円へる 。

10， 帝都復興事業と函館市復興事業

大正 12年9月 1jj 掛J東地カを 重量つ1: 大震火災は東京、横tl 1の大牟を，/ ! I ( 協に腕し7・0 2走が復興は雨市の

みならす，園家の火事業で、 11.;復興計査は都市 計設の極めて大規模に行はれ仁淀目に航す るものでゐる

ii に士地同副整理により街衡の盟主主里を断行し1: 司王は Ilt 界に Jt 類例を凡ない科のものでゐる。 )t 後昭和

Ｙ ｻＱ ｾ Ｓ ， ｈ＠ ＲＱ ＭＲＲ 日画館大火災後の復興計 ｾｈ 略 ｌｦ 同様に行はれ 了、 ｌ ので 、 防火を主ーとし 、 火1坊線20間及

ＳＰ 間 の総 植街路を西 ｅ 誼 して全市を数個の｛ ，ｉＺｾ訓に分ち、道路、橋淀 、 公園 、 防火地問 ｩ の施設 、 一 1-，* 道の

; 船長念行つ?こが、 焼失地金百 ＱＱ の上 地 ｉｍｾｧ 刊 を概念断行じて宅 地 の利則をｊｬＱ巡 する と共に街路用 地を無償

提供させr コ

11. 都市計塞と都市計壷事業

我闘に於ては都市計査と 、 市計主事業とを阪別し 、 ＡｪＡに計量主に止るものｾ都市計 ｊｅ とし 、 事業の執

行に附するものを都市言十道事業と百円つてゐる 。

現在都市首/'ill 及都市 Jr章司王殺として認められてゐるものは地域、防火地阪、美裏目地区、 風致地版、

風車巴地Vlkの設定、道路、 f{I[ 場、河川、港湾、公園、 t武道、軌道、運河、飛行場、7fti 堂、下水道、 ニ土地

以剖整理、運動場、 l 園地の住宅経倍、市場、屠場、墓地、火 葬主耳、慶炭焼却場、及防風、防火、防水

I坊砂、叉 (1防潮の施設でゐるが、仰必要に燃じでは這力1111' ，* るものでゐる 。

之等の内都市計2E立主に都市計来事業として最も盛に行はれてゐるものは、道路の新設備敏築、 舗 装

並に路市高! 笠道、地域地阪の指定( 地域 1170市、 防火 地 ｉｉ ｾｾ (ま6大都市とi ? l ! ! 館市〕、河川運河の改修( 大阪

寝屋川、第岩運河、 r/' 川運河、東京大| 仮の運河〉、公関 ( 東京、大阪、名古屋、京都、岐阜等〉、 風 致

地以の設定Ｈ 京都 、東京、大阪、脳ｼ問、 ｦ 山 室 、 静岡、熊本、堺 、 ｾｕ 也合計 ＳＷ ヶ市町 でゐ るが、 京都 市

の風致 地区は最も大で 面積 ＷＹＹＸｨ｡ 、市 ｬ 釘 肢の ＲＵＷＰ にキ目包する〕 、 美敵 地阪 の設定Ｈ束京 、 皇 ｾ品の外廓 Ｍ

1.'if 293ha、大阪中之島を '1' 心とする土佐狐川、堂島川沿岸一帯 主大阪城附近並に御堂筋悶側 J53ha) 、 下

水道( 東京、大阪、京 都、'lli! 橋、岐. Q. . Jtf也〉、水道( 東京、副官官〉、 土地以劃整理( 京都、東京、大|仮

名古屋、横潟、函 館、静岡、堺、宮山 -} I;イ也に行 ばれ、 品且介組織による土地以劃笠理法各都市に於て癒

に賀行され、街術監然f こる郊外地宅地溢l広告? 悶りつ、めるが、 都市百十萱卒業として決泡され7二のは京

都合以て最初とする〉、こ の他に高速度交遁機閥( 東京、大阪入墓地、火葬場 、市場の設置、 制西風

水害に鑑み之が封策として行[ まれ に防潮堤( 堺、西宮: 等〉、高潮l坊禦( 東京〕、 Jt. 他 1[到地の住宅経倍

( 大阪iI ;f 小阪田n、枕道 ( 寓 IJI 市) ' * がゐる 。

馬車育 ￭ｊ 底場の主主設と士地頃劃整理事 、 ｾＨＺｊＺ新宿 、 名古屋 、 大! 仮契前焼場開設と併行軍E施 されるので悩め

て合効であ る。

術大火災、i津波等の災害と都rli の復興に蛍つては、 土地同宣IJ 笠理1' X; ( : J : 市街地主主築物法の適用、 建 築

総の指定によ って最も有効に行 11れ、 東京市、横 滋 市、画館市、 111 小川 、 三島町、伊点目了、 三陵地 方
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に適用せられ f こ。

12. 神 都 計 壷

宇 治山岡市は内宮外宮の所在する我闘最高の聖地で図民寝袋の地でゐる o 尖清浄を少 しでも ぢ1じて

ならぬ事は古来よりの闘民的信念である。昭和 Ｘ ｾ 三市 中都 計諜調査 舎が内務省に設置 台れ ＲＵ 名の委員 を散

り具惚的調査を進めてゐる 。

13 重要都市の防空計壷

都市防空の問題は国際関係が極 めて複雑化し緊張じっ〉ゐ る乳ドの情勢にゐ つ て は 最 L 重要滅され

るに ｾつ Ｗ こ ｯ 昭和 Ｙ ｾ ｆＭ Ｗ 月近畿地 方降軍防空演習を機舎に 日本建築協合が都市武装促進運動を起し 、 英

後内務省は重要都市の防護計抗告? 樹_ ¥[ . す る1: め陸軍省 と協力して 諸 般の防被施設状態の調査研究をま住

め防空法は第70議舎を遜過し1: 。

都市の保安は閥防上怪 めてZ主要 な事 f艮とな るのでめる 。

14.  朝鮮及牽趨の都市計壷

京城、卒 袋、 釜 山 其イ 也 の都市にあっては 市 街 地改善に 附 する所 Ｎｊ ｾｉ 市川改正卒業は 従前 ｪ より行｛まれ 、

街路の新設披 築{ ま共主要なものでゐつ t: が、都市計量Eに制する 法制なく種々不便があっ7こので昭和9!. jミ

6月20日朝鮮市街地計道令が制定公布せ られに o 3 竿50隊よりなり 、我闘の都市計笠法と市街地建築物

法 色合 一骨量の法令に綜合統一しに法制lでめる。 最近極めて念激なをま展をなしつ h める羅津にては、都

市建設 の計員 ｉｾ 樹て大 規模 の七 地可制 整理を行って近代的都市の雄投に遡準してゐ る 。

ｾ￬ 轡各 市 の改真言十重は鎖品以来街路の改真 、 衛生協殺の改善 に完 カしてｚ＾ｬ ｏＺ のでゐ るが 、 都 111の後

尽をして統制あらしめ而 L 能議 よく法事I i 無かもしめる t: めに最近多大の労力が悌[ まれ都市 百l直令が公

布され T二。

15 関東州並に満洲園の都市計壷

大ｾ島市 ｬ ま領有蛍時にはｾ西 ｔｉ ｆ ｾ の計 Ｓｅ により ｬ 沼郡市の法設が行｛まれにのみでめっ ＱＺ ｦ［ Ｚ 、 共後我 凶 の手

で東洋に於げる近代都市中最も 立i辰な L の け つとなっ t: のである。最近港湾、餓道、街路、地域、公

園、公共的施設と各般の言十完全"6;立し t: 。 これが' f ( 現主 共に現代都市の模範的のものとなり得ると考

へられる。

＿同洲 凶 の 者 ￟ 市は 、 米天 、 新ｽｾ 、 鞍 ｩｬ ｬ 等ｲＣｪ餓 附ｊｴＧ ， 地 の鎚脳内に 、 規則正し い 幾何祭的に制られに街路計

百 ｦｾ 有す る もの及努西 ｩｬｬｴ の乎でなつ ＱＺ 除問賓市街の他｛主 、 恨めて不規則飢維に苦奇麗 しに支那市街でゐ

つにが、漏洲園建国以来凶都新京の雄投、恰r . { 夜、 奉天兵他各地の現代的都市主主殺の言十建立主にこれが

よb梁に; 位進着キと 進展しっ、ゐる。 殊に新点 園都窪殺事業(i J t 規模の雄大、諸般の施設完備せると事

業進展の願者な る事 (1別同に 値するものでめる。

16.  我園都市計壷の将来

我闘都市計査は最近F4常な習を達金し? こと i l'l へる 。全国の市は勿論300館、の町村に都市計霊法が阪に通

則され、吾々の生活を? 最 L 衛生的にすE或よく且つ1治決ならしめ る L ので、 闘民生活の 改善 に園家の後
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民に貢献する蕗が絡めでたでめる。 而 L 段近は古s "ffi に限ら子、者srli とj込村との協調ゐる聖堂展、 闘 土及

天然資源の最 L 合ー効適切な flJ nl"J i 法 会策する に返っては、 J Hi 要性[ 士一暦府大 する ものでみ る。

従 て之が 賀行に切 って ｬ 工 、 ｾｾｾｉ 十 ｸ の内記長 手段刀法 力Ｚ夫々［通常 Ｇ の ｌ のでゐ る ＼ｬｾ が肝要でゐ る 。 ､ 十 費 そん

1何に於ては皐 : 交教育の必及綬i宝、 土木、止Jb:築、遊 園等 弁主義 rrN}: ーj砂の附心と熱意とを? 右し、 x. 都 市百十

三Hf 議、 協議合等五? 附R l l して1I J f 外の重苦展企出，j o  Ｚ ｊ ｾ が肝要でゐる。

行政 ￝ｊｉ 釘にゐつては都市計 三 ｾｦ 委 ｬｈｲ 制度の改善と俗化を ｩｩＢ ， ｾｪ る Ｚ ｊｦ ｻ･ ｩＡ｛Ｎ するが 、 委員 台市IJ 皮の絡ー.It. 不

，，[ である 。 大都市に於付る L のと小者jijli に於げる L のとは J t - ' 主要の位皮に雌じて IA}JI Iするのが遁? 吉で

ゐる

事業執行にＮｾｾ つてはこれが賀行を容易な乙しめる伐に財政 Ｉ￯ 凶 ｦ に ｌ 使宜を輿 へ 、 受 徒者: fl . 路市IJ fll
c1

)

励行 、 超過ｊ｜ｊｃ月 ｊ 地 ＷＱ 主ｊ｜ｊｃ用 ［ｬ￬ ｩｊ ｊｾ の峻張励行の日 ｮ き は人［に考泌さ る べき事項でゐ る。

市民 、 技術 者 、 官ｾ｜等各Ｉｊ ｵ￭￯ 協力してこれが進歩と授 主主主ヶ刷 るに於ては 、 都市立 ｴ ｊＮｬＺ Ｑ 土非常 ｾｩＭ 進歩 ｴ

Fを艮とを 見る事であらう。 各地に盛に行ばれてゐる上地凶創笠F里、街 路JHl f の設計の虫n ｾ＠ 1， j手なる器

1域的、 闘 式的 針通Zに陥る .!Jcなく 、 地 域i削に就ても 緩利l 炭定 など〉得して地成制 の根本を ;忘却閑却せる

過を悟り 、最近問題となってゐる地戚;illJ の再検討 、 問主主地峡の語!日分指定、 裕 一規定とせす，地方的事情ー

を参酌して規定に 級 品量全投げる制度の本旨に ＭＺｲＮ 射る司王カ Ｚｗｉｾｾ 、 f同行毎日ーの設置、交遜施設等11申す迄も

な い 都市の健全な後; 主、 rli 民の幸脳な生活に必要欽〈べからさ' る紙地問題、 11: 宅問題にも一段の捌

心と ｾ［［ＡＧＺ意 とを Ｎ ｻｩ し 、 之が解決を容易ならしめ る でめらう本合総倍 する。

航 空 測 量 に よ る 地 周 成 作 に 就 て

オミ

アF木 口 if; 諜

( 今 11 誰で1 ，- 一一少く c 1，.r比tJ : “ War in  the  air " の説者の大多数( 士一- lli L' -笠潟 yt に就いて不思議の感

ｾ ＮＡＮ仇〈者 ｴｊＺ 殆んどない程 ｊ Ｎ ｉＡｦＭｩ￮Ａ￭に なって ＪｴＺ のでめ る が ｊ ・、るをを展 ＱＱ 製謝料墜に非常な利伎をＱ， 1: 心し

ょ主つ久'45よ り凡 1こj¥l :W地刈の fj ，製に就いて、今 や賀行に 移されて) ，1":る のであ る点、 そのこ とに闘 して

悦さはつ t: 一事の経験ある人によ って ピビッ トな筆致合 以って，iU註されてゐる。〉

航 空mii1に就い ては新ii 日紙上でしばしば報道されてゐる践でめるが、 ｾ Ｎｾの 仕ＮｉｪＡに陣地 ｊ し永年の経験の

結果火災訓註郊で 11J 釘ー能闘に仁L 1) 地図の修正の決定金 銭し直ち賀行に 11入つ1: のでゐ るが、 然も比の

航空減 ｉｊｴ 主ＨｊＺ ｾ｢ の 主 ｊ￯ ｾ に於てＮ｝Ａ大な役泊五＿演す芯 る よ拝 になるでゐ ι ぅ。 臥i州大駁以後の経済的地主主のよ に

ＧＺＱ Ｑ 績 で ｴ ｂ 現 し仁政府としては 、 直接人々の瞬讃を受げ ｾ ｦ ｾ￵ 、 ｌ のとして 、 ｾ｢ の感染の 七万 誌を行つ ＱＺ 。 且

ｘ Ｎ ｫｦｩ 伐中の此のギャッ Ｗ ・ がキ自治比の Ａ ｊ ｪＺ染五 ＿法滞せしめ ＱＺ 事 ｌ 句 ｩ へ ｾｪｯ でめ る から 今 ｾｊ 20年制 L 或は30

Mappi ng Irom the  Ai r， by  C. A.  Hart .  M.  sc.  CEng.)  A.  M.  1. C. E  

War in the  Air; Aeri al  Wonders  01 our ti me;  Part 15; P. 479. 
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一 一 一一一一ー ー第 1111・測 量 術として用ひ

宇 ' 停， I ら れ る 航 空 開 の 2 つの

f ガ /i¥ 形式。航空潟箕には垂直

ブ 〆 / l /  I 、 i  航 空:弱炭と傾斜航空お 51

ノ〆 / '  I  /  I  ¥ l  とがめる。 地闘 を作るの

/  f  i  ¥" .  、 !  に垂直航空潟 i民は綿尺の
♂仰伊， /  1  、阪仇a 、 ?  

メ I  .. ，...山 大なもの に用ひ傾斜航空

/  f  !  、 1  沼［Ａｾ土地面が卒坦な ｩ 明

/  /  ， j  ¥ - ft の小 さし場合 tこ用 ひ ら

/ /  /  I  ¥ れる。此の招提 CGoldens

ノ，，- / ， / l  1  ¥. .  Green  N.  W.  11. ) と 〆

一一- - " - ' 一寸" ，1.1)(:おZE- - 4一 一 一 _.... 一一一一』ー『 イアグラムは卒かな地表

I釘場合垂直航空潟i . f t l士ト

ラバ ーを組むのに正カ形の』恭子型でめ るがそ れが 傾斜航空勾挺の場合 には如何に 歪 んTご祐子をな して

知るかを明にして帰るのでゐる 。かくの立n<  1走者I:H歪鵡到がj 効果がめり垢551の上音防: : n . . : 第に縮少してゐ

る。 Ｚ 古に示 す のは ｬ 侍聞とおさ及潟 ｴｦｴ ｴ［ ｾｾｉｉｊ ｊ され ＱＺＱ 尽を 自動的にお慌の倣の記録を示す機械でゐる。

年間 ｌ 経 っ て向且つ地 簡の 吹 Ｑ 汀の行ＨＺｊＺＮれぬ地域 のゐ る のはめに ｢ 土への ｾ Ｑｾ でゐる。 が然し戦後 をまｾこし

土 地域に 於て比の ｾｉ が始まってからはか、る地闘の 似 紘は頗る減じれのでゐる。 幸 にも 、所相アッ 7 '

ーツ ー デ ート な地闘が凶家的に重要性を Ｍ ｵ する ごＧ ｦ，Ｎ［ｉ［Ｚ最 近 公 ｔｾ ｟Ｑ こ ｩ こ認め ら れて ＪＱ Ｚ の でゐる。 而 L Jl hの

地図の IJl( JTに附しては航空翁民による作製法が伝 L 乎 l以早いと 言ムZ] J . が一致しれな凡でめ っ1: 。

共闘に tt んでゐる 人達は未だ Ilt の '1' にはM 入 L 行きれ卜なかっ1: 部 分 や 久 ドライヴやノ、イキング..，9; I:J:. 

士 ｊ 色 合 ｮ ふ錫めに遁し ｔ こ地図ｻｴ＾ＧｦｩＮひ併ない泌分がゐるＺｯ ｊ ｾ ｻｴ＾知乙なかっ ＱＺ Ｐ J : ! 1l ち彼等1. 1自分主主のさ何回を

認識しなかっ1: のでめる。 何故な らば |世界の多〈の部分に就L 、て正確な 地闘は全然作製 されて肝 心す，

然も大低の地図 11小さな縮尺のものが多かつにからでめ る。 例へば エチオピアには正確な信ff{ にhl る

地闘が全 くない詐 りでなく 、 i佐平の近代戦争に於げるイド峨 t のグ、 !J!，I ti， 比較的大なる 絞尺の 地問さ へ一

つもな い司れ:J : .1i ' ! l i であつれ。

さて今 ｬ 、ＨＺｊＺＮ ｻｾ｣ 遁の ｊ 也 ｬ 寸則 丞家を その ｬ 上 Ｑ 日、ら泣扮ムと考 へ られる新し い存 ｩｆｏ Ｍ な航空 ｩｬｬｬｊ Ｚｊｩよ法に就 ｌ 、 て主 Ｇｉ Ａ

解してゐる讃音iさの迷i J ! i { t >ft'l! すべ〈ながねばな らな し、o ｝ＺＡｉｊ ち虻 ｬ 燦航 空 ｲｾ ｴｬｩ 注と言・ふのは 一 般 ｭ 主主 Ｍ ｪｪｴ 去 の

ｾｪＮＨ販され Ｑ Ｚ L ので地 b 則蛍家{ ま舟f祁 日各i測量合| 添いては今向欽くべからさ' る L のでゐる。 航空i U1Jf注に(:J : .

飛行術やお挺衡のみなら十地｛ Ｍの ｩ 上 司王日 ｉｬ ち討ｬｬＱよ り地 ｲｾ を作る司王等に附して ｌ 、 高級な技術的熟練、が要

、されるのである。 地図 は比の新し い力法で速かに作製され仕事の手間l土地図の縮尺の要求の要求に

よ りぬ'疋 され、且 つ 又宮市尺l立代表的分担文 CRepresent ati vc F  racli on) に依って災lまされるのでめる。

11吋で 10ll¥{t>表 すま¥ii )，-の L のでは 1/63. 360でめるカ : 、こ れは地図の t の ' lhJ が地笠1百1- . の 63. 36011.j を衣

(よ すとI =i ム ' J10意味するのでめる。一般に地闘の縮尺( : J : . Ca) 大なる縮尺ケ 1/10. 000以上と し ( b) '1' 11¥1 

の綿fえを 1/15.000より 1/50.000とし CC) 以上二つの給K より 小きいも の と比の三つ に以別 される。隣

地il ¥1 ] 位郎の航空修正地図又は卒珂闘は 1/2. 500でゐって等高級の ない L のでめ る。英国諸島に就い ては

ｾ＼ｊｐ｜との修正念必要としない位完全な地図が作製 さ れてゐる。 そして比の lJj : は今迄にm註 され1: 事のな

かっ1: 地 騒の地闘を作製すると云ム 仕事と は全然返ってゐ るのでゐ る。 絡 λ が大 き〈なり且つ等高級

を5廷は す必要 のあ る場合 にl土地 l二lこ於て慮略 されてゐ る測量ょが多〈 ゐ るのでゐる。

解 決 すべき ｉ ｬｩ ｊ ｉｉ｛ｻｲ＾論議する新 ｬ に航空ｩｕｊ ｬ 並がどの科皮 までを ｾｩｩ が可能であるかを＿考察せんとす。 潟 lft

術なるしのが完成されて Il ll もなく座席に染込んでカメラで測量がなし ｪｾ� 1.> JJr.が貌質化 しにのでゐる。

此の形式の測量; は大駁高irアノレプスや商カナダで行[ まれ居るー:力、 繋井正王:Rによる m設が提案 されれので
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ゐつ1: 。 較学の刺殺と: 急激なる柊術均進歩はフランユに於て垂直航空宿区から非常に明確なる地闘を

作製し得る結果をも 1: らし 1: 。 そこで吾々は航空潟挺には= 墨ー直の廃合主傾斜の場合とがゐる事を説明

せねばならぬが、比の黒占に就いては官ir に採録し1: 潟民が問者ーの相集合克明に説明してゐる。( 第2踏 参

ＱＱ 日Ｉ同じ地域 Ｐｴ ｊｴ＼ｾし Ｗ こ ｬ 組のま垂直潟況による直接の ｬ 観察 ｔ ごげでは容 易 に断定する事力 ｜｛ｈ ￞ｫぬ多〈のｾｾ

がゐる事堂開明なる偵察者は後見し' 1 : 。 新しく聖書へられ 1: 上地! 立明確に示されるが又一方I挺影のな い・

ｭ によりて俗芸を短波が容易に探 ｩｾＺｌ｜Ｊ るのである。 人や車柄等によ る足跡が明瞭にわかるので戦争に

於げる作肢のーっとして此の事がカモフラ ー ジに態別されれのはそんな以前Iの事ではなかっ 1: 。 共の

後垂直潟良はモザイヴタの形式で五に繋ぎ合せる事に依って ［Ａｴ の 地域に給軍事ＡｊＯｾな眺を＿輿へてゐる。 げ

れども比のモザイツクによる再製 Ｑ ［ｴＮ非常にｱ［ Ｑｾ 世が伴ひ ｒ つ不正確になる事 ｌ ＺｴＺＥれな ｌ 、。 命共の後論争

されてゐる 地域の池 闘が古い地闘の ｉ ｾ に比の垂直潟 ｵｴ を合せ新しい詳細闘に遁合させる こ とに依って

作製する事が出来る絞になっ' 1 : 。 パ レ ス 3 ' .1 ンに於ては地ヒ慮塊が殆んど不可能でゐつれので飛行機

の高度を測定し水平に保って傾く ｮｾ がな い 様にする ｪＩ 法を考へるｭＮが必要になってＹＡ灯、

大破中航空 ｩ ｊＡ ｾ i . r i : に経験のゐる 2、3の人が大戦後営地関作製の方法 としてそれを雪量逮 させ るべく彼等

の注意含 Jlhのj J へ樽[ ，irぜしめ 1: 。 最初 ｬ 立地ｉＺ ｲｩｾ 主主家達は比の航空測盆が不正確なものとして比の新し

い刀法に殆んど山: 立公例はなかつれのでゐつ' 1 : 。 然るに飛行2友達l主総て地仁溜tl 量;が不必要になる事をf

ｫ かす傾向がゐ つれので 、 支に多くの調査や質検的 ｬ 士Ｚｯ ｊｾ の結果 、 比の新しい方法が光明め る 地位ｾｾ獲

得する様になり 、且つiJ! '1 ii1:師 L 潟挺師も現代的金保件の 1: で地闘を作製する t に於て共に等しく必要鉄

〈べからさＧるものなる Ｚ｝ｾｴｽ :質認され1: のでゐる。休戦後まもなくフラン λ の採制され土地域の地箇が垂

直航空弱民によりて再製され ＱＺ 。執百八 ｬ ま石 ｉ なり大きかっ ｔ こが地 ｵ 下ｾｦｴ＾容易ならしむべきオ リ デナノ レ な

第 2 圃・モザイツク篤異と地掴 l  

ili の航空寝挺より I&. ['fo しに比のモザ

イツク' 弱況は lr ag ( メソポタミア地

寸j ) のm: i i 立の際航空潟民合祉の乎に

よって倣影され1 ' : ものでめっ' 1 : 0 ;;(j 

fHl Iにゐるのは同地 )j の線によって捕

い土地 Ｚ ｾでめる。比のモザイツクの

)J ( I 頗る泊目すべきものでめる b:、

必要なる詳細カ: 明瞭を欽〈鍔にその

償i fl l I 合失はれて居るものでゐる。比

の王韮由よりしてモザイタ' 都民より線

による 地闘が作成されるのでゐる。
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第 5 箇・全穏 を形成すべ

き片々 航 空地菌製 作 に

ｾり先づ要 ｲｬｴｈ 注 地 域は 航

空潟挺の 小片で 蔽はれ る

3 つの潟1 f t に現れれ詳細

な各鮎' ! t ' 礎資ならしむ絡

に縦に 6070重ねて潟1 f t カ:

搬られる。飛行機がその

進路を少でもそ( ，して空

際ｾ生十るのを防ぐ錫に

潟挺の小片の l 方の端は

2うメ位重ね合す。斯か る

っち法でモザイツク作業カ:

行はれ下闘に 示す械に飛

行機の自iH去の進路が明 に

されるのでめ る。

詳細 が充分浅されてあっ1:
0

ＱＹＲＴ ｾｰ に於り る イラワ戸 Ｓ 角 州ｃｬ ｲｲ｡ｷ ｡ ､､ ｹ delta) の航空測丞[ 士、一般 社

令に比の方法の可能性会設披立てにのである。嘗て3. 4p.J't' IO! J ! の刻の縮尺で 9.4001沢の高度より 1.000

2p- ) j 峻の範囲が撮影 され? このでめっ1: 。比の 1.000卒方哩l の範囲の内 3502 p - ; ] 哩{ 立地上測盆では粍到に

不可能とさ へ 云 へる 程 ｲｕｾ 註の囚燥な る 多 数 の ノ Ｇ ｍ 脊色分類されきＧる森林 ｦｩｆ でめっ ＱＺ 。それ以来 世 界の各カ

I百で航空浪tl 量が行はれJ l J ; I: U正社主歩しれのた' つ1: 。 是等W Ei : の縮尺はその要求に従って比較的自由 に後

へ7是正 るの1了め る。 かくて リ オ デ ジヤネ ロ ，Ｆ ，ｊＺｾの 地方の測註に於てば航空機合 社 ｃ ａｩｲ｣ ｲ ｡ ｦｴ Oprating 

ｃ ｯｭｰ｡ｮｹ Ｉ の手により零直 航 空 ｾｾｬｦｴ によ る 縮尺 ｬ ハ， ＰＰＰ の市の ｲＡＮ 央官 Ａｉ の地図が完成しれのでゐ る 。此の

mi 注は完成にまで3年の日 月を要 じ1: のでゐ るが、地上の測哉のみならば恐ら〈は 10年全 L 要し 1: だら

う と凡 磁られ て ゐ る 。縮尺は Ｑ Ｏ ＲＵＰＮＰＰＰ 程度 に 絡少しｾｾｽＮ る が 、 普通力、、 る 縮尺の 地 図は傾斜航空挺Ｑｦｴよ

り作製され るのでゐる。 同じ台貢土の手にて傾斜航空潟9t: により縮尺 1/250，000のエヌ ロー デシ Y 地 }i

73，000卒方哩の範閣の 地闘が作製され7二。 然るにカナダでは卒坦な森のあ る烏令含んだ重要な る地域

の地制で、 但し此量産で 11P佐海岸線の詳細 含要求されれ丈げでめ るがJイI1.J が lol P. の割合! ! Il ち縮尺 1/253，44

0の L のが作製 E れてゐ 1: 。

将来多数 のレンズに依 りt放置長 されれ黍直潟挺 Il 或る純国の傾斜昔日分自? 除くと言ム事はゐり得 る事で

め る。そしてそれが非常に効果的にして比較的経溌的で L ゐると されてゐ る。 大きな 地闘の作製に於

てしばしば潟1 f t が要求され大さより小さ き縮尺で撤影されるのでゐる。 是i ，! J ) ; 重要な比較的経務的 の

結果でめ る とされてゐる。 げれど L 現代の陵地測盆 iisの修正では 1/5，000の縮尺で撮影されれ潟挺が

Ｑ Ｏ ＲＮＵＰＰ の大 き さに抜大され る のがｾ遁でみ る 。

吾々の大低の者[ ま普遁の潟挺カ・ら確定的に指摘され 1: 或 る自!I 分の詳細を撤示す るの困難に就いての

綬款を持ってゐ る 。 ＱＰ ， ＰＰＰ 乃ｾ 15，000吹程度のヒ空より 倣最長しれ潟況の場合には如何にか、 る悶基盤を

経放せねば なら ぬかa想像してみ るがよ L、。 か、 る高度に於ては 問園地は浮彫が鉄 げ1: 械に 見 え、叉

11綱、ての色彩は; 昔色 より消え去 り1・Eにi禁彩のみの鍾化が洩ってゐ るに過 ぎないのでゐ る。 技術的考察

より 出fE il てか、 る理由より彩色弱挺 l土質 問的ではない 随って i安最長の調子に依り その事物を認定する
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司王が必要とな るのでゐ る。 比の銭には相常経験全積む事が必要なのであ る。何 故 ならば 同 じ事物が全

〈桑つれ調子を持つニつの潟況から後見せねばならぬと云ム場合力 ;普主主であるからでめる o i，制の場合

で云へばーブj では白〈現れ他方では E尽く現れるか L 知れないのでめる o 此の奈は光 の反射のゾ} fIl J の場

合と或 ｦＱ 叉風 に 依る湖 水 面の ｬ 妨害とで説明が ｉｉ ｈ ｉ ｾ る。

是等多〈の悶難[ ま一刻の; ¥' ;0 ￬ｬＧＱ，の ｬ ｦｦｩｴ ＮＳＮ Ｅｴ ｦ，ｾ 民の観察によって解情 ＯｬＧ， ｩｩｉミる 。 大戦前までは比の質骨量鋭潟

挺11雨飢11に並んで泣き それを包! 眼鏡を主主じて JL ると 一つに融合し仁彰像力 ;tB氷、 それが風景の如l き場

合には或る深 ｉｾ 、を感じて眺め ｬＧ トる秘な仕組になってゐる玩具でしかなかっ ＱＺ のでゐる。 で是等の溺ｾ

11待殊な袋置をし1: 賀穂おi l ' 1，機、EPち2つのレンズ' e 有し、 そして2つの盤面が同時に蓮常目の問問2.5

IhJ にて倣影し得る潟挺 撲で倣彩し I: お民でゐ る。

比の原理は航空洞! 盆に於て大なる償 fil[ のめるものでめ るo 今委直航空潟況が高 さと縮尺に従って ! 日唱

の部分/ J '約 )(1こ1 " 4 ，( 影されれとする。その場合滋影されに潟武の約60メヵ; 電り合ってゐるのでめる。 で

是等の潟 tft は特一殊な装置を? しに11 : 惚鋭幻況の rl' に置かれて眺められる。 する と浮彫詰となって非常に

誇張されて見へ、問や谷は一層はっきりとI f . kB' J され雄物な どは小 さな玩具の家の絞に見えるのでめる o

であるから比の航空測量より質惚鏡潟i l ' 1 ，を取除くと言ふZj j : はー ) J の目の上に布七月を? ? 主て、主主淀を暮し

て行〈人と同様でめると言ム ＮＺｊｾ がＱＱＧＮＪゃう。

Jl七の司王はな自身の経殺がよ〈比の問の消息を説明してゐ るので‘ ちる o }fL、は符て或る高度の L のに到

して 地 I-. )#.f 里に従事レてf f ，'つ1: のでゐ るがその時夜、は その潟1 f t から最も 好 都合の位置は全 く手 t(( な大

さと思はれるところの村に導い て爪 る道路に核合して府るハミ問 のめ る鮎であらうと決定 し1: のでめ る口

その後J 1bの村に ドライヴをし? こ時道路l: t 頗る貧弱に凡へ仁。 そして結局大きな農場ーに到達して仕舞 つ

1: のでゐる o 比のtZ境内 11潟況で l 1; 支の桜に見え 1: のでめるが穀類の苛( ; t ' ( で一杯t:' つ1: のである o ;!t 

後の' l t 鐙鋭潟i l ' 1，による試粉、の結果[ ま全く比の本質が H月l放に示され t: のでゐつ1: 。 比の賓館鏡潟i l ' 1 ，的奥

行 CD'pth) にf J - する沌解 :1 只に同一鮎を' j f . しくな詮するに助げになる詐りでなく等高線全摘〈のに非

常に貫主主f なのでゐる。

航空測量潟挺撮影のおの飛行を? な してゐ る時潟良機( 土飛行機に依よれ 、そして飛行機が一定の橡定進

路を飛行中に潟民が搬影 されるので め る。 垂直航空計良による瓦い結果を患げるのに要求され る飛 行

11非常に7郎 、標準のしのでゐる o 小柄で熟練 1./ 1:飛行士のみが比の単調でNs寒の状件下で忍耐と司正資

料ニのめる飛行を翁すのに適してゐ

のでゐ る。共慮では一線11¥1 でL の

る不性意を討 さぬと" fJ .J、事 力: 円由主

飛行の賀行より大切な ｾ ｊ ｾ 柄なので

ある 。

飛行機11、改定し1: 進路を準ん

でゐるＡ日 ｩ 一定の高さと一万三の［ￆｾ

に於てノk卒を保1: ねばな C ないの

であ る。tま際的には飛行機' e f へ

2"は傾斜させ1: 依で 一定の高度合

第4圏 ・1つの賓 滋 賀惣鋭

の原理1 ; ; 比力闘に示されて

ゐる。 X とY を|添い? 二線、て

の黙を級ひ Ｖ Ｑ ｨ ｛ 出 Ｑｾ ｪＱＮ Ｑ Ｚ 慮よ

り中 'Aとの l 勃に日を集中さ

せて見ると 2つの貼11 1絡に

混合して第3の駄が現れる。

.x 

• 
• 

更に次の l撃すを蔽はないで4

つの里占全部を見ま す と是等 ' w'  

は叉混合して下のものよ り

接近して凡 える。

.Y 

.z 

• 
. .1  

9 1  VI I  



/v---- Inttrucul a，. ー込

〆 ¥ ← 一 一 郎 加 国 一- 1 、

¥ f J  

h  vJ Jz ι - -

¥ I  -PJ afl t  0/ Pa pu 

、1 I  

A キ J

、 ，

、，

、，

""'-8 

鎗 5 圃・賓慢罵覧の原理

さて X とY とカ，' ! ' 央の闘の

l 到の黙の上部に於て l致す

るT t ff豊鋭的に混合しに1時A

鮎に像が現れる X とZ とは

ドの i 望者 とl致する。是等カ :

混合し1: 時 深 さの印象ど奥

へB に像力; 現れる 。同級の

試験により r! ，: J との簡の線に

近いドの 1f j - ( 土混合しれ時

具つ 'r: Ji<. 卒} 百に現れる。

i E確 lこ経主資的 lこ{呆7、ねばならぬのでゐる 。 是れ It:活況が合略的に統ーされに主耐久でゐ る事が必要な: l ' i ;

めである。

潟｛民 ｩ 幾は待＾ｊ Ｇｊ のｾｾのもので遁常 Ｗ ｸ Ｗ 日、 ｊ ＡＧｴ は ＹｸＶ Ｎ Ｕ 仏 ｪ の大さで 、 その fllil にお皮'，il がめり Jt れにおさや

沼尻の番波及び時間等の記録が示される伐になってゐる。 7 イルムは殆んど必す， J fJ O! J T { ! f きが使用されて

尻市り露tHは決定され1: 時間の[ 間隔で行lまれ而かもヲミ候によりて調節 :H耳石る絞になってゐる c 最 近 回 特

儀式コ y ト ロ ー ル CG yroscopi c Controls) により優れ1: 試 験 が 行 は れ そ の 結 果 自 動的にノk 卒及垂直飛行

ｾＡ害す司ｽＺＯｊ ｾ＠ ｈｾ 来ＧＱＺのでめる。

げれども不便な事 にはあ ifH故彩に好適の 11 は殆んど ないのでゐる，" . j A闘 に於て は、 10. 000乃 歪 15，00

ｏ Ａ 沢の ｉｨ Ｑ のｾでは 、 Ｑ ｾｲ￵ 間に ＳＲ の ＱＡ ｜ｉｩ い日と 言 ｊ 、のが ＳＰ [ ]か40 日以上しかmいのが普泡である。 そして ， ｈｾ

のＪは只に民裁をｾｾ長ふて ｩ 士舞 ふのみならすＧ雲の最長が ＿［ｴ に ［ｩｾ ＡｦｊＮに 苅 ｬ 解し ｾ ｦｾ￲ 、試 ｅ 鮎 の部分自＿作 るのでめる。

そして飛行中の高度にも 2，000より Ｑ ＸＰＰ Ｚ Ａｔｾ位の主主化がめる。

t投影 され' 1 : 時若し地 面が充分卒坦でゐり且潟挺i幾が垂直でめっ' 1 : ならば活l151は そ の地 域の況のZf ' - lfii

合表してゐる。でゐる力、乙飛行 ｲＡ ，のおさを ｾｴｬ る司王カＺ出来れば直に綿 ｋ を定める事力 Ｚｗｉ 来るのでゐる。げ

れど L 不幸にも ，ｯ［Ｎ ｾＦｊｩ で尚皮 ｨＧ 正確に決定出来す Ｇ 、 そして通常よくゐる立11 < 地課| 商が水平でない場合

には光 線 が雪量直でな い! 博中心より鮎の員長が縫位して舟る虫11 <  潟挺ヒの黒占の位置1 l . . 潟! f J . の中心より強位

してゐる J j工がわかるのでめる 。比の礎位註はその貼のおさに依るものでゐる 。 手干し等高線が溺! f J . J ニlこ

摘かれ る場合に はその各々が具つ仁朝日尺で表{ まされるでゐらう 。 かくして地卜1則盆家 liil 工に詳細にお

慌に適合する棋に卒 luil 到に rl ，;t:c深〈黙の数合正副i; に決定するf J : ' 長念持ってゐるのでめる。

斜、を必要とするも品ーイ干には彼はうえ知ってゐる同じレヴェノレにめる知念定めねばなじない。

央闘では簡単な凶式ブ7法1J' 後i丞し 1: が、 { 也の i玖i. I H人; 院では複雑な 2Eト威力; 使用されてゐる。

そして等高

遁常の j j

法 lま飛んで行つ' I : ; j [01の多数のお! u で地域全骨: f t b 依ムのでめるが、' s: 骨宣潟9 i として此の地域が完全に

織はれる食に確ｊＡＨに縦に詰，ｾＡｦｊＮの ＶＰ ￝Ｎ ｾ重ね合さる政に微量長するのでゐる。 慌に25Y. の重なりは進路よ

り外，11 . て生子る空際を? 防ぐ: l : ' i ; でゐる 。 そしてお況が要求されれ縮尺に搬彩 :-¥1，来る伐に 高度が選定され

るのであ る。

潟況が燐{ すられると地闘の作製が開始される。 地上に於て知られてゐるう! 占は正; ) 形火はカH艮i1¥; の 上

に結 う、れ、 旦っその .l で必要な縦 RX I 立大さ に縮小 されるのでゐ る。 比等の知られて J t る多数の鮎(ま

VI I  9 2  



潟浜に表現される如き潟挺の中心黒占( 主要果占〉と黙を結んだ線と 、 比の潟ｾの ｴ に明確な ι しめる。

走れは庄の
主要果占と次の府民の主要 対 { ! : >結んだ線 の間に jたて絡す 角 lま修正さるべきしのと仮定する 。

何故なれ ば比の線にれって ＱＱ 判定し れ高反 によるとの 歪み ｌ 質際の 子 ｉ ｾ多 ｌ 、地 ｽ｝ｻＡＺ＾除 いて は 本ｾＧＱ［で ある。

ｾ｢ の λ ト ライ Ｗ ・の上 に 詳細に明確な る此 の
行高度の 10メ程度までの小さ い援化しか無 L 、か らでゐ る。

我々は ｽｪ 日町民の ｉ ｾ ｉ こ 紡 ｔ ，Ｍ ｉ こ 令せ正確に彼 等をプロッ ト して行く Ｎｾ ｬ ｪＺ が ｈｾ
黙を i放貼選定する事に依って、

' * るのでめる。是等の鮎は一般に各箔U { 4 : 手に6ヶ所港反されるのが普通であ る。此 の結呆として、主1];綴

そ して同様に して多駄 の駄 の印を附り る司王に依って 比
潟況の主要駄の斜、てが正確にプ ロット される 。

潟 ift の大略の縮尺
の所謂 7 ・ロツチングが完成 されるとやがて詳細 ET55 き込む事が浅さ れるので ゐ るc

最後的 プ ロットが地l箇の綿入に合すベ〈潟況の縮小又[ ま紙大がへの比のプロツチングカ :終了すると 、

行はれるのでゐる υ 今比慮に製作さ れる縮 尺1/2. 500の陸地j] llj，t部校関旭l罰lま是等の・般的方法を経過

して作製され るのでゐ る。

［車 ｾＧｬ［ な る ｩ ｬ ーなと ｪ 血ト ー操作主力 ｴ 宿 主 Ｚ ￍｊ でめ り さへす ［ｬｬｉｊｾｬ ｌ Ｇｾｬ ｕｩ ｬｩｬｴ ｬ こよ り 殆んど例 外なく 主11小') なる紛λ のJ 血

ヵ:、然し等tkl 紋に就いては 同税な正確さには作製が: I ' ，il!ミ
闘 でも JE

多〈の鮎のお さが わかつ てゐる場合には説測されれ鮎の原理を謄則する 苓 に依って普
ないので ゐ る。

垂直航空潟況に依る池の縮j"-.. の地問 に等高級 0 -li品 L、て高 さの相主主を7充分正雄に 凡分 り る司王カ・ IU来る 。

且っその後達に依って完成に近 き地方 の地問fie製 z可能なm量 lま|止界の紙、ての図 々で行 {ま れて 居 り、

ι しめてゐる。

或は談年もの綾 ｮＰｾ し Ｑ Ｚ 後に
地 lニm註} j 法では道路や餓道の最夏の進路の選定 するのに幾 刀 L 、

最善の進路が指; 歯されるおには非常な経費全1 ' ( され 、最後に l 地方の地図が完成 されれ後にす ら!民々 そ

4寺に鍛造敷設の栃合などには比の) 1 . . . -
のル ート の選擦が最善でなかっ1:4Ji - がよ く示されるのでゐる 。

ＱＺ の選揮を過つ れ ｮ に主 Ａｏ 誌な経 Ｑｾ が増加するＺｌｪｾがよくゐ つに。

初期 に於ては新しい地方の地図 を完成

完全な地方i町Hi i : は多くの年 ) J を? 要し政府カ' 年 々の珠算案に依り言| 上さ

航 空測量の迅速な事及び便利な' j j : t : 今や 一般に認められ1: 。

する 士事に財政的開艇がfi: つ1:"

然るに航空 ｬｕ Ｑ Ｑ Ｚｩ立の場合は恐らく Ｗ 、 ＳＦＱ 三で完 成 さ れるｾ ＱＭＧＡ・ りで な く 、 地 Ｑ Ｚ ｾｬ ｊＮｬ ｉ ＺｦｲｩＺの 虫 ＱＱ
れねばならな IJ l つに。

トラバーを組む必要がな いと 言ふ非常な利便
く、地1: : 作 業に倫へる錫 の要所要J i I r に駄を定 めお〈 外 、

がゐる 。

比の側係が一般 にプロット されて IB，*1: 地問 と同級な地闘が モザイツクに依って作製 される認でめ

る。比の司王が南アフリタやローダンア 及び河it日 ウ エ トラ リヤ等の探鍛蹄査 上にキ日首似1直ある事が詑

給水及びｩ＿ ｈ￬ 伐 池、 道路及 び鍛 造言 ｩＭＳＱ ・ Ｔｆ のｲＮ ｩｵｴ ￭Ｚ ｩｗｉｾ 註には航空 Ｑ￟ ￺Ｚｩ， ［ｴ に依り迅速に途行

品、!?A JjfA A  
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第 6 圃・常事扶に飛行して居る時め吹

き流され紋態 小片内の飛行の酌iii:

は箇のおに生す' る i渓流に望者して録さ

れる 、! ゾJ 飛行機 I:U七民主に 示 す刻 I ¥そ

の進路よ り外れる o ｾじ を ｩｩ ， ｬｊ する Ｑｾ に

貼線に沿って潟 if4 0搬る絞潟民機密

向 げて ｉ ｾ Ｎｉ 函に示す立ｦｉ < 横に飛んでゐ

る。仕事に 封 する航行がll- i {f: : れ1:

ス トライ 7

0

{f ｴｾｴ る錫に 地 域の砲を長

方形の進路を? とって飛 i 、Iji，fJ ;常 でゐ

る。

明されれのでゐる 。



され 、そして金程的に 技術家がその地域に潤す る研究の機符を持つ般にな るのでゐ る。

モザイツタの方法11潟況に示されれ紳殊の地黙に 興味め る専門家 にとりでは非常に債依ゐるもので

ある。 然し地聞は係り詳細に波る Ｎｲ ｊｾ Ｑ ま 一 般の人身が地闘として使用するのに混雑を相来させる事にな

る 。更に叉 ， Ａｻ民主 に は多〈の不正確な貼はなるが 、 潟ｾより正確な 前日 ｋ で修 正 さ れ ＱＺ 地 図 は 一 般的 償 低が

大でゐ る。

段々 の場合致皮か 主主行 して降 地測量 ｴ 昔日の 地 問 になっ ＱＺ 大 Ｃｪｾ 八 Ｈ Ｑ Ｏ Ｒ ， ＵＰＰ Ｉ のしのは 、 比の闘の市役所

に取っては都市計笠案作成上頗 る電要 な L のになっ1:
0

ｾ Ｇ ｢ の き｀直 航 空溺 浜 は カナダに於 い て ｌ 地 悶作

製 1-. 可な り府範園に利用 されてゐ るが 、 その 闘の北東にめる烏の般大な る地闘を作製する銭には特殊

的内法が採用されてゐ 1: 。扱てそれは傾斜航空潟 ift ( Obi lque Photographs) と言ふので* 卒線を含んTご

しの 念撮影 して居 り}iJl; る時 lま車部に撮影さ れる司王 L ゐるが 、多 < 1ま三組撮影する のが普遁でゐる。 そ

して 一つは 古ir}j { ! ; >指摘し他の一つばか!のslI I全撤彩し てゐる 。 夫飲幾分の竜が tl lJ 来る鰐でゐる。カナダ

に於げる i' RII量 l立地卜 iJ l 1I 量より 20併し平〈て ー府正確でめ ると評t;t されてゐ る。

飛行機のお さが分り潟挺の傾斜角が比の市さと 7J ( 2 f ' 線の位低より 決 定 されて照るな 乙ば 潟 挺 の L に

透視濁的に四角の格子を J苗く事がH191とる。詳細罰{ ま夫から矯疋されれ絡子に掛かれる。 その方法はロ

ーデシヤに於て府〈 用ひられれのでめ る。 斯〈して t 注の如〈比の1M五tで英図のグイアナ及び英他内

地 )j の'I Rl lii!，: { ! ; > 途行しれのでゐる。が然し ‘ 此の} ] 法は高 さの主任定の符には使用 きれなかっ1: 。

インドに於いては比の垂直航空m:r立と傾斜航空測量 とを?組 み合せて使.閉 し、 鴎i崖絶援の 111肢のめる

谷間の地簡を作製する のに燃F l i されて町一つ1:。或は叉分ってゐる位従から 80目黒乃主主 100埋も潟!iれて帰る

111の高 さを' 決定する 場合 にも使用 され る。( 了〉

元銭遺構内敷ド Okl ahoma 市の都市中枢地三なる

Okl ahom3 市の所部 8，000， 000 !i ll の新都心地は、現ずt ヨ1272な; 島、速さを以て完成に近づきつ b めるカ :、

比の都心地闘 を まに就て 煩｛ましかっ Ｑ Ｚ 隙五年物全取り除き 、 且つ ｊｾ 臓会都市の泣産として縫 ｦ 七さすことに就

て永L、間協力し1: 努力が傾注されて舟つ 1: ヵヘ勝てそれが限度に自注し主主に貨を結んTごものでめる。比

の障持物と云ムのは トラッ夕 、客車等の餓滋の幹線 と貨EitZ揮等より }&，}f. って居 るのでめ る。而も 是等の

匝主将物は終端線的交: i l l i t : 幾闘として、i再1・:染地域の中央郊と 'mの」じ端 {!;>横切って応り 、そして叉住用地域の

主要部分{!;>比民主で遮断して居 るのでめる。 でめ るから 、列単の七万換等の矯めに交主li{!;>修滞さすので、

か、るJ ! I l 害の移車専に測する要求が J'i!; k 繰り返へされて府つ1: のである。 更 に 叉 地 域 的 に 見 て い 商 業

地域獄張への自 然の道筋 に直接して餓泣の構内数が横はり且 つ令j京地帯が存 在する現状なのでめる。

1  920{t三、主盆に商栄合l . i 所の指導者達 也に者|汗173長[J!1J ( Ci vic GrouFs) 等の下で行はれれ協議合に於て、

市首'局主三鍛造令祉の問に或る協定が成立 し1: のでめ る。 而 L その時の係件に l士、鍛造及その附属設

備を 、 より遁官? な位置 に移純さ すnめの準備をな す t 云ふ ことが ゐつ1: 。市は4，OOO，OOO? l l の公債を稜

1)  Domld  Gordon;  Okl i homa City Park Superi ntendent “Site of F  ormer" R3i lroad Yard  Becomes  

Oklahoma City's Civic  Center; A merican City， May， 1937.  PP.  50-51  
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ぁ ｾ Ｒ 司 ・ ｊ ￫［ＺｩＭクラノ 、Ｂ irf の鍛造機内停車場

第 3因 ・現 花 関 空 査 中 の 敷 地

行し、一般から比の事業の基金を件ることに

i，j. つ1: 。

比民主 で虚子屯 され1: 事務の部分 fごげに就ては

j' lj j l き完 了し て、空地と なると同時に 、鍛 造

の所有地の所有械が市に移ることになって居

るのでゐる口此の士地のl : 要部分の股さは 、大

糸/l t/j ¥4001
火、奥行 1，ＵＰＰ ＡｬＩｾ にし て 、 小 ｉￍￍￎ 債 で ｌ 約

l プロ Y ク牟のj長 さがゐり且つ第三の地院 は 、

幅 1001!J e、奥行カヴプロック 位の長さがめ るの

でゐる。 Ifti b総 Im:f li! ＱＮ主ＡＧＮｬ Ｑ Ｘ Ｚ ｾＱ 町を含を ｌ する府

籾なる商政でめ る。

化 グ) j 也院が市によってか!州 さh る錫めの提

案に就て ｬ 士 、 強化 に官んだ極々伐々な ｾｩＱＭ君主 が

めつ t: 。然し乍ら 比 の待))1111; 手に<h1こって 、Q![;に

医師乎1: る都市立 1-箆家が、者v- 市将来のをま展の め

め lこ、完全なる計量f f t ' 準備すベ〈 、都市計 査

に従事して居つれのでめる。そし C彼等は 、

比 の地底は新市泌舎 CCit y Hall ) や公舎堂を

含む、特に社舎が要求して居ると ころの幾つ

かの公共建築物の錫めの敷地 として使用さる

べきことの示唆会奥へ7このでめる。而も比の

9 5  VI I  



土地は、商業地域の主要部 に接 慨 して居 り且 つ

都市の各部分より容易に参集し件べき場所でも

めるので 、 虫 ｮ ｊ 析用途のｾめには頗る ｈ きの適地

であっ1: のでゐる o i [ にか h る土地の利用法は

隣後せる周回のｾ物に車 ｉｊ ｾｊ［ｾ 輿 へて 高級な 広的

建築物の重量i . i i " 促準することになるであらう。

A  

1935年に至るや、か、る Z十道を賞玩すべき機 密工

舎が営来し 1: のでゐつに。それはHDち、時恰 も

45- 55の基礎のヒに公共的事業改善におする公

盆-i: Jj : 業管理局 ( The Publ i c  Works  Admini stral ion 

= P WA) の事業計主力: 起案され1時1: でゐつ1: 。

でめるから Okl aho:na:1mでは新し裁剣J'li 合法築す

る要還がゐつにので、結局之 ，11 ｾｾｬＺＮ の 聞をま戸十市

に加へて、裁判所、 di 総合 CCity Han) 、約 800

人の座席台1 - 1する公合堂及新警漆本部と肢は合

等の泌設の ｪ Ｚｩ［めに 、 ｾ｢ の機併合と ら へる ｩｊｾ にな

凡の一致を凡7二のでゐる。 fおl王是等 4 個のl i l l : 築

物の注築y' t ( ま約 3，176. 318 邦公必要とするので

めるが、 内 I. 747. 210  91l 、I ! JJ ち綿 、経 ＱＧＨの Ｕ Ｕ ｾ のま

市及型Hの公債をま行による .l¥J(入 凡込で、浅りの45

第4悶 ・建築家 によ って製箇さt L1: シ ゲイ ツ ク

セ ン lJ - 内の 3 個の雄吻

メ( : t P WA による補助金でめるとして府つ1:
0

(  Iつ警察本自1¥(' 1') fIj -脱会 C Iっ 市 公合堂

比の Ｔ 簡の ｈｴ 築物完成への往築工事開始後 ｬ 土 、 不必要なる工事混滞ｾ泣〈る方法として 、 比の建築工

事合 Ｔ つの建築家集 ｛ 却に分割し Ｗ Ｚ のである。そこで 、 是等 Ｔ 飼のｾｊＡＺ築物聞にＩ冷げる 一 般的なｾＱ［Ｚ築的利平 ＱＱ

ｾ計るべく 、 以ト の1長| 却による 仕事の平均台作せしむる責任を筆者 CDonald Gordon) が気はねばなら

なくなつに のでめる 。 何故なれば本工事のゐ t，ゆる闘1糸に於て協力と云ふ こt なしには達し件られは

し、か乙でめる 。 1935"1三12)1 に是等の1 - 1 1 : 築に日目する工事が開始されれのでめっ 1: が、早くも本年春早々

までには凡 の建築物が完成されるでめらうと 云 ーものでめる 。

［［ｴＺ Ｑ 也民内に ｊ 冷げる Ｔ 仰の ｩ､ｴ 築物の舵慌に紘 で は敷地 Ｎ ｴｩＢ ｾ Ａｅ の向由な Ｇ ｬｊ＿Ａ化を訴されなかっ Ｑ Ｚ ところの物械

的砲に法律的ii，IJ i 浪によって決定され1: ili /J :多分にめっ !: 。 日IJ ちそのーつは、地似の形状が比の計; : fH:

文則するところの竜太な要来の ーであっ i: 寸Jrと、 ｦ 也の ー つＨＺｴｾじの ｫ 地 より餓近がＺ｛逗 ＼ e 同時に 多〈

の訴訟事件が惹起し 1ＺＡ ｊ ｾ でゐつ ＱＺ 。

旦 ｊｊ ちその ｉ ｊ￯ＭｩＧ ｈｈ ［ ，Ｑｦｊ盛憾の ｊ Ｇｬ￬めの ← 円 ｬｾ が ｾＱ 制の上地内 ｦ 布者 ＮＦ ｊｕ 也の 所釘 ［ 者によって起されれのでめっ

Ｗ 二 。 で 、 結 局 土地 の幾 分 ｬ ま是等の肝 ｴ［ の影響 ｉｾ 受げ Ｑ Ｚ の ｌ 事資でめるが 、 イ也に 明確なる llii 討を持つれ

要求もあっ '/: 。 此の放に J1: 等の要求を ー拐するのに数年を必要とするか L 知れな いので、土地が空げ

られ1: 乙: 1'. 旅るだり平〈 、走等の}) 1 : 築物の幾つかの建築を始める事が得策でめると居、考されて居つ? :。

'11 !f[¥合、 公 E n';f;，f.えそ子終主計日等の注築物( :l:JI七の地1んの上要i ' i i ¥に門日{ 丘されてある。王I ! : 築1'f_875. ｏｏｏ ｾ ｬ ｬ の ｔ ｉ ｔ

総合l土* 郊の第 一道 路 CFirsl ｓ ｴｲ ･｣ ｴ Ｉ の巾馴に則位 さ れ ｒ つｾｬＺＮの証￟Ｚ築物に労しでは充分な敷 地と して ｬ
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プロックが充? ]; されて居 る。市際、舎の商は、幅 600択の厳密を? 隔て、建築費 1，042，000弗の公令主でみ

る 。更 に商 ｬ￯ の公舎堂の後部 ｬ ま瞥察本古 ｪＨ であ る 。ｊｬ ｨ の主主物の建築 ｙｾｉ ま ｝ＷＲ， ＰＰＰ 弗でゐ ら う 。建築 ｦ 引 ， ＲＰ

0，000弗の裁歩1) 所 は市師事、舎の東 に して且つ第一道路のニIlJ ffi1j の敷地に前置 されであ る。比の建吻か ら束力

( 立、商業用途築物の背面によって側 面含衝いてゐる狭い細長い土地が長〈仲ぴてゐる。で、比の 100吹

待状地 CIOO-f ∞t strip) の自然的関空音に就ては 、決定的 な断乎さが立かつれの である 、何故なれば、 そ‘

れには法律七の地 ヒ械の問題が附随して旅るか乙でめる。 建築敷地には凡で巡回のおめ、充分なる自主

地が ｊ 伐つであり、市はそのｾめに ＵＰ ， ＰＰＰ 郊の経 ｙｾｾ 充営 して帰 る のでめる ｯ 倫 lふ 雨fillj の三主要道路な

るドライヴウェイ金含む遊園工事に闘しては 、市 の公園 ｩ課宣ｾに 工務課 ｃ ｔｨ ･ Park Depl. and the 

Engi n田口ng Deparl ment ) によって工事が準められてゐる e

ｏｫ ｬ ｡ｨｯｭ｡ 市 の元鍛造構 内敷を都心抱に き ｩｬｊ へる 工事に就ては、先 例の ￭ｾ 1，、速度合 以って港行されて居

る。今日 まで に地ーな構築五十主主 t: 'げで、 都 111 の均めに、力、、る大規模な都心地の防l後? 完成さすと云

ふ司王は殆んど不可能率と されて所つ 1:が、此の以: 台、 l立、司1令、i:r(委員 CCounty Commi ssi onf r5) 及 P WA

' 出品等の協力とそして叉! 必要に際じて公償後行の決税金なし 1: 公共的の依頼とが、 めい 去って賀行可

能に まで之れ等の卒業会誘導して行つにと云 へる でめらう。( :1也弁 幸二次lill)

被 洪 水 地 に 於 げ る 住 宅 地 開 護 三 し て の 封 策

Bridge port ｃｯｮｮＮ に 本音 ￟＿ 置く ｆ｡ｩｲｦｩ ･ ｬ､ 郡吉 ｬｾ 証協台 ｃ ｴｨ ･ Fairfield County Planning Association) では

“ It Can Happen  Hεre" といふ見 fH しと" 我 -'<I : i 洪水の償ii へをして居るや ? " と いふ抑|見tHの下で素

晴し〈効果的な公報 Cbull etin) を後行しれのであるが、 今本誌 ( the A meri can Ci ty) に牧録しれのは こ

の解説の或る部分である。

記述さ れて ゐる 僚件と 提案されてゐ る 救治策いふさ訟骨ＺＺｬｾ引用するに値するもので 、 此 の 公報はテ

クストとして 一般的に採用し得るものでゐる 。

現代住宅政策の便宜の 1: めlこ、 不長井正時代の間! ま容践が紗〈築迭されれものに3討す る需要が高まつ

1:ZJ r . に関連して、それが Fai rfi eld ｾＺ日 に於げる住宅建 築活動の将来 に就て 待微 付りてゐることを ｾ ｴ 日摘し

てゐる 。 不夏なるｾ，，Ｚ剥整理の結果 、 ＱＹ ＲＰ ＭＱ ＹＲＹ の洪水に就ての最近の僚級に際し 、 づさんな 地 形簡の

上に直線灼列を? なして殺す|喝され1: 20歩式敷地削 (a crop of 20・ fool 1015) と縛する地肌で は汚点 の排水

殺備が不可能になつれのでゐる 。 公共的慰築Ａ米海地院 ｬ 置をの Ｑ Ｚ めの自然的風主主 がー 簡のｾＡｬ Ｑ として利月Ａ

され る代りに、 J &Ai 引こ まかされ1: 敷地と ー|、ノk 納の 1: めに 一広大なる経費が流出し 1:のでめっ1: 。

地 力営局 に よる統制が、［￬ Ｑｾｉ の金総に到し全〈行ｻまれてなかっ Ｑ Ｚ ので、 多〈の筋合計.m: 地の道路網

と隣接地区との関係とが全然無闘1系な状態に泣かれてめつれのでゐる。

此の放に洪水が績いに場合に l:i 、是等を?修正の7こめに莫大な経伎を必要とし、 所有者自? 失? 2 せしめ

設局を省議せしめ、 そして前途及交通運輸に闘する経質が縫i質的に這加を: 必要とし、 且つえ等念行ふ

に必要なる 規定 を ｲｾ るの用車 ｦｾ に迦，あしれのであっ Ｑ Ｚ Ｐ DX: Iま又力 、、る状 J芭を吹浴 する 坊令新設道路が前}

2)  

“ It  C，n  ｈ ｡ｰｰ ｾ ｮ＠ Here"， Are Wε Prepared  for a  I300m ?: the  A meri can  Cit y;  May， 1937:  PP. 52-53. 
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い: m物などを貫主主する事などもあって、 それも経質がかさむ事の原因でゐつ1: 。

地 方自治骨量 Clo:a1 co.l lmuruties) では、新しし 、、 住宅地の開設、 J荷量E闘な建築作業及永領的に公共の

利径五T保設するでゐらう民主の適切なる指導調節の手段 t して建築11法の革新問題に直面すべき用意が

あるや否やと いム問題が惹起するのでゐる。

是等の白治穏に於ては、建築; i H1I の迅速なる搬張に面白へて 、 言十j1{ 地の |刑務と地域市IJ の1: めに最善な

る準備として効果的な規則が組織 されれのでめ る。

何にがなさるべきや ?

公共的の統制に犠へ得る幾 C，かの要素が、新しい阪重IJ 整理に際し、 f賃値ゐる安全性として影響を輿

へてゐる o 健全にして着賞なる建物の築造Ji 法は、 充貧し1: 建築規則.i { e 抱して、 投資者又は 自治緒。 を7

1保fl 材料よ り殺 る損失から保認する事が11'. pl そるのでゐる。

敷地の大さを充分にしR つ道路設立| にそれを? 持制連せしめる事l立、I i ¥" " 劉繁理規則( Subdivi sion 

regulat ion) 会遁して主主し件るのでめる o ( その規則といふのは敷地を係り細〈刻み込む事lま何人 L 平IJ ;貸

しな い のみか自己又は隣の土地ｾＺｴｩｴふとし、」、本全防ぐ慮のものでめる ｯ ) 主主近の洪;J，の際 Fairfi :l: l 郡

に於ては ＱＮＵＰＰ 間 以 上Ａ，ｾ絞な敷地 ｃ ｦｲ 回 ｫ lots) が区宣IJ され1: のでめ る。- HPちその敷地の或 るもの

第 l 園 ・洪水に よる被害阪成に於げる住宅の状態を説明する潟況のモン 9 ー ジユ
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v、I OU L D H AV E  P R E V E N T E D  T HI S  

S L I  P S H O D  D E V己しO P ME. N T

第 2随 ・よき匹劃盤理法はこの不整頓閲後五? 防

ぎ{ 母=るでめ らう

は幅 18!!R、奥行 2. 000択もゐ る ものもあっ1: が

多くは20! ! R乃至80;!R でゐつ1:
0

敷地のか、 る隠

副主主 f1 . は何等の偵肢をl ， 1: らす筈がな いのは勿

論であ る。 でゐ るから孤立してゐ る地底の月j片岡

20歩敷地 ( 20-[00t lats ) の除去U整 理地で は、 保

健衛生に跡Iする費用と税金とが支挑へないばか

りか、拳佼に華社する ;頁債等の 問題まで惹起して

ゐるのでめる。

協舎によって作成され1: 最近の調査によれば

Fairfi eld 郡に於て築造されれ一家族住宅の 98.2

y. (ま地域的によ〈保護 されてな い事が吾々 の前

に示さ れてゐる。

二家族住宅に謝する評剣が頗るよく且つ大裂

の二家主矢住宅地域が準備千七 されに時、地域制に

闘する多く の法律が作成 されれのでめっ1:。が現 在の趨勢 としては一家族 住宅 に就て そ の 方向が向げ

られてゐる事を指摘 してゐ るが、 それは多分 この形式の L の、登主主を保議する 1: め 室長く の都市の地域

制の 鑓更 する 時ｾ意味 するので ゐら う。

Fairtield 郡計笠協命 CFairfield County Planning Association) によ る最近の調査によれば Boston Postl こ

第 Ｓ 闘 ・ ノ Ｇｫ 塗地開霊堂設計 の よい 場合と ｩｾｾ い ち 詰ー合Ｈ上は不夏 、 一 ｬ 、は支〕
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添」、て ゐる土地の34. 6.r. が 宅地 で，' b つ? 二司王が示されてゐ る。こ り所評'1 Post  ROld に添ふて植込 による

細長 い緩街地帯 が充分用意されてめ りさへすれば、後官官の土地{ ま住宅用地 の聞をま として は キ目隠し九、土

地となる のでゐ る。で、 比の住宅地は海岸の恕祭休養地、商業又は商 j苫街地域に 近く且つ E田 tO:l

Post  ROl d に容易に援し件 るは' かりでなく同時にそれか ら保 殺 されてゐるといふ利純を持ってゐるの

である。 でゐ るから l二日日 と同様 な官条件下にめ る湖港、 海岸 Ｓ えは河 没 ｾ￧［ に 添っ てゐる土地の 言 十 誕は 、 公

共 的所 有 地と しで 、 海 ， ｅ 手 地の 一 部若〈は金古 ｩｬｾ 保存すべきでゐｾ ， 13.. っ そ の JJi により後部に於げ る成

大な地成金よ句償値のあるものにすべき でゐる。 f 亀井幸次郎 〕

第 1 回 全 園 都 市 美 協 議 含 概 況 報 告

都市美協令色催にか、る第 ｬ 回 全 園都市 美協議 ｾ Ｈ主 、 昭和 Ｑ Ｒ Ｑ，ｦＭ Ｕ J1 i  1日、及 12の雨 日東京に於て開飽き

れ? この であるが、第! 日 (:1. * 京 市深川町‘ 清澄町の東京市消波公園内の令指t } に於て、 下記の如き )1阪序で

協議舎が開催され、 Ｒ 日ｌｬには凡 疹ぐ ｬ ご ［￼ＮＡ の 凡さ鼻コース参照 〕と云ふこと で後定のコ ー λｾｊｌ 墜 し 、 ￯Ｎ｛

に比の見墜を土牽として Hイ也の者j ¥市より jもれる東京市" と云ふ題 IJ の 下 で 座 談 舎 が 日比谷公園内松本

楼 l二lこ於て閲飽きれれので ある。

筆 者l主、本協令都市計査委只と しL 1¥'.)討 し7このでめ るが、向 lほま匂f菅者以外に本委員の一人でゐる堺市

技師加藤善吉氏の霊参昼1加月川]をを?凡?仁この{はま

望針寺する報告 とし7れこのでゐる 。

本協議の'fI- 以ー にゐてられれ消澄公国は、 L とff 崎家の臣室図 でめつれのでゐ るが、大 震 火 災 後 之 れ を

).I! 京 市に寄贈され? こもので、現在では、 1441主r!f l，lr澄公園として、 i!i の公式能の場合の各l!l tのレ七 7・シ

ヨン用の合塁手として軍IJ ffl :さ れて知るところである。

ｬ 時 恰 も、 Ｕ 月の ＧＱ Ｇ 匂で 、 新総の う ららか にｬｉ ｩ ｾＧ れ波つ れ すがすがしい Ｑ Ｑ 布 ｬ でゐつ Ｑ Ｚ 。清楚な是正分の横溢

して居る 庭園全部Iにしれ合場で本協議舎が進め られ 1: のでめる。而l ，! 聞か C，夕方 まで( 自 午前9時半至

午後う ｬ 時〉の長時間に ｾ り 熱 心に綴行 されれのでゐる。協淡の次 第 はド［氾の 諮りでゐ つ ＱＺ 。

第1回都市美協議 曾次第

第 ! 日 5月11 日 ( 火〉

l  挨拶者j ¥市美協 合 身 長 男li} !仮谷芳三日1I民

C1f l . し合長挨拶は病床を押して正午近く合協に御11' .)お なされ、 そのl時になしれのである。〉

2 祝僻 内務大臣、文部大臣、餓道大臣、東京市長

3 報 告

〈イ 〉者j ¥市美協舎の活動と現場 都 市美協合処事 石 原 iE次氏

( ロ〕大阪に於げる都市美運動 大阪市保健部長瞥象| 専七藤原九十Nfl 民

(ノ、〕 京都市に於げ る都市夫 運 動 京 都市 産 業 部 観 光 課 長 西 岡 ;fi J人民

4 協 議

本協議に入るや 、 都市 美均 台以Ｑ｝Ｑ雪長 近新三郎氏総長 に 推選され 、 次の多 き諸事項に ｦｾ き協議をし 、

且つ之れを建議案となしれのでゐる。
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都市美百 ｆ 査委只台設置 ｾ 1#1; え ん 111' ( 都市美協合提出〉 ［￬ ｬ ｾ ド I市民説明

都市 風致 ノ 維持府進桂 、 築物ｾｾイ也工作物ノ美的統 制 並都市向車排除等都市美］腕 ｊ スノレ重要ナノ ｾｭ Ｚ ｾ 民

ヲ審議スル 1幾除j トシテ者s市美審査委員合設置 こ腕1スル法令 7 制定ス ノレノ 必要ア リト 認 ム

本提案に到して 、 日本位築協台 外ー名の賛成主力誌がめり 、且つ時間の都合ー卜細部 にf-l る篠ー裁は 省略

し、f苛iま内容の研究Jtイ也に隙] しでは都市美協合へ一任と云 J 、ことにして可決され1: のでゐる。

2  街路照明統制= 側スノレ件〈都市美協合提出〉 堀 信一氏説明

街略 ノ! 照明ノ、者jii 行保安、交遁ノ竜要ナル設f i ' niナルノミナラズ、都市美 ノ要素 9 ノレヲ以 テ限度、形

状、様式等= 通常ナノレ統 制 ヲ要見 。

故= 之 7 道路ノ附風物 トシ 一定ノ基準 γ 設ケ以テ Jt ノ; 統括IJ ヲ恒1"_ 必要 アリ 卜認ム

3  厳守吻取締法改正= 闘7 . 11. - 件( 者s市協合従:11)  石原怒次. f ¥: ; 説明

現行ノ I資告物取締法 ノ、 明治44"1" ノ制定二係 リ現今/ 質情= 副ノ、 ザノレノ ミナラズ JL ノ運用= 同J λ ノL

地方 版令阪Ｃナノ レ ヲ以テ ｊ 融帝 ノ 徹底ヲ卑ミ難 ク ｻ谷忍ニ流 レ 風致ヲ害 λ ノ レモノ随所］す ｌ ノ、 ｬｾ 、 状態ナ

リ。

のテ居者 告物取締法 Ｏ 改正ヲ行 ヒ 取締 ノ 基準引Ｇ車 ｾ ｾ｛ シ 、 都市美 ノ 維持 、 ｪ 氏 告物 Ｏ 美 的 統 ｩ ｴｴＱ ｪ '7 悶 ノレ必

要アリト認ム 。

4  Ｐ［書淡ノ 取締］附スノ レ件Ｈ東 京綿入 率吉 獄後防委員台設 ｾｉ ｄ 吉岡禰生女史代

竹 内女史説明

明S淡 ノ、結核侮染ノ危険最モ大ナルノミナヲズ、都市美ヲ害シ人ヲ ユノテ不快 / 念 ヲ拘 カシムノレコ 卜

甚〆多戸 、之 ハー ノ習再千二シテ容易= 脱却スノレヲ得ザノレモノナレパ法令 ヲ以 テ厳禁シ、路上共イ也公

共 利用/ 場所等= 於テ之 ヲ犯シタ ノレ者ニハキ目蛍/ 制裁ヲ加へ、以 テ我図ヨ リ! 硲淡/ 在宅E '7 消滅 セシ

ムル必要アリ 卜言忍ム 。

5  全凶都市美協議府機綴ユ除l-^ ル件( 都市美協合提出〕 ＮｺｦＧｾ牙 民三氏説明

都市美淫動ノ、 一朝 一夕 =μ 的ヲ ; 妻シ*t 夕、而 モ一都市ノミ ノ問題= アラザノレヲ以 テ本協議令ノ、府

束縛領シテ開催シ相 }i. 研 究、協力ス ルノ 必要ア リト 認 ム。tZ分 ノ内毎年一同持砲 リテ開催シ ニt 催者

ノ 、 開催地ノ ｲｬｊ 又 ハ都市 美運動 ｩ 羽惣 ト シテＮｊ ｉｾ ノ ＦＱ 三 ノ合 議二於テ懇年 ノ 場 所ヲ定ム。

ょとれに封し1uI 室市より開催地としての要望あり 1: る L 、翌年の開催地の件は、ひとまづ者f. 市美協合

一任と 云ふ こと で可決さる。

以ヒを以 って第 Ｔ ｾＮ 義組を終了、直ちに休憩となり 、 気持のよい庭園と池舎が ｪ にして Ｚ Ｑ ＺＵ ｵ となっ ＱＺ ので

ゐる。

午 後一時よ り再曾が宣せられ、負i'i 5議題に移つ1: のでゐる。

5  ｾ 義 ｩ ｬ￮Ｈ 都市美のぜi キ々目 工芸品t¥y.1:: 佐藤 功一民

氏一流のユ ー モラスの口調合以て美訟のイロノ、を引用し 、 古肘 ｬ ｩｾｴｴ 築に示現 さ れてゐる悩の紘 ｘＱ ［￭縦

の線等に針す侍布の解碍［を奥へ＿こり 、 ＱＧｊ［ Ｑ ま叉泣路制や 、 曲線道路の都 ｪ ｬＱ・美的取扱ブ ｩ に 型せする示唆 ｻ･ｾＱｑ

へ1: 、有効な講演であっ1: 。

6  研究をま表

各自の研究の霊堂表がめる前に 、遮れて参加し仁吉附繍生女aが本F . lii 額の財政に "女性から凡1: 都 市美

運動 '1 に就ての女史街侍の能砕を振はれ7このでめる。 その後、 遁告のWi に従って習を表論文の説明がゐ
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つ1: のでゐる。以下紹介するのは論文の説明者とその題でゐる。 Ｈｾ ま表順不問〉

ィ、都市生活と景観、都市美 度際大準教授 奥チ|・復太郎氏

口、都市の品性 紳戸市都市計宣i課長 奥 井喜代一氏

ノ、、都市美運動の精紳部門への展開 都市計輩東京地方委員合技師 石川 毅娘f ( ;

二、屋 外j資告物の取締に就て 東 京 市建築診ｾ技師 石 原 怒 次 氏

ホ、街燈の意匠と英の合理化 東京電糸株式合社照明坐校長 |偽! 君主府民

へ、都市美と緑化 大阪市公園課長 j笠 原 兵 市 民

ト、都市 緑地 k 都市美 東京市公園課長 弁 下 清氏

チ、警腕源管下に於げる煤煙状況 警説話E工場諜 除j 新四郎氏

リ、 京阪神に於げる塵ヲH白に就て 大阪府警察部建築課技師 亀井幸次郎氏

ｦ 荷以 仁の外 に 建築協合身長にして論文又は研究報告を提出し ＱＺ 人々はド ､ｾ Ｕ ｊ 毛でめっ ＱＺ 。

A 、都市美 に於る輿論と科祭 大阪市管繕課 宮 岡 秀 穂 氏

B、都市機築の重果占 大阪府警察官KHl : 築課長 '" 津誠一郎氏

C 、大l奴都市美と都市美運動 都市計輩大阪地Jj 委員 ι合技師 鳥井 信氏

D 、都心地の言十重 と来京市! l t¥舎 大阪市後終謀技師 新 名 種 夫 氏

加 藤 善 吉 氏E 、都市美からー園地住宅経伎の質キ目 堺市技師

提出論文及報告は全部で40遜の多数に主主し、都市美協合では是等を - f ; ! i として " 現代の都市美" と

して ＴＰＰ 頁 以上に 主主 する茄子 を＿を苦行しれのでゐる。育 ￭ｲ 記の ｾｮ < 約、三 時間に 民る長時間の研究後表の後

訓曾長近新三郎氏の閉合の僻を以て議題の全音li i ? 終了しれのでゐる。 最後に 、 タ"}j 六時より 、 H 比谷

三信 ピル内東洋軒に於げる市長招待2の晩餐舎がゐって、 日艇の第一 11 が 終つ1: のでみる。

第2 日 5月 12 日 (1k. )

前 。忍の如く 第二 日目は 凡豊島でゐつれので、指定集合場に 九 時 までに差益集し筆者のぬれて比の 'J i Mめ

て来るところの遊覧白動車に分乗して下記の如き改定のコ ーエで見墜を主主げ仁のでめる c

VI I  t  0 2  

集 合 午 前9! e y 東京市日比谷公合堂前I

ｮｾ 授午前 Ｙ 時 ＲＰ 分Ｈ大型自動車〉

l  符' 国議令官義IJ j : 堂参税

2  新宿御苑芥税

3  明治紳宮外苑 裂 ｾｾｾ ､ ･ｾ 念総蓄を治参観

主餐於日; 本 i若年官官

:11習を 午前 I1時30分〈大型自動車〉

4 爆国濠

5  東京市中央卸 I雲市場( 午後2将来船〉隅問 )I IU ョ リ! 渦同川 7 トール

6  悶悶全国( 吾妥橋附近二守七陸〉

休 憩 浅 草 松 屋 ( 六 階待>J II室)

随意解散〈午後4時1: 10

拝観並に視察箇所説明



干 骨 図 議 事 堂

本議事堂建築は古く明治 ＱＹ 年之月内閣に臨時ｾ築局が殻佳ぜもて以来外国建築技師の招携 、 諸国議事

堂の鵡察 、 懸賞Ｚ殺百十募集、用材の調査試験等の準備期↑日 ｬｾ 経且つ幾度に亘る設計境変 、 工事珠算の吹

後等種々の困難を克服して昭和 11年秋漸〈その功を竣つにものでめる。

峻功しれ議事堂lま工費2千580成問、使役延人員約254i1，¥3千人、 16ヶ年栂綴の大工事でゐつ1: 。

高塔自ｾ Ｑ ＱＧ 心として厳正な ［ 左右封格を ｾＱ 零し 、 古典的精市 Ｑ Ｑ に自由齢、 ｩ 丞な近世式手法を加味して堂 ＭＧ＼Ｑ こる

安定感とT l : ' J l l 荘重を旨として園i攻を殺する殿堂として遁しいものでゐる。然して内部の設備、装飾は

' J I l に近代 日本科懇の精粋を純、動員しれもので、 議事堂機能の完全な る後揚は勿論、一貫せる園産品使

用の大方針により 、 日本建築工事事技術を総せしめ1: 事は間接的な功績として着過出来な い事項である。

新 宿 御 苑

徳川若手j好の主主解までは新宿一帯及御苑[ ま内藤政河守の所領でゐり是を内藤新宿と呼んで居1: 。御 苑

(;Ut 中屋敷でゐつ1: のでゐるが、明治 5年内務省より移して宮内省所銘となし、 同年 5月新宿植物御苑

とし3、9年5月新宿御苑と稿写する穏になっ1: 。現存の御庭の原設計者は傍人アン リー・ マルネ一氏でゐ

って 、 故 ｪ 込泉博士ＩｦＯ￼司 ｾｩ 隼人氏と市 ｉ 宮内技師市川之雄氏暴生の努力に依 ｨ 、明治39年に竣功しれもので

ゐる。 iln積 約 19瓜坪。

明 治 紳 宮 外 苑

大正4年明治) i i lド宮創設の鍔めその主主主去に附する事手堅金者Eる明治市中宮誼瞥馬の設置せら る、ゃ、 それと

別に図民奉賛の君主誠よりなる資を以て同紳宮に外苑を造設し 、 以て祭紳ｾ永へ に 記念す る 一 大縫散を

起 きん とする議が起り 、 これが請願の提出となり 、管践の結果、 奮背山線兵携を中心と する 一裕、約

Ｑ Ｕ 肉 Ｕ 千坪の 地 域を劃して明治紳宮の外苑を逃殺せんとする計ｩｬｬＺｾ見 、こ れが質施の目的を 以 て同年 Ｙ

月伏見宮良変貌王殿下を総裁に泰裁し、 公爵徳川家達自? 令長とする財国法人明治市中宮E李登合設立せ ι

れ、成〈図民の献資を募 りしに、感募総額は 忽 ちにして改定額( 4百うO風間〉を透か に突破し 6百70銭

前回の金額に主主しれるのみならす，、皇室亦該事業補助の御息召を以て御内需金30(. 自闘を下賜めらせら

れれ。 こ 、に於て奉主主舎は翌 Ｖ 年 Ｒ 月外苑造設の工事ｾ明治市 ＱＱ Ｑ 宮溢管局に委蝿せん事を申請し ＱＺ 。而し

て同年8月勅令を以て奉賛舎の溢佳局に於て施行せしむること、なつ1:
0

1 7 J て遁管局は直ちに敷地の測

量に若手し、一方泰主主令より提供せる外苑計m: 綱領に基づき工事の大骨宣言十霊堂樹立し1: 。翌6年 12 月工

事に若手しれるに 、合々欧州大戦乱、 I*-J東大震災等の事故ゐりて、大正 13年漸く競技場の主主工舎兄、

翌 14&j 三には新1: に野球場及相撲番手の建設を? 追加せられ、かくて大正 6 年以来 10J
pの歳月と 8百世主 l誌の巨

費とを貸して同 151p. I斬〈竣工を見、 同l年22日竣工奉献の盛儀が着陸行せられ1: 。同月初J令を以て外苑管

堤署の職制を定められて、是を? 管理せしめらる、事となっ1: 。

翠 徳 記 念 総 結 官 官

* } 官は神宮外苑中最主要なる建造物 にして、 明治、 大正に於げる技術の粋を集めて代表的主主築とし

内部壁面には明治天皇御 - j¥'; の御事114中主要なるも のを表し1: 給量寄金掲げて公衆の斧税に供し、永〈

天皇の i鳴業習忠を 設仰するの資に供する L ので める。

大正6年懸賞議技 によりて得1: る一等宮i装画家に 準楼し明治市中宮港管局に於て研・讃修正念加へて樹子

し 、 滋閣言十笠の質施とキ目Ａ尖って 、 その偉容ｾ誇るものである。

f苛11問 察)1頃序を潟 ilt のみで説明に代.へる。
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第2週 ・遊覧パスよリ害時慶橋 ( 赤坂

見 附〉を望む ( 筆者撤彩〉

第3箇 ・明治紳宮外観聖徳記念告書

書 館 ( 筆者撤彰〉

VI I  1 0 4  

第 l悶 ・怨図門外よリ帝国議曾を望む

( 大* 京建築祭懸賞泌民入選作品よ り〉



第 4函1・綾田門外官街衝の朝 ( 警視臓と並木〕

( 筆者倣誤差)

令P; S悶 ・並木と水とそして建築物の構

成 が議 す ところの都市 美 ( 日比谷交叉

賠附近よリの挑め ) ( 大東 京産築懸' i 1

五151入選fi; ぷ

第 6;筒 ・商業地区に於lゴーる都市美の一

例 Ｈ 重 ｬｩ ｾ 草屋矯 Ｑ 付近 Ｉ C筆 者 搬彩〉
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筒、営日 う時牟より 、 日比谷公園 に於て開催され1: 座談合はテ ーマ /J ; " 他の都市より見7こる東京市"

と云ふのでめるから 、筆 者 L 建築協舎として出席致し、 新名氏提出の論文の内容を取り緩げ、東京市

総合の建設が、比の際念務なることを泌べて、 その責任 をは? こし1:
0

( 亀井幸衣郎記 〉

営日出席の各都市代表者下の如し。

都市美協合副合長 近 新 三 郎 氏 堺市役所 加採- 善吉氏

新潟地方委員省事 務官 西 芳雄氏 市中戸市都市計叢課長 奥中喜代一氏

愛 知 同 技師 II ' 村 綱氏 市政調査合 幸 鳥 越 吉 民

石川 悶 事務官 木 村 E蚤民 川崎市都市計重課長 山 田 敬助民

同 技 民市 知藤繍太郎氏 都市美協合常務理事 石 原 憲 治 民

日本建築協舎 勉井幸次ｾｉ｜氏 同 卒 野 民 三 民

京都市保健部長 飯 野 菱氏 同 蝿 託 七床三次郎氏

同 土木 局庶務課長 光 明 正 道 氏 同 市 川 政 司 氏

同 都市計主主謀長 岩 井 芳 遁 民 同 大久保嘉彦民

市 街 地 建 築 物 法 施 行 規 則 中 強 度 計 算 の 改 正

。内務省令第25践

市街地建築物法施行規則中左/ 遜改正 λ

昭和 12年6月21日 内 務 大 臣 馬 場 銭 ー

第 ＴＴ 係 第 Ｒ ｾ 頁中「構造用鋼 材 ｊ '7 f構造用堅延鋼材J =- 改ム

第83僚第2項中 f lイ寄牟J ヲ f2{j告J =- 吹ム

第 101係中「松J 及「杉、袷、縫「オレゴンバイン」北海道松/ 類」ノ欄 ヲ左/ 如タ改ム

λ ギ、 エゾマツ 、 トF' マツ、トウヒ、ペイスギ、ペイツガ I  1 立方米二付 450. 0 

ヒバ、 ペイヒ 、ヒノ キ、モミ |  多 500. 0 

アカマツ 、 クロマ ツ、 ツカ¥ ペイ 7 ツ I  ?  550. 0  

第 102線第 1，頁ノ j表ヲ左ノ虫日夕吹ム

材 帝キ
11響 力 皮 | 帥 カ 皮 | 際 努 力 皮 I  ｾｦｴｬｊカ皮

(  糎= 付庖) I  ( ? ) I  ( ? ) I  ( ? )  

λ  ギ

ニE y  『司F
':J 

てr ツ

60 70 7  70 
ウ ヒ

へ- イ

^  
ギ

，、.  
イ ':J カ'

ヒ

80 
へ- イ

ヒ /  キ

ア カ 一司F ‘7  

ク o  
ーす ツ 80 90  9  90 

‘7  
ヵ-

，、.  
イ ー司F ツ

ク

ナ 95 

7"  

ケ ヤ 110 I  
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ア カ
ヵ-

90 125  125 
ミノ ブ ヵ-

花 l詞 110 15 

硬 質 安 山 岩 | 80 9  

煉 宝石
積 |

22 

「 コ ン ク リ ー ト i

30 3  I  3  I  3  
砂 3

砂利叉ノ、砕石 6

140，)  700 

医 延 銅

「リイツト j ノ側

1400 

「リペット J =

1400 
堅= 重苦シテノ、 付 テノ、

2500 1000 

錬 餓 85)  850 550 850 

録 餓 850 200 200 200 

第 Ｑ ＰＲｻ 傑 第 Ｒ ｾ 頁 ノ次］左ノ ｬ 項ヲ加 Ｗ

ｾ延銅ユシテ下降 伏際 カ皮 Ｑ ＲＱＢＭカセンチメ ート ノ レ ニ付 ＳＵＰＰ キログラム以上ノモ ノ ｃｦ リペット ｊ ］ 在 リ

テノ、J ! I ! i . 張強度 121" - カセンチメ ートル ユf寸5000キロ グラム以上ノモノ〕 ノ際力皮ニイサテノ、第 1;頁ノ限 度

= 依ラザノレコトヲ得

第 105係 怒 度 計 算 '='i盗用スル各種床慎重E荷重ノ最小限左ノ如シ

床 /  種 類 E責i段荷重 C121" - 方米=付託〉

イ O]I J段ノ定アル古1 i 分ヲ除ク〉

200 

1  2戸又ノ ai}ロ ? 自 室 ノ類 200 

病 室

ノ li 告 書1/ 鍍

倶 築 部 芸

300 

室 350 

ホ | 襲

操

主i ノ類
400 

E怠

書令室|

へ
観 覧 席 / 類

450 

互恵 衆 席室

陳 列

百貨 j古ノ資場

ト I  自動車車 々 康
500 

自重vJ 遁 路 1000 

業 室
I  n: f J ー依 J レ

但シ l平方米= 付350庖ヲ下ルコトヲ件ズ

リ |  倉庫又ノ、時
| 剛 一 依 ル

但シ 1. z p: 方米エ付400底 ヲ 下 J t - コトヲ得ズ

住宅ェ属スノレモノ 200 

廊 下 康 問1 ( = 又 ド ん モ ノ
350 

ヌ

、 ヘュ連多絡人数λ J レモノ
450 又ノ、 階段 来集ス

共 ノ他ノモノ 300 

|  「 宅一風 ス ル モ /

150 

ル 屋上農場 運動場ｾＮ］Ｎ使用 スノレモノ 350 

叉ノ¥零塁王 多人数来集スノレモノ 4うO

尖 ノイ也ノモノ 250  

ヲ | 前 側 = 誠 ナ キ室 300 

l 待 二重量/ 吻品5 ' f i ' t 絞ス ノレ床/ ;機栽荷重ノ、各欄ノ限度ェ杓ラズ尖ノ賞品= 依ノレコ卜
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一寸

2 自動車々庫、 自 動 翠 遜E吾、作 業 室 等 ノ床ニシ テ大ナノレ集 中 荷 重 ヲ 受タノレ部分= 付テノ、別= 尖 /

影響' 711日フルコト

3  11釘鍵又ノ、振動者シキ機械設備 7 有 λ ル作 業 室 等 ノ床ノ積絞荷重ノ、 10分 ノ2. 5 以 上 ノ割増 '7:1毒 ス

ｬｬ￭ｬ ｾ 頁 ノ積級 荷重ノ、某 ノ賀況 エ舷ゾ小梁］謝 ν テノ、共 ノ Ｑ Ｐ 分 ノ ｬ 以内 ヲ 、 大梁ニ謝シテノ、英 ノ Ｑ Ｐ 分 ノ Ｒ 以

内 ヲ、柱叉ノ、基礎 ノm: 座力= 闘シテノ、共 ノ支 持スル床ノ l歓= 際 ジ友 ノ割合 以内 7 、 震 力 計 算 = 閥 シ テ

ノ、共 ノ10分 ノ5以 内ヲ減ズノレコト '7 1斗i. E ! シ集合室、講 堂、観 覧 席、l徳衆! 帯、陳列室 、倉庫 、守庫等エイJ

テハ 比 ノ 限 = 在ラズ

|  6  1  7 以 と

10分 ノ4110分ノ 4.51 10分ノ 5

5  

1  4  I  

10分 ノ31 10分 ノ3.51

3  

/  

i!f'l' I!リ

本令ノ、公布ノ日ヨ リ之 7 施行ス

〈重昼間〉大正9年 11 月9 1' 1内務省令 第37波 市街 地述 築 物 法 施 行規 則抄 録

第 Ｔ Ｔ 係第 Ｒｾ 頁

ｦ ＮＧｬ ｾ ￬ 盆 用鋼材ノ、商工省告示日本標準規格第 Ｒ Ｐ 披 ノ規定 ］依ノ レ忍 Ｚ賞 以 ヒ ノモノナルコト ヲ要ス

第 83保第 2項

接 合 用 「 リベッ トJ 叉ノ、「ポ ールト」ノ中心距離ノ、 ，JI: ノi直径? ノ2f存半永浦 卜、 共 / 中 心 卜材 端 トノ距

湾 ｲｾ ノ、 Ｉｕｩ 直径ノ ｉ ｬ ｩ存 半 永渦 ト録ス イカラス

第 101係 強 度 計 算 = 適 用 λ ル各種材料ノ霊盆ノ: 最小限下ノ如シ

( 左表略 λ 〉

第 ＱＰ Ｒ 係第 ｉ ｾ 頁

鼠度計算二於テ主主築物ノ各部分ユ生ズペキJ ! l J ¥カ皮ノ、各種材料= 付;在 / 限度 ヲ 超 過 スペカ 予ス

C左 表 略 ス〉

第 105係 強 度 計 算 = 適 用 ス ル 各 種 床 動f管室ノ最小限下/ 1 ; . 日シ

( 左表略ス〕

ｩｬ 庫 、 君子庫 、 作業努等 ］￭ 寸テノ、Ｉｾ / 質i兄= 惚スル i宣告3ナノレ動荷重= 依んへシ

本保/ 動荷重ノ、其/ 賛t兄エ燃ジ小梁= 封シテノ、兵 ノ10分 パ 以 内 ヲ、大波二重苦手〆テノ、共 ノ10分ノ 2 以

内ヲ 、 柱二重苦シテノ、Ｉｾノ ＱＰ 分 ノ Ｓ 以 内ヲ 、 震力計算］倒シテノ 、 Ｉｴ ノ ＱＰ 分ノ Ｕ 以内 ヲ滅 スルコトヲ得 Ｑ 旦

シ合庫 、 性原 、 集合室 、 ｉ ｾ ｕ 壊後数 、 陳列 室等］封シテノ、 本項勤前君主ノ軽減ヲ錫スコトＷＧ 1{}:λ 

軽 減
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第 212係 重苦李総督ノ、区域ヲ指定シテ第76{傑乃 至

第 79線、第 81ft朱乃至第84ft来、第 86f 1傑乃至第88fl 条

第90際 、第 92係 、第 96ft祭、第 100W葉、第 IOl a菜、

第 106係 、第 107除、第 109旅乃至第 123様、第 12

5係乃至第 148除叉ハ第 150燦乃至第 184除 ノ:規定

ヲ適用 セザ ルコト アノレ4 シ

第213(傑 言十主主令 第49線 第 I ｾ頁ノ規定二依ル認可

申請ｾＡ ｾ エハ左ュ掲グル事項ヲ記栽スイシ

I  I 人ニテ土地区劃整理ヲ施行セン トスル者

エ在 リテハ事業ノ範園

第230係 第 I ＳＡ ｊｾ 乃至第 Ｓ 君主ノ事項

整理施行者/ 員歎

笠理施行者ノ所有権叉ノ、言十査令 第48篠 ノ 規

定= 依リ土地ノ所有者ト若倣サレタル者ノ械

耳IJ ノ目的ダノレ土地、水面ノN ' UIJ 別 、地 目 別 /

地総及土地室中長二登録セラレダル地租額

う 主主理裕行地区ヨ リキ寺 =1徐可とシタノレ土地 アノレ

トキノ、共ノ事由

主主理施行地区内ニ左ニ掲グノレ土地ア J レト キノ、前

項ノ申請書ェ芙ノ表示ヲ '烏スペシ

l  官有地

2  官ノ用ニ供ス ル土 地

公共図骨量ノ公用二供スル土地

名i路地及g ; . 蹟地

古墳墓地及墳墓地

位 寺 溺 境 内 地

f波道 及仇、送用地

部E 頁第 2 l; i} l 及第 H斑ノ土地 アノレ トキノ、共 ノ編 入

=  f'J キ主務官隊又 ハ公共函館 ノ承認ア リタ ノレコ

トヲ設ス ノ レ舎 ｉ 菌 、 ｾｴ ノ承認ヲ件ザ ｊ レ ト キノ 、 ａ ノ

事 由 ヲ 記 載 ν 51 J"書面ヲ申請書 = 添 附スペ r

第 214旅 設 計 ) } = ノ、左 / 事項7 ' ｾ￨ 殺ス ベ シ但シ

規約ヲ以テ空白型施行地匝ヲ数区二分チタル若手合

ニ 於テ第 Ｔ 鋭 、 第 Ｕ 望書 、 第 Ｘ 部員及第 Ｙ ｾ 涜ノ事京

ノ、各1; ，五毎 = 之 ヲ 記 載スベ ムノ

土地臣室IJ 整理

l 人施行及共同施行

第 3 章

第 l 節

2  

3  

4  

j

 

円

u

ハ

第205{J祭 言十家令第36憐及38篠 ノ 規定 並 エ 之 = 基

ク本 令 / 規定( 第 206U条ヲ除ク〉ノ、建築工事中

ノ建築物及建築工事ェ若手 セザノレモ設計アノレ建

築物= 之 7 準用ス

第 206隊 知事叉ノ、総長ノ、建築工事中 / 建 築 物 叉

ノ、建 築工事= 若手セザノレモ設計アノレ建築物二 手ノ

テ共 ノ雄築竣功 / 後二於テ言十輩令第 38U条第 I ｾ頁

ノ:規 定 = {?<J レ措置ヲ命ズル必要ナシ ト認ムノレモ

ノ= 付テノ、共ノ建築ヲ許可エ ル コト ヲ得

第 207{J祭 言十輩令第26線、第 31降 、第 34線 、第 37

保乃至第40係及第43篠ノ規定並 ニ之 ニ基 ク本令

/ 規定ノ、建築物ノ敷地 ヲ造 成スノレ銭 = ^ } レ縫壁

ニ之ヲ準用ス

百十重令第36U条及之ユ基ク本令/ 規定ノ、前項 / j 縫

墜ニンテ高サ 2 メート ノレヲ超ユルモノ= 之ヲ準

用ス

第208!際 言十輩令第 2主主ノ :規定ノ、史蹟名勝 天 然 記

念 物 保 r' f i 去ノ j盛期 ヲ受 クノレ建 築物= 之ヲ蓮i用セ

司 ｾｴ第 7 節

3

4

5

6

7

 

ス

第209傑 左 ノ各競ノ 1= 該蛍スル建築物= シテ

知事 叉 ノ、総 長 ニ 於 テ支障 ナシト認ムルモノニ付

テノ、計道令第 29(1菜、第 31U条及第34( 傑ノ規定 エ拘

ラズ兵 ノ建 築 7 許可 スル コト ヲ待

l  鳥 居、形像、 記念門、記念 塔 ノ類

2  交主主信31}l 帯 、公共便所 ノ類

3  陸 橋 ノ 類

4  地下停車場/ 類

5  高架工作物内二校クル倉庫 、広 舗 ノ 類

第 210U恭 博覧舎建築物 、税覧 壊、飾 門 、飾 塔 、

足代、後橋共 ノ{也 / 仮設整築物ニシテ知事叉ノ、

総長ニ於テ支障ナ ｪ 卜 認ムル モノ ニ ｦ ｾ テノ、 言 ｦ 註

令 第 19u朱乃至第 24f際、第m条及第34{傑 ノ規定エ

掬ラズ共/ 建築 ヲ許可 スル コ トヲ件

第21l¥隊 計 鼓令貫主41憐 / 道路後定地域内= 於テ

知事叉ハ臣室長支隊 ナシ ト認ムル トキノ、同令第29

線 、第 31{J 条及 第34燦 / 規定 = 絢ラズ存被J t J H浪 7

ｈ シ仮 設建築物ヲ 言牛 可 ス ル コ ト Ｗｾ 咋



l  整理路行地ノ現汎及工事施行ノ目的

2 工 事英ノ他ノ事業ノ計錠説明

3  主 要 工 事 ノ仕様

4  工事ノ施行前及施行後= 於ケル土地ノ筆盟主

及地積ノ地目別]合 計

5  工事施行= 依リテ件ペキ利金

6 監 理 施 行地 及之ニ隣按スル土地、水 面 ノ 現

形図

7  整理主良定園

8  工事ノ若手及完了ノ改定時期l

9  工事 Ｇｬｾｾ 毛ノｻ也一切Ｏ費用ノ玖算

第215線 規約エノ、11湾都市計I D: i UJ l系民法毒事待

例 、言tm: 令叉ノ、本令ニ規定スルモノヲ除タノ外

:左ノ: 事項ヲ記載スペ ν

l  事業ノ範囲

2 事 務 所

3 役 員 7 置クモノユ荘リテノ、 ;)t ノ名稿、 定

数 職 務 憾i浪、選 任、解任及任l t I j = 附; <. ) ( . . 規定

4  ，町議= 側スル規定

う 庶務及合計二関スル規定

6  補償金評定ノ標準ヲ定メタ，レ トキハ; ) l : ノ規

定

7  費用ノ :分斌及牧入J J i 去艶= 延滞利 息又ノ、過

怠金二闘スル規定

8  言i.llf 令 第70線第 4 項ノ告示官i l = 於ケノレ土地

使用= 闘スル規定

9  言十重E令 第70(隊第 1 ｾ頁及第 ＲｾＨ ノ規定］依ノレ

潟 分 方 法

10 七 地、水 面 / :等位ノ評定二除! ; < . ル規定

I1 設 計 守 、規約若ノ、整理施行地民ノ 鑓変叉ノ、

事業ノ停止若ノ、 ｾｬｌ］ 倒見ノレ規定

12  計君主令第48(傑第 2 減叉ノ、第 3 鍛ノ規定= 依

リ土地ノ所有者ト若倣サレタル者ノ械*11消 滅

ノ場合ユ於ケノレ補償金徴牧ノ i J i 去ヲ定メ担ル

トキノ、共ノ :規定

第216係 書十rl l : : 令第49線第 2 項ノ規定 二依ル託宣言十

段、規約若ノ、主主E里地行地以ノ澄J [ 又ノ、司t ' %f ノ停

止若ハ号室止ノ認可申請:性エノ、; ) t . ノ I!i 由ヲ記n乾シ

之］闘シ定メタ ノ レ必要ノＮｴｪ ￮ ｾ ｩｘ '7 ｩｩ 日 栽シタル ｾ ｴｴ ・ 函

ヲ添附スペシ

事業ＧＷｾ止ヘ債務ノ分捻ェ ｈ 出 ｬ スル規約ヲ媛憂［

ν 又ハ整理施行地区ヲ減少セン ト; <. ) レ核合 =!i モ

テ借入金アノレ トキノ、債補者/ 問主主ヲ; 澄旦ノレ桜面

VI I  1  1 0  

叉ノ、同意ヲ得ザリシ理由ヲ記斡シタ) ( . . 容面ヲ添

附スペシ

監理施行地ｾヲ郷ｊ｛セントスノレ場合］於テノ、地

底= 編入 ν 叉ノ、地区ョリ除斥セラノレペキ土地、

水面ノ整理! 庖行者タルペキ者 又ノ、整理随行者ノ

同意ヲ訟スル ｲ ，ｬ，ｴ 面 、 ａＯｾ 鐙ｊ｛ガ言十重 ｉ 令第 ＴＸ 除 第

2 盟主叉ノ、第 3 昔話ノ: 規定ェイ友 リ土地/ ) 計百者卜着

倣サレタ ル 者 ベ 制11 ノ消滅= 依ルモノナノレトキ

ノ、橋利ノ消滅 7tt登; <. ) レtJ } 面ヲ添附スペシ

第 213憐ノ規定ノ、地区 = 編入シ叉ハ地鼠ョリ除

斥セラノレペキ土地、水面= 之ヲ準用 z

第 217傑 ｬ 人］テ胞行スル土地ｾ劉豊富理ヲ喜怒ジテ

数人共同ノ随行ト錫サントスルトキノ、認可申詩

書］其ノ Ｔｾ 由ヲ Ｕ 日 戦シ協議 一 致ヲ註スル ｜ ｴｾ ￭Ａｨ 、

規 約、盟主人共同ノ施行 卜錆ス錫メ定メタ ル必要

ノ 事項ヲ ｾｴＡ Ｑ 段シタル格面及第 Ｒ ＱＳ ＨＱ革第 ｉ ｾ 頁第 Ｓ 盟主

第 4!震ノ事項ヲ記殺シタノL - 'iJ} 商 7 添 附スベシ

第 218保 理主人共 同シテ随行; < . ) ( . . 士地区割整理=

シテ整理焔行者ガ l 人 ト鍔リ. ， )レトキノ、 共ノ旨

ヲ妥湾総督= 屈I . B グベシ

第 219傑 土地直到整理事業ガ公共図健ノ事業二

開スＩＨＮＮ ト キノ、整理施行認可申諮曾 ］ｾｴ ノ図惚Ｏ

承認ヲ詮スノレ祢菌 、 ｾノ ［ 承認ヲ得ザ ｊ レ ト キノ、英

/ 事由ヲ記栽シ iJ Ａ ＨＮＮＱＮ ｴ 面ヲ添 ｾｦ＼ｴ［＼Ｎ " シ

前項ノ規定ノ、設計1 ! t 、規約叉ノ、笠王里総1 ' r地阿; ノ

聖ＡＡｾノ ｬｴｩ 合］之ヲ準用ス

第 220係 笠 E里地行認可申請者又ノ、整理随行者ノ、

整理協行地区ノ !混スル市、街庄叉ノ、阪= 事務所

ヲ設クペシ但 ν 待別ノ事情アルトキノ、之' 7 ; ) 毛ノ

隣媛市、街庄叉ノ、阪= 殺クノレコ トヲ得

事務所ユノ、土地区割監理］附スル一切ノ ｩｊｾ 類 及

! 帳簿' 7I 1' Hl へ低クペシ

共同盤主主協行者叉ノ、不 ＱＱ 審開係人ヨリ官 ￭ｬ ｾ 頁ノ ｻ 書類

叉ハ帳簿ノ 閲覧ヲ求メタ J レトキ ノ、正常ノ事由ア

ｊ レ場合 Ｗ 除タノ外之ヲ抱ムコ ト ヲ ｾｦｾ ズ

第 221燦 整理施行認可申請者ノ、共/ 氏名叉ノ、名

薦 、住 所、整理洛行地区及事務所ヲ監理施行地

区ノ !嘉スル各市夕 、街庄長叉ノ、大正 9 &j 三車}J 令 第

361盟主第2燦/ 隠長〈以下医長ト務ス) = 届出グ

，ξ  ミノ

第 222係 整理施行ノ認可ア リタ ノレト キノ、整理施

行者ノ、工事若手前r-W; 214線 第6減ノ 図面ヲ添mシ

テ;年ノ1_ j j ，r'質ヲ 知事叉ノ、総長= 申告スペシ; ) C / 喜怒

変ヲ生ジ担ノレトキZ J ) ; 同ジ



l  整理施行地ノ! 翼スル市、街庄叉ノ、直並= 土 作物アノレ土地又ノ、所有機以外/ 登記シ F ノレ械

地 ノ大字、字、f也容、地目 、地給及水面 ノ位 利/ 目的タノレ土地アノ川、キ ハ芙ノ表示

置、地 積 第231{ l 条権利者名簿 =ノ、;友 ノ: 事項ヲ記載 スイシ

2  笠理施行叉ノ、監理1庖行地問; 重量A ノ認可年月 l  笠理施行者ノ氏名叉ノ、名手得及住所並= 芙ノ

日 所有権叉ノ、言，- 輩令第48傑ノ :規定二依 リ土 地 /

3 工事施行後エ m: ケル土地ノ筆歎及地積ノ地 所有者 ト着倣サレタノレ者〈埋立待許者ヲ除ク〕

目}) 1I 合引ー ノ楠利/ 目的 9 ノレ土地ノ字、地 替、地目 、地

4 工事ノ :老: 手及完了ノ改定時期 枝 、 土地E副長= - 登録セラレタノレ地租綴及権利

第223係 笠理協行地底二一筆ノ土地ノ一部 7 編 ノ表示

入シタ ノレトキノ、玄海地租規則勉行規則第 13務官 2 整理協行者タル埋立ノ待許 7 受 ケ タ ル 者 /

式及第 ＱＴ 披瞥式ニ依 ノ レ ｾ ￬ 簿ヲ 添 ｾｦｴ :/話10条ノ申告 氏名又ノ、名格及住所並= 共ノ植手ij ノ目的タノレ

ト 共］分割ノ手緩 Ｗ［Ａｾ スイシ 水面ノ位置及地積

前項ノ規定二依 ｊ ｾ 分 Ｚ耳目 ］ｈ テノ、玄海地租規則施 3  土地、7k商ノ等位

行規則第20旅ノ手飲料 ノ、之ヲ 納付スノレヲ要セズ 4  地 殻 7 賀測シタルトキノ、共ノ変測地積

第224保 整理権行認可申訪者叉ノ、整理施行者第2 5  整理協行地エ吋 ｉ ｾｲ 有椛以外Ｏ登記がタノ レ 機

Ｑ Ｓ 隊第 ｉ ｾ 第 Ｔ ｾ 減 、 第 Ｒ Ｓ Ｐ 旅第 ｬ 鋭 、 第 Ｒ 波及第 Ｒ Ｓ Ｑ 不1] 7 有スル者又ハ箆法施行地= 存 スル 建 物 =

係第 1ｾＡｬノ地税ヲ言，Ｍ［ｲｴＺスノレ場合］於テ笠理協行 1ナ登記シタノレ先取待機、' I T ! 領若ノ、抵営憾ヲ有

地区二 一筆 ノ|二地 / 一郎 7 編 入シタノ川、キノ、} C スル者ノ民名又ノ、名干得、住所及登記ノ要領

ノ現況= 依ワ笠理施行士也阪内ノ土地ノ f也組ヲ 差益 6  工作物所有者ノ氏名叉ノ、名高革、住所及工作

酌シテ地組= 準ズノレキ自営ノ ;額ヲ附スイシ 物ノ表示

第22う篠 整理焔行者ノ、工事若手首IJ 型車理抱1合也区 7  玄海都市計主悌J係民法等待例第10旅 第 2 ｾ頁

内ノ土地、7JdHi / 等位ヲ評定スペシ 又ノ、第 ｊ ｉ 隊第 Ｒ ｾ 頁ノ訴訟営事者アルトキノ、兵

第226{1傑 工事= 若手シ又ノ、工事完了: / !J J レトキ ノ氏名又ノ、名務、住所及訴訟ノ :要領

ノ、笠理施行者ノ、遅滞ナク尖ノ' g 7 ' 蓋湾総替及知 第232保 土地原簿) ! . J 、械利者名簿二記我シタノレ

事叉ノ、府長二周 lHグ ベ ν ｊ ｬ ｪＺｾ頁］幾変ヲ生ジタノレ ト キノ、［毘滞ナク之ヲＡｉＡＺ正

第227際 規約ヲ以テｾ浬施行 地 区ヲ 数 民二分チ エえイシ

!J Jレl i } 合= 於テノ、各区毎= 第222線、第2230朱及 第233保 共同施行= 依ノレ土地 区劃笠王里 ノ事 業 年

前線/ 手緩 ヲ匁; x. "' : : シ 皮ノ、 Up トス

第228保 共同整理抱行者ノ、土地区劃整理ノ施行 前項ノ事業年度ノ、 4刃 l 日ヨリ笠年3刃31 日迄 ト

= 開シ書類叉ノ、遁知 ノ授受ノ 1幸代表者 l 入ヲ定 ス但シ待かl ノ事情アルトキノ、規約ヲ 以 テ別段 ノ

メ整理施行ノ認可申言青 ト同時= 其ノ民名及住所 定ヲ匁スコ トヲ得

ヲ翠ヲ号線、督及知事叉 ノ、総長二届出ヂ瓦之ヲ公告 第234保 共同整理施行者ノ、毎事業年度開始前I経

スイヰノ代表者叉ハ其ノ氏名若ノ、住所二鑓A アリ 1. ' ( ノ収支珠算 7 定ムイシ但シ初年皮 = 於テノ、笠

タル婆合亦同ジ 理抱行ノ認可後; 犀; 帯ナク之ヲ潟スペシ

第229(傑 整理施行者ノ、滋理抱行/ 認可ア リ9 ノレ 第235燦 共同笠理抱行者ノ、毎事業年度経過後退

後; 恩滞ナ ク土地原 w' 及憾利者名簿 ヲ調整スイシ HPナタ 嘗該年度 / :事業報告瞥及牧支決 算書 n基

第230[際 土地原簿 二ハ左ノ等原ヲ記殺スペ γ 輝総督= 差出スペ ν

l  笠! ] I t 也行地ノ j総 t的責及土地変帳ニ登録セラ 第 236傑 雨10華ノ規定二土地区劃笠理事業完 了 シ

レタル地組織額 又ハ廃止セ ラレF ル場合= 於テ笠理施行者二之

2 整理施行地ノ筆敬、地 積 及 土 地 霊 帳 =笠銭 ヲ準用ス

セ ラν !J Jレ地税額ノ地図} . l ll合 計 第237保 土地区劃整理事業完了 シ又ノ、l r A止セヲ

3 土地各管ノ字、地番及地目述ニ水面/ 位置 レ.!J Jレトキノ、笠現抱行者ノ、土地監査リ整理= 鞠ス

4  第 ＲＱＳ 線第 Ｒ ｾ 頁第 ｬ 君主乃至第 Ｓ 減Ｏ土地 、 官有 J レ一七万 ノ書類及帳簿 ヲ絵理協行地区ノ属スル市

士也ノ資沸若ノ、 資波ノ橡約ヲ受ケダノレ士地、工 予 、 街庄長叉ノ 、 医長二引渡スイシｾ Ｏ ［墜理施行
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地 区 2 以上ノ市 、街庄叉ノ、区= 惨ノレ トキノ、整理

施行者ノ申請= 依リ 知事又ノ、総長エ於テ尖ノ t書

類及帳簿ヲ引渡スペキ市ヲ i 、街庄長又ノ、医長ヲ

指定スイシ

第238係 市 3戸、 街庄長叉ノ、府. 長前線ノ規定= 依

リ合類及帳簿ノ引渡 7 受ケ !J )レトキノ、 共 ノ引o.lf

ヲ受ケタル日ヨ リ左= 掲グルモ ノ= 付 テノ、10年

間、共 ノ{ 也ノモノニ {'1 テノ、 5 年間之ヲ保存 λ ペ

シ

l  言十輩令又ノ、本令= 依ル認可 、承認叉ノ、同意

= 閥スノレ f，l} 面

2  設計電子

3 規約

4  土地原簿

5  機利者名簿

6 議 事 録

7 換地説明替

8 整理確定 園

9 事業報告書

10 収支決算守

第239線 第 16係 、第 17保及 第 18ft条第 2 g'i ノ規定

ノ、言十輩令第58ft条/ 規定= 依リ他人ノ :土地= 立入

リテ測盆若ノ、調査叉ハ障害物/ 鎚i J ! : 若ノ、除却ヲ

錫サントスル場合= 之ヲ準用ス

第 240隙 道 路 . 底 場、河川 、公 国 共 / il也公共 ノ

用= 供エル土地ヲ整理施行地医= 編入スル場合

= 於 テノ、酒叉ノ、公共図惚 / ; 承認ヲ要セズ

整理施行地区= 編入シタノレ前夜ノ土地 =-1'J テノ、

閣叉ノ、公共 園 鐙ノ、之 ヲ笠理施行者 ト若倣サズ

第241俗 言十蛮令第62総ノ規定= 依ル公告ノ、整 理

施行旭区ノ! 蕗エル各市役所叉ノ、街庄区役場ノ掲

示 額 ニ 3 日間迭: 付 スペキ守類ノ ;要領ヲ掲示シテ

之ヲ錫エペシ

第 2節 行 政 出 施 行

第242{際 土地区劃整 理 ノ縮行ヲ命ぜラ レタル行

政雌ノ、遅滞ナク設計容及監理施行規程ヲ定メテ

之ヲ 告 示 シ10 日間土地ノ所有者及利害閥係入 /

縦覧= 供スペシ

前 ｲｾ 員二掲グ Ｉ ｴＭ事項二関シ土地 ＯＱ ヲ ､ｦ 者 又ノ 、利 害

関係入= 於テ異議アル トキノ、問項ノ告示 アリ F

ノレ日ノ 翌 日ヨリ起算シ 15 日以内 = 営該行政際=

之 Ｗ 申出グノレコトＵＧｾＡト

第 214憐及 第215{床ノ規定ノ、第 I ｾ 頁ノ設 言 Ｑ ・ Ｇｩ ｊ ｟Ｎｴ及 整

VI I  1  1 2  

理施行規程= 之ヲ準用ス

第243保 行政隊ノ、前除第 2 項ノ期間経過後遅滞

ナク計量E令 第53憐ノ ;規定= 依 ノレ認可 7 申請; ; <. -，

シ前痕/ 申請守= ノ、;左= 掲グノレ事項 7 記裁シタ

ノレ>J.t類ヲ添附ス ペシ

l  整理施行地鼠内ノ土地所有者及言十重令第48

係 第 l 披乃至第3君主= 掲グノレ者ノ員数

2  第 230線 第 l 豊若乃至第3盟主 ノ; 事項

3  第 Ｒ ＱＳ ｦｴ 来第 ｉ ｾ 頁第 Ｔ 盟主 及第 Ｕ 童話ノ事項

4  整理施行地底内= 第213係第 2項第 i 誠 乃 至

第 7盟主 ノ土地アルトキノ、共ノ 表示

5  異 議 ノ申出= - ｾｮ スノ レ 績末

6  異 議 ノ申出= 因リ 華経1i!:シ !J ) t - 部分及其 ノ境

変事由

第 244憐 笠理施行地区内= 第213{傑第 2.g;(第 l盟主

乃至第 3 鋭ノ土地アノレ トキノ、営該行政際ノ統轄

スル公 共園惚 ノ公用］供スルモノヲ除クノ外 ｾｾ

ノ編入= 付主務官雌叉ノ、公共闘程 ノ;承認 アリタ

ルコトヲ 設スル ｦ Ａ ｴＺ 菌 、 英 ノ承 認ＵＧｾ 辱ザ ノ レトキノ、

ft ノZJi: 由ヲ記載 ν !J )t- 'i，1} 薗ヲ部I燦ノ申請"fJ} =. 添

附 k イシ

第 245膝 行政抵ｾｾｊｴ I 施行スル土地区劃整 理 ノ然

土地 ヲ分割［［＼ＮＩ レノ必要ア ノ レ 場合］於テノ、ｾノ所

有者叉ノ、永代借地権者 二代 リ之ニ蹴スル手綴 ヲ

錫スコトヲ ｾｈＺ

第 246傑 監理施行地応内 ノ土地ノ ;共;有者ノ、土地

区劃笠3旦= 側スルI書類x..ノ、主主知 ノ授 受 ノ:鈴代表

者 ｬ 入 Ｗ 定メ第 Ｒ Ｔ Ｒ ｧ 革第 ｉ ｾ 民ノ告示ア リタ ノ レ後 週

i帯ナタ共/ 氏名及住所ヲ蛍該行政総二回出グペ

シ代表者叉ノ、 ｊｾ ノ氏名若ノ、住所二事盛夏アリ担ル

努合! J ) ; 悶ジ

官 ￭ｲ ｾ 頁 ノ ［ 手 械ＵＧ Ｑ 宮サザノ レ 土 地 共有者］重苦 ス ノ レ ｬ Ａｾ 類

Ｏ 迭 ｻ Ｇ ｊ ノ、 ｾｬ［Ｎノ ｬ 人］封 ｹ テ 之 Ｗ 告を主主 ν タ ノ レト キ

= 於テ完 了シタ ルモノト若倣ス

第 247線 第 ＲＲＰｦｴ 革第 Ｒｾ 、第 Ｓ 原 、 第 ＲＲＲ 際 Ｗ 主主第

ＲＲＷ 線 、 第 ＲＲ Ｙ ｻｾ 乃至第 ＲＳＶ 降 、 第 Ｒ ＳＸ 保 及第 ＲＴＰ

線第 l 項ノ ［ 規定ノ、行政ｾＡ｛｜ノ施行スルヒ地区劃整

理= 之ヲ準用ス

第 3 首i 整 理 施 行 地 ノ 地 租

第 248憐 土地区劃笠理ヲ施行 手ノ担ノレ土地ノ地Al 1.

ニ除! ; ; <. ノレ特例 =-1、j " テノ、本節ノ規定= 依ル

第 249ft条 土地瓜劉整理ヲ施行シ タル土地 ユ付先l

事叉 ノ 、ｾ長第 ＲＸＲ 係ノ規定二依ノレ遁 知ヲ受ケ タ



ルトキノ、一筆毎= 地番、地目 、地帯tt 及等則' 7 ) E 租年期ノ、共ノ遜行ヲ止ム

ム但シ第261U革ノ ;土地ニ付テノ、等則ヲ定メズ 第254燦 一般ニ等則 7 改訂スル場合エ於テノ、土

肩i E頁ノ; 等民IJ ノ、土地/ J ¥X 金共ノ f也ノ情況ヲ審査シ 地区劃繁理減和年期地ノ: I W，租ノ、改訂等則= 依ノレ

之 7 詮定ス 地租］相官 ｴ スノレ額二第 ＲＵＰｦｴ 革第 Ｒｾ ノ Ｚ 規定二依ル

知事叉ノ、隊長第 I lJl / 規定 = 依 リ地番、地目、 比率ヲヨ[ ; ; ; ジ F ノレ額ニ之ヲ修正エ

地1 1 t 及等貝リヲ詮定シタノレトキノ、変湾総1径二之ヲ 第2S50条 土地区別笠理滅租年期/ 満了シダノレ土

報告シ立役理泡行者二之ヲ主主知スペシ前項/ 規 地主付 テノ、年期ノ ｲｾ 了シタノ レ年ノ Ｚ 分ヨリ ［ＡＧｴ ノ［等

定ェ依リ等 ｪｾ リヲ詮定シ担ノレ後土地区劃監理減［ｦ ｬｬ ｈ リ］依ル地租ヲ Ｑ 数ｾｪＨス

年期付一奥高ir = - 於テ一般= 等Hリヲ改訂シ担ノレ場 合 第 251ft条但書ノ ;規定ノ、) I IE頁ノ: 場合= 之ヲ準用ス

亦同ジ 第256ft築 士 地 区 劃 笠 浬 / 施 行 = 依 リ 地 租 ヲ 謀 ス

第 250保 土地区劃笈現ヲ施行シダノレ土地= 付テ ル土地ヲ他ノ地租ヲ諜スル土地ト勾シタノレ トキ

ノ、整理施行者ノ申請= 依リ工事完了ノ年ヨリ 10 ノ、知事叉ノ、M室長ノ、工事完了ノトキ従) I ITノ地域ニ

年/ . 土地区劃笠理滅組年期ヲイ、j 奥ス 主主シ第 249 1 ) 祭/ 規定= 依リ 詮定セラレ タノレ等則

前痕ノ年期中/ 土地ノ j !T.:t且ノ、古ir 篠ノ規定ニ依リ ェ依リ綴地温ヲ定メ共/ ( 医地租ヲ以テ共ノ土地

詮定セラレタル等J ! リ( 土地瓜到笠理減組年jtrlf ナ ノ第 ＲＵ Ｐ 係第 Ｒｾ 頁 ＯＱ 京地ノ地租トス

興 市I一般エ等則ノ吹訂アリタル場合ノ、改訂等 前E頁ノ規定二依リ銀地租ヲ定メ 9 ノレ土地ユシテ

j{リ) =- 依ノレ地組二相首スノレ額= 笠理施行地院内 特= 勢費ヲ jJ 日へ l J，レモノエ付 テノ、笠王旦抱行者 ノ

ノl京地( 整理抱行自ir ノ;土地〉ノ地組/ 合計額 γ lTJI; エ依リ工事完了 ノ年ヨリ 6 年ノ土地区劃整

1拘保ノ規定= 依リ詮定セラレタノレ等I ! リ( 土地瓜 現地 ｆｉ 後換滅Ｇｦ ｦｴ 年期ＧＷ Ｑ 、 ｬｾ 終ス

創整理滅組年矧 1寸央部I一般 = 等Hリノ改訂アリタ 第257保 土地区別整理ノ施行= 依 リ地租ヲ諜セ

J レ接合ノ、改訂等Hリ) = - 依ル地組ェキ目t吉スノレ傾ノ ザル:土地ヲ地税 7 課スノレ土地 ト鋳シタル トキノ、

合計額ヲ 以 テ除シテ件 9 ノレ比率ヲ衆ジテ之ヲ定 計主令第600祭ノ規定 = 依リ交付シタ ル土地ヲ除

ム但シ言1- 定 令 第61ft条ノ規定= 依リ官有地又ハ公 クノ外知事叉ハ隊長ノ、工事完了ノ トキ従前 ノ 地

共図惚 / 所釘地二 編入シ lJ ' f . . 土地ノ f也被ガ三I-m 滅= 聖書シ第 249 1 ) 条ノ規定二依リ詮定セラレタノレ

令 第60燦ノ規定ヱ依リ交{、j シダ ル土地ノ地 ｾｴ￯ ヨ 等J tl J = - 依リ偲地租 7 定メ尖ノ f殴地租ヲ 以テ 其ノ

リ多キ接合エ於テノ、 A ノ地t ' ( ノ差理主ヲ涛L地 / 地 土地ノ第2501傑第2lJi:ノ j京地ノ: 地租 トス

組 ノJ平均額二乗ジ F ノレ在員 7 原地ノ地組ノ合計 額 前 長 ノ規定二依リ飯地租ヲ定メタノレ土地ニシテ

ヨリ控除 ν タル額ヲ以テ原地ノ地租ノ合計額卜 特= 害事l P加へタルモノ= - {、J テノ、整理随行者ノ

ス 申諮二依リ工事完了ノ年ヨリ 20年 以内/ 土地匹

規約ヌ‘ ノ、 整理施行規程 7 以テ盤理施行地区 ヲ盟主 剖笠理開墾免租年期ヲ付与提ス

隠二分ナタノレ核合= 於 テノ、共ノ各bE ヲ以テ前項 *; 2581)条 第 Ｒ ＵＶ 傑第 ｉ ｾ 民又ノ、 前 線第 ｉ ｾ 員ノ規定ニ

ノ整理施行地阪ト着f故ス 依リ銀地租ヲ定メタノレ後土地底割笠理滅租年: l I J j

第 25111傑 土地区割整理滅組年期ヲ付奥シ lJ ，レ土 付宍l I ITニ於テ一般= 等則ヲ改訂 スノレ場 合 = 於テ

地 ］Ｍｦ 寸テノ、 主 ｴ ノ年分 ヨリ古 ￭ｬ 隙第 Ｒｾ 頁ノ規定 ］依 ノ、銀地温ノ、改訂等則ヲ標準 トシテ工事完 了ノト

ル地租 Ｗ 徴収ス但シｾｾノ年分ノ地租ノ 全部叉ノ 、 キノ現況= 依 リ等則 7 設定シ芙ノ: 等Rリエ依 ル 地

一昔日 ノ納期開始後ナ J レトキノ、共ノ後= 開始 スル 組ェキ目嘗スノレ額= 之ヲ修正ス

納期分ヨリ之ヲ徴収ス 第 259旅 土地区劃監理ノ施行エ依リ地租ヲ謀ユ

第 252燦 土地草創整理滅組年矧地 = ν テf也ノ地 ル土地ヲ地租ヲ諜セザノレ土地ト然 y lJ ノレ トキ ノ、

［ｴ ｒ｟ ヲ諜スル土地 ト ｾｾリタ ｊ レ トキノ、 共ノ地 ｭ ェキ日 ｾ￯Ｍ 室令第 Ｖ Ｑ 保ノＺ規定］依リ官有地又ノ、公共闘骨 ｅ

ＷＷｊ スル額二第 Ｒ ＵＰ Ｈ 傑第 Ｒ ｾ 頁ノ規定］依ル 比率ヲ来 ノ所有地= 編入シタ ノレ土地ヲ除ク ノ外共 / ;従lIIr

ジタル額ヲ以テ ｾｴ / 後年j ( J ] 問中ノ地税 トス ノ地域ノ: 地視ニ相蛍スノレ額 7 第 250係 第2項 ノ 原

第2う3燦 土地区別笠主主i成制年 j切中 ノ土 地 = 付東 地ノ地組ノ合計額ヨリ控除シタル額 7 以テ第25

地免租年wl ヲ付奥シタ J 川、 キノ、付興シ lJ ，レ"1三ヨ ｏ￺ 華 第 Ｒ ｾ 頁ノ ｊ 京地ノ 地 租トス

リm: 地免f且年耕溺了= 至 J レ迄ハ土地区副監理減 第26011条 第2501) 祭ノ規定ニ依ワ算出シタノレ比率二
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1000分ノ l 未満ノ 端 数ア ノレ務 合 = 於テノ、之ヲ七万

拾ツ 第 250 il 条ノ規定= 依リ卒均額ヲ算出スル場

合 = 於テ l銭オミ涌ノ端盟主ヲ生ゾタノレ場合ノ、 5毘 未

満ノ、切拾テ 5厘以上ノ、七万上ゲ l銭トシテ 計 算 ス

第 261{際 翠 湾官 ￞￮ 財 産 管理規則第 Ｙ 係 第 Ｒ ｾ 頁又 ノ、

護者F官 有森 林 原野及産物待}; 11底分令第] { 傑ノ規

定= 依リ資抑3し、資波ノ 浪 約 7 潟 シ F ノレ土 地ユ

シテ土地区 劃整沌ノ施行］依ノ レ開 墾 ノ ｾ ｊ￯ 業啄功

= 因リ賢沸又ノ、資波ヲ受ケ地租 7 課スル土地卜

然リタ ルモノノ中 待 = 苦手'JJ( ' 7力日へ 51}レモノ= 付

テノ、土地所有者ノ申請= 依リ地視ヲ謀スノレ土地

ト潟リタ ノレ年ヨリ 20年以内ノ 土 地阪創盤理開指

免租年期ヲ付奥ス

E産官警官布 財産 管理規則第 17U条又ノ、第21il 葉ノ規定

］依 リ 賢挑ノ ｲｧｾ 約ヲ錫シタノレ土地］シテ土地区

割型車理ノ施行ユ依ノレ盟主c ( 干拓ヲ含ム〕 ノ事業

成功ユ因リ賀扮ヲ受ケ地租 7 諜スル土地ト銭リ

タルモ ノノ 中待= 苦手1'( ヲ加へタノレモ / =  fナテノ、

土 地所有者ノ申請ニ依リ地利ヲ諜スル土地 卜f号

リ! 1 )レ年ョリ 60年以 内 / 土地直到きまJ ' ! t 埋立菟組

年 期ヲ付奥ス

前 2 項ノ場合ニ於テ整理施行者ノ、土地所有者二

代リテ共/ 申請 7 ; 1 毒スコトヲ得

第 ｉ ｾ 民叉 ノ、第 Ｒ ｾ 頁 ノ土地 ェ十 ｴ テノ 、 ｒ ノ年 期 Ｏ満了

スノ レ 年］於テ土 地ノ 牧金ｾｾ ノｻ也ノ悩 ｩ Ｇ ， 兄 ヲ審査ン

等則 7 詮定シ芙 ノ年分ヨリ詮定等則= 依ノレ地利

71l1kJ枚ス

第 ＲＵ Ｑ ￚ 祭但害ノ規定 ノ 、前 ｩｊ ｾ 頁ノ Ｚ 綜合］之ヲ準用ス

第262保 整理協行地区内ニ開墾免租年期、土 地

区劃笠理開拓免租年期又ノ、土地底剖整理埋立免

租年期ヲ有スノレ土 地 アノレ壕合= 於テノ、知事叉ノ、

路長ノ、整理施行者/ 申請ニ依リ工事若手ノ トキ

土地ノ牧盆其 /1也ノ情況 ヲ管査シ飯等則ヲ設定

シ某 / ( 霞等則= 依ノレ地組= 相包' 見ル額 7 以 テ某

ノ土地ノ第 ＲＵ Ｐ 係 第 Ｒｾ ノ ｪ 京 地ノ Ｚ 地有 Ｑ トス

笠 湿 地 行地直内 = 土 地区劃整理減組年期、土地

底創整理地目第換滅租年期叉ノ、土地区劃笠理開

墾免租年期ヲ有スノレ七地アノレ務合= 於テノ、共ノ

土地ノ奮等則= 依}L-地租 = 相官スル額ヲ 以 T 共

ノ土地ノ第 ＲＵＰ 係第 Ｒ ｾ 頁ノ ｪ 京 地ノＺ地 租 トス

整 理 施 行地区内= 工事完了ノ トキエ 於テ 荒 地 免

租 年 期地アル場 合 = 於テハ知事又ノ、話器長ノ、整 理

施行者ノ申請 = 依リ工事完 了ノトキ従前ノ: 地域

= 依リ土地ノ牧金共ノ他ノ情況 ヲ審査シ仮等則

VI I  1  1 4  

ヲ設定シ其ノ{ 殴等則= 依} L - 地租= キ目嘗スル額ヲ

以テ 尖 ノ土地ノ第 ＲＵＰ 係第 Ｒ ｾ 頁 ノ ｪ 京地ノ Ｚ 地 租ト見

第 263係 部I保 第 1ｾ頁 ノ規定］依ｽｌＭ俵等則ノ設定ノ

申請工事若手前= 之 7 銭ス イシ

前項ノ I軒青書 =ノ、新[ U条第 1 ｾ頁 ノ土地ノ大字、字

地苦手、地 目 ( 土 地妥 帳 ノ地 目ガ土地ノ現況ト異

ナノレトキノ、土地E副長ノ 地目 及現汎= 依ノレ地 目〉

地積及凡込鍍等則ヲ記載シタ ル書面ヲ 添 附スペ

三ノ

第 264{傑 第 262U条第3項ノ規定二依 J レ俄等I ! IJ ノ設

定 ノ申請ノ、工事完 了ノ届出ト 共 = 之 7 匁ス 4 シ

前 長 ノ申請書ユ ノ、従前ノ土地/ 大字 、字 、地番

地 目、地強及丸込飯等則 7 記事立シタ ノレ書面ヲ添

附スペシ前1( ノ守百二ノ、従前I ノ土地及工事完了

後 ノ土地ノ各管ノ 1広域ヲ表示シタル園面ヲ添m

スペ シ

第 265ft葉 土地区劃主主理滅租年期 、土地底剖整理

地 討礎換、成机年期又ノ、土地直創整理開墾兎軒l年

期ノ{ す奥 ノ申言青ノ、第249係 第3項ノ 遜知ヲ受ケタ

ノι 後 60 日以 内= 之ヲ匁ス ペシ

土 地直創整理開拓免税年期叉ノ、土地区制整理埋.

立菟机年期ノ付奥 / 申請ノ、事業式功= 囚 リ質 例

叉ノ、資波ヲ受ケタノレ後60 日以内= 之 ' 7;1竜ス ペ シ

前 2 項ノ qヨ詩書二ノ、共 ノ土地ノ大字 、字 、地 番

地目及地 ｷ 並］土地所有者ノ氏名又ノ 、 ｾｦ 得及住

所ヲ記政シタノレ t.L¥菌ヲ if f . i 附スペシ

第 ＲＶ Ｖ 線 第 Ｒ ＶＲ ｻｬ革第 ｬ ｾ 頁 Ｓ し、第 Ｓ 項ノ規定二依リ偲

等則 Ｗ 設定シタノレ後土 地 区［ｴｾ笠理滅 和年期付 奥

iiiJ=於テ一般= 等則ヲ吹訂スルEU合= 於テノ、同

僚 第 1 ｾ頁 ノ ｦ 段等即 ｪ ノ、 改訂等則ヲ標準 ト シテ工事

若手ノ トキノ現況ユ依 リ、同僚第 3項ノ{度等同l

ノ、工事完了ノ トキノ現況= 依 リ之 7 改訂シ吹訂

綴 等Rリェ依ノレ地有1. = 相蛍スノレ額ヲ 以 テ第 250 係

第 2 項 / ) 京地ノ 地和トス

第 Ｒ ＶＲ ｻｬ来賓 ｾＲ ，ｊＨノ ニ 土地］付土地区劃整理滅租年期

付奥前ニ於テ一般二等員1J ' 7 改訂スル努合エ於テ

ノ、工事若手ノトキノ現況ェ依リ等則ヲ改訂シ改

訂等員1J =依ル地f I l = キ目堂スル額 7 以 テ第 250 僚

第 2 項ノ j京地ノ地百1 トス

第2お67{l係茶 第 26臼2U係条ノ土地ユ i付寸テノρ 、其ノ年期力

区主劃創lリl整王浬里滅有机1年 矧 !付ナ奥前=漏漏- 了 λ ル主携第合 = 於テ

ノ、 J芙毛 / j渦陶賄-了了 3兄えノルレイ午F ノ分 ヨ リ第2おう l 係 / 規 定 = 依

リ地租 ヲ徴』牧l枚士セヲ Jルレ Jルレ迄第26臼2{係傑第 l項 及 第 3項

Ｏ 土地ニ付テノハ、仮等則］依リ同係第 Ｒ ｾ項頁 ノ 土 地



ニ付 テノ、 従前ノ 等則二依 リ地官171:&牧 エ ( 第252係又ノ、第254ft革ノ規定 = 依リ地税ヲ修正

第251係但書ノ規定ノ、自i L頁ノ: 場合エ之ヲ準用ス シタル場合= 於テノ、英ノ地組〉 、土地見副理i成

第268僚 監理施行地買内二土地区制笠理滅幸fl 年 組年湖謝了後= 在 リテノ、:Jt ノ土地ノ等則 ニ依 J レ

期! 寸奥 ノトキ ニ於 テ 第262ft華ノ年期 ヲ有 スル 土 地 租 ヨリ 商 ｅｴ｡Ｍ 金額ヲ控除シ Ｙ Ｉ レ額 ヲ 以テ ｾｾ ノ地

地アノレ場合= 於テノ、監理』喝行者ノ申請 = 依リ知 組 トス

事叉ノ、隊長ノ、左ノ各競ノ金額二第250ft条第2項 ノ 第 272保 第268ft革ノ規定エ依 リ郎賞ヲ匁シタノレ土

比率' 7 3夜ジ 9 )レ額 7 整理施行地区内 ノ全 部 叉ノ、 地エイ、J l7il fi 条ノ年馬1/ : 浅年j ( j j 問中土地区劃整理滅

一部 ノ土地 = 商B' i i i ス第269係ニ定ムノレ期間内 ニ 租年期漏了後土地 ノ異動ニ因 9 等良IJ ' 7詮定 見ル

於テ其ノ申請ナキトキノ、知事叉ノ、隊長ノ、職権 7 接合= 於テノ、共 ノ等Hリエ依ル地租ニ キ目営 スノレ額

以 テ尖ノl J i 日包・ 7 行ァ ヨリ西日72金額ヲ控除シ F ル額ヲ以テ其ノ地租 卜

ｬ 第 ＲＶＲ 係 第 ｬ 項久ノ、第 Ｓ ｾ 頁ユ掲グノ レ免租 年期 ス

地ノ同僚第 ｉ ｾ 頁又 ノ、第 Ｓ 摂ノ ｦ 殴等貝 ｉｊ =. 依 J レ地干II 第 273 前2憐ノ規定 エ依 リ地租ヲ定メタル土地 =

ユキ目包: A ノレ額 付テノ、地租ヲ定メタ ル年 ノ分ヨリ共ノ地租ヲ 1:&

Ｒ 第 ＲＶＲｻＡ 傑第 Ｒｊ 頁ノ土地区劃整理 ｭｾ 墾免和年期 収ス

地ノ ;従前ノ 等則二依ル地和二相常 スノレ額 第 251 Ｈ保但 ｾ Ａｾノ規定ノ、部Ｚｅ頁 ノ 場合］之ヲ準用 ス

3  第 262ft革第2J 頁/ 滅; ol 年 期 地 ノ 従 前 ノ 等 則 = 第 274傑 第 268ft革ノ規定 = 依 リ西日嘗ヲ鍔シ 9 )レ土

依ル地租 エキ日常スル額ヨリ従前ノ j亀有1 ヲ控除 地= 付テノ、同[ 際ノ年期ノ残年期間 / 漁ー了ス ノレ年

シタル額 ノ 分ヨリ土地区副主ｾＺｦ里滅組 年 期満了 ｬￌￍ ｊ 二在 リ テ

育 ￭ｬｾ 頁Ｏ規定ノ、新二土地区劃笠理地目掛換滅租年 ノ、第 ＲＵＰ 隊第 Ｒｾ ノ地租Ｈ第 ＲＵＲ 燦叉ノ、第 ＲＵ ＴＨ 際ノ

期叉ノ、土地区剖整理開墾免和年期ヲ付奥シ F ノレ 規定= 依リ修正シタノレ場合= 於テノ、兵ノ地租〉

場合二之 =j ! : 但用ス但シ兵 ノffi 日常金額ノ、左 ノ各3Li 7' ¥土地区劃監理減税年新潟了後二 在 リテノ、 共

エ依ノレ / 土地ノ等則二依 ノレ地租ヲ徴1枚ス

l  第256ft革第 1l J ( ノ{陵地和 二相官Zスル額ヨ リ原 第 251 (l華 但守 / 規定ノ、前項ノ 場合= 之ヲ準用 見

地ノ地租 7 控除シ IJ. Ｉ レ額］第 ＲＵＰ 保第 Ｒｾ 頁ノ 比 第 275線 第268保ノ規定二依 リ西日営 7 矯シ F ノレ土

率 7 乗ジ 9 ) レ額 地= 付荒地兎租年期ヲイナ奥シタル トキノ、共 / 付

2  第 ＲＵＷｻ 傑第 ｉ ｾ 貢 ノ ｦ 陵 地平 ｊｬ］キ目営スノ レ 額エ第 ＲＵ 奥シタノレ年ヨ リ荒地免租年期満了ニ至ノレ迄ノ、問

。係第2摂ノ比率ヲ衆ジ 9 ) レ額 ｻ傑 ノ年期ノ Ｚ 浅年期間ノ、［ＡＱｾ ノ 準行ヲ Ｑ 上 ー ム但シ 荒地

第 ＲＵ Ｐｻ 隊第 Ｓｾ 頁ノ規定ノ、前 Ｒ ｬｊＨノ ｭ 合ニ之ヲ準用 菟租年矧 ノ浅年矧fMi =ィ、l 同{傑ノ 規 定 = {;衣 リ配 信

ス ヲ矯シタノレ土地エ付テハ比 ノi藻 =在ラズ

第269係 前係ノ規定］依 ｊ レ商 ｂｾ 吉ノ申言青ハ土地 ｨｾ j B276fi 条 知事又ノ、艇長銀等則 ノ設定若ノ、吹雪丁、

到監理滅組年期 H! ) I i ! ノ日ヨリ三十日以内= 之ヲ 西日首又ノ、年期 ノ{寸奥' 7 ｪｾ シタ ノレ トキノ、盤理施行

銭ス イシ 者叉ノ、申請者ニ之ヲ通知スペシ

商I項/ 申請草子エノ、則包・ヲ受クペキ土地/ 大字、 貌277燦 努' Q22線、 第 223除 、 第226降、 第 247燦

字‘ 地番及之= 商E営スペキ金額主主エ年期ノ種別 努 ｾ ＲＶＳＨ 保 第 ｉ ｾ 頁 、 第 ＲＶＴＨ 傑第 ｬ 項 、 第 ＲＶＵ 線 第 ｉ ｾ 京 、

及其/ 浅年期間 ヲ記栽シ 9 )レ商日首案ヲ添附スペ 第 Ｒ ｾ 頁及第 ＲＶ Ｙ 燦 第 Ｑ ｾ頁 ノ Ｚ 規定ニ依ル知事叉ノ、勝

ν  長二主主スル申告、届出 、申請 等 ノ銭= スノレ瞥類

第270ft華 左 / 事項ノ、規約エ5 ] 1) 段ノ定アノレ場合ヲ ノ提出ノ、目的地ヲ管絃; A ; レ税務官置= 之ヲ錫 ス

除クノ外規約二定ムル合議= 於テ芙 ノ;承認 ヲ 経 イシ

ベ シ

l  第 ＲＶＳ 憐第 Ｒ ｾ 及第 ＲＶＴ 保 第 Ｒ ｾ 頁 ノ見 込忽等則

2  前係第 Ｒ ｾ 頁 ノ 商 ｅ 蛍案

第271係 第268( 際ノ規定 エ依リ町常ヲ匁シ タル 士

地ニ f'. t テノ、同僚ノ年期 ノ浅年期間中土地区劃整

理減税年期中二 在 リ テ ノ、第 ＲＵＰｻ 燦第 Ｒ ｾ 頁 ノ地 組

第 4首j 換 地 底 分

第 278篠 繁理施行者ノ、工事完了 ノｽ 苗 ｈｾ 7 錫シタ

ノレ後逮滞ナク換地説明書及整理確定悶ヲ作成ス

ベ ジ

第 279( 傑 換地説明香 ニノ¥士地所有者ー及永代借地

t  t  5  VI I  



権 者 毒 = 左記事項ヲ 記載スイシ

l  換地 / 交 付 ヲ受 クル者ノ 氏名及住所 〈法人

ナル トキノ、英ノ名稀及事務所〉

2  従 前ノ 土 地 ノj翼スノレ市、街 庄 叉 ハ 民主立 = 土

地 ノ 大字、字 、地 番、地 図、地 獄及 等位

3 換 地ノ !蕗スル市 、街庄叉ノ、1 / i 1 ; 妓= 土地ノ大

字 、字 ‘ 容量君、地 図、地政」走等位

4  言十主主令第 72係ノ規定ニ依ルヰお定

5  清算金額

換地 ノ ヒ ェ既登記 ノ地役 械 寄綴スノレ草野合= 於テ

ノ、官;J >.頁= 掲ゲ !J J t- 事 項 ノ 外:左ノ事項ヲ記栽スイ

手〆

l  整 理 権 行前 二於ケル換地ノ所有者ノ氏名及

住所〈法人ナノレ トキノ、x ノ名高専及事務所〉

2  ｦ 色 役ｦｦｅ換地ノ一部二Ａ寸存スルトキノ 、 ｊｾ / 部

分及符君主

従 前 ノ 土 地 歎 箸 ニ 封ν- UE ノ換地ヲ交付スル場

合 = 於テ兵ノ 数 筆ノ土地中未登記ノモノアルト

キノ、 英 ノ旨ヲ記事Eスペシ未登記/ ; 従前ノ 土地二

重苦シ換地 ヲ交付スル場 合 = 於 テ 共 / 換 地 = 地役

権 ノ登記ア ルトキ 亦同ジ

第 280係 換地 説明書= ノ、言十主主令第60{l 華叉ノ、第61

係 ノ 規 定 = 依 リ 交付叉ノ、編 入 セ ラノレイシ 土 地ノ

監理施行及型左理施行 後 =於 ケル地目j J lJ 地 強 ヲ針

照シダ ノレ調古ヲ添附; ; t . " シ

第 281傑 言十室令 第J O{際第3摂 ノ規定 =依 ノレ認可申

言古書= ノ、換地説明書及型直道確定問 ヲ 添附スペシ

第 282係 重 湾 総督言十笠 令 第70第3項ノ認可 ヲ局シ

タノレトキノ、換地説明 ｾ Ａｽ 及整理能定闘ヲ添附シ尖

ノ旨知事叉ノ、総長二遁知見第284際叉 ノ、第285綜

/ 認可ヲ銭シタノレトキ亦同ジ但シ其ノ 添 附 書 類

ノ、鎚克叉ノ、1 E 正アリタ ル部分ニ隙Jスルモ ノ ヲ以

テ足 J t-

第 283{l革 笠 理 施 行地叉ノ、: . ! t ノ上=- -(:f-;;t. J レ建物=

付登記ヲ鍔i / !J J レト キノ、登記織利者ノ、; 屋滞ナク

笠 理 施 行 者 = 其 ノ旨ヲ通知スペシ

第 284傑 言十ｪｊｦ令 第 ＷＰ 際第 ｉ ｾ 頁及 第 Ｒｾ 頁ノ ［ 規定］依

ノレ慮分 51:! 事シダ ｊ ｴＭ 後同線第 Ｔ ｾ 頁 ノ 告示 前Ａこ於テ

従 前 / 土 地 ノ 土 地 ノ 金古11叉ノ、 l 部 = 付 所有権以

外ノ椛利叉ノ、ｾ分Ｏ古 ｉｊｩ 浪］側スル登記ヲ錫シタ

ルモノア J 川 、キノ、笠理施行者ノ、漣滞ナク同令第

72{傑ノ指定ヲ鍔シ妥 湾総督ノ認可 ヲ受ク ペシ

従前ノ :土地ノ 全部叉ノ、一部 =- H既登記/ 所有機

以外ノ概利叉ノ、民主分ノ制限アル場合= 於 テ計笠

令 第72傑 ノ 指 定 ヲ錫サザ リシモノア ノレト キ亦前

VI I  1  1 6  
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言十重令第70{l条第 4 項 ノ告示前 ェ於 テ 換地ノ 一昔日

= 該1W:;.. ;. . . 従前ノ土地= 付所有権移 鱒 ノ登 記 7

fo i / ! J J t- モ ノアノ川、 キノ、監理施行者ノ、遊滞ナク

同令第 ＷＰ 線第 ｬ 項及 Ｒ ｾ 頁 Ｏ 規定二依ル 民主 分ＷＺＡ毒ン

翠 輝 総 督 ノ認 可 ヲ 受 ク イ シ

第 285際 商I係 ノ規定ノ、1 i f 湾都市計窓側1系土地臥

創整理登記規! sl ' I . i ! IJ 1f; 10燦但 轡 ノ規 定 =依リ 言! 笠令

第 ＷＰ 隊第 Ｔ ｾ 頁 ノ 告示後登記 Ｗｪ 毒シタル場合］之

ヲ宣告用 λ

第 5 首j 損 害 補 償

第 286線 第 19(際乃至第22線 、第 24{! 華乃 至第 27傑

ノ規定ノ、; ? 十EE令 第58線 、第 65様 、第 66係 叉ハ第

69除ノ規定= 依ル補償= 之 ヲ準用ス

附 則

本令ノ、宝 海 部市計 定 令 施 行 ノ日 ヨリ之 7 施行ス

ｾ湾家屋建築規則 細則 ｪ ノ、之 ヲ ￆｾ 止ス

翠 将 家屋主主築規f ¥l . 1叉ノ、日! 施行細則ュ依 ¥j j号シタ

ｊ レ 許可申詩 ｊｾ ノ他ノ行局ノ、之ヲ本令ノＧＢ目嘗規定

こ依リ符シ担ノレモノ卜若倣ス伺シ本令= 規定ス

ι 要件ヲ具備セシムノレコ トアルペシ

①童湾総督府令第 110豊島

玄海都市計) ] f : 委n令官見則左ノ遜定ム

昭利 II q三12月30 日

翠 湾 紙 、 督 小 林 隣 澄

i f 海部市計草委員台規則

第 I{際 ｾ 湾 都市計註委員合ノ、玄湾総督昨径二ｊＦ｜

シ玄海都市計 ilf 令 第 2 (傑ノ規定= 依リ ;!t ノ械限

= 廃セシメタル事項ヲ調査審議ス

委員合ノ、前Jfl ノ外立輝総評 ノ終 日] = - 燃ジ都市 ;1"

望11=倒見ノレ重要ナノレ事項ヲ調査書官品 z

委員合ノ、郡司i;n［ ｾｴ＠ =- ，ｾ，日スノレ重要ナル事須 ］ＭＱ ナ翠

輝 総径二五. I l : 議エル コトヲ件

第 21$ 委 員 'Y::r' 、令長一 j 、及委員三十人以内ヲ以

テ之 7*J : l 織ス

前J j1定 良 ノ 外必要アル トキノ、 臨時委只ヲ置クコ

トヲHト

第 3ft禁 令長ノ、空 輝総督府総務長官ヲ以テ之= 充

ツ

委員ノ、関係各 Ａｾ｜高等 官叉ノ、接識経験 アノレ者 ノ中

ヨリ 、臨時委只ノ、知事 、総長、市) ， 、街Ft :! 長、

州 令官轟只 . 市合議員 、街庄協; 車合員叉ノ、星島町: 経

験アノレヰ号 ノ中ヨリ翠湾総l } 之ヲ命ズ

臨時委員ノ、翠袴綿密 ノ指定スル司* fl ニイ寸殺事 =

参奥ス

第 4燦 令長ノ、合務ヲ線、千里ス令長4j J - $( アレトキノ、

ｾ 湾 総、Ｏｽ ノ 指名スル委員管長Ｏ職務 Ｗ 代時ス

第 5{l革 委只モT二幹事 ヲ置ク室i轡総& - 之プ命ズ

幹司Eノ、令長/ 指揮ヲ承ケ庶務ヲ笹子里ス

第 6ft革 委 只fJ =.  ｾ ｊ ｊ ｴＺ記ヲ置クｾ湾総督之ヲ命ス

ｾＡ ｾ 記 ノ、 Ｑ ＺＮ 司Ｏ指揮 Ｗ 承ケ庶務］従事ス

附 則

本令ノ、童精都市計)'11令 施 行 ノ日ヨリ之 7 施行ス



宮にも疑ょ、やうな彼等の楽闘が管まれてゐ

るのである。そして、事件は此の地下の豪

華な殿堂を舞蓋と して展開する仕組みにな

ってゐる。何も知ら十に 読めは¥なるほど

筋七け は、かなり撤奇: 的な商白味がある 0 ・

併し、建築法規を くY り抜け、取締りの白

坂 井 則 夫 をかすめるとしても、誰が設計し、誰力制

片桐勝元の手放さ

先日楠公の遺蹟頴彰道路をドラ イヴして

天野山金測寺金訪ね ? ことき、限なく伽l盤を

案内してくれによ寺{ 債の話である。 こ〉 の堂

塔は座長年11¥1に改築 され? こ ものであるカヘ

それに就て こんなエピソ ート がゐる。ーま

t:.' 秀頼の幼少であ っfこころ、ひ どい病にお

かされて、生死のほども危ぶまれにことが

あっ fこ。そのとき若君っきの局某が金剛寺

に祈願して「上様の御間平癒のうへは境内

の堂搭ことごとく普請仕るべく云々」の起

請をしに。何とかして盟臣方の軍月j金を費

泊さ せる こと に腐心し仁徳川方では 、此の

起詩文全盾に 、 ｊ￬ Ｎ 桐 ｾｦ 元に釘して 、 伽監修

築を? 懲f目して *1:
0

I よろしい」とばかり

に、大きいところを見せ、直ちに跡y亡持却

のもとに工事. カサfi められにo t:.' が、盟家非

常の際、大事の軍用金金 、tr ｾ＼むさ ＼ｾＧｩＺ 泊 し

ではならないと云ふので 、徳川への手前、

表面豪華な建築美を装ふ 一方、目のと Y か

ぬ内部では 、出来る t:.' け材料金落し 、能ふ

る限り手伝抜〈ことに努め? こ。先年ffi見祭に

赴い ?二、 文部行の古ii ct : 三学専門の技{ 日ji も、NJf

元の巧妙な手口と、ｾに慶長年 ｉｫ Ａｬ から工事

の手抜きと云ふことの行はれにことに 、古・

ｾ巻い ｦ こと云」、。

文 撃 と 建 築

鈴木腎とか玉三ふ人の 「 節ン ｜Ｚ ｾ ￬ｻｩＮ｜ｊと云 五、Ｏ Ｉ、

設伝説んに ことがある口探偵趣味の大衆物

亡が、レプ ラの患者ばかりが集って「太陰

合」と云五、のを? 組織し、秘密の地下に 、王

工し、誰々が材料金納入して 、今日此のや

うな 非合法的な建築を営むことが出来るで

あ らう か。その鞘になると 、此の小説は 、

全然荒唐無陪のものでしかな い。つま り作

品全韓ドウソ t: と云ふこと lこなのである。

か うしに建築に関する知識の「希薄から 、

沼、はぬボロを 出し てゐるノj 、設は 、知名 の作

家の問にも、し ばしば見う ける 主ころであ

る。例へば、菊池寛の「心の日月」の中に

母親が、大阪に出てゐる息子を自慢して

「大阪の高等工業を卒業 して、 その ま〉向

i 、で建築事務所に勤めてゐますが、専 務 さ

んにも大へん可愛がられまして ー…」と 云

ふのがある。此の短い言葉の 中でも、数々

の誤合指摘するこ とが出来る口先づ大阪の

両工 t 云へば、今の| 波大工率部のこと t:.' が

商工時代から今 日も向ほ同校には 、建築科

と云ふものはないのである。それが建築事

務所へ勤 めると云ふのもおか しい が、更に

とんでもないのは、耳Z務さんである。イ可か

菊池寛は、建築事務所と云ふものは、大企

業形態のもとに経営されてゐるやうに思っ

てゐるらしいが、事買は今日の建築事務所

と云ふものは 、その九: J t % までが、個人経

替のも のである。長谷部竹腰と云ふ 、例外

的 に 株式組織のものも に Y 一つある には

あるが、こ〉に t:.'って 、常務さんは居るが

専務さんと呼ばれる人は居な い。首然此の

「専務さん」は「先生」 まには 「所長 さん」

と云はれなければならない筈のものであ

る。 こん な事は 、単なる揚足とり 1: 過ぎす・

作品全踏の悦値を論争る J -..l こ、何のか〉は

りh ないではないかと云はれるかも知れな

い。併し、 少くとも誤植fごらけの新聞を読

1  1  7  VI I  



む不快さには匹敵 するものであらう。

相馬御風と云五、作家があるが、嘗て此の

人が何fごつ? こか長篇の執筆に際し、市ヶ谷

刑務所へ、出所する人を迦へに行〈と云五、

筋のところへ来 て、 刑 務所の建物の糠式が

判らな い。判 らなげれば様式の名など書か

な くてもすむのr: が、わさ' わさ' 彼は 、菓子

折を携へて 、刑務所長のところまで罷り Hl

Tこのである。ところがこ〉でも判らなくて

建築を施工しに請負者の所まで 、? こづね 、

? こづね て行って 、やっと*1] つにと云」、話が

ある口

建築とか或ひはそれに閲係し1: 事柄金扱

つ? こ文感と云ふものは 、あまり見あ fこらな

いが、? こま? こまめれば、決つにやうに何か

誤謬をおかしてゐる。「餓筋コンクリート

.  .  .  .  
建て五階造り」と云つにやうな調子であ

る。 い さ〉か情な い。

古典に現はれ る住宅

日II野山の閑居を描いて、鴨長明は「方丈

記」 にか う書い てゐる。

その家のありさま 、ift の常にあら今。股

きはわづか に方丈、高さは七尺がうもな

り。所全忠ひ定めゴるがゆゑ lこ地をしめ

でつくら子。っちゐを 〈み、 うちお lまひ

をふ きて 、つぎめごとにかげがねをかけ

?こ り。若 レ心 にかなはぬ事あらば、やす

く外へ移さんが?こめなり口 そのあら? こめ

作る事い 〈ぱ〈の煩ひかある。読む t こ

ろはわづか lこ二雨。車の力をむくゆるほ

かには、更に他の用途い ら十。

附帯設備 ｫ しては 、 南に懸樋が Ｗｋ を ｾＱ こ〉え

林も近 〈て薪にことか Y 子、森は紫雲の藤

なみ 、夏はほと〉ぎす 、秋はひ ぐらし、冬

は零と 、自然の妙を取り入れて 、 まことに

閑寂な接である。 殊に面白いのは 、権 目ご

とに かけ金舎かり 、どこへでも移料自在と

云ふことである D シ{ サイドハウスとか ヒ

ュッテのよ ろこ ぼれ る今 日なら 、早 速 11
1')島
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式ポ ータプ J レ・ハウス」と云つ?こや うな名

でーパテン ト物t:: らう。

徒然草の第十二段にこんなのがある。 こ

れも全文金 引用して みよ「 。

話11
1無月のころ 、栗栖野と い五、所 を過ぎて

或 山里に尋ね入る こと侍 りし t二、遥かな

る苔の納l道ふみわりて心細〈住みなし に

る庵あり。木の葉 に埋る、覧の雫ならで

は霞訪ょ、者無し。関伽棚に 、菊紅葉など

折 り散し? こる 、流石に住む人のあれば な

るべしo 1折〈でもあられけるよと 、あは

れに見るほどに 、彼方の庭に大きなる 村1

子の木の 、枝も撲 lこなり fこるが 、まはり

を? きびしく図ひ?こりしこそ 、少し事醒め

てこの木無からましかばと' 覧えしか。

心判n< もあij は. れ?こf{[ 。木の葉 に埋れ? こ寛。

関伽槻の絹紅葉など 、ゆかし い風情も 、枝

一杯になってゐる密相ぞ 、主主まれまい にめ

に、j最重に回ひしであるのそ見ては 、興さ'

めしてしまっ? こと云ふのである。これは 、

粂好r: けの主槻とか好尚ではな〈 、よ 〈わ

れわれが郊外風景 にみるところのものであ

る。

芭蕉の令]に

草臥て宿かる頃や正案の花

主云ょ、のが ある。藤棚など しつらへ? こ草屋

の様が自に浮か. a 。

一茶に

これがまあっひの栖か雲五尺

と云」、名何がある 。諸闘 を放浪して 、故郷

信州の柏原に師り 、雲深い我が家の景色を

詠つにものである。

新し い ところでは「是陀羅」の歌人日比

野道男の詠草に

庭の1暗に浮きいで〉みゆる夕顔のしろ

妙の花は夜ごとにあ? こらし

と云よ、、夏の夕べの景色を歌つにものがあ

る。ゃう や 〈に迫って来る宵i滑に、ふと晩

酌の手をお・いて 、前裁に目をやれば、けよ、

もー亦新し 〈夕顔の花が l央 引封てゐろ。なつ

かし い位宅風景の一つ でゐる。



外 観

“ 宇 3台 電 ビ ル " 設 計 ・ 長 谷 部 竹 腰 題 等 事 務 既 ・ 施 工 ・ 清 水 組 1  Vl l  



地階ｾ函圃

VII  2  “___ : A  

- r ｾ日

玄 関 ホ ー ル

l 階・天井装飾レリーフ

電 ビ 1レ " 設 計・長:谷 部 竹 腰 建 築 事 務 所 ・ 施 ヱ ・ 清 水 組



事 務 室

“ｾ＠ . " ' A 

..，.. I 日 電 ビ 1レ . . 設 計 ・ 長 谷 部 竹 腰 建 築 事 務 所 ・ 施 工 ・ 清 本 組 3  VI I  



言リ

片「「司王fJ古九口

: 晶空宇目立←7

5  F皆 卒 面 園

重 役 室 及 B ! 接 室
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第 l 宣 堂

ク ラ ブ 日 本 座 敷

7 階 卒 面 圃
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1 階 喫 茶 室

字治fft ピル新築工事微要

位 置 大 阪市北軍梅ケ枝町百六十四務地

工 程 起 工 昭和十年四月二日

竣 工 昭和十二年四月三十 日

敷 地面 積 1  640:2j>-方米79 (496坪34)

濯 ｅ 築面積ｾ坪 1341:2j>-方米92 ( 405坪9308)

延 坪 12036卒 方 米5288 ( 3641坪049962)

内
;減 地 階 1358卒方米947 (41 H平0814675)

一 階 1341卒 方 米920 ( 405jf 9308000)  

二 階 408平 方 米4368 ( 123坪 552132)

三 階 1253卒 方 米610 ( 379坪217025)

問 階 1253卒つIj 米610 ( 379坪217025)

五 階 1230卒っち米821 ( 372坪3233425)

9 階 卒 面 圃

8 階 卒 面 銅

六 階 1230卒 カ 米821 ( 372坪3233425)

七 階 1  220:2j>-7j 米821 ( 372坪 3233425)

入 階 1  230:2j>-方米821 ( 372坪3233425)

九 階 1  220:2j>-方米821 ( 372坪3233425)

屋 上 一 階 132卒 方 米95 ( 40!l[' 2i7375)  

屋 上 二 階 132卒 方 米95 ( 40jf 217375)  

建 築 様 式 近 世 式

建 築 高 肝 高 31米 塔 屋 高 37米20

基 礎 マルチペデスタル混凝七杭打繊筋混凝土法

主惚勝進 繊骨、 餓j j 9i浪凝土遺

外 線 根右花同右銑石1要事!i琢 産 ト ヲパ ーチ: / 7l<

勝 一階窓" @リDl t 球産 トラパ ーチ :/U占窓釜

石バラペ ット 笠 石 共 凝 石 煽 付 飾 リ彫 刻 人

官民共f也会 部 担イ ル日占塔 屋色 モル タル 塗

VI I  8  ‘ 宇 治
電 ビ ル " 設 計 ・ 長 谷 部 竹 腰 建 築 事 務 所 ・ 施 工 ・ 清 水 組
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ート打のま ま。 玄鞠庇0 - 人造石プロック。同天井リソイF ' 塗、柱は黒御影本態

外 観 〈側 面)

VI I  t  0  “ 宇 部 市 記 念 曾 舘 " 設計監E ・村野建築事務所・・飽ヱ・渡漫翁記念司喋 委 員 曾



ちr.:

外 観 の 一 部

外 観 の 一 部

屋上より 前面テレ ース及腐携を望む

“ 宇 部 市 記 念 曾 館 " 設針監督・村閉館事務所・・範ヱ・漬遇翁記念事業委員曾 1  1  Vl t  



外 観 の 一 部

正 面 玄 関

脇露。人像彫

刻l人法石プ

ロック

中 央 大 階 段 室

VI I  1  2  “ 宇 部 市 記 念 曾 語 " 設計監笹・村野建築事務所・・路工・波溢翁記念事業費島民曾



2 陪ホー) [ . .

貴 賓 E患の 内 部

床トラ〆 ー大 理

石模様入、担産カ

y パ z ペ ン キ l上

1-. 、天井プラ λ

タ ー ペ ンキ 仕 1:

マ ン トル ピ - 7.

錦物製

'‘ 宇部市記念曾舘" 設計監密・村野建築事務所・・飽ヱ・渡漫翁記念事業委員曾 1 3  VI I  



2 階ホー) ( . . . の一部

曾 堂 内 部

ステ ーヂ勉り壁及天井オ

ー ク及襖 Ｔ エヤ ｡ ， ｾ混ラ吋

ク{士ヒげ

曾 堂 内 部

壁、天井、 リソイドペン

キ仕上げf 、 キヤラ リー 下

昔s 7・ラス 9 ーペ ン キ 仕.卜

げ、床遁E帯ゴム 9 イノレ貼

共f也モノ F イ J I-
o

J ¥主容人

員約 2.000人

V fI 1 4  “ 宇部市記念、曾舘" 設計監督・村野建築事務所・・範エ・漉温翁記念事業委員曾



階 卒 面 圃

必通書入 o ¥ 

仁 ＮＺ｟ Ｍ ｾ ー ー ー ＭＫ ・｜

'“ 

佃

町

a

 

e

A

 

l

 

-
司

内

2 階 平 面 圃

“ 宇 部 市 記 念 曾 館 "
設計・村野建築事務所・. ! i ! エ・渡漫翁記念事業委員曾 1  5  VI I  



屋 上 平 面 圃

VI I  1  6 ‘ 宇 都 市 記 念 曾 舘 "

'  

2 階 上 部 平 面 画

字 音li 市 記 念 曾 官 官

位 置 111口11孫字昔日市

相ft. i盆 餓 筋 コンクリート 造 、但シ曾堂部分

餓骨餓筋コンク リー ト進一部地下室

附 池 上 3階 途

延 坪 1. 200坪

施 工 直 瞥

竣 工 昭 和 12年4月

設置十・村野建築事務所・・ 8仮エ・渡温翁言E念事業委員曾



タト 現

“ 京都電壇株式禽社" 段計・武闘五ー・・顧問・内藤多仲・・施ヱ・銭高組 1 7  VI J  



玄 関 鹿 間

玄 関 鹿 間 天 井 照 明

VI J  1  8 “ 京 都 電 燈 株 式 曾 祉 " 設計・武図五一・・顧問・内藤多仲・・施工・銭高組



“ 京 都 電 燈 株 式 曾 社 "
設計・武田五一・・ 顧問・内藤多仲・・施工・銭高組 1  9  VI I  



V I 1 2 0 “ 京 都 電 燈 株 式 曾 社 "

国陪卒百聞

• 1I  

問

. 圃 .

重 役 室

l ¥ ! 接 室

設計・武田五一・・顧問・内藤多1中・・施工・銭高組



講 演 事

家庭電気講習室

“ 京 都 電 燈 株 式 曾 社 "
設計・武田五一・・顧問・内藤多仲・・施工・館高組 2 1  VJ J  



位 低 京都 市 F 京阪 三 官主主烏丸西 入 米関小路間r579

工 事起工昭 和 ｉ ｏ ｩ ｰ ｬＲ 月竣工昭和 ＱＲｾｾＶ H  

述築様 式 近 世 式

敷地面積 3. 376.00l J S-方米 ( 1. 023.  00坪〉

建築面償 1.263.73 ( 382.95)  

延 面 積 10.619. 73 ( 3.21 1.29)  

VI 122 “ 京 都 電 燈 株 式 曾 社 "

新 器 具 紹 介 場

電気普及宣{車場

設計・ 武田五一・・ 顧問・内藤多 i中・・ 8復工・銭高組



タト

( スイス) パ

l 、数 合 掌

2、 ポ ー チ

3、 オ ノレ ガ y

4、i寅 き1

5、合 唱 隊 f市

6、 オルカ' ン演炎蓋

7、 日 曜 準 校

8、待 合 室

9、牧 師 際 接 室 '

10、牧師住宅庭園

口、 守男住宅庭菌

曾 堂 内 部

ＱＹＳＱ ｾ Ｑ 三懸 賞募 集の蛍選案 によ つに ｌ のでめ る。数合

堂は 2 階にめり 、坐席 1100、 そのドに坐I市600の区

内集合堂がゐる。救命堂の内部には祭尽力; めり 、天

井は白ペンキ塗の露出餓梁の聞にプナの" ' . : : . ヤ板が

張ってゐる。向株異な滋骨の鎖績は工事用の戸イレ

ツタからヒ ｹ ト ｻｴ＾ Ｑｾ ト ＱＺ l ，のだと云はれてゐる。

工費 750，000 スイ A ' l ラ y 。

( Architectural Review， May， 1937より 〉

平 面

⑧ 

ゼ ル の 敬 書 建築家 K. Egender 及 E. F.  Bur ckhl l r dt  2 3  VI I  



ロ Y ト" ンの住居 f十議: のーっとして、 下級 アパート l二

重遣する牽所、バ見ヘノコ給温紋 }首、選所に白動的な新

式料時器設官官、 居室の緩房にコ ー クスの使用を試み

1: ! ，のでゐる。

吉十盤内容は ( 8戸の住宅、 クラプ室、60人収容の幼

稚国等で、敷地[ 商政 1.う エーカー 、元ガス台首士跡で

め る ＱＺ め 、 そのガ［ｸＮ ＡＱ［Ｏク の基礎自ｾ ，f IJ 用して先主的

遊園としれのでめる。 68戸のうち 54戸 ti 3 娘三区到、

残りの 14戸が 2 銭室却で、続 室lま東側に、 1号室( ま午

後の日光をうりるやうに丙 slI lに殺げてゐる。家賃 lま

ー遡 Il S.6d. 及9S. 6d。

アパートの部分は繊筋コンクリート進、 幼稚園 ti

去として'l ! 'F1 、木造混用でめる。

( Archit !ctwal  Reviょw，May， 1937 より 〉

配 置 圃

VI I  2 4  ( イギリス) ロンドンのアパート友附属幼稚園

圃 形 幼 稚 園

a鳥 鰍 圃

西棟 3 階卒面

北鎌 3 階平面

8  

建築家 Rober t At ki nson ほか叡氏



東 端 部 外 観

ア パ ー ト 入 口 外 観

( アメリカ ) We s t wo o d の郊外アパート

建築す.の希望を充分に昔話酌して設計せ られれ俄鍛i

2 階建の アバー トメン卜。

績に主s皇賞しれ る鍛製 の祭、照明樋の何すし、 1: m張、

卒なス担ツコの壁面等、トl! ul rJ 一流の外観 を持って

ゐる。

波及 商からの採光をよくするぬに 、 プランは全館

としてヂグザクに言十宣されて居り 、各戸 は 1Efr.x (ま

2  ｾ さにし使用ぜられる居間繁食堂を中心として縦室

浴 室、選舟f等b; 首日列されてゐる。 2 階は 浴室の士事に

階段室及押入は i清い昔日分になってゐる。

l 階のプランに於て 、墓所及勝手口が南wi のよい

部分に j佼C，れてゐ るのは了解に苦しむが、 南 rwrの 袋

室 に接 してポ ーチの殺り C，れれ 2 階のプラン lまし 、L、

工 費 l 卒方択に就き 3  !#l 80，。

( Archit cctural  Forum.  May. 1937より 〉

建築家 Ri chard J. Neut r a 及

Pet er  Pf i sterer 合作 2 5  VI I  



配室を粛すパースベクチプ

、
、

地 階
隠 21階

ぃ. fLOOR  OUPl E足 APTS 2・・ ' l 伺 ' -OUPlEX APTS 

プ ロ ッ ク プ ラ ン

北 側 外 観

VI I  2 6  ( アメリ力) We a t w∞d の郵外7 パート

建築家 Ri ehar d J .  Neut r a 及

Pet er  Pf l st er  合作



上手に取扱はれれ折衷式のアパ ー トメン ト。一定

の様式に従 ムで もない ｾｉ Ｎ ｉｉ 上旬風 の燥気 にガ ラ ｺ ・

プリツタと ステイン ト・グラ λ とそれ にま潟典風の木

の形刻とを画Eして一極の趣i > 表Iましてゐる。

外観の 1tま道路にunしに端でめ れ 4 つの木彫の

変H- '. しれ下が各アバ ート メントへの入 μ でゐる。

建物の後端は哀の '1、路側面[ は中躍に面してゐる。

各戸 2 階式の ものを 2 電に重ねれも ので、居間の

一昔日[ま 2 階次抜きとし、I次抜 きの音E分は天井まで一

杯にガ ヲz 墜 とな ってゐ る。疲室は 2 階後のカに殺

げられ、 小窓が聞かれてゐ る。

上 の 2 階分 の アパー トメントに は 2 つの吹放 しの

階段に依って遜じ、 それ より戸外の廊下を経て各戸

に入 る機に なってゐる。

雨漏の各戸のほか各戸何れも狭い ものでゐるが、

空気調主主装置なしに耐え件 るア パー トメy トの最小

限度の L のとして、興味のめる設計でめ る。

( Archit ectural  F  orum， May， 1937より 〕

各階平面圃

( アメリカ ) Chi cago のアパートメント 建築家 A. N.  Rebor i 美術家 E dg ar M ill er  aフ VI J



道 路 側 外 観

「集合住宅」とは納入の職業戦線への滋出に伴ふ

家庭の生活様式の強化から必然的に要求せられて生

れ出? このでゐるとその有名な設計者は言ってゐる。

(  ＱＹ ＳＨＩｾｰ の統計 に依れば 、 見トツクホルムの既婚続

人の25，1Y . が職業締人でめ る〉 このアペー卜 メy 卜

は待にそうしれ黙を考慮しれ紡人の叡守の家庭の錫

に、種々 待 殊 な 施設が施されて ゐる。

食事は全部ダムウェイ 9 ーに依って巡搬せ られる

子供等は託児所に韻げられて 、 行ｊｩｬｬ ｾ、 ＱＺｲｩ ｩ［Ｚ ￬ｦＡｦ の ドに

遊び、豊島ぴ、 それから必要に惚じ て眠ること1 ， ill 来

る 。 部 ｢ 泡その｛也の家事は全て ｾｊｪＮｲＮ ｬ ｝ ￭ｩ 反が居 Ｑ ・ ｾ ｾ旦 する

説中子供に聖せする施設は非常に税切を短めれしの

で託; i!. 、洗 iA、食事 の費用を込めて l 日約40セ ン ト

でめるといふ。その他 l 階には祭指令凡liU1"1の室 と勉

強室 とのほ I! 'に病室さへ殺げ られてゐる。

主II I勿は峨筋コンク リート 巡で、梁の突mf ! ? 遊りる

潟にフラット λ ラプ式肩車lfib'採用 されてゐ る。

街路飢，11 の外慨はキ目隣れる各戸五に秘符が保1:れな

がら 、居間II! 、もは Malareo 1，胡の眺望を失はない伐に

1t鈍 されれ J，fから必然に 生れ出 1: 結果でめる。

A トツクホルムに最近廷で じれ1: この繊の主主1加と

同様 、 この集合ｻ主宅い借家人 共 同ｾ築組 合の主 主役

しれ L ので、工授は現在の郊に換算して約 215，000

911、 その巾用地1! ( が 大惚32，OOOlJllで める。

工 Y' t 総額の 10Y. を借家人がs . 熔し25，OOOll!J f!?政府

より借入れ、主豊島長の部分は工務諦: n 人との契約に依

って、 10箇年償却とい ふことになってゐる。

( Archil eclural  F  orum， May， 1937より 〉

代 表 階 平 面 圃

階 卒 面

VI I  2 8  ( スウエーテ. ン) ストヴクホルムのアパートメント

保 育 室 内 部

山 川 rt l 1

ｆ 干弔 ー ｜ Ｍ， ｾ 古

建築家 S v e n Mar l 王o'ius



放 送 室

廊 下

千円 、建物 ff 吹炎して作られす: コロ Y ピヤ系」次長主同の l つ。設計は

以前からこの｛士 ｾ ｊｪＺ に 携つてゐ る ｗｩｬｬｩ ｡ ｭ ｌ εｳｾ ｡ ｺ･＠ J : ( ; で列車H 一 回で

コロムピヤ系放送局と凡分げられる緒徴的める L のでめる。

古い建物を欽; さ室に改造する鍔に各砲の機械的及音響的問題は今

日までの経験で訟に解決務で ゐ る。

時計、受付の机、 調節室共イ也何れ L 間前t の= ユ ー ヨークに於げる

放送局 と同じ L のを? その徳利用してゐる。

用主主と動線と lこ充分の考慮が扮はれてゐることばか論でゐるが、

古い建物の改造でめるから事務室の廊ドの部分に多少の無理がある

らし L、。

4を間使用 きれな い事務室の部分は、他の古f¥分 と簡単にi ! . f f i 断ぜられ

る秘に 百十註されてゐ る。家具も 同じ建築家の殺計でめ る。

( Archit ectural  Forum.  Mar. 1937より〉

( アメリ力 ) シカコil 乙於けるコロムピ7 放這室

図1阿 国1買 戻T

恒 国図図ぎ「

放 送 室 平 面 圏

受 付

建築家 Wi l l i amLescaze 2 9  VII 



2 階卒面圃

1階平面圃

VI I  3 0  ( ドイヴ) 園立識遁孤児院の児童保養所

l、遊 技 室( j 号室〕

2、食 堂

九 百s H響 室

4、骨量 育 室 ( 舞蓋設備めり〉

5、遊 歩 主事( 吸水庭園 〉

6、 圃 瞥 室

7、 安 息 室 ( 室内 〉

8、安 息 ｾＨ 屋外 〉

9、娘 室

10、客用並pJ f員賎室

II 、娘 姻: 室

( Zenlralblatl  der  Bauverwaltunι  

April， 1937より 〉

建築家 Wi l he l m Bu h l me yer  



主主助はけ)39.5米、長さ 121. 0米、高さ 16. 0米にて張関39・

5米、 l高さ 15. 2米の三絞ア ーチの大ホ ーんより なってゐ る。

アーチ間隔は 11米

柑Ｚ脚は床下ｾ遜る銭筋コンク リート 梁 にて、緊結 されて

ゐる。

この遺物の餓骨骨組は 一昔日の 現場リペッ ト打 を除き全音 ｬｾ

鈴接されてゐる。

ｃ ｄ ｾ ｲ＠ ｓｴ｡ｨｬ｢｡ｮＮａｾｲｩｬＮ＠ 1937より〉

思一

( ド イ ヴ ) Kat t owi t z の 市 場

E F孟: 王
銭 骨 各 部 詳 細 圃

3 1  VI I  



豆 町 外 観

193611'-に 完成 されれメキシ コ市郊外の

廿ナ トリ ウムである。 常園保健含 の事業

のー とし t 役立されれものであ る。

収容力 1000病床で、再 び 枇合に彼 腕11' ，

Mミそうな軽症!1' 、者へは待 に療治法、故防

法のほか、他 人に感染さす こと を泣く j j

法迄放へる 。

勿論 、 無産階級ｾ目僚としてゐるので

f&者の入院迄の程度の低い依生思想念匡

正 する Ｗ こめ Ｑ Ｚ ｾ に段脱会般にしてゐる。 猶

子供述れ L め るの で、 これに は忠者 金適

宜に陥商IEの方法も採ってゐる。

建築に就いてはバピリオシ問の内陸を

外務者の商令 所 に い そのパ ピリオ ンは

南.商で他 のバ ピ リオンに建物が投影 しな

い械に日照法を考慮してゐる。

地耐カ僅少なる 7こめ二階建にしZ ゐふ

が、 これはこのまE物のWJ 線 re不便なも の

にし、 このプランの妖鮎の最大はこ、に

めるのではな いか。

CArchit 目 lural Rモcord，April ， 1937 より〉

内 庭 外 観

J 2f 

VI I  3 2  ( メキシコ ) サナトリウム

ー 町内Ishf: d

.. ・ υｮ Ｇ ｩｮ ｉ ｓｨ ｾｃｉ

配 置 圃

連築家 J ose V ill agr am Garci a 



Ｖ 刃 ＱＳ 日京阪線木憾の松殿ｩｊ ｬｩｾｈ ｴＧ凡墜し ＱＺ 。同

行85入、武田博士、 中潔常務や 、京都から珍らし

〈三橋氏、土居原氏等のE買が凡え 1: 。この見皐は

昨秋より 2 皮 L 言十設されれものでゐるが共都度雨

のit に中止し、やっと 3 回目の今日[ ま梅雨H青の爽

やかな一日でゐつ1: 。

正午京阪天i満橋擦を接して約 l 時間、中容島で

字治行に乗りかえて貿易t の手前の木幡議で下車、

1I1の手へ5、6了登れば 、1I 1廷に達する。線、敷地 10

瓜坪の地域に 5000坪の庭園 、延坪 1000坪の建物が

ffi:ち 、茶席大小 le席を有して 、第 1 ｾｔｉ の刻 ｊ < 、大

ヲ片側、中玄側、大; 年院、吋: 守院、来書院、西書院

眺望閣、五夫被、紫只! 奄、議索、撫松庵、春秋亭

彬松庵 、 ｬｪｧ 賢堂 、 菅腐 、 Ｑ￺ｬｾ 震筆吉 、 松殿 ｾｩ 庫 、 修

設講堂が並んでゐる。

松殿山裂の地は約750  1f"Ili j  1#. 1白族原忠、通の子藤

原基質( 近衛家の初組 〉が民殺叉は京極殿と いふ

JJIJ 染五? 管んた' 跡であって 、叉字j台茶褒鮮の地でめ

る。

故高谷宗範氏がこの地を卜して松殿 tll i / : { e建て

茶道の革新とそれによる閤民思想の善3与を企乙れ

れ。績は大正7年 68歳の時工を越し、日百利7年迄 15

年間Ａに亘り総工技 ＱＰＰＱ ｩｾ 阿ｻ･投じて 、 ｈ￭ ｪ 記 ＱＰＰｊ 坪

の工事を完成され昭和 8 年83歳の高齢で投せられ

1: 。 これより 先山荘は工JJj: tj1 i : 金昭初 3 &f" 11 刃財図

法人となり土地、建築、イ十法及夜、財 50瓜図をこれ

に提供されれ由でゐる。

建築及庭園の錦、ては高谷望者自らの設計にな h、

園の中央の筆塚を基黙としてー木ー草悉く準議す

る蕗がゐる由。建築用材は大阪のをF宅( 元天王寺

屋五兵衛宅〉を取毅って悉く運び診し い松の古材

を活用してゐる。高谷署言が建築の技術的詳細に素

人な りしit その建つれ建物の形は稚拙な慮が多い

ゐる。

が相営、思ひ切って種々

の手J去を試みてゐる勲も

める。意匠の根本は問と

四角でめるとして、多く

これを用ひ久、法州 の好

んだ七貨に瓢を犯しれ細

部が各所にめる。

第 2闘はその玄闘で左

l二lこ凶注進りの眺望閣が

見 える。この屋根の 1: 1こ

は四角と球の飾がついて

第 Ｓ 闘は大｜ Ａｾ院と眺望閣で 、 大守院は綴立とな

り l二部はオ1: : A; : i ' j : 、下家は機ヌとなってゐる。又僚

のガラス戸のヒに欄間のな いEきなど後つてゐる。

第 4 闘は翠賢堂 に波る特の栴1;] ｾ垣で 、 方図と瓢

の意底力: 微笑される。

第 う闘の大玄側の組物の喜J l ¥l . ， 、この手法でゐる

室内の意匠は如何 にも素人 らし〈形の釣合など

眼中になく迭もれてゐる棚廻り 、天井廻りなどど

うかと忠ばれる個蕗が ｾ｡ 、。

同行の民国博士の言葉金借りて云へば高谷君主の

精紳は非常によ L 、。その説〈慮は敬服に値する慮

がゐるが建築のフJ は専門家の意見を少しも用ひな

かっ' 1 : 縄に凡るべきものが少な L、。

そこで建築の方は設か子 、事言の得意とする理想

を少し引用する司王とする。

高谷君主は 、 主主州流に宣ｾｻ･求めて 、 ｉ ｬ ｬ ｊ｡Ｚ流の茶道

をfllj め、書院予Eの大力; ，りな茶をその月t : Wi かも再

興せんとしれ人で 、その茶道に劃する意見 lま日〈

「現在行[ まれてゐる茶曾は小間ばかりでゐる。

小fmとは四帖牟以下の四帖三帖ニ帖といふ小防lで

これ ST11庵といふ。凶帖牟以仁の六 it 占入帖十帖十

干L帖は成1141でこれを容院と いふ。

今流行してゐるのは この小闘で、四帖半以ドの

なf ( j i ; の茶でi D る。東山の義政時代は肢聞の書院で

茶を駄じれもので 、こ の康聞を後に l厚風で悶ひ 、

小聞とし' 1 : ので茶室の事会図ひともいム共後紹胤

と利休が小聞を別に 迭つ7こ慮から小間1 ' ! i J ち草庵式

が出来? このでゐる 。

そこでこれ を原則的 lこL、ふと草庵の茶は伐の茶

略式の茶でゐり 、守院の茶はJ a : 厳な茶 、正式な茶

でゐ る。

今こ の:草庵の茶のみが流行して 、書院の茶が向
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第 l 闘

絶してゐるのは法憾でならな L、。

元来茶は身分に従って禦しむもので金持は金持

らしく本式に貧乏人は賛乏人らしく略式にといふ

のが原則j である。然るに杏院式がす 1:れ て、主主庵

式のみが流行し. 今の茶人は草庵の 外は知らな い

容院の茶は外進Tごとしてゐる。 その結果古院で使

ふべき道具を主主庵に持ちこんで2 f - 然としてゐる。

今 日金持の茶舎を見ると 、草庵略式の茶に素晴し

い高債 な茶碗が 出1: IJ 、数 IO/ l i ; 聞もする茶器がゐ

る。甚 fごしき は蒔給の騰が 出1: りする。これ は利

休 のit: の茶 に反する事で 、皆へて云へば . 回舎の

鼓策張りの小屋へ園十郎 、 菊五郎ｦＡＺＧｾれて行って

芝居させる様なもので 、舞Z主と 役者と背景ーが一致

せね。」

叉 現在の茶道が手前ばかりに電車占合おいてイ也の

重要な事項でゐる花 、庭 、飲 食、道具の) ] の事台

数へない盟主行約な率五? 慨し

「今の茶道 lま手官ir と云ふ ものを充分に孝夫へる。

卒手首ir を本業すれば、小' 2 ' となり 、/J何 か ら大習

やれ天国 ｔ ご唐物盆立 ｔ ご、と 云 ひ ｾ ｩ 1.ニから奥十段に

到るまで 、め るので 、 これを長 〈か、っ て習って

免状を? とっても 、f也の事が教へ乙 れないか ら茶 曾

一つ聞く事が出来ぬ。何放か とい ふ と手前ぱかり

詳し〈習つでも菓子の日食べ J H飯 の政ひ J IL 知も

ない。 庭の歩きブ1 ] 1 ，座敷の坐り ) j 1， 知ら ない人が

き弘、。 これで はL、げな い。訟 の始め 1: 1J I *流では

先づ手前の教を少なくして卒手話Iの炭、部 茶、?良

茶f ! : ' 普遜科とし 、これが出来れば 、庭の歩き方 、

手水 の ｻ吏ひ芳 、 懐石の ｈｾ し力 、 日食べ力 、 花の入れ

VI I  t  2 0  

方を? 書士へる。 これが挺の

茶の教ヘカでゐる」

と云って所謂 |止の宗匠の

教へっちをやっつげ貨の茶

の遣を設いて居ら れ る。

叉高谷望者の飲食践に ｾ ｬ

する意見に興味ゐ る。商

洋料理でも支那料理でも

酒と飯倉同時に供す るの

に日 ;本の現在の宴舎は1:

v 好酒家が2時間も 3時間

も飲んで充分酵ムに到る

まで下戸は飯を喫する 41

が出来す， 、7こv 飲酒す るの

を見物して居り怠屈するのは甚だ差別待iftlJ. 1ごから

この日本料理 L 、沼飯同時に出す式にせねばな ら

ぬと説いて居られる。

「今 11 我 11 ;本の飲食治は頗 る飢 れて 、殆 んど 一

定の法な きは慨嘆に 1: えぬ。試み に飲食の' ! ! (際含

見れば各人勝手の取扱をなし 、茶人が懐石の喰ベ

カ さえも或は汁を先にするめり或 lま飯を先にする

ゐり皆一定せす，。ま してや一般の人々は爾親から

答は宿 に茶碗( ; t 1 . l = . に持てと教へ乙 れ 1: のみで 、そ

の野生の ま、生成し 1: 人キカ; 多 仁 日 本 式 飲食議

第 2 悶



第 3 悶

i ' 知る者はきはめて少な L 、。

然らば日: 本には古来飲食目置がないかと云ふと然

らす， 、大勝察 には古来完全な る法式ゐ b、久公卿

諸民等皆各所定の法式ゐり 、足利義尚の l時、伊 勢

小笠原細川の 3 家に命じて間儀作法を整額せしめ

就中飲食鵡は公家式と武家式に阪>>IJ して精 しくこ

れを規定し1: 。

徳川時代に於ては将軍家並に諸侯{ ま皆兵専門の

本識を? おき 、飲食通念資行し1: 。向民間に於ても

結婚式披ー落宴逗善偽司王等 、十干&、す' 本Z葬式を 以 てし

れのでめ る。然るに 明治維新後 、 これがｾｧ｛して

今の野生の i飲食式 になって 了つ1: 。 これ は貨に我

帝閣の躍儀の一大鉄騎で - R 1 ，早〈現代 に遁する

飲食避を定むべきである。

今日 政府が観光局を殺げて外人を誘致するはよ

し、我風光{ま外人皆こ れ を1' t 讃する であらうが一

度 、 日本の飲食越を拳ぴ、研究せんと 希望しに場

合 、?吉局lま何を 以て教へんと する か 、大いに怠慢

とい ふべ きでゐ る。

松lま先づ茶道¥! ，t院式の飲食践を 改善統ーして1 i [

に進んで普主主日本式宴舎を改善せんとする者でめ

る。今日 の普遜宴令[立、Dとして政儀のめ るも ので

ない。只好病家カ ;5時11¥11， 61時1，'¥11，奈飲 して充分酔

飽 する まで ｆ 戸は飯を喫するを ｪ ｬ ｾ 子 、 只 ｦ ｴＱ Ｈｩ 河 する

のを凡物して居り大いに迷必; 怠屈するのでめって

今日 の苦手通宴曾は !-. 戸 {e F廷のして ド戸を応待する

t<t . i ' 失し7、ものでゐる 。 これを? 政主主するに !合 も丙

洋料理支那同 ｉ 里 町 則 ＼￬ 門飯 ｦ， ［ｊ 弘子式とし ＱＺ ｾ 、。 草庵

式懐石が沼飯同時式でゐf J ｾＮｺ 小 笠 原 疏 本勝式も先

づ喫飯i ' 終ってf麦酒i ' 出 し洞の治会 出す11阪序でゐ

るか ら これ等を 再興して 、 ｩ ｩ 司飯同時式の宴 合 ｉ ｉｾＨ 序

にす べ きでめる。

又日 :本の宴舎では童書紋 、イ中m- 等が否f震の間i ' 往

* し主人れるものは客と問坐して 、共 に英酌紡に

おする吠J習は完全んど育雄に於げる洞実に集ならす，

比の !mｾ狼維な宴 ｩｲ ｩＧ 以て正式のものとなすＡ土言

語同断でゐ る。訟が1 f で 外国の地で賞見 しれのに

フロックコートを寺 ｾＧＱ こ 立添な男 が理儀正しく給仕

しれが 、これと 日本料理霊 に於げる宴舎を 比 較す

る と 賀に 雲Ｇￌｔ ｉￍ の相違でめる。早く こ の目 ｾ ｪ ｬＮＮｬｩＡｩＧ改善

して、立i辰な君子園の飲食理念作り t: ｾ、も ので

ゐる 」

まことに鴻〈ベき事が多L 、。

今日 の松殿山荘の見 筆は建築的には さ長く の見る

べきものがなかっ? こが精紳的に高谷害者の理想には

全〈感動すべき L のがき長〈啓 革まさ れる慮が き長か

つれ。

( 12年 6}l J3日 阿国孝男記〉

.・.

-・-

・. ・

.・.

-・-

・.・
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会 線 ‘

時

五 月 例 曾 ( 見皐〉

Ｕ Ｉ ｾ＠ 24 日午後 ! 日寺- 4時

所 主子治川電是正株式合剥; ピノレヂング

出 席 者 小 川 陽 吉 氏 外212名

都 市 計 重 委 員 曾 ( 第9回〕

時 6月3 日午後7時 - 8時 30分

所 協 令 倶 楽 祁 室

出 席 者 委 只 長 烏 斤

委 員 亀 井、吉田

協議事項

l 、建築合祉法草案主住宅法案研究の件

2、復 興ijt 築助成株式台祉定数; 研究の件

材 料 委 員 曾 〈第 9 回〉

I母 6刀3n 午 後7時 - 9時 30分

m 建築材料!派列場} J IJ 室

/¥1.席者 幹 事 松 久保

委 員 秋 問 、小川、梢 刻、近 間

協議事項

ｬ 、 床叡規絡主主二案比絞研究のイＧｾＺ

災害強度標準宗方書研究曾 ( 第2回〉

11寺 ＶＩＱＳ 日午後 Ｗ 時 ｾｉｏ 時

内f 協 合 倶 紫昔日室

出席者 主 査 山 田

委 員 浅野、黒岡

ｬ 、 コンク リート 工事標準Ａ士 Ｉｪ ｾｴ ｴ にｻ 、 ｪ 研 究す

法 制 委 員 曾 〈第 5 回〉

lゆ Ｖ 月ラ日 午後 Ｓ ＱＱｾ ＲＰ 分 Ｍ Ｕ Ｑ 時

月f 正! b: 築材料陳列m}J IJ室

出 席 者 ト 委 員 長 津 田

協議事項

幹 事 松 弁、 1I1 口

委 員 板 井、本同

l 、各頼回1B便覧作成のイヰ

2、質疑惚 r; に附する 1*

Ｓ 、 委員府民のｩＧｾＺ

Vl l  1 2 2  

常 務 曾 〈第 12回〕

時 6)1 7  U午 後611喜一71時30分

舟f 池築 材料陳列 ｾＵ［ｉ ｊ 室

出席者主主 :?:Ji 1¥- 附 合 長 松 本 副 合 長

常務井上主 ｾ･ 小川主記

中海主記 中西主記

加 問 主 計 清 水 主 計

新名編 特 堀 口 編 締

昔日t編JiI1:

H; fA :fjj: 

l 、教化委nwより進議の flt 築講座開設に闘す

る立案のイ斗

2、大阪木付市場開f系泣府版木材正量取引促準

協議合開催にトJ " 臨I南方のイ斗

3、吉 野・工染筆佼長より建築皐科教授研究合に

案内のイ牛

4、法 jftlJ 委n-Erより委只三名精員) j の件控訴

5、u築接合第 11回建築展覧合開催に 1、J Ei- 誌 に

て立(! i f . ・D 依照のイ牛

6、建築上木資料集覧刊行合理事長より本台市

務所 !t' 大|仮 引換所に依報の件

7、「建築事引先」誌寄贈 に制する f牛

久 古事邸主蕗分に附する件

Ｙ 、 手ＧｦＱｾ滞納者にｉＣ ｬ す る件

10、建築材料陳列場助手探用のイキ

1I 、職員よ卒!1Jl:.n: 輿 M 也に 除lするイ牛

12、合只詮衡

報 告

l 、六 J H苅合ヰ!J frii i報告

災 害 強 度 委 員 曾 〔第 6 r司〕

l時 6)] 8U午 後7時 一9U寺30分

Ni'  t住築材料陳列必))I J室

出 席 者 委 員 長 波古1¥

幹 事 築 関

委 只 浅 野、 中井、期口 、矢 問、 111 問

械問 、大隅、竹花、田川、西島

日野、

旭水道工業Ni' 酒井隆郎民

l 、 ポーリングに 回目し沼井氏より 蒐集方法尖{也



に付詳細説明あり

協議事項

l、熔接工技1刷試 験 lご隙jする件

、
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件
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q
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今
、

J

激 化 委 員 曾 ( 第 5 回〉

時 6) l 9 日午後6時 一81時30分

所 協 令f具集部室

lH席 者 幹 事 篠 原

委 員 集 滞、坂本

同伴者情{ 問 、小林、 中村、笠井

協議事項

ｬ 、 工業事校 の数疫内容を検討して共吹善案ｾ

考究に持Hする件

2、建築泉件教授研究合出席哲推薦のイキ

3、建築講座開設に附するイ牛

材 料 委 員 曾 ( 第 10回〉

時 6月 10 日午後7時 - 9時30分

所 協令{ 呉紫部室

出席者 委 員 長 高 橋

幹 事 松 久 保

委 員 秋 問、小川、楠 瀬、造問

協 議事 項

l 、常 務合より附託ゐりし木材市場正量取引促

主主協議f i " 出席者選定の件

l、床板規 絡 案の件

住 宅 委 員 曾 ( 第 7 回〉

時 6)3  11 日午後6時 30分 - 91号

所 建築材料陳列域別l室

111席 お 委 員 長 石 川

幹 事 問問、欠閉

委 員 荒 木、新名、玉置、 附本

l 、住宅説本原稿に付協議す

...... 
，、 例 曾 ( 見基幹〉月

時 6月 13 日正午ー午 後う時

所 松殿山J S : 茶道合

出 席 者 石 岡 太郎氏外84名

( 本誌1目下参l ! の

。 |思

設備委員曾 Ｈｾ ［ 5 回〉

ＶＩｾ＠ 14 日午後6時20分 - 71待

協 令1具築部室

委只長 小笠原

幹 事 伊東

委 員 場 井

l、 FI ｆ 緊急を要すべき問題なく ＱｾＡ［ 分休令す 品

乙とに決定

月If

出席者

災害強度標準示方書 研究舎 ( 第3同〉

時 6刀 15 日午後7時 15分 - 9符40分

所 建築材料陳列務iJ 1)室

II '，J市者 三位 査 II! 問

委 只 浅 野、竹 花、姻口 、V1um

l、検討終了に付目次を作製の上再検討するこ

とに決定

材 料 委 員 曾 ( 第 I1 回〉

l時 6月 17 日午 後61号30分 - 81号

Ji!r 協令1具紫昔日室

IB席 者 委 員 長 高橋

幹 事 松 久保

委 只 秋田、小川、遊間

協議事項

ｬ 、 木材 市 場正 註取引促進協議 ｦｱ Ｇ ｈｾ 席者 の 件 決

定

2、製餓所凡皐のイヰ

3、述築材料暴騰に闘する 針策研究のイ斗

都 市 計 童 委 員 曾 ( 第 10閲〉

時 6月 )7 日午 後6時 30分 - 8時 30分

所 建築材料陳列主主別室

ｮｾ 席者 委 只 長 烏井

幹 事 脳 知、村先週

委 只 勾 坂、吉岡

l、前回よりの研究事項引領き研究

常 務 曾 〈第 ) 3回〉

時 6月ZI 日午後5時40分 - 8時

月f l i l l : 築材料陳列務$1)室

出 席 者 理 事 竹 腰 副 合 長

常 務 弁 仁主記 小川主記 'i ' 滞三t. n8

中西 主記 樋口 主 ｾ Ｘ 1J 日間主計

清水主計 巾村 七百十 新 名編 l制t

吉田編輯
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;記 事 久 保 岡 武 雄 君 府 F 千里山住宅地65 ( 猫逸製鋼株

l、災害強度委員台より担枠研究調査1' l . 誇求の 式合計，大阪支底〉

件 関 口 清 定 住 吉 区 橋 本 町5( 濁逸製鋼株式令枇

2、材料委員合よ り餓材研究経1' i . 支出 j j の件諸 大阪支庖〉

求 浦 島 貫 君 大 正 I r .k大正遁3ノ79( コ ン ヂ ツ ト チ

Ｓ 、言者雑 誌〈 寄熔交換等〉製本 ＱＧｬＮ文 ｉｾ に 百十 ｊ する ユ ー プ製作販 ｾｪＺ Ｉ

件
i 嶋国 主主ー君 :lteJI.?; ! Il : i江町3/  91 ( 西浦工務所〉

4、材料委員合より床板規特案の例報告 中井信一郎君京都市上京院ヒ加茂市中殿町 15 (竹

5、建築皐合よ り木造二 階建小祭絞の桃巡視 準 中工務庖〕

に闘する講演命共同主催 〈又は後援〉申越 . 普 通 貨 助 員

の1' 1: 松 垣 官 夫 君 厳 島 市 白 島 中 町44 ( 底・島S武道府工

6、設築年鑑に附するイ牛 務部〉

7、合只詮衡 柏 原 牛矢倉紳戸市林岡田正御船遁 l ノ6 ( 合名手T

8、職員従事毛昇給の件 面土尾形工務所〉

報 告 小 谷 誠吉君 主辞天燦波町高附組主幹夫支; ; 5 c7白1附

曾

l、燃接工技1刷試験に闘する研究の潟経費に十J - *且〕

寄附交渉結果報告 鷺岡賢太郎;肴 奈長市博井町15

2、建築象科教授研究合出席者のイ* 激化委員合 白 井 利 夫 君 西淀川匹縛法町南2ノ39 (1干名令

報告 社尾形工務所〉

3、大阪木材市場関係道府版木材正註取引促進 漏永 昇君 東淀川恒 UI 口町97 ( 中酋六:url 建 築

協議合出席者の件材料委只省報告 事務所〉

4、5)1分令計報告 吉 間 正勝君} f . f ド中河内郡久9，! t 寺村久貸守 140

禽 員 勤

入

員

曾

静

者

同

( 令名舎社尾形工務所〉

費量君 市I!I 戸市北長狭遁4了目 29ノ2 (竹 r! ，

工 務 J苫〉

神村 11Z:宥 居青島市南段原町710 (鹿島餓送局〉

扇 島 豪iUI 定 住 吉EZ阪南町中 l ノ9鍵 i中容雄}i

〈鍵{中工務J苫〉

山 本 森義君 兵 ｒ 京阪武 ｪ 京都府滋村干ｊｬ ｉｾｾｉｊ 谷劉際

西 浦 文 次 草 雪 旭 匝E野江田T 3 ノ 234 ( 西ifli 工務所〕

池間 二郎 君 普託宣賛助員より事事絡

ホテル建築第竹中工務底出務所

( 竹中工務l苫紳戸支広〉

竹内 ｬ 生 ＲｆＭ 治［宥京都市左 京 阪 ｾ ｴ 白川追 分 町 ＶＱ 附口

J i  ( 京都府建築工場課〉

他 方 曾 員

退

普遁置を助員

曾 者

小 川 定 治 郎 君 東 京 市 小 石 川 阪 丸111匝r6( 日本銀行 大谷↑匙吹l Ul : 宥ー 卒山 紋軍需草寺 前I川較閲雄君

臨時建築部〉 丸 花 オ 治 君 三島 雄彦君

城戸 久君普、通賛助員より鱒絡

韓 居 韓 動

員

南雲主義治君 東京 市淀橋慌柏木 l ノ188 ( 都市計

東京地方委員合) ｾ＠ .  

加 藤 氏 雄 君 静 岡 膝 雷 原 町 東京人絹吉原工場 大 石 忠 夫 君 西 宮 市今津町浦風 19

( 東京人滋絹糸株式舎祉〉 海 妻 郁 夫 君 名古屋市西限期越田f乗越238 大 林

特 別 賛 助 員 組庄内川出 張所

加藤 彰 君 北区常安田r5中之島袋( 日刊工業新 耐林官三郎 君 尼崎 市梶ケ島斗岡 l ノ67

聞社〕 阪口芳三郎君 ( 自宅〉 府ド池岡町J ｉ ｾ 並柱谷 ＲＹＶ (' a!  
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池間 2739) 山本 ｩ［ｽＪ， ｾ沼 比花ｾ Ｇ，ｾ ｾ吉野 Ｂｉｈｔ Ｒ

お1川 久維 君 尼 崎市玄存 :11:: /  JUJ37 
普 通 賛 助 員

靖国 主主投草寺 住吉瓜 1111奴西之町2ノ28 伊部方
久保 欽吾君 ( 向宅〉住吉区阿イヰ野筋7ノ60

大混 丈 夫 君 市 外千里 11171 ノB 18 田村 ｊｾ ， ｾ 詮方 京都市 問中野神町 1I

{生法 武t佐君 〈勤務先〉跡Ii l M工芸事校
西村 ｾ｜｢ 沼・ 恥11戸市須円寺区板宿 町3ノ162

'1" 村 武 雄君 旭瓜今市 l町995 小 林一二三方
本開館大J i rm Ｚ Ｑ じ ｾ Ｇ，［ｾ松 ケ枝町 Ｗ Ｖ

!lff '倒 準 君 住 吉 区 間 泌 東 之 町4ノ19
チi二j良 准 京 大 垣市政 江町竹中工務庖出張所

森 島 輝 夫 君 横 波 市 市111奈 川iE上反町31
高 木 正 三 羽 西淀川区野里町791 ノ5三和銀行歌

和 問 友 吉 君 旭 区 議 小路6 ノ79
烏橋建築場藤木工務 l苫11:'. 張所

喜多村義雄君 府下北河内郡三郷町高槻待 k 投
垂水 事事君 }(i f下泉北君1i 鳳町! 尽陽圏内

l7i 
中 -;tAマ 榊戸市灘区薬師主主3 ノ19

曳野 J奥磁君必L 1H 行二脊PI J 55 ノ8
前川 敬磁' . f l 長野線大町大町紡績ヱ事務mi招待

天 沼 俊 一君 京都市右京阪J て塔殿町49
祭事務月fi 出張所

勝 間 幸男君主 住吉瓜桑津 l町283
総川光 州1! (沼 長野，;¥1際大町大町紡績工事ha- -東畑 砥

竹谷徳治耳目君 住吉阪問主島東/ iUT4ノ24 築事務 所 ｮｾ 張 所

編同↑ 箆一郎君 市外守口町土居517
森岡常 - I i r ( 宏悩弁市花 月新聞T285

三島 関IJ 君 紳 戸 市 須 磨 阪 若 宮 町 l ノ14 胸野伸
宮 本 利 雄 君 東京市杉並区阿佐ヶ谷 l ノ763

介方
中 ヰ長三郎方 奴路市第 IOg市園経理部工務科

波 漣 久 雄 君 i i 1 中戸市灘凶深間町3了目 S5 ノ7
七 海 '!!(沼 岐阜県系 宿葉釈蘇原村三怖野大林組

紳 谷 新 方 京 都 市 四 係 河 原 l町角高島屋建築場
各務原出張所

i隼木孝太郎君 榊戸市灘区 rl' 原通5ノ3 ｾ木組内 ｾｲ ｲｴＧ＠ ，日iJrn君 堺 市 春 日 遁3ノ13

ｴ 色木義雄君静岡県系 ｍ 士 ｾｭ 今泉村依閃矯 ＲＸ
馬 1-， 証左京 氾V14生江町615

根p!ミ 弘君尼崎市糾問中 ｾ Ｓ ノ ＱＴＳ 原日 Ｑ 彦 一 太郎君ｾＮ Ｉｾ都市ド ｊｾ 匹七 係御所ノ内来日 ｲＲＵ

北垣熊之介君 新京〆 イヤ 街老 松ピノレ Ｓ 階 Ｓ Ｑ ｾ 涜
吉 岡光太郎手i 脳 烏l綴石城l I [ ( 鈴村昭和 人紛工事務

飽 方 曾 員
大林組出張所

中111 遜成君 :It 応宗 是IsJ 大 阪ピル日本官主力株式

合社電苦情ZZ県
改 名

松下 克 己 君 新 京 大 同 大 街202 康主宰. 興業株式合

曾 員

社

後川卯三郎京 n:l J :r. 1発ー〉

池 間 訓竿君 尾道市土堂町888

死 亡

iNi 鳥哲三郎君 新点市永昌 E奇1f， 1代用官・合309

普 通 貨 助 員

特 lllJ 賛 助 員

t中間六H r ( 治昭初 Wf三5月13日逝 去

辞世尾 永 治 君 紳戸市if鮎'"ζ
篠原北 Isf3T I-J

〈謎みて哀悼の意を? 表す〉
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編 輯

後 記

実 話予mi f : る日本探求の風潮は、建築界の内

部にも流れ込んでき 1: 。吾々はこの問題に主主し

て、*'1J然しれ態度を決定してお〈必要がある 。

安 昨秋来、 この方面の議論は 、相蛍活溌に

行はれ 1: が、結論的なものにはすミだ到達せ1 " i: 

見 る。議論も出つ〈してな いのではな いか。救

て本誌崎戦競の主題として掲げ' る所以。

女 題して/ j 込嘆に於げる日本的性格" と il l'1

ム。幸に多数の寄稿を待 j : 事 は、編斡子の見解

の濁断に非さ' る事を登するものとして 、心ひそ

かなるよろこびとし 7こし、。

安 執筆者全建築家Tごげに限 ら子 、成〈 一般

文化批卵j家のつ方 々にと 御依積し 1: 。建築家の濁

建 築 と 社 曾

第 20斡 第 7 競

l新 50銭〔郵税3銭〕

毎月 l 回 l 目 安 行 定 償 12却l 6 回 ( ? 36銭〕

昭和 ＱＲ ｾ ｆＭ 6月25 日印刷 昭 和 12年 7 刃 ! 日後行

霊走行 ・編 純

印 刷 人

板

メ! ' .

吊 91 

大 阪 市 北 区 朝 日 ピル 日本位築協舎内

印 刷 所 プ ラ ト ン 印 刷 1吐

大阪市西広江戸』通商議2丁目 32苦手地

務 行 所 在 明 日 本 建 築 協 令

大 阪 市 北 区 中 之 島 3 ノ 3 朝 日 ピ ル

電話長北漬 ( 23) 4501番 ( 9)

鍍 答 ロ 慶 大 阪 39975番

待約販賢j苫 抑 々 堂 書 応

大 阪 市 西 限 京 町 堀 羽 子 板 橋 西

電 話土佐堀 2 4 4 0番

接醤口座大阪2084醤

禁 轄 載

本盟主 に掲殺せ るも のは 、 一切 これ を無断 にて

将戦 し又は翠行本 に上梓その他の複製行待を

なす こ とを禁十。

VI I  1  2 6  

〈 ん ~旬 、J 、. . - v v vい 前

善的見解を恐れ、議論を一般的、社角的な L の

にし T功、っTこからである。

女 7 . 1 ; : 誠に牧むる慮、何れも好[ 闘の珠玉編、

百花燦欄と云つては過言力、特・に宅会頭、長谷川

氏の論文を件1:JJj は、本告書のf賃値 fei i非加するも

のとして編斡子のよろこびは大きし、。

女 識者或はいさ、力、意外に忠ばれるのは本

放に棚橋氏の名を見る司王かも知れな L 、。然しこ

の意外の感じは 、 ｾ、党するに氏 ｦ･ 141に総治者と

してのみ理解せんとする 、早念な溺l t 1I iに由来す

る事は明かである。本誌に於て 、民の多ブ3面の

すぐれ 土研究営実見知する司王が tl:¥P1とるで !b Gぅ。

ヲｾ ｪ 苛岸田口 ｮｾ 刀氏に ｌ 執筆を御依頼し ＱＺ 庭 ｺ

i卸快諾ケ得1: のでめるが、氏の御 都合で御 寄椅 '

が本放の締七月日をこえるので浅念ながら牧銭し

得なかっ 1: 。近々氏の稿が本誌上全力、5 るであ

らう.fjI fe曾員言哲彦と共 に期待しゃう。

安 本盟主 l立中 j lユ新一郎民 との共同編桃でゐる

〈問中繍ー〕

慶 告 掲 載 料 金

警 通 I I 頁 I I 回 15，00 

警 主主 1 .Yz頁 I  1  回 8，00 

九州l J ι 三じ旦一
45，0由

普 f前 附2百戸 I 1 頁 I  1  回 40，00 

z附第 l J.l.Jil: J | 1  R  |  l  回 I  25，00 

ア 付 ー 姉〕 卜 1 .Yz頁 I 1 回 20. 00

表 紙 2 I  1 頁 I I 回 60. 00

表 紙 3 I  1 頁 I 1  @  I  45，00 

表 紙 4. I  1 頁 I 1 回 I 80.00 

建築事務所録 I 1  欄 I  1 回 I  1，50 

( 駐車閣品業者集内) I  1  tj，H  I  1  回 5，00 

成告掲稔御申込は本曾へ直接願ひ ます。

本誌鱗讃御 注文はすべて前金で本食直接又

は特約底へ、振替貯金又は符替で御J' 91}込 fe

願ひます。郵君子代用はー別 府、代金引換は

お濁 り致します。
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